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　まだ夜の匂いも残る朝ぼらけ。風に漂う甘い香りに誘われて、僕は普段訪れることのない街外れ──《枯れ花》地区までやってきていた。通りに面した店では品物を軒先に並べ始め、身を寄せ合う屋台の列からは柔らかな湯気が漏れている。僕を引き寄せる甘い香りを辿たどっていくと、大通りからさらに一本入った裏路地で乳茶の屋台を見つけた。

「一杯ください」

「三ルゥだ。パンも合わせて五ルゥ」

「じゃあ、パンも一緒に」

　僕が五つの銀片を取り出すと、店の主人はそれをさっと握り取る。彼は流れるような手つきで焼き石台の上に細長いパンを乗せ、同時に茶ちや碗わんを一つ取り出した。蜂蜜を一さじ底に落とし、皿に盛られた香辛料を一つまみ。彼は大釜のふたを開け、たっぷり入った乳茶を匙さじでかき混ぜる。温かな香りがこちらまで漂い、白濁が底から湧き上がった。店主は茶ちや碗わんへ並々とお茶を注そそいだかと思うと、熱々になったパンと一緒に僕の前に差し出す。

「うちのは牛の乳を使ってるんだよ。山や羊ぎより甘いぜ」

　その言葉通り、一口飲めばとろりとした甘みがのどに染しみた。ちぎったパンでかき混ぜると、底に溜たまっていた蜜が溶けて香りがさらに膨らむ。黙々と味わっていると、店主が訝いぶかしげな表情で尋ねてきた。

「坊ぼう主ず、ここらの人間じゃないだろう。腰にぶら下げてる白ランタン……ってことは、中なか町まちの夜警か。いい身分じゃねえか」

「でも、中町じゃこんなにおいしいお茶は飲めませんよ」

「そりゃ、うちは材料も直接買い入れてんだ、間違いないぜ。どうだい、茶葉を買ってくか？　一袋百ルゥ、小分けもするよ」

　さすが商魂たくましい界かい隈わいだ。僕が笑って誤ご魔ま化かすと、「じゃあ、まけて一袋九十でどうだ？　二袋だったら百六十でもいい」と詰め寄ってくる。店主はカウンターから身を乗り出し、こちらの考えを透かし見るように目を細めた。

「《一つ目の君きみ》の下で働いてるなら、金は持ってるんだろう？　いいじゃねえか、貧乏人への施しだと思ってよお。なあ？」

「あはは……」

　まるで取って食わんというばかりのがめつさだが、まだお茶が残っている以上逃げるわけにもいかない。どうしたものかと思っていると、不意に後ろから凜りんとした声が聞こえた。

「それじゃあ、二袋でちょうだい！　百六十ルゥね！」

　隣にやってきたのは一人の少女。背が低く、頭の天てつ辺ぺんがようやく台と並ぶほどだ。彼女は大きなカバンから銀貨三枚と細長い銀棒を一本出す。すると店主は慌てて少女に言った。

「な、なあ、クロア、さっき言ったのは初めてのお客へのおまけであってなあ……」

「えー、じゃあ、買ってあげないよ」

「なにぃっ？」

「何にもなしか、百六十かだよ。どうするの？　わたし、他にもおつかいに行かなきゃいけないの。売ってくれないなら──」

「わかった！　わかった！　二袋な、用意するさ！」

　一瞬で値切られ、折れる店主。彼は深い溜ため息いきと共に茶葉を袋にまとめ始めた。少女の方は満足げに頷うなずき、それからようやくこちらと目が合う。彼女ははにかみながら、こう言った。

「わたし、このお店のお茶が好きで、いつも買ってるの。機会があったら、あなたも買ってあげてね」

「あ……うん……」

　改めて見ると彼女は随分変わった髪色で、濡ぬれた烏からす羽ばの黒に細やかな銀の光沢が潜んでいた。しかもそれが少し動くと、淡い緑や青に滲にじむのだ。小さな背丈に反して、芯の通った瞳と少し薄い唇が彼女の落ち着きを感じさせる。

　ただ、不意に彼女のお腹なかからきゅるきゅると音が響き、少女は顔を赤らめた。店主は肩を揺らし笑いを堪こらえる。

「五ルゥでパンもつけるぜ？　まけた分、金はあるだろ？」

　しかし彼女は財布袋を覗のぞき込こんで、小さくかぶりを振った。

「だめ。わたしだけ食べたら、妹たちに悪いし」

　しかし彼女の立派な返事とは裏腹に、もう一度お腹なかが悲鳴を上げる。耳の先まで真っ赤になって、彼女は目を伏せた。僕は思わずお茶とパンを差し出し、尋ねてしまう。

「……これ食べかけだけど……いる？」

「えっ……」

「我慢は良くないよ。身体が欲ほつしてるなら、食べなきゃ」

　少女も店主もきょとんとしてこちらを見つめてくる。しかし、彼女は満面の笑みを浮かべたかと思うと、「ありがとう！」と素直にパンを受け取った。そして乳茶と一緒にぺろりとたいらげる。彼女は恥ずかしそうに茶ちや碗わんをこちらに戻すと、「ごちそうさまでした！」と頭を下げ、もう一度にっこりと笑って走り去った。

「お、おい！　クロア！」

　店主が声をかけるも、彼女はすっかり茶葉のことを忘れてしまったらしい。声も届かず、人込みに紛れてしまう。店主は少女の消えた方を見つめ、肩をすくめた。

「ほんと、抜け目がないんだか、抜けてるんだかなあ。まあ、どうせすぐに思い出して帰ってくるんだろうけどよ。……おいおい、なんだその疑うような目は。俺だってぼったくるような真ま似ねはしねえ。あの子はうちの常連なんだからな」

　彼はそう言って空になった茶ちや碗わんを片付けようとする。しかし「おっ」と声を上げたかと思うと、空の器をこちらに見せてきた。

「坊ぼう主ず、見てみろよ」

　そこにあったのは、一輪の黄色い花。摘み取ったばかりのような瑞みず々みずしい花か弁べんが輝いていた。加えて辺りを見回せば、なぜか屋台の近くに沢山の花が落ちている。

「お前にお茶をおごってもらったのが、よっぽど嬉うれしかったらしいぜ、クロアは」

「……あの子が、これを創ったんですか？」

「そうだよ。クロアは昔から嬉うれしくなると、花やら草を生やしちまうのさ。……坊ぼう主ずも見ただろ、クロアの《銀ぎん紋もん》」

　彼女の黒髪から垣間見えた額に煌きらめく銀色の文もん様ようを思い出す。僕はてっきり願掛けの化粧の類たぐいかと思っていたのだが、あれは本物だったのか。

「植物を創るなんて奇き蹟せきは聞いたことがありませんよ」

「そりゃ、大人の誰一人真ま似ねできないさ。クロアは逆に他の奇き蹟せきは使えないんだけどな。火はおろか水の一滴も創れねえ。全身に刻んでおいて、創れるのは花一輪──」

「ちょ、ちょっと待って下さい。全身？　それじゃあ、彼女は」

「一生、あの姿のままってことだ」

《銀ぎん紋もん》は様々な奇き蹟せきを可能にするが、それを全身に刻んでしまうと人間の成長は止まってしまう。そもそも《銀入れ》には多大な苦痛が伴い、全身に刻めるのは成人してからだ。あの歳としで背中や腹まで《銀ぎん紋もん》を刻まれているなんて考えられない。

　しかし店主はクロアの残した花を空き瓶に差すと、小さく溜ため息いきを漏らした。

「妙な話だが、クロアが拾われた時にはもうあの姿で、何も覚えていなかったらしいぜ。ようやく身体と歳としがかみ合ってきたっていうのに、今度は身体の方が置いてかれちまう」

「彼女は今、いくつなんですか」

「拾われてから十四だ。その前にどれだけ生きてたかは誰も知らねえ」

　その言葉を聞いて、僕はあのどこかちぐはぐな印象に納得がいった。彼女の身体はおそらく十二歳くらいの少女だろう。そこに十四歳の魂が入っているとすれば、齟そ齬ごが起きてもおかしくない。

「しっかし、アバダール家のクロアを知らないとなると、坊ぼう主ずはほんとによそ者だな」

「……彼女、この辺りでは有名なんですか」

「有名というか、慕われてんだろうな。買い手がつかないから、ずっと家の世話係をやってる。それでもああやって健けな気げに笑うもんだから、こっちは自然と値切られちまうわけよ」

「なるほど」

「ところで、どうだ坊ぼう主ず、あの子を嫁に取る気はないか？　料理はうまいし、気立てもいい。夜警の夫なら、クロアも幸せだぜ」

　案外真面目な調子で店主が言うから、僕はつい笑ってしまう。

「《枯れ花》の人は、よその娘も売りつけるんですか」

「違う違う！　俺たちはあの子の幸せを願ってるんだよ。……そうだ、茶葉を買わない代わりに、一つ頼まれてくれ。クロアに茶葉を届けて、もう一花咲かせてこい」

「え」

「ここらには男の奴隷商会がないんだよ。クロアも同じ年頃の男と話せたら楽しいだろ？」

「……いや、どうして僕なんですか」

「はあ？　どうしてって、お前もクロアに微ほほ笑えまれて、まんざらでもねえ顔してたじゃねえか。さあ、行った行った！　道に落ちてる花を辿たどれば、すぐに追いつく！」

　抗議する暇もなく茶葉入り袋を二つ押し付けられ、クロア探しに駆り出される。当人の気持ちをよそに関係をお膳立てしようとするのだから本当におせっかいな話だが、町民たちはそれだけクロアを可愛かわいがっているのだろう。僕は茶屋の店主の助言通り、道に落ちていた花を追って歩き出した。大通りを横切り、一度パン屋に寄って、それからまた大通りへ。《枯れ花》地区は路地が入り組み迷路のようになっているが、道しるべの花のおかげで迷うことはない。……ただ、もしも喜びの感情で花を創るのだとしたら、彼女はいつまで喜んでいるのだろう。結構歩いても相変わらず美しい花が落ちているから、見つけるたびにこちらも妙な気分になってくる。食いかけのパンとお茶をもらえたことが、そんなに嬉うれしかったのだろうか？　それだけで、こんな奇き蹟せきを使えるものなのだろうか？

「──あ」

　やがて通りの一角に、小さな人だかりを見つけた。離れていても賑にぎやかな笑い声が聞こえてくる。人の輪の中心にはクロアと呼ばれていたあの少女がいて、彼女は道行く人々から何かを貰もらっているようだった。大きな焼きたての丸パンだったり、薬草の束だったり、しかも彼女はそれを心から嬉うれしそうに受け取ると、それまで自分が貰もらったものの中からお返しをするのだった。彼女の鞄かばんはまるで小さな市場のように様々なものを取り込んでは送り出す。周りの人々も競うようにして何かを渡すのだが、きっと欲しいのはお返しではなくクロアの笑顔なのだろう。

　そして、僕はふとあることに気付いた。クロアの足元でぽん、ぽんと咲きこぼれる花の数々。彼女は誰かに何かを貰もらうたび、花を咲かせていたらしい。彼女を喜ばせていたのは僕だけではなかったということだ。

　何やら急に気後れのようなものを感じて二の足を踏んでいると、向こうではクロアよりも小さな女の子が花束を差し出していた。クロアはやはり嬉うれしそうに受け取って、花の香りを嗅かぐ。

「うわー、いい匂い！　お肉料理に合いそう！」

　すると周囲から、「そりゃ、クロアが創った花だよ」と茶々が入る。しかも「そっか……」と照れるクロアの鼻先には黄色い花粉がついていて、周囲の人間は一層のこと彼女を愛いとおしそうに見つめるのだった。

　それから、彼女はお返しを渡そうと鞄かばんを探り始めるのだが、今回はなぜか首を傾かしげ、突然「あっ！」と声を上げると、肩を落とした。絶えず浮かんでいた彼女の笑顔が途切れたその時、僕は思わず何かに背を押されるようにして人の輪に踏み込む。そして彼女に茶葉の入った二つの袋を差し出した。

「これ、忘れ物だよ」

「えっ……ええっ？　えええっ！」

　彼女は口をあんぐりと開けて、こちらを見つめる。しかし恐る恐る袋を手に取ると、鞄かばんから取り出した小瓶にお茶を詰め込み、花をくれた少女に渡した。

「それじゃあ、僕はこれで」

「──ま、待って！」

　立ち去ろうとすると、クロアにしっかりと手を摑つかまれてしまう。

「ど、どうしてわたしが欲しいって思ったときに……って、いや、そうじゃなくて、あ、あの、本当にありがとう！　一日に二度も助けてくれて……」

「大したことはしてないよ。……あの、それより手首が痛いのだけど……」

「あっ、ごめんねっ！」

　彼女は意外なほど顔を赤らめながら手を離すが、それでもまっすぐな視線でもって僕の動きを止めてしまう。それから彼女は真剣な面持ちで言った。

「わたしはクロア。アバダールの家のクロア。あなたの名前を教えてほしいの」

　するとなぜか辺りが静まり返る。クロアだけではなく、周囲の町民たちも固唾かたずをのんで僕の返答を待っていた。もう、こうなると答えないわけにもいかない。

「ガファルだよ。初めまして、クロア」

　改めて手を差し出すと、彼女はそっと僕の手を握り返す。しかしその途端、ぶわっと桃色の花びらが宙に舞い始めた。クロアはさらに一段と顔を赤く染めて手を離すが、まるで彼女の心臓と呼応するかのように、周囲にはどくどくと花が咲き乱れる。

「わ、わ、わ、あの、これは」

「いやぁ……本当にすごい奇き蹟せきだね。でも、こんなに力を使ったら……」

　きゅるきゅるきゅる。

　聞き覚えのある鳴き声がまた聞こえた。クロアは無意識に奇き蹟せきの力を使ってしまうから、すぐに空腹を覚えるのだろう。さっき食べたパンと乳茶の分は、もう無くなったに違いない。

　しかし彼女は既に恥ずかしさの最高点は越えてしまったようで、火ほ照てった頰ほほを緩ませると、

「二つ分のお返しをしなくちゃね。わたしもお腹なかが減っちゃったし」

　そう言って鞄かばんの中をごそごそと漁あさり始めた。クロアはまず丸パンを取り出すとナイフで大きめに切り取り、間に切り込みを入れる。何枚かの薬草をもみほぐして詰め込んだら、小さな壺つぼからナイフで器用に小魚の油漬けを掬すくい上あげ、輪切りの檸檬れもんと一緒にパンに挟んだ。最後は年季の入った革袋から一つまみの塩と胡こ椒しよう。あっという間に朝食の出来上がりだ。

「はい、どーぞ」

　手て際ぎわの良さに観衆は拍手喝かつ采さい。クロアからそれを受け取ると、温かいパンにふんわり指が沈み込む。

「パンが焼き立てで柔らかいから、崩れないように気を付けてね」

　それから彼女は自分の分も作ると、ぱくりと一口。自然に周囲の注意はこちらに向く。僕もクロアに倣ならって大きく一口頰ほお張ばると、清せい冽れつな柑かん橘きつの香りが口いっぱいに広がった。爽さわやかな酸味と油漬けの少しやんちゃな塩味が実に痛快。薬草のほろ苦さはそれを抑えつつ、気持ちの良いい後味を残してくれる。

「うわ、おいしい……」

　自然とこぼれ出た感想に、周囲は再び沸き上がった。その中でクロアは満面の笑みを浮かべ、しかし黙ったままこちらを見つめている。僕はもはや我慢ができずに二口目、三口目。感想など言わずともクロアの目は輝きを増していった。そのまま最後まで食べきると、クロアが水筒を差し出してくれる。冷ややかな水で口を洗えば、ほんのり残った薬草の香りがすっと鼻に抜けた。

　なんだか、深い溜ため息いきが出てしまう。

「……ありがとう。本当においしかった」

「どういたしまして。これで少しはお返しできたかな？」

　正直、十分すぎるほどの返礼だろう。油漬けに入っていた山さん椒しようのせいだろうか、痺しびれるような快感が舌の奥から身体全体に広がっていく。お腹にはパンと乳茶がまだ残っているはずなのに、それも忘れてしまうほどクロアの料理はおいしかった。

　ようやく僕たちが言葉を交わすと、これで見世物はおしまいとばかり、観客たちは満足そうに散り散りとなる。残されたのは、僕とクロア、そして道に広がる花びらの絨じゆう毯たん。しかし数人の大人が麻袋を持って近付いてくると、クロアが創った花を綺き麗れいに回収してしまった。それからクロアに十ルゥ銀貨を三枚。おまけに僕にまで一枚渡し、

「今日は良い染め物ができそうだよ」

　と帰っていった。僕とクロアは自然と目が合って、それから思わず笑みが零こぼれる。まるで長い祭りの後のような、わけも分からずこみ上げてくる温かな笑いが二人の間を埋めていく。

　ところが、クロアは突然大きく口を開けたかと思うと、「あーっ！」と叫んだ。

「そうだ！　今日は妹たちと一緒に蛇を捕まえに行く約束をしてたんだ！」

「……蛇？」

「そうだよ。骨は多いけど、鶏とり肉にくみたいでおいしいの！」

　にこにこと笑う彼女は、こちらの顔を見つめると何気なく指を伸ばしてきた。そして僕の口元に付いていたパンくずをつまみ上げ、ぱくり。

「えへへ、ごちそうさまっ！」

　クロアは笑って「またね」と踵きびすを返かえすが、今度は僕がその手を摑つかむ。

「ちょっと待って」

「え？」

　小さな顔の小さな鼻の天てつ辺ぺんを指で撫なでると、彼女が拭い切れていなかった花粉が親指に付く。ぺろりと舐なめてみるが、まあ、味はしない。

「おいしくないね」

　僕が笑うとクロアは少しだけ恥ずかしそうに鼻をこすり、「わたしも今度食べてみるね！」と微ほほ笑えみ返した。

　跳ねるように道を走っていく彼女の背中を見つめながら、僕はこんなに明るい高揚を感じるのはいつぶりだろうと考える。……百年？　いや、二百年ぶりだろうか？　それに、彼女のひんやりとした指先が僕の頰に触れた時、心臓を撫なでるように走った痺しびれは一体何だったのか。

　僕はその正体を知りたくて、何度も何度も朝の出会いを反はん芻すうした。

　背丈が小さく、美しい黒髪の少女。

　いつもお腹なかを空かせていて、料理が上う手まく、多くの人に好かれている。

　花が咲くように笑い、彼女が笑うと花が咲く。

　名は、アバダール家のクロア。

　──僕は彼女と、もっと話がしてみたい。
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　　　　◇　◇　◇




　いつからだろう、夜明けよりも少しだけ早く目が覚めるようになったのは。部屋から露台へ出ると、静まりきった夜気に肌がぴりっと震える。眼下に望むのはわたしたちの住む街、スラガヤの全貌だ。闇に金粉をまぶすようにして民家の漏れ灯びが点々と増えていき、いくつかの建物からは白く細い煙が伸びる。あそこでは、きっと、おいしいパンでも焼いているに違いない。

　よく目を凝らせば、街中を移動する大小二つの光に気付く。大きなそれは、夜警の白ランタン。小さなそれは、郵便屋の赤ランタンだ。暗がりに浮かぶ紅白の燈とう火かは網の目のような街路からちらりちらりと姿をのぞかせて、まるでこちらに合図でも送っているかのようだった。

　それから不意に、街は鈍にび色いろの光を帯び始める。街路や壁に埋め込まれ、建物の間に張り渡された《銀ぎん線せん》──葉脈のような銀色の線がいたるところで輝いている。街全体を包む巨大な屋根までゆっくりと光は染しみ渡わたり、やがてその中心に一筋の明るい亀裂が走った。

　朝が来たのだ。

　日が昇れば花開き、日が沈めばつぼみに戻る。巨大な一つの花であるこの街は、これを毎日繰り返す。屋根が開いて生じた隙間から朝日が素早く差し込んで、最初に照らし出されるのは大きな柱。スラガヤの中心を貫き、全ての《銀ぎん線せん》が繫つながっているそれには、ひと際緻ち密みつな銀色の線が彫り込まれている。遠目にはほとんど銀の塊かたまりであって、そこに反射するぎらぎらとした光線は寝ぼけ眼まなこにちょっと痛い。

　それでもわたしはこの時間、この光景が好きだった。朝の僅かな時間に許された銀色の移ろい。眠りから次第に覚かく醒せいし、スラガヤという街が深く朝日を吸い込む。そして胸いっぱいにその光を宿して、銀色の柱が輝くのだ。露台からその光景を眺めていると、自然と自分の体にも光が灯ともされていくような気持ちになる。街と一緒に、わたしの体が目覚めてゆく。

　我が家はスラガヤの外れの外れ、《枯れ花》の呼び名にふさわしい貧民街にあるけれど、この朝の眺望を失うのならば中町への転居だってお断りだ。

「あれー、クロねぇ、もうおきてる」「クロねぇ、はやおきさんだぁ」

　むにゃむにゃと眠そうな声に振り向くと、部屋を覗のぞき込こむようにして二人の少女が立っていた。ひと月前に五歳になったばかりの双子は、お気に入りの毛布を一緒に握りしめ、鏡合わせにそっくりの寝癖を立てている。

「おはよ、ウーラ、リーア。今日は随分と早起きなんだね。まだお祈りの時間じゃないよ？」

「だって、リーアがおきちゃったんだもん」「ちがうよ、ウーラがおきちゃったんだよ」

　お互いを指さしながら頰ほほを膨らませる二人。いつもならばここから喧けん嘩かが始まるのだけれど、今朝に限っては両者ともしょんぼりと手を下げ、なぜかこちらに視線を戻した。

「どうしたの、二人とも」

　室内に戻り、ベッドに腰を下ろす。おいでと合図をすると、双子はおずおずと近づいてきた。

「よく眠れなかったの？」

「「うん……」」

「どうして？」

「「……」」

　普段なら静かな方が珍しい二人が、神妙な面持ちで黙り込む。体調でも崩したのかとおでこに触れてみるけれど、熱はない。じっと待っていると、ウーラがぽつりと尋ねてきた。

「……クロねぇ、《ぎんぞれ》って、いたい……？」

「え？」

　今度はリーアが不安そうに口を開く。

「あのね、ユラねぇが《ぎんぞれ》はすごく、いたいんだって。それでしっぱいしたらね、あるけなくなっちゃうかもって……」

「……あ、えーっと、《ぎんぞれ》じゃなくて、《銀ぎん初ぞめ》ね。初めての《銀入れ》だから、《銀ぎん初ぞめ》だよ」

「それしたら、リーア、おそとにいけなくなっちゃう？　ウーラとあそべなくなっちゃう？」

「だいじょーぶ。ちくっとするだけだから。全然痛くないし、目をつぶっている間に終わっちゃう。すぐに走り回れるようになるよ」

「「ほんとー？」」

「本当。それに《銀ぎん初ぞめ》が終わったら、お祝いのお菓子だってあるんだからね」

「「おかし!?　やったー！」」

　二人の声音がぽんと跳ねる。輝きを取り戻した眼めに見つめられ、こちらも自然と頰ほほが緩んだ。

「それにいいことを教えてあげる。ユラスナはね、《銀ぎん初ぞめ》が怖くて大泣きしたんだよ。行きたくないよー、行きたくないよーって。それでわたしがおんぶして連れて行ったの」

「おんぶ？　うわー、あかちゃんみたい！」「ユラねぇ、あかちゃんみたいだね！」

「ウーラとリーアは赤ちゃんじゃないもの、大丈夫だよね？　泣かないで、ちゃーんと《銀入れ》できるでしょう？」

「うん！　ウーラはなかない！」「リーアも！　あかちゃんじゃないからね！」

「よかった。それじゃあ、二人はまだ寝ているお姉さんたちを起こしてきてください。ちゃんとリリアン様にお祈りもしてね」

「「はーい！」」

　すっかり元気を取り戻した双子は、それから競い合うようにして部屋を出ていった。……思えば我が家で誰かが《銀ぎん初ぞめ》をするのは七年ぶりだ。《銀ぎん初ぞめ》の噂うわさをあることないこと吹き込んで、姉たちが妹を怖がらせるのはアバダール家の伝統。ユラスナは就寝前双子に色んなお話を聞かせているから、そこでちょっといたずら心を出したのだろう。

　それにしても、なんだか双子が羨うらやましい。姿見に映る自分を見ると、ますますそう思ってしまうのだ。指の先、額の中心まで刻まれた銀色の文もん様よう。わたしの身体は拾われた時から《銀ぎん紋もん》だらけだったために、五歳になった時──つまりは、わたしがクロアという名前をもらってから五年が経たった時、《銀ぎん初ぞめ》は行われなかった。だから双子が感じる不安も期待もわたしは知らない。知らずに、とうとう十七になってしまったのだ。

　鏡に映っている少女は、まるで十七歳には見えないけれど。細い腕と膨らみを欠いた胸。何より十三歳のユラスナと変わらぬ小さな背丈。記憶のない頃からずっとこの身体なので、とうに諦めはついているつもりだけれど──、

「よいしょっと……」

　壁の柱に背中をくっつけて、頭の天てつ辺ぺんと同じ高さに木炭で印をつける。それから呼吸を整えて、いざ確認。

「……」

　髪の毛一本分くらい……伸びてない。もしも毎日髪の毛一本分伸びたのなら、とうの昔にわたしは天井に手が届いていたはず。もう何百回、何千回と同じところに線を引いたのだ。

「ダメダメっ、切り替える、切り替える！」

　ぐいっと頰ほほを引っ張って、鏡の中に笑顔を作った。《銀ぎん初ぞめ》という大切な一日に、暗い顔はふさわしくない。

　礼拝室でみんなよりも先にお祈りを済ませ、台所に向かった。まずはお鍋にたっぷりと山や羊ぎの乳を注ぐ。今日は年に一度のめでたい日だから、水で薄めたりはしない。茶ちや壺つぼから茶葉を一ひと摑つかみ、塩も適量放り込んだら竈かまどにかける。しかし火ひ熾おこしの段になると、今日は薪まきが湿っていて、切り火がすぐに消えてしまった。火ほ口くちの灰ばかりが増えてゆく。

「──どきな、あたしがやるよ」

　背後から溜ため息いき交じりの声が聞こえて、ぽんと肩を叩たたかれた。

「お母さん、今日は早起きだね。まだお茶もできてないよ」

「……見りゃ分かるさ。《銀ぎん初ぞめ》の日くらい、あたしも台所に立つんだよ。さあ、おどき」

　お母さんは右腕の袖を肩口までまくり上げ、竈かまどの中に手を入れる。その一方、左手は床に刻まれた《銀ぎん線せん》の上に乗せた。腕に刻まれた《銀ぎん紋もん》を通して、右手までスラガヤの奇き蹟せきの力を流すのだ。

　お母さんが右手の指をこすり合わせると、ぼっと火が膨らむ音がする。それから黒い煙と木々の爆はぜる音が続いて、やがて火ひ熾おこしの完了を告げる白い煙が漏れ出した。

「スラガヤ様の奇き蹟せきは便利だねー」

　わたしがそんなことを呟つぶやくと、お母さんは眉み間けんに皺しわを寄せ、肩を回す。

「他ひ人と事ごとだね、あんたは。こんな朝から力を使うと、老体には応えるんだよ」

「できないものは仕方ないもの。わたしは植物専門ですから」

「……まったく、それが役に立つなら文句はないんだけどね……」

　お母さんは台所の隅に置かれた椅い子すに腰を下ろし、大きな溜ため息いき。わたしは気にせず主食の準備に取り掛かる。石のように固い黒パンをナイフで削そぎ、山羊乳の自家製バターを薄く塗った。上に乗せるのはこの前妹たちと集めた野イチゴのミント漬け。小さい子たちには不評だけれど、澄んだ香りとほのかな甘み、そして舌を撫なでる軽やかな酸味は黒パンとよく合うのだ。──うん、おいしい。

「またつまみ食いして、あんたは……一体胃袋が何個あるんだか……」

　お母さんは一息ついたのか、ゆっくりと腰を上げ棚をあけると、奥の奥から小麦粉と砂糖、鶏の卵を取り出す。

「……そ、それ、わたしが隠しておいた材料……」

「なんだい、これを全部独り占めでもする気だったのかい？」

「そ、そうじゃなくって……」

　この日のためにとっておいたことは確かだけれど、粉に触れる心地よさを奪われたのは、ちょっと悔しい。それでもお菓子作りの達人であるお母さんの前で、わたしの出る幕はないのだ。彼女は奇き蹟せきの力で水を少しずつ創りながら、手て際ぎわよく生地を練り始めた。

「……ねえ、《銀ぎん初ぞめ》って痛いの？」

「なんだい、藪やぶから棒に」

「朝、ウーラとリーアに聞かれたの。痛くないよって答えちゃったけど、間違ってないよね？」

「さあね。腕に刻むよりか、よっぽど痛くないとは思うけど、そんなのは人それぞれだよ」

「……そっかあ」

「痛くても痛くなくても、誰だって最初に足裏の《銀入れ》はしなきゃならないんだ。そうしないとスラガヤ様に触れないだろう？」

　とん、とテーブルに生地を叩たたきつけると、お母さんは額の汗を拭ぬぐう。彼女は手を洗いながら、ちらりとわたしの足元に目をやり、また小さく溜ため息いきを漏らした。

「……あんたの服を用意するのは苦労しないけど、その靴はどうにかならないのかい。もうぼろぼろじゃないか。先月繕ったばかりだろう？」

「で、でも、最近は勝手に花を創ったりしなくなったし、奇き蹟せきはそんなに……」

「言い訳するんじゃないよ」

　ぴしゃりと叱しかられる。確かにお母さんの言う通り、わたしの靴はぼろぼろだった。《銀ぎん紋もん》はスラガヤの街に刻まれた《銀ぎん線せん》に触れることで奇き蹟せきを起こすけれど、大抵の場合、足裏の《銀ぎん紋もん》を接触させる。しかも外で力を使う時は《銀ぎん線せん》の織り込まれた特別な靴を履くことで奇き蹟せきの力を繫つなぐのだ。問題は、《銀ぎん線せん》の織り込まれたものは消耗が激しいということ。これが案外馬鹿にならない出費になってしまう。

「誰彼構わず花を創ってやるのは結構だけどね、その分お金を取れって言ってるじゃないか」

「でも、わたしは下心があって創ってるわけじゃないし……」

「そういうことじゃないんだよ。正当な対価ってのは、どんなものにも必要なんだ。あんたは善意でも、それで自分の首を絞めてちゃ意味がない。それに、ただで配ってたら、自分の創る花は無価値だって認めるようなもんじゃないか」

「……」

「あんたの奇き蹟せきは特別なんだ。その価値を自分で見限るんじゃないってことだよ」

　お母さんは最後にそう言って、わたしの頭に手を置いた。わたしが頷うなずくと、彼女は静かに微ほほ笑えむ。……お母さんは最近、こういう顔ばかりする。まるで今にも別れを告げるような雰囲気に、わたしは何も言えなくなってしまうのだ。実際、彼女の腕には血管が浮き上がり、刻まれた《銀ぎん紋もん》の周りには黒々とした血の染しみが浮かんでいる。老いを感じないと言ったら噓うそになるだろう。ここ数年、お母さんは一日のほとんどを自室で過ごしているし、今日、双子の《銀ぎん初ぞめ》に同伴するのもわたしなのだ。

　あるいは、この家も同じかもしれない。食事の用意一つとっても、最近の食卓に出される皿の少なさに胸を衝つかれることがある。わたしが幼かったころは全員が食堂に入りきらないほどの娘たちがいて、台所にだって三人は調理担当が立っていた。今や家事は全てわたしの担当。お母さんを含めて六人しかいないのだから、それで事足りてしまう。

「……ねぇ、お母さん。ルルジュとイオには予約が入っているんでしょう？　ウーラとリーアは双子ですぐに買い手も付きそうだし、もうそろそろ新しい娘を仕入れてもいいんじゃないかな？　ユラスナとわたしだけになったらどうするの？」

　なんとなく探りを入れてみるものの、返ってきたのは手厳しい言葉だった。

「一番上のでっかいこぶは、自分の心配だけしてな。こんな売れ残りを抱えていたら新しい子を用意するわけにもいかないよ」

「わたしのことは大丈夫だよ。お母さんの仕事を継ぐんだから」

「……仕事を継ぐ？　赤子を買い入れて、《銀入れ》させて、勉強させて。それが全部あんたにできるのかい。少女奴隷ってのはね、費用ばかり食って、ろくに儲もうかりもしないんだ。それをずっと続けなきゃならないんだよ？　あんたにその熱意があるのかい？」

「あるよ！　皆が奴隷として生まれるなら、安売りされるよりきちんと働ける場所に就いた方がいい。そのために、わたしたちが頑張るんでしょう？」

　しかしお母さんは大きくかぶりを振って、まっすぐわたしを見つめ返した。

「……継ぐと言ったって勝手に継げるわけじゃないんだよ。あたしも《大おお洞ほらの君》にこの家の経営を命じられている奴隷さ。あの方がお前を買ってくれなきゃ、どうしようもないんだ。至論を垂れるのは結構だけれど、まず自分が買われなきゃ話にならない」

「それはそうだけど……」

「いいかい、クロア。少女奴隷は普通、どんなに遅くとも十六になるまでには買われるもんだ。ここまで売れ残って自分で買い手を選べると思ったら大間違いだよ。あんたは余程のもの好きが現れるのを待つしかないんだ」

「……」

　わたしだって、そんなことはわかっている。姉たちが買われ、妹たちが買われ、自分だけがずっと売れ残り。高級奴隷の場合見た目も重要で、基本的に《銀ぎん紋もん》は少なく、それでいて能力のある方が上物とされるのだ。ところがわたしは全身《銀ぎん紋もん》だらけで、できることと言ったら植物を創ることだけ。こういう手合いは《遺い銀ぎん》と呼ばれ、それは要するに銀色の「残り物」ということだ。

「だから、あんたは自分を安売りしないように、人一倍気を付けなきゃいけないんだ。わかったかい？」

「はーい……」

　久しぶりのお説教に萎しおれていると、やがて上の階が騒がしくなり、食堂に妹たちの声が響く。まず台所に顔を覗のぞかせたのはユラスナだった。早速ウーラとリーアにからかわれたらしく、「どうして話しちゃったの？　もうクロ姉なんて知らないっ！」と怒られてしまった。それからルルジュがふらりと現れ、乳茶を一杯飲むと、朝食は要らないと言う。いつものごとく指先まで綺き麗れいにお化粧をしているから、街に仕事へ行くのだろう。

「ルルジュの分のご飯、わたしがもらってもいいかな？」

　と尋ねると、「別にいいけど……」と呆あきれ顔。それから彼女は付け加えるように言った。

「イオはまだ眠いみたいよ。……あの子の分のご飯は食べないでよね」

「言われなくても分かってる！」

「えー、ほんとぉ？」

　ルルジュはわたしの一つ年下なのに、なんだかいつも余裕の笑みだ。わたしが膨れていると、隣でお母さんが大きな溜ため息いきを一つ。

「あたしはイオと一緒に食べるから、クロアはちびっこと一緒に食べて、さっさと《銀ぎん初ぞめ》に行きな。ルルジュも急がないと朝一の《吊り箱》に間に合わないよ」

「「はーい」」

　わたしとルルジュの返事が重なる。わたしたちは顔を見合わせ、それからひとしきり笑った。

「……まったく、朝からほんと騒がしい子たちだよ」

　お母さんの二度目の溜ため息いきは少しだけ優しい。

　アバダール家は家族が減ってもまだまだ元気だと、わたしは思う。




　　　　◆　◆　◆




　街の中心に聳そびえ立たつ巨大な銀の柱、《地ち胚はい》。スラガヤという岩石の花にとって、それは丁度雌め蕊しべの位置にある。柱の全面には細かく複雑な銀色の文もん様ようが刻まれており、街に広がる《銀ぎん線せん》は全てここに繫つながっていた。

　早朝《地ち胚はい》の頂上に立つと、そこからは街の開花の全貌が見える。まず《地ち胚はい》の《銀ぎん線せん》が淡い輝きを放ち、光が街の中心から奥へ波のように広がっていくのだ。《銀ぎん線せん》の目覚めは人々の生活も一緒に揺り起こす。暗がりに点々と灯あかりがともされ、通りには人の往来が現れる。総人口五万。そのほとんどは労働階級であり、彼らは一部の例外を除いて日の出と共に仕事を始めるのだ。

　人が動き出すと、次に動くのは《吊り箱》だろう。街のいたるところにある高台には《地ち胚はい》へと繫つながる太い綱が張り渡されているのだが、それには《銀ぎん線せん》が織り込まれている。夕方、重たい街の花か弁べんを閉じるためにその綱が縮むのだが、昼間はもっぱら空の道として利用されていた。《銀ぎん紋もん》の刻まれた滑車によってひとりでに動く《吊り箱》がぶら下がるのだ。街の中心である《繁はん花か街がい》と居住区域の中なか町まちを繫つなぐ主要十番線は多くの乗客を乗せた箱が行き来していた。

　他方で、周縁部に位置する区域は中心部との営みから独立しているが、賑にぎわいは引けを取らない。裏町と呼ばれる地下街への入口が多いため、やはり多くの人間が行き交うのだろう。一ひと際きわ賑にぎわっているのは《枯れ花》地区に隣接する《新にい花ばな》地区。十七年前に大崩落が起きて街がそっくり新しくなったために、居住者が増えている。そして、まさに彼女はその瓦が礫れきの中で拾われたのだ。

　不思議なもので、彼女のことを考えていると、自然とその姿が目に留まる。《枯れ花》地区の大通りを、クロアが双子の手を引いて歩いていた。確か今日はウーラとリーアの《銀ぎん初ぞめ》の日だったはずだが、もしかして《吊つり箱》も使わず歩いて店に向かうつもりなのだろうか。彼女たちが《銀入れ》をするのは《繁はん花か街がい》の中層区だ。二時間はかかるだろう。

　とはいえ歩きながらに色々なものを貰もらえるのだから、それも悪くないのかもしれない。相変わらずクロアはすれ違う人皆に何かを渡されている。今日は双子へのお祝いも一緒なのだろう。彼女の鞄かばんは既にぱんぱんに膨れ上がっていた。

　親切な夜警の青年としては、偶然を装よそおい彼女の荷物運びを手伝ってあげたいところ。しかし中町に向かおうとしたその時、不意に黒い影が現れたかと思うと、僕の目の前に降り立った。

　それは大人の三倍はあろうかと思われる背丈の大猿。黒い剛毛は光を浴びて金きん紗しやのように煌きらめき、極ごく彩さい色しきの衣装が身を包んでいる。左目は傷によって塞ふさがれているものの、残った目の眼光は底なしの淵ふちのように鈍い光を湛たたえていた。《一つ目の君きみ》──彼がそう呼ばれるようになったのは、丁度十七年前のことだ。

「……こんな朝から僕に用か」

　正面から声をかけると、相手は微かすかに口元を歪ゆがめて返事を返す。

「いや何、自分の寝床の上に気配を感じると、どうにも気分が悪くてな」

「……貴族の館があるのはずっと下だろう。《繁はん花か街がい》全てがお前の領分だとしても、《地ち胚はい》は誰のものでもないはずだ」

「そう冷たい顔をするな。冗談だ。私もスラガヤの朝を一望しようとやってきたのだよ」

「年中引きこもりのお前が？　それこそ下手な冗談だな」

「まあ、普段外に出ないことは否定しないがね、今日は特別だ。街中で《銀ぎん初ぞめ》の祭りが始まるのだからな。私も新しい奴隷と会えるかと思うと胸が躍る」

《一つ目》はそう言っておきながら、微み塵じんも嬉うれしそうな表情を見せなかった。この大猿は一万の兵士と二万の労働者、そして限られた三十名の貴族階級、つまりはスラガヤの民のほとんどを総括する《大おお獣けもの》だ。年に一度、一人か二人の奴隷を厳選して買い入れるような他の《大おお獣けもの》とは格が違う。新しい出会いなど記憶の隅にも残らない質たちだろう。

　彼は相変わらず底の見えぬ瞳でこちらを覗のぞき込こむと、言った。

「君も買い入れの時期が近いんじゃないのか？」

「……どういう意味だ」

「隠すことはない。君が十七年前から夜警の身分を騙っているのは私だって知っていることだ。どこで、何をやっているかくらいは把握している」

「……」

「随分と一人の人間に執着しているそうじゃないか。もう三年になるのか？　それほど、あの小娘が美味そうだとは思えないが」

「──黙れ」

「なに、また冗談を言ったまでだ。本気にするでない。そんな怒りっぽいところまで人間のふりをしなくてもいいのだぞ？」

「……お前が本当に高揚しているというのは本当のようだな。人間の前じゃ滅多に口を開かない《大おお獣けもの》が、お祭り前の子供みたいに饒じよう舌ぜつじゃないか」

　僕が皮肉を放ったところで、《一つ目》は黙ってこちらを見つめるばかり。彼はゆったりと視線を外して街を見下ろすと、独り言のように言う。

「しかし、スラガヤのこの光景も随分様変わりしたものだと思わないか。かつて人間がいたのは《繁はん花か街がい》のあたりだけで、周縁部は岩山だった。それが三百年余りでこうも変わるとは。……街に《吊つり箱》が機能し始めると、その花は爛らん熟じゆく期きだと言うだろう。君も、この変化に何も思わぬわけではあるまい」

「……」

「……一つ尋ねたいのだがな。なにゆえ、君は人間にこだわるのだ」

「……」

「《大おお獣けもの》とは街から分かたれし権能の一つ。ただ街を守るために奇き蹟せきを使い、奴隷を用いる者だ。人間もまた《大おお獣けもの》に用いられ、街を存続させるための道具に過ぎぬ。それでいてなぜ、君は一人の娘にこだわる。その薄い皮膚の下に巨大な白蛇を潜ませてまで、なにが君を突き動かす？」

　その問いはそれまでの侮蔑や冷ややかさとは、少しだけ趣の異なる響きがあった。彼は言葉を切ると、小さくかぶりを振る。

「……一体、君はいつからそうなった？　いつから人間の真ま似ね事ごとを本気にするようになったのだ。君の中にはもはや、《大おお獣けもの》としての本能は──」

「僕は人間じゃない。《大獣》だ。そのことを忘れてはいない」

　僕は人間の身体から、一匹の白い大蛇へと姿を変える。首をもたげれば、《一つ目》でさえも見下ろすことができた。

「僕はただ、クロアを愛しているんだ」

「……愛する？　それこそ人間の真ま似ね事ごとではないか。君自身、その矛盾に気付いているだろう」

「……」

「《貪食の君》よ。いずれにせよ君は真の意味でガファルにはなれない。君の愛する少女が好意を抱いているのは、君の虚像に過ぎぬのだ。クロアという人間が《貪どん食しよくの君きみ》という《大おお獣けもの》を愛することはない。これまでも、これからもな」

「……そんなもの、試してみなければ分からないだろう」

「推測可能な未知を未知とは言うまい。《大おお獣けもの》は人間を使し役えきして永遠に生き、人間は奴隷として死んでいく。これが理ことわりであり、答えなのだ」

《一つ目》はそう言い放つと、こちらを見つめてくる。まるで夜の静寂を溶かしたような暗い眼まな差ざしが、僕を射すくめた。そして反はん駁ばくが来ないことを確認すると、彼は静かに浮かび上がり、《繁はん花か街がい》の方へと飛んでいく。なぜか、その間際、僕は《一つ目》の口から小さな溜ため息いきが聞こえたような気がした。

《一つ目》が立っていた場所には、自分の長く大きな影が落ちている。《地ち胚はい》の銀色の輝きは、目を突きさすように痛かった。




　　　　◇　◇　◇




　街を二時間かけて横断した後、わたしたちはようやく《銀入れ》の店にたどり着いた。双子の施術にはしばらくかかるので、二人をお店に預け、わたしは《繁はん花か街がい》の高層区、貴族の館の前の広場までやってくる。好奇心の収まらぬ双子を連れて歩いたせいか、広場の噴水脇に腰を下ろした途端疲労を覚えた。思わず鞄かばんを開けて食べ物に手を伸ばしかけるが、踏みとどまる。これから待ち人と一緒にお昼の《繁はん花か街がい》めぐりをする予定なのだ。

　目を上げると、広場を横切るようにして巨大な門が立っている。正確には、貴族の館の正面飾りなのだけれど、紅白の壁面に様々な動物の姿を模した《大おお獣けもの》の像が彫られていた。中心には聖リリアン像が額の《銀ぎん紋もん》を輝かせて広場を見下ろしている。

「──く、ろ、あ！」

　立派な装飾に見とれていると、不意に名前を呼ばれた。わたしのすぐ隣に立っていたのは、細やかな栗くり毛げをのぞかせて、目ま深ぶかに外がい套とうをかぶった一人の少女。わたしの幼おさな馴な染じみであり、かつては同じ部屋で寝ていた大切な家族だ。

「あれ、カリャン、いつの間に出てきたの？　全然気付かなかった」

「貴族の出入口は隠されてるのよ。それにしたって、ぼんやりし過ぎね。お疲れ？」

「ちょっとね。お腹なかが減っちゃって」

「そっか。それじゃあ、すぐに移動しましょう。ここだと目立ってしまうし」

　カリャンはそう言ってわたしに向かって手を差し出す。彼女の柔らかな指を握ると、思いのほか簡単に身体を引き寄せられてしまった。カリャンは小さなわたしの身体をすっぽりと抱きしめて、にっこりと笑う。

「あら、かるーい。クロア、ちゃんと食べてる？」

「……ちゃんと、毎日食べ過ぎだって怒られてるよ」

「あらあら。でも、食欲があるってことは育ち盛りの証拠でしょう？」

「育つのは食欲だけだよ……。カリャンこそ、ちょっとお肉が落ちたんじゃない？　ほら」

「もう、お腹なかは触らないでよぉ！　最近身体が重くて気にしてるんだからね？」

　そうは言っても、彼女の身体は十分すぎるほど美しい。外がい套とうの上からでも、その長身に引けを取らない優美な肉付きが分かる。自分と同い年だとは信じられないほどだ。

　カリャンはわたしの手を握ったまま歩き出すが、しばらくするとわたしの指先をまじまじと見つめ、眉尻を下げた。

「……この前あげた爪紅、どうして塗ってきてくれなかったの？　気に入らなかった？」

「違うよ！　ただ……その……あんなに綺き麗れいな色、わたしにつけたらもったいないと思って……ルルジュにあげちゃった」

「クロアだって似合うわ。こんなに可愛かわいいのに」

「そんな、わたしはカリャンとは違うから──」

　そう言いかけて、相手の真剣な眼まな差ざしに口をつぐむ。わたしの幼おさな馴な染じみは心にもないことを言ったりはしないし、爪紅だってわたしのために一生懸命選んでくれたはずなのだ。

「ごめんね。でも……」

　わたしは自分に失望したくないし、失望されたくもない。

「育ち盛りには、お化粧は早いよ」

「……」

　カリャンの顔がみるみる曇ってゆく。わたしは溜ため息いきを一つ飲み込んで、笑顔を取り繕った。

「わかった、カリャンがそこまで言うなら、今からお化粧してあげる」

「え、今から？」

「別に歩いたままでいいよ。すぐ終わるから」

　わたしはそう言って、少しだけ目を閉じる。全身に刻まれた《銀ぎん紋もん》を意識すると、わたしの頭に花冠がするりと編まれ、薬指には小さな赤い薔ば薇らの指輪が静かに咲いた。わたしの手を握っていたカリャンの指にも菫すみれの指輪。空いた方の手で彼女の額に手を伸ばせば、お揃そろいの花冠が出来上がった。すると、沈んでいたカリャンの表情は一気に明るさを取り戻す。

「やっぱりクロアはすごい！　こんな奇き蹟せき、どんなに偉い研究者だって真ま似ねできないもの！」

　無邪気に喜ぶ彼女の反応は、わたしが初めて花冠を創ってみせた時と同じだ。彼女は美しい女性になって、わたしは少女のままだけれど、カリャンの笑顔を見るとわたしたちの関係は変わっていないのだと確信できる。

　わたしとカリャンは《繁はん花か街がい》の中層区まで下ると、食べ物屋が軒を連ねる《ほおずき階段》へと向かった。《吊つり箱》が普及する以前、《繁はん花か街がい》を上るために利用されていた巨大な螺ら旋せん階段に、労働者が立ち寄るための屋台が並びだしたのが《ほおずき階段》の始まり。《繁はん花か街がい》の拡張によって日光が届かなくなり、その結果昼夜を問わずほおずき型のランタンが灯ともされていることが、名前の由来だ。

　カリャンの案内に従って洞窟のような細道を進んでいくと、中央の踊り場にたどり着いた。すると雑多な人の賑にぎわいと共に、腹の虫を誘う刺激的な香りが鼻に触れる。

「やっぱり、この香りを嗅かぐとやってきたって感じがするわ。クロアは何か食べたいものとか決まってる？」

「わたしは何でも……一回くらいしか来たことなくて、よく分からないから。カリャンはよく来るの？」

「まあ、お忍びでね。逆に、こんなところに貴族が来るなんて誰も思わないのよ」

「一人で？　危ないんじゃない？」

「ここは《一つ目の君きみ》の直ちよつ轄かつだもの。たとえ身分がばれたって、襲う人なんていないわ。襲ったところで、得することなんてないでしょうし」

　そんなわけがない。こんなに綺き麗れいでかわいいカリャンが一人で出歩くなんて、危ないに決まっている。《枯れ花》地区にいた頃だって、何回か襲われかけたではないか。すると、

「今日はクロアがいるんだもの。昔みたいに、わたしを守ってくれるでしょう？」

　カリャンはほんの少し首を傾けてとびきり可愛かわいい笑みを見せた。わたしはなんだかますます呆あきれてしまう。だって、この笑顔に心を奪われなかった男の人なんて、一人もいないのだ。昔だって、わたしが守っていたというよりも、他の男の人がカリャンを守ろうと睨にらみをきかせていただけだと思う。……まあ、確かにそれと同じ意味で、《一つ目の君きみ》の貴族になったということは、これ以上ないお守りなのかもしれないけれど。彼女はスラガヤに三十人しかいない貴族の一人に選ばれているのだから。

「ほら、行きましょ？」

　カリャンはわたしの手を引っ張って、通りを練り歩いた。屋台で持ち運びができるものを選んでは、次から次へと買っていく。《ほおずき階段》名物、牛ぎゆう頰ほほ肉にくの胡こ椒しよう煮込みに、わたしが大好きな揚げ胡ご麻ま塩しおパン。箱詰めの朝どり野菜は、絞られた檸檬れもんと木の実が和あえられていた。カリャンのお気に入りは生しよう姜がたっぷりの魚の香煮で、変わり種でサボテンの古漬けも。さすが貴族だけあって、カリャンは買うのに躊ちゆう躇ちよがない。妹たちへのお土産も含め、合計金額を考えると、アバダール家の一か月分の食費を優に越している。

　買い物を終えると、わたしたちは一旦外に出て日の当たるところで食べることにした。《繁はん花か街がい》の外側には新しい居住区画も多く、吹き抜けになった広場がすぐに見つかる。芝生の上に買ってきたご飯を並べると、わたしたちは子供のように自分の好きなものから食べ始めた。そして、全ての包みが空になる頃には、二人とも満腹で動けなくなる。

　広場を流れる風で涼みながら、ここ数か月の近況を報告し合っていると、ある時カリャンは思い出したように尋ねてきた。

「そういえば、彼とは今もうまくいってるの？」

「え？　彼？」

「白ランタンの彼。まあ、ルルジュから手紙で噂うわさは聞いてるんだけど」

「べ、別にガファル君とは今も仲良くしてるけど……ルルジュが、何か変なこと言ってた？」

「変なことなんてないわ。ただ、毎朝ひと気のないところで逢おう瀬せを重ねているって。一体、二人きりで何してるのかしら、と思ってね」

「な、何もしてないよっ！　一緒にご飯食べたり、お話ししたり……それにガファル君とは偶然よく会ってるだけで、人目を忍んでるわけじゃないもん」

「偶然、ねえ……」

　カリャンはなんだかにやにやと笑ってこちらを見つめてくる。何もやましいことはないけれど、その視線にわたしはじんわり耳が熱くなるのを感じた。

「それで？　どうするの？　彼とは結婚するの？」

「けっ……結婚？」

「だって、《一つ目の君きみ》の夜警なんでしょう？　立派なお相手じゃない」

「……で、でも、そういうのはわたしだけで決めることじゃないし……」

「もう、そんなこと言ってると誰かに取られちゃうかもしれないわよ？」

「え……」

「いったん相手を捕まえちゃえば、もう奴隷市場に出向く必要だってないし、中なか町まちに住めるようになるんだから。勉強や《銀入れ》をしなくても《一つ目の君きみ》に買ってもらえるなんて、皆狙うに決まってるじゃない。顔も性格もよかったら、なおさら──」

「……」

「ど、どうしてそんなに落ち込むの？　私は脅おどかしたいわけじゃなくて、クロアにちゃんと幸せになってほしいだけで……」

「だって……」

　どんなに仲が良くなったところで、結婚なんてしてもらえるはずがない。結婚は自分の能力にかかわらず《大おお獣けもの》に買ってもらえる数少ない方法の一つだけれど、それは第一に家庭をつくるためだ。ある意味、生殖という能力を買われているに等しい。その点、わたしは永遠に、その条件を満たすことができない。

「……わたしは……子供が産めるようにならないもん」

　すると、カリャンはわたしの手を握って真剣な表情で言った。

「養子でも、なんでも取ればいいじゃない。大切なのは二人がきちんと想おもい合ってるってことでしょう？　それにクロアだって、誰かに彼を取られたくないから、悲しいんじゃないの？」

「……うん」

「ごめんね、変なこと考えさせちゃって……。クロアなら大丈夫よ。絶対に幸せになれる。絶対、大丈夫よ……」

　カリャンはそっとわたしを抱き寄せると、優しく頭を撫なでてくれる。上品な柑かん橘きつの香りが漂って、わたしは彼女の身体に身を任せた。そして、その優しさに甘えながら、やはり感じてしまうのだ。柔らかな彼女の身体と、瘦やせこけた皮と骨のわたし。そこには埋めがたい差があって、それこそは二年前貴族に選ばれたカリャンと、いまだ買い手の見込みさえつかないわたしの差なのだと。

「……カリャンは誰か結婚相手を見つけたの？」

「私？　そんな、まさか……」

「……カリャンを好きにならない人なんて、いないもんね……こんなに綺き麗れいで優しいんだから」

「どうかしら。わたしはクロアがいれば十分よ。クロアが幸せになって、時々会いに来てくれたら、それでいい。それだけで……」

　カリャンはそう呟つぶやきながら、どこか遠くを見るように目を細めた。なぜかわたしはそれ以上声をかけることができなくて、その白磁のような肌を見つめるばかり。

　しかし、不意にカリャンが「ねえ、見て！」と声を上げる。視線の先には、大きな荷物を担かついだ見世物屋の一団。彼らは広場の中心に陣取ると、高らかに笛を吹き鳴らした。するとその音に誘われてすぐに人々が集まってくる。広場には人形劇の小屋が建てられ、その隣ではスラガヤを模した花形の揚げ菓子や、祝いの席を彩いろどるための紙飾りが売られ始めた。

「久しぶりね、人形劇なんて」

「……わたしも最後に見たのはユラスナの《銀ぎん初ぞめ》の時だなあ」

　小屋の周りには子供たちが腰を下ろし、やがて足の置き場がなくなるほどに観客で溢あふれかえる。笛や太鼓の楽団が最高潮を迎え、広場が拍手と歓声で満たされると、ようやく人形劇の幕が上がった。

　演目は『聖リリアンと《貪どん食しよくの君きみ》』、いわゆる「聖女物」だった。かつてスラガヤに実在したと言われるリリアン様は、街を旱かん魃ばつから救ったり《天てん子し》を撃退したりと、老ろう若にやく男なん女によに人気がある。『聖リリアンと《貪どん食しよくの君きみ》』は、リリアン様が《貪どん食しよくの君きみ》と呼ばれる《大おお獣けもの》を退治する話だ。《貪どん食しよくの君きみ》は色々な街を放浪しては、人間を食べる恐ろしい《大おお獣けもの》。ある時、彼はスラガヤにやってくると、聖リリアンの噂うわさを聞いて、食べてみたいと考える。そして《貪どん食しよくの君きみ》は実際に商人や兵士を食べてはその人間に姿を変え、少しずつリリアン様に近づいていくのだ。

　物語の第一幕では《貪どん食しよくの君きみ》が人間を食べるたび、子供たちから悲鳴が上がった。その様子を愛おしげに見つめながら、カリャンが呟つぶやく。

「私、子供のころはこの話が好きじゃなかったわ。人が食べられるのが、すっごく怖くて」

「わたしも。それにリリアン様は簡単に騙だまされちゃうからね。返り血を見ても、服に零こぼれた葡ぶ萄どう酒しゆだって信じちゃったり」

「そうなのよ！　だからね、昔は聖リリアンがわざと見過ごしたんじゃないかって思っていたくらい。だってほら、結局最後は──」

　思わず結末を口にしかけて、カリャンは慌てて口をつぐむ。近くには真剣な表情で劇を見る子供の姿があったからだ。わたしたちは大人しく人形劇に視線を戻し、物語はやがて第二幕へ。ある青年の姿に扮ふんした《貪どん食しよくの君きみ》はリリアン様に人食いの《大おお獣けもの》から自分を守ってほしいと噓うそを吐いて近づくのだ。そして二人は一緒に暮らすことになってしまう。面白いのは、聖リリアンがいつもご馳ち走そうを作るために、《貪どん食しよくの君きみ》は彼女を食べる意欲を失なくしてしまうことだ。ここに来ると、子供たちはその意気だと聖女を応援し始める。

　そして第三幕、ある冬の日、スラガヤの街を沢山の《天てん子し》が襲うことになる。百足むかでに蜻蛉とんぼに蟷螂かまきり、巨大な昆虫の形をした敵が街を襲い始め、子供たちはまた悲鳴を上げるのだ。ここで《天てん子し》の撃退に追われるリリアン様はご飯を用意することができず、《貪どん食しよくの君きみ》はついに彼女を食べようと決心する。ところが、戦場ではことあるごとに《天てん子し》に邪魔をされ、《貪どん食しよくの君きみ》はかえってリリアン様を助けてしまうのだ。人形劇としてはここが佳境で、戦場の場面では《銀ぎん紋もん》の奇き蹟せきを再現して、火を出したり、水を出したり、音楽も盛り上がって観衆は目が釘くぎ付づけになっていた。

　しかし、聖リリアンを助けるため《貪どん食しよくの君きみ》が白い蛇の姿をさらしてしまい、いよいよ全ての噓うそがばれたその時、人形劇に伴奏していた楽団の音色がぴたりと止やんだ。

　一瞬特別な演出かと思うけれど、そうではなかった。

　沈黙の理由は明白、広場を見下ろす高台に一匹の巨大な猿の姿が現れたからだ。大人たちはまるで毒に倒れるように次々と地面へ頭を下げ、その《大おお獣けもの》が何者かを知らない子供たちが不思議そうに親を見つめていた。

「……こんなところで見定めでもするのかな？」

　カリャンに尋ねてみても、彼女は《一つ目の君きみ》を見つめたまま微動だにしない。やがて広場をさまよっていた《一つ目の君きみ》の視線が、ぴたりとわたしたちに向けられた。するとカリャンはそれまで被かぶっていたフードをおもむろに外し、立ち上がる。

「ごめんね、クロア。今日はここでおしまいみたい。ご主人様と一緒に帰らないと」

「そっか……」

「ウーラとリーアにも会いたかったけど、また今度かな。お土産みやげ渡してあげてね。他の子たちにもよろしくって伝えておいて」

　カリャンは最後にわたしを抱きしめる。その時、ずっと彼女の前髪に隠れていた額が一瞬覗のぞいて、わたしはそこに四角い《銀ぎん紋もん》を見た。足裏以外に《銀ぎん紋もん》のない、いわゆる《初物》だったはずのカリャンが、いつ額に《銀入れ》を施したのか、別わかれ際ぎわの愁うれいを帯びた瞳と相まって、なんだかひやりとしたものが胸をよぎる。

　しかし話しかける暇もなく、《一つ目の君きみ》が指を差し向けると、風が巻き起こってカリャンの身体がふわりと浮いた。そして彼女の美しい身体はゆっくりと彼のもとへ運ばれてゆく。

　昼の三つ時を告げる鐘が鳴り響いた。《一つ目の君きみ》とカリャンが姿を消すと、人形劇は結末を迎えぬまま閉幕となってしまう。人々は三々五々、どこか息を潜めるように、しずしずと広場を後にする。

　双子を迎えにいく時間が近づいていた。お土産入りの鞄かばんを肩に立ち上がると、なぜだか全身が強こわ張ばっているのを感じる。《一つ目の君きみ》を前にした広場の沈黙が、今ごろになって四肢を縛り付けるようだった。

　カリャンと過ごしたひと時は間違いなく楽しかった。嫌なことなんて何一つなかったはずだ。しかし、どうしてだろう──妙な胸騒ぎは一向に収まる気配がない。




　　　　◆　◆　◆




「あら、ガファルじゃない。ここで何してるの」

《一つ目》と話してから考えがまとまらず、《繁はん花か街がい》をあてもなくふらついていると、《ほおずき階段》の近くでルルジュに声をかけられた。唇には鮮やかな紅が光り、頰には薄うっすらと白粉おしろいの色。凜りんとした目鼻立ちはどこか不ぶ愛あい想そうなのだけれど、それでも目を引く魅力が滲にじんでいる。

「……ルルジュこそ、どうしてこんなところに？」

「お店に向かう途中よ。今日は昼間から踊りの予約が入ってるから。……どうしたの？　今日は待ち伏せしないんだ」

「……なんのことやら」

「そうね、誰かさんは毎日のように、偶然クロアと出くわして、偶然ご飯を一緒に食べるんだものねー」

「……」

「ほんと、クロアもどこまで鈍いのかしらね。三年も通い詰めて、まだ、運よくあんたと出会ってると思ってるのよ」

「クロアにそのことは──」

「言ったことないし、言わないわよ。あたしもそこまで無粋じゃないっての」

　呆あきれ顔で肩をすくめるルルジュはその背丈からもクロアの姉のように見えるのだが、実のところクロアの一つ下の十六歳だ。大人ぶったことをよく言うが、姉を慕う健けな気げさは姉妹の中でも随一だろう。

「ところでルルジュ、その爪紅、今日も綺き麗れいだね」

「え」

「クロアによれば、ルルジュは毎日、偶然同じ爪紅を塗っているらしいけど」

「……こ、これは、お気に入りの色だから……別に……」

「へぇー」

　小さく膨らんだ彼女の頰ほほは不意にあどけなさを見せて赤く染まる。ルルジュはこちらを睨にらむように見つめ返すと言った。

「今日、どこに行けばクロアに会えるか教えてあげようと思ってたけど、やーめた！　偶然出会うまで、歩き疲れればいい！」

　そして彼女は肩をいからせながら、路地裏の奥の方へと消えてゆく。僕はクロアが《銀ぎん初ぞめ》の付き添いに来ていることを最初から知っているので、特に困ることはないのだけれど、ルルジュはなぜかすぐさま戻ってきて、目の前で立ち止まった。

「どうしたの？　道でも間違えた？」

「違うわよっ！　ただ、あんたにはむかつくけど……クロアは、あんたと会うと喜ぶから……その……」

「……？」

「クロアがいるのは《繁はん花か街がい》の中層区のどこか！　ちゃんと探して、見つけてあげなさいよねっ！　それと、お昼はリャン姉と食べるって言ってたから、邪魔しちゃだめよ！」

　親心ならぬ、妹心か。やはりどこまでいっても姉想いの妹なのだろう。

「ありがとう、ルルジュ。良い一日を」

　僕が礼を言うと、彼女はふんっ、と鼻を鳴らして、今度こそ裏路地の方へ消えていった。僕はその背中が見えなくなるのを見届けてから、反対の通りへ。クロアに会いに行く前に、昼食を食べることにする。

《ほおずき階段》から少し離れたところにある古い広場にやってくると、白ランタンを腰に下げた連中がより集まり、仕事前の昼食をとっていた。彼らは夜警と呼ばれるものの、昼の見回りも仕事の一つ。大抵はここで噂うわさ話ばなしをした後に、中なか町まちの方へ降りていく。僕が夜警の一人に扮ふんするようになってから十七年が経たつが、誰の一人として僕に注意を向ける者はいない。夜警には全身に《銀ぎん紋もん》を刻んで老いが止まっている者も多いため、ずっと見た目が変わらないことも珍しくないのだろう。

　僕は広場に出ていた小さな出店で揚げ林りん檎ごの菓子を買い、端に座った。耳を澄ませば色々な話が飛び込んでくる。話題の半分は《銀ぎん初ぞめ》の祭り。自分の子供が《銀ぎん初ぞめ》だとか、隣の家の子供が《一つ目の君きみ》に見つめられたとか、そういう話だ。所帯持ちではない者たちは、もっぱら近づきつつある戦の季節──冬について。不死身の二番隊長やら、戦いを見守る貴族の美しさやら、まだ戦場に出たことのない青年たちは、そんな話を目を輝かせながら聞いている。実際は年々戦況が悪化し、兵士の供給が間に合わなくなってきているのだけれど。

　しかし、こんなに賑にぎやかな雰囲気も久しぶりな気がした。よほど《銀ぎん初ぞめ》の祭りで人々の気分が高まっているのだろう。中には、見回りの途中で出くわした異様な体験に話を咲かせる者もいて、触れると気を失う黒い水や夜な夜な廃はい墟きよに現れる幽霊などと、大の大人が競うように話題を繰り出している。

　揚げたての菓子に齧かじりつきながら、ぼんやり人々の会話を盗み聞きしていると、ある時突然一人の男が「隣、いいかい？」と尋ねてきた。穏やかそうな顔つきをしているが、がたいも良く、何より両手のひらの分厚い皮を見るに、戦時は兵士として戦っている男だろう。少し腰をずらして席を譲ると、彼は「ありがとう」と朗らかに微ほほ笑えんで、鞄かばんから花形の揚げパンを取り出した。こちらの視線に気付くと、男は恥ずかしそうに弁明する。

「……いや、これ、娘が食べたいって言ったから買ったんだけど、おいしくないからあげるってさ。家にまだ二個もあるんだよ」

「娘さん、《銀ぎん初ぞめ》ですか」

「いや、《銀ぎん初ぞめ》は去年済ませた。祭りの見物に行っただけだよ」

　男はスラガヤを模した菓子の花びらを一枚一枚ちぎっては、口に放り込む。しかし五枚ほど口にしたところでのどに詰まったらしく、どんどんと胸を叩たたいた。

「あの……これ、よかったらどうぞ」

　揚げ林りん檎ごと一緒に買った葡ぶ萄どう水すいの筒を差し出すと、彼はのどを鳴らしてそれを飲んだ。しかし慌てたせいか、口から溢あふれた水が襟元を汚してしまう。

「すまん、ちょっともったいないことをしたなあ」

「いえ、いいんです。一人で飲むには多すぎますから。それより、染しみになってしまいますよ」

「うわ、ほんとだ。これじゃあ娘に怒られそうだ」

「娘さんに？　どうしてですか」

「いや、さっき娘と一緒に人形劇を見てきたんだよ。『聖リリアンと《貪どん食しよくの君きみ》』。今年の流は行やり演目らしい。今日だけで二回は見たんだ」

　思わず《貪どん食しよくの君きみ》という響きにぎくりとする。しかし男は全く気にも留めず、話を続けた。

「その劇で、《貪どん食しよくの君きみ》が首元の返り血を葡ぶ萄どう酒しゆだって言って誤魔化すんだよ。それで娘に、飲み物で服を汚したら《貪どん食しよくの君きみ》と一緒だぞっておどかしたのさ」

「それで、自分の方が返り血まみれになってしまったと」

「そういうことだ」

　男は恥ずかしそうに笑って、襟元をこする。僕は思わずその手を止め、指先に水を創った。それを染しみの部分に含ませると、紫の汁が服から水へと吸い込まれていく。

「いやあ器用だなあ、君は。《貪どん食しよくの君きみ》みたいに、染しみで失敗した経験があるのかな？」

「あはは、まさか。ちょっと服のことには詳しいだけです」

「それにしても、本当にありがとう。これで父親の面めん目ぼくは保たれそうだ」

　彼はそう言って、さらに打ち解けたような笑みを見せる。しかし彼は襟元を鼻に近づけて、その匂いを嗅かぐと不思議そうに呟つぶやいた。

「さすがに甘い香りは取れないよなあ。でも、現実的に考えるとさ、葡ぶ萄どう酒しゆと血の臭においは全然違うだろう？　どうしてリリアン様は気付かないのかね」

　男がふと漏らした「血の臭におい」という言葉の響きには、どこか、その実際を知る者の生々しさのようなものが籠こもっていた。そして、どこか影を感じさせる眼まな差ざしを地面に向けると、溜ため息いきを一つ漏らす。

「まあ、そんなリリアン様のおかげで、スラガヤは守られたわけだしな。ほとほと、俺たちは幸せだと思ってしまうね。《大おお獣けもの》に食われることもないし」

「人を食べる《大おお獣けもの》は伝説の話ですよ」

「いや、ただのたとえ話さ。奴隷がただ苦しめられるような、そういう仕事じゃないって意味」

「食べられるのも、仕事なんですかね」

「うーん……でも、結局、どんな形でもスラガヤの仕組みに役立つのが《大おお獣けもの》だろ。ある意味、必要悪としてそういう奴隷の用い方は認められているんじゃないかってね。俺たち夜警に仕事があるのも、そういう犯罪を仕事とする奴隷がいるから……とかさ」

「つまり、誰かが殺されたりするのも、街にとって必要なことだと？」

「いやいや！　そこまでは言わないけどさ！　……ただ、そんな風に考えないとやり切れないんだよ。ほら、君もこの季節は《銀ぎん初ぞめ》の子供を沢山見るだろう？　中には奴隷商会の子供たちもいて、彼らの将来を考えると悲しくなるというか、申し訳なくなるというか……」

「でも、夜警として悪事を働く奴隷を捕まえるっていうのは、彼らを救っていることになるんじゃないですか？」

「……そう思うかい？」

「だって、弱い者が苦しむっていうのは、結果であって目的ではないでしょう。僕たちが頑張れば、いくらでも変えようがありますよ」

　男は僕をじっと見つめると、やがて「……そうかもな」と小さく笑みを浮かべた。

「ほんと、自分よりも若いやつに励まされているようじゃ駄目だな。……うん。確かに、俺たちは俺たちの仕事をやるしかない。よーし！　人間は人間なりに、精一杯働くぞ！」

　彼は気合を入れるようにそう叫ぶと、結局名前も告げず昼の見回りに出かけていった。それに続くようにして一人、また一人と広場から人が去っていく。

　昼の三つ時を知らせる鐘が鳴った。

　たちまち閑散となった広場で、僕はぼんやりと男の言っていたことに思いを巡らせる。……苦しむことが街にとって必要とされる奴隷。そう考えないと納得できないような不平等は、確かに存在するのだろう。自分の身体、商会の方針、《大おお獣けもの》の好み。そんなものは誰にも決めることができないし、ただ受け入れるしか術はない。

　そういう弱い者たちを誰が守るのか。たとえば、クロアは誰が守るのか。《枯れ花》地区にアバダールの奴隷商会ができて既に五十年が経たつ。あの年老いた家が娘たちを最後まで守り切れるのか、それは十二分に怪しい。しかも一たび酷ひどい《大おお獣けもの》に買われてしまったら、その苦痛自体はどうしたって消すことができないだろう。

　……もしかすると、ここ数年考えてきた計画をいよいよ行動に移す時が来たのかもしれない。それにはまだ色々と準備が必要なのだが、とりあえずはあいつに相談しに行こう。手て土産みやげに、すっかり冷めきってしまった揚げ林りん檎ごでも持って。




　　　　◇　◇　◇




　ウーラとリーアを預けた《大おお獣けもの》──《仮かり初そめの君きみ》の店に向かって、わたしは《繁はん花か街がい》の階段を上っていく。この街は生きているので、ひとりでに道が変わることも珍しくないのだけれど、わたしは一度も迷子になったことがない。《銀ぎん線せん》に触れると、なんとなく進むべき方向が分かるのだ。スラガヤ様の声を聞く──ガファル君はこの特技をよく褒めてくれるものの、残念ながら《大おお獣けもの》に買ってもらう魅力にはならないらしい。大体、展示場から動くことのない奴隷市場ではこれを披露する機会がない。

　まだ植物を創る力の方が有用で、畜産を管理する《大おお獣けもの》に声をかけられたことはある。飼料を創ってくれという話だったけれど、大量生産にはわたしの体力が足りなくて、結局交渉にもならなかった。……農業を司つかさどる《大おお獣けもの》だったらわたしにぴったりのはずだけれど、噂うわさではスラガヤの外にいるらしい。それに随分な人嫌いで、人間を奴隷にしないそうだ。

「……ほんと、うまくいかないなあ」

　長い階段を上りきって展望台に出ると、思わず弱音が零こぼれてしまった。普段はそれほど将来を悲観することもないのだけれど、《銀ぎん初ぞめ》の日はどうしたって考えずにはいられないのだ。

　展望台から少し奥に入ると水草の繁茂した大きな溜ため池いけがあり、その脇を進んだ先に《仮かり初そめの君きみ》の店があった。少女奴隷の《銀入れ》だけを請け負う老舗の彫り物屋。辺りには季節を問わず草木が鬱うつ蒼そうとしていて、知らない人は廃はい墟きよと思ってもおかしくないだろう。

　しかし、いつもは人のいない店先に、今日は誰かがうずくまっていた。草むしりでもしているのかと思って近づくと、目に入ったのは銀色の髪と隣に置かれた白ランタン。わたしは思わず彼の名前を叫んでしまった。

「ガファル君っ！」

　少し慌てた様子で彼が振り向く。草むらに身を置くには不似合いなくらい優雅な顔立ちだ。白い炎をはめ込んだような銀色の目を細め、彼は軽く手を挙げる。

「やあ、クロア。双子の《銀ぎん初ぞめ》のお迎えかい？」

「……うん。そうだけど……ガファル君はどうしてここに？」

　男の人が《仮かり初そめの君きみ》の客であるはずはないし、それならわたしと同じように誰かの付き添いだろうか。……でも、誰のだろう？　妹さんがいたなんて聞いたことはないし、彫り物屋まで付き添うような深い関係の……それってつまり、それってつまり……

「いきなり顔を青ざめて、どうしたの」

「だ、だって……」

　ガファル君は不思議そうな表情でこちらに近づいてくると、不意にわたしの手を取った。

「そうだ、これあげるよ」

「え？」

　握らされたのは、丸くて茶色い小さな塊かたまり。

「……食べないの？　普通のキャラメルだよ」

「あ……うん」

　口に入れると、たちまちとろりとした蜜の香りが広がる。ガファル君は白ランタンを拾い上げながら、いつもの調子で淡々と語った。

「《仮かり初そめの君きみ》とは知り合いだから、たまに散歩に来るんだ。ここら辺は見回りの担当地区でよく知っているからね。……って、今度は随ずい分ぶんと嬉うれしそうだね」

「なんでもなひよ。きゃはめる、おいひーなーって」

　全く、変な思い込みをしてしまった自分が恥ずかしい。さっきまでの妙な胸騒ぎに誘われて、不幸なことばかり連想してしまったようだ。

　ガファル君は少し呆あきれたように微笑を浮かべて、わたしを見つめる。

「クロアはすぐに顔に出るからね。まあ、キャラメルで元気になるなら、それでいいけど」

「えへへ……」

「……ところで、その鞄かばんなんだかすごい量の荷物だけど」

「あ、こへはね、かひゃんのおみやへで……ひょっひょまっへへ」

「……何言ってるか分からないよ」

　今だったらすぐにキャラメルのお返しができる。わたしはそう思うと、鞄かばんから飴あめ入りの壺つぼを取り出し、ガファル君に差し出した。

「なんだ、自分でもお菓子を持ってるんじゃないか。……ありがと、うわ、これ！」

「すっほふ、かはだによさほうだひょね！　ひたが、ぴいぴいするでひょ」

「薄はつ荷かの香りがすごいね……でも、嫌いじゃないかも」

「わたひも！　がはるくんも、すひかなーって」

　それから二人とも口の中が綺き麗れいになるまで、黙って舐なめ続ける。それでもガファル君と見つめ合っているだけで、どんどんお腹なかがいっぱいになっていく気がした。キャラメルの欠片かけらが完全に消えてからも、幸せな香りが口いっぱいに残っている。

「そうだ、今度わたしの家に遊びに来てね。その飴あめに負けないくらい、草たっぷりのスープをご馳ち走そうしてあげる」

「なんだか薬の味がしそうだね」

「すぐ元気になっちゃうよ。あと……それに、もし朝お仕事が終わってお腹なかが減ってたら、いつでも来てくれていいんだからね。お肉とかはないけど、果物とか乳茶だってあるし」

「……それは嬉うれしいお誘いだけど……僕が行くのはちょっとまずいんじゃないかな」

「え、どうして？」

「良くない噂うわさが立ったら、アバダール家に迷惑だからね。大体、少女奴隷は変な虫がついていない方がよく売れるんだから」

「でも、ちゃんとした正式の相手なら──」

「それってつまり、僕がアバダール家の娘と結婚すればいいってことかい？」

「いやっ、そのっ……」

「誰と結婚すればいいのかなあ。ちょうどいい相手っていうと……」

　ガファル君はわざとらしく首をひねって、にんまりと笑っている。それも追い打ちとばかり、

「クロアは、僕と誰がお似合いだと思う？」

　と言って目を細めていた。わたしはたちまち顔に血がのぼって、視界に火花が散り始める。けれど、いくら黙っていてもガファル君は見逃してくれそうにない。

[image: ]

　だからわたしは絞り出すようにして、答えを返した。

「……ルルジュは美人で、踊りも上手で、街中の噂うわさ話ばなしに詳しいよ。イオはのんびり屋さんだけど、《銀ぎん紋もん》の研究者を目指していて、勉強熱心。ユラスナは何に対しても一生懸命だし、詩も書けるし、とっても素直な子だと思う。ウーラとリーアは元気いっぱいで体も丈夫だけど……まだ結婚相手には早すぎるかな」

「それで全員？」

「……」

「クロアはどうなの？」

「……背が小さくて、子供みたいな体つきで……」

「でもみんなに好かれていて、透き通った笑顔が綺き麗れいだ」

「いつも腹ペコで、食費は大変だし……」

「それでいて料理の腕は誰にも負けないよね」

「どんな《大おお獣けもの》にも買ってもらえない残り物……だけど」

「……だけど？」

「……ガファル君のことが一番好き……って、ひゃあ」

　ガファル君は突然私を抱きかかえると、耳元で「よくできました」と囁ささやいた。それからわたしを地面に立たせて、まっすぐに覗のぞき込こむ。

「いつか、必ず結婚しよう」

「……うん」

　ついに言ってしまった。ついに言われてしまった。

　偶然会っただけなのに、突然告白することになるなんて。今日はいったい何が起きているのだろう。嬉うれしさとか恥ずかしさとか、そういうものは全然気持ちに追いつかなくて、ただ頭の中が真っ白になった。ガファル君はもう一度軽くわたしを抱きしめると、澄ました顔で微ほほ笑えみかけ、「またね」と言って走り去る。
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　わたしは動どう悸きが収まるのをしっかり確認してから、彫り物屋の中に入った。小さな受付には誰もおらず、中に進むと仄ほの暗ぐらい部屋に至る。《銀入れ》をするための施術台は空いていて、その上には寂しげにランタンの灯あかりが揺れていた。

「なんだ、遅かったな」

　部屋の隅に目をやれば安楽椅子に身を委ゆだねながら、一人の少年が紫し煙えんをくゆらせていた。鳥を模した仮面をつけた彼こそ、ここの主あるじ、《仮かり初そめの君きみ》。《銀入れ》によって生じる体の変化について探究を行っている。わたしはもう一度深呼吸して、それからいつもの調子で声をかけた。

「二人は？　大丈夫だった？」

「問題ないぜ。すぐに終わったけど緊張していたんだろうな。今は奥の部屋で寝てるよ」

「そっか、ありがと。これ、代金とお土産のお菓子」

　カリャンから貰もらったわたしの分のお菓子は《仮かり初そめの君きみ》にあげてしまう。彼は《大おお獣けもの》の中でも親しみやすい雰囲気があり、少女のまま見た目の変わらないわたしは、研究材料としても付き合いが長い。無類の甘いもの好きという点でも、馬が合う。

《仮かり初そめの君きみ》は袋を開けて中身を覗のぞき込こむと、なぜかくすくすと笑っていた。

「……どうしたの？」

「いや何というか、似た者同士だと思ってな。まあ……揚げた林りん檎ごでも、こっちのはずっと手が込んでるか」

「……？」

　彼はさっそく林りん檎ご煮の包み揚げを取り出すと、一口頰ほお張ばった。

「まだ温かいな」

「それ、持ってくる途中に布で包んで保温しておいたの」

「ははあ、さすが食べ物への気配りは完璧だ」

　口いっぱいに詰め込んで食べるその様は十を過ぎたころの子供なのだけれど、実際のところ《仮かり初そめの君きみ》は数百歳らしい。《銀入れ》は繊細な作業だから、少年の指先がちょうどいいのだとか。しかし彼を見ていると、わたしは自分もいずれ老婆の心を持った少女になってしまうのかと疑念がよぎる。果たしてそれはどんな気分なのだろう。

「……何だよ、じろじろと。貰もらった菓子は返さねえぞ」

「大丈夫だよ。お腹なかいっぱいだから」

「はあ？　クロアが満腹なんてこと、あるわけないだろ。風邪でも引いてるんじゃねえのか？」

「もう！　わたしだってそういう気分のときはあるの！」

　まあ、《仮かり初そめの君きみ》の言う風邪というのはそれほど間違っていないのかもしれない。ガファル君と会ってから、ずっと体が熱っぽくて、お腹なかというか胸がいっぱいなのだ。……とは言っても《仮かり初そめの君きみ》が二個目の包み揚げに手を出し、そのさくさくと軽快な音を聞いていたら、やっぱりお腹なかが減ってきた気もする。

　わたしは気を紛らわすように質問をした。

「そういえば、《仮かり初そめの君きみ》ってガファル君のお友達なんでしょう？　さっき、お店の前で会ったの。お仕事の関係で知り合ったとか？」

「……うーん、顔見知りっていうか、腐れ縁っていうか……。時々《繁はん花か街がい》では手に入らないようなものを持ってきてくれたりな……まあ、そういう感じだ。それより、イオはどうしてる。ちゃんと休んでるか？」

「どうかなー。今日は寝坊してたけど、夜遅くまで勉強しているのかもね」

「ったく、せっかく暇をやってるんだから、休んでもらわなきゃこっちが困る。お前も姉としてあいつを見張っとけ。イオは根を詰め過ぎなんだ」

　三女のイオは《仮かり初そめの君きみ》のもとで働くことが決まっている。イオ自身は《銀ぎん紋もん》が少ないものの、昔から《銀入れ》自体に関心があるのだ。毎日のように《地ち胚はい》で文もん様ようを研究し、このお店を見学している。

「クロア、お前もいい加減に腹をくくらないとな。いつまでも妹の子守じゃ、アバダールも落ち着かないだろ」

「まだユラスナもウーラもリーアも残ってるよ」

　いつもの小言にちょっとうんざりしながら言い返すと、《仮かり初そめの君きみ》は肩をすくめた。

「……本当に、そんな吞のん気きで大丈夫なのか？」

「……どういう意味？」

「残念ながら、お前以外の三人はもうすぐ買い手がつくかもしれない」

「うそだー、そんな申し入れはまだ──」

　わたしの言葉を制すように《仮かり初そめの君きみ》は一巻きの紙を取り出した。黒くろ紐ひもでくくられ封ふう蠟ろうまで施されたそれを、彼はこちらに投げ渡す。薄明かりに目を凝らしてみると、印いん璽じには八本の線が絡からまり合う、蜘く蛛もの文もん様ようがあった。

「……これって、《土つち蜘ぐ蛛もの君》？」

「そう。将来有望な子供が三人ほど欲しいってな。俺が紹介を求められた。ユラスナはかなり頭が切れるし、あの双子は体が強い。丁度いいだろ？」

「それはそうかもしれないけど」

「別に《土つち蜘ぐ蛛も》だったらアバダールも認めるだろうさ。あそこは仕事も大変だが、それ以外の拘束は緩いし、無理をさせない。こんな早くから買い手がつくなら、いい取引だと思うぜ」

《土つち蜘ぐ蛛もの君》はスラガヤの郵便、運搬を担になう《大おお獣けもの》だ。この街が日々形を変えるため、《土つち蜘ぐ蛛もの君》は大量の情報収集と分析を行う。手紙を運んだり、新しい街路を測量したり、彼の手足となるのが奴隷の役目だ。スラガヤでは《一つ目の君きみ》に次ぐ規模の巨大な組織と言える。

「まあ、とりあえず家に持って帰れ。話はそれからだ」

「……うん……」

　受け取った書状を鞄かばんに入れる時、暗い予感が不意に胸をよぎった。ルルジュは《乱みだれ地ぢの君きみ》の踊り子として予約されているし、イオには《仮かり初そめの君きみ》がいる。他の三人まで予約が入ってしまったら、本当に誰もいなくなる。家にはわたしとお母さんだけだ。

「……あのさ……最近ね、お母さん、組合の会合も欠席しているし、全然娘を仕入れないの。もしこのままだったら、アバダールの家はなくなっちゃうのかな？」

「まあ……そうなるのを《大おお洞ほらの君》も望んでるんだろ。それに、悪いがアバダールだって長くはねえぞ。あいつも随分長生きした方だが、《銀ぎん紋もん》の腐食が始まってる。もう器の方が耐えきれない」

《仮かり初そめの君きみ》の言葉に、わたしは今朝のぼろぼろになった靴の会話を思い出した。どんなに奇き蹟せきの力を使えても、人間の体だって有限だ。《銀ぎん紋もん》の多いお母さんはわたしのように年老いる速度も遅かったと聞くけれど、靴と同様、いつかは擦り切れる運命にある。

　こちらの気落ちを察したのか、《仮かり初そめの君きみ》は声こわ音ねを少し和らげて言った。

「最悪、アバダールが動けなくなったら俺が面倒を見てやるよ。イオにはつらいだろうが、《銀ぎん紋もん》の腐食を研究するいい材料になる。お前はそれより、自分の行く先だ」

「……うん」

「いいか。脅すようで悪いが、母親がお前の所有権を持っている間に良いところを見つけないと、終わりだぞ。もしも《大おお洞ほらの君》に権利が委譲されたら、アバダールみたいな良心的な交渉はしてもらえない。おおよそ裏町の《大おお獣けもの》に売り飛ばされて、体を切り刻まれるだけだ」

「……」

　でも、良いところ、とは何だろう。ガファル君は結婚を約束してくれたけれど、それを《一つ目の君きみ》が認めなければ意味がない。それよりも先にお母さんが死んでしまって、どこか名前も知らない《大おお獣けもの》に売られたら、ガファル君との婚約はなかったことになる。同じ所属の奴隷以外と家庭を作ることは許されていないからだ。

　薄々覚悟はしていたけれど、それでもわたしは心のどこかで、ずっと今の生活が続くと思っていたのかもしれない。少しずつ食卓に並ぶ皿が減って、寝室ががらんとして、そういう変化に気付かなかったわけではないのに。本当のところ、わたしに残された時間はどれほどあるのだろう。

　不意に、カツン、カツン、と固い音が聞こえて目をやれば、ウーラとリーアが松まつ葉ば杖づえをついて施術室に入ってきた。二人ともいつもの無む垢くな笑みをほころばせて、わたしを見つめてくる。

「あー、やっぱりクロねぇだ！　ウーラ、なかなかったよ！」「リーアも！　リーアも！」

「そっかー、二人とも泣かなかったんだ。えらいねー！」

　強いて声を張り、双子には不安を気け取どられないようにする。二人の頭を撫なでていると、《仮かり初そめの君きみ》が「クロア、これ」と言って一枚の銀貨を投げてきた。

「これ、代金の……」

「二人の妹に四本の杖つえじゃあ、大変だろ。その金で《吊り箱》に乗れ」

「そんな、さすがにここまでおまけしてもらったら」

「紹介状をアバダールにきちんと渡す、その仲介料だと思えばいい」

「……わかった。ありがと」

　彼の気遣いに心が揺れる。もしも許されるなら、ガファル君との結婚が決まるまでの間だけでも、このお店で働かせてもらえないか。そんな言葉がのど元までせり上がる。しかし言えるわけがなかった。なぜならそれは端はなから無理なお願いで、彼を困らせるだけだと分かっているから。人々が使う貨幣はスラガヤや《大おお獣けもの》の血である《蜜》を固めたもの。《大おお獣けもの》であっても奇き蹟せきで増やすことはできない。奴隷を買う際《大おお獣けもの》は自分の血で新たな《蜜》を作るけれど、それにも限界があるのだ。《仮かり初そめの君きみ》に余分な奴隷を買う余裕なんてない。

　……わたしはお金なんて払わってもらわなくてもいい。ただ形の上で買ってくれたら、それでいい。けれど、お母さんはそれを許さないだろう。どんな理由があっても、自分の安売りを許してはくれない。わたしにそんな価値はないというのに。

「……また来るね。《土つち蜘ぐ蛛もの君》の契約書を持ってくるときにでも」

「ああ、よろしくな」

《仮かり初そめの君きみ》の別れの言葉には、少しだけ申し訳なさが滲にじんでいた。わたしは何とか笑顔で店を出たものの、外の空気に触れた途端、再び身体が重くなるのを感じる。まるで冷たい泥の中で溺おぼれるような、そんな閉へい塞そく感かんが足元からじわじわとせり上がってきた。

　果たして、わたしを誰が買ってくれるのだろう。いったいどんな《大おお獣けもの》がわたしを買ってくれるのだろう。その時、ガファル君との約束はどうなってしまうのだろう。

　そんな想像をすることさえ、今は苦しい。
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　ウーラとリーアの《銀ぎん初ぞめ》から一週間後、お母さんが倒れた。ルルジュ、ユラスナ、ウーラ、リーアは契約済みの《大おお獣けもの》たちに引き取られ、イオとわたしは《仮かり初そめの君きみ》の店でお母さんを看病することに。

　妹たちの売買契約。アバダール家のこれから。そして何より、自分の将来。

　目の前にある問題を必死でこなして、遠くに控える問題に頭を悩ます毎日。十七歳の心にも、少女の肉体にも、それは二週間が限界だった。ある朝ベッドから降りて着替えようとした瞬間、わたしの視界は暗転した。




　　　　◆　◆　◆




《繁はん花か街がい》の中層に位置する小さな溜ため池いけ。その脇の展望台からは街の様子が一望できるのだが、網目模様に広がる銀色の街並みを眺めても今日は心躍らない。僕は重い足取りで溜ため池いけの脇を通り、《仮かり初そめ》の店に向かう。

　ようやくクロアの告白にたどり着いたのが三週間前。目の覚めるような薬草の香りと頰ほほを真っ赤に染めて僕を好きだと言ってくれた彼女の香りが、今でも鼻び腔こうの奥に蘇よみがえる。しかし今日、ここに来たのはガファルとしてではなく、《貪どん食しよくの君きみ》として。僕は、倒れてから意識の戻らないクロアを引き取りにきたのだ。

《仮かり初そめ》の店に足を踏み入れると、受付には一人の少女がいた。おそらく居眠りをしていたのだろう。服の袖で目をこすると、小さなあくびをかみ殺している。

「あ、こんにちは……です」

「やあ、イオ。《仮かり初そめ》を呼んでもらえるかい？」

「わかりました」

　ルルジュと同じくクロアの一つ年下にあたるイオは、アバダールが倒れてから既にここで働き始めている。その上、店の奥では彼女の母と姉が伏せっているのだ。表情に滲にじむ疲労には、かける言葉も見つからない。……自分がガファルとして接することができたなら、少しは違ったかもしれない。だが、今の僕は《貪どん食しよくの君きみ》だ。《仮かり初そめ》に倣ならって仮面をかぶり、服装も変えている。イオの眼まな差ざしはやはりよそよそしかった。

　しばらくすると《仮かり初そめ》が現れ、こちらが尋ねるよりも先に口を開いた。

「別に状態は悪化してねえよ。良くもなってねえけどな」

「クロアの意識は戻ってないんだろう？」

「ああ」

「移動は……できそうかな？」

「それは何度も言ってるだろ。できるが、勧めねえよって。スラガヤからお前の根城まで、空を飛んで一時間はかかる。病人を運ぶことを考えたら、もっと速度を落とす必要もあるだろう。クロアの身体に負担がかからないわけがない」

「……」

「そこまでして《朽くち株かぶ》に連れていく必要はあるのか？　傍はた目めから見りゃ、意識のない少女を誘拐するようなもんだぜ。お前だって、そういう予定じゃなかっただろ」

　まずガファルとしてクロアに近づき、十分な信頼関係を結んでから正体を明かす。そして建前として買い取りの契約を結び、二人の結婚を実現する。これが当初の計画で、三週間前の結婚の約束まで、それは順調に進んでいたのだ。しかしアバダールが倒れたことにより、その予定は一気に前倒しになってしまった。

「想像してみろよ。クロアが目を覚ました時、自分がスラガヤから遠く離れた場所に連れられて、しかも《大おお獣けもの》との契約まで済まされたと知ったら、どう感じるか。それこそ奴隷の扱いだ。クロアと対等な関係を結びたいって話はどこへ行ったんだよ」

「……」

「それにお前は、大きな噓うそを抱えたまま二人の生活を始めることになるんだぞ」

《仮かり初そめ》は一瞬、イオが近くにいないか後ろを確認した後、声を低めて囁ささやいた。

「……クロアは本気でガファルのことを好きなんだろ？」

「そう信じてるよ」

「なら、恋人の正体が自分をさらった《大おお獣けもの》だと知って、素直に受け入れられるか？　騙だまされたと思われても文句は言えねえだろ？」

「覚悟の上さ」

「覚悟、ねぇ……」

《仮かり初そめ》は肩をすくめ、小さく首を振る。

「俺としては、《大おお獣けもの》のお前が本気でクロアを思っているのが、いまだに信じられねえよ。大体、誰かを好きになるだとか一緒に暮らしたいだとか、《大おお獣けもの》はそういう生き物じゃねえって、お前が一番分かってるだろうに」

「でも、人間だってどうして自分が誰かを好きになるのか、分かるものなのかい？　分からないから一層のこと気になって、惹ひかれていくものだろう？」

「……俺に聞くなっての」

「クロアへの感情が本物かどうかは知らないけれど、一緒にいたいと思うのは彼女だけだよ」

《仮かり初そめ》は仮面の向こうからじっとこちらを見つめていた。やがて一つ大きな溜ため息いきを漏らすと、ついてこい、と手で合図する。店の廊下を進み、クロアが眠る部屋の前に来ると彼は立ち止まって再び尋ねてきた。

「……最後にもう一度聞くが、《朽くち株かぶ》にはちゃんとクロアを看病できる環境が整ってるんだろうな？」

「大丈夫だよ。付きっ切りでお世話するつもりだから」

　部屋に入ると、そこにはベッドが二つ、アバダールとクロアが同じように目を閉じ、静かに眠っている。イオはクロアの額に浮かぶ汗を拭ぬぐっていたが、僕たちに気付くと慌てて場所を譲った。布ふ団とんをそっとめくりあげ、クロアの全身を見つめると、やはりその華きや奢しやなつくりに驚かされる。永遠に成長することのない、少女の肉体。抱きかかえても、腕にかかる重みは水を含んだ布程度にしか感じられなかった。

　それから部屋を出ようとしたとき、不意に背後からしわがれた声が響く。

「……《貪どん食しよくの君きみ》」

　振り返れば、アバダールが腕を振るわせながら、必死に上体を起こそうとしていた。イオがすかさず駆け寄って支えてやるが、彼女はこちらから視線を一時たりとも離そうとしない。今から一週間前、クロアが倒れるのと入れ替わるようにして彼女は意識を取り戻したのだが、そのおかげでクロアを引き取る算段もついたのだ。彼女は威圧するようにも、そして懇願するようにも見える強い眼まな差ざしでもって僕を見つめると、言った。

「ゆめゆめ、約束をお忘れなきよう」

「はい」

　彼女はそれからまた静かに目を閉じ、眠りに戻る。

　もう引き返すことはできない。これが最善の選択なのか分からないが、このまま《仮かり初そめ》の店にクロアを留とどまらせることが最善だとも思わなかった。現にこのままではイオが過労で倒れてしまう。アバダールも心安らぐことはないだろう。その上、もしもクロアがここで目を覚ませば、きっと居場所のなさに苦しむだろう。彼女の帰る家には誰もおらず、この店もまた、彼女の家には決してなりえないのだから。……だったら、この際僕がどう思われてもいい。無理やり買われたと思ってくれれば、少なくとも自分が残り物だと、感じることはないはずなのだ。

　店を出て、溜ため池いけの脇を通って展望台に出る。《仮かり初そめ》とイオに別れを告げ、僕はゆっくりと空に舞い上がった。《繁はん花か街がい》に沿って上昇し、《地ち胚はい》を超えて街の上空へ。これからクロアが住むことになるのは、スラガヤを囲む花びらを超えた、遥はるか遠くだ。

　腕の中ではクロアが苦しげに寝息を立てていた。目を覚ました時、彼女は果たして受け止めてくれるだろうか。ガファルという人間は《大おお獣けもの》の仮の姿だということ。彼女はこれからその《大おお獣けもの》と一緒に暮らすのだということ。

　そして、その《大おお獣けもの》は本当に彼女を想っているのだということを。




　　　　◇　◇　◇




　朦もう朧ろうとする意識の中で、時々ふっと体が軽くなる。遠くの方で誰かがお母さんと会話しているような気がした。銀の髪？　いや、白い肌？　黒い服と落ち着いた声こわ音ね。見覚えのある銀色の瞳が、わたしを見つめていたような気がする。

　それから自分は再び暗い闇の底に沈んでいって、じっとしていた。どんな音も聞こえない、冷たい水の中に沈められたようで、わたしはその中をぼうっと漂っていた。それで、ある時突然体が浮かびだして、暗がりに光が差し込む。最初に届いたのは硬い音。こつり、こつりと誰かが床石の上を歩いている。なんだか体がじんわりと熱くて、《銀ぎん紋もん》を使い過ぎた時みたいに、ひりひりとする。まぶたが随分と重たいなと思っていたら、次第に自分の身体の感覚が戻ってきた。小さなはずの身体が、鉛でも流し込まれたみたいに重たく鈍い。

　それでも何とか目を開けると、視界の端に白い肌が見える。それは正確に言えば白いお面で、《仮かり初そめの君きみ》がつけているものにそっくりだった。ただし、それは鳥を模したお面ではなく、蛇のお面。髪は銀色で、ガファル君の色とよく似ていた。

「……あなた、は……」

　自分ののどから出た言葉があまりに弱々しくて驚いてしまう。蛇のお面をつけたその人は、近くの器から透明な液体を匙さじで掬すくい、わたしの唇に触れさせた。

「飲むんだ。大丈夫、これはただの水だよ」

　一口、身体をわずかな水が染しみ通って、しかしそれだけでぐっと気分がよくなる。体を起こそうとすると、穏やかに肩を抑えられた。

「まだ無理をしてはだめだ」

「でも、お母さんが」

「アバダールは無事だよ。いいから、君は休むんだ」

「お母さんは……無事……」

　そう聞いて、すっと力が抜ける。わたしを眠りから引き上げていた力にも限界が来たようでまぶたが自然と下りてしまう。あなたの名前は何ですか、そう尋ねた気がするけれど、答えを聞き取る前に、わたしの意識はぷつりと途切れた。

　そして再び目が覚めた時、わたしはすぐに体を起こすことができた。少しけだるい感覚は残っていたけれど、頭の方はしっかりとしている。蛇のお面をつけた人は相変わらずベッドの側で看病をしてくれていた。今度は自分の置かれている状況がなんとなく察知できた。

　自分は買われたのだ。お面をつけているこの人は、人間ではなく《大おお獣けもの》に違いない。

　すると不意に、仮面の向こうから思ったよりも若々しい声が聞こえた。

「おはよう」

「……おはようございます」

　いつも通り返したはずの挨拶が、ひどくかすれている。まるで隙間風でも吹かせているみたいに、弱々しい吐息が声に混じっていた。彼はわたしに一杯の温めた牛乳を差し出した。それを少しずつ飲んでいくと、身体の先がゆっくりと温かくなって、呼吸も少し深くなる。

「ありがとうございます。その……助けていただいて……」

「助けたわけじゃない。むしろ、無理やり連れてきたんだよ。君は《仮かり初そめ》の店にいたことは覚えているかい？」

「はい……そこで意識を失って……」

「そして、僕が君を買った」

　なぜだか彼は改まった調子でそう言った。わたしはやはり買われたのだ。それは十七年の間待ち望んでいたことであり、心のどこかでは望んでいなかったことでもある。わたしは、「そうですか……」と呟つぶやくことしかできなかった。

「あの……それで、あなたは……」

「──《貪どん食しよくの君きみ》だ」

「え」

　さすがに、その名前は予想外だった。《銀ぎん初ぞめ》の日にカリャンと一緒に見た人形劇で、舞台を縦じゆう横おう無む尽じんに飛び回っていた白い蛇。人を食べ、聖女を騙だます《大おお獣けもの》。

「あ、あの……」

　こんなところで《大おお獣けもの》が冗談を言うはずがなく、なにより彼の言葉は真剣だった。彼はこちらの顔を見て慌てて手を伸ばしてくるが、わたしは思わず身を引いてしまう。

「わたし、食べるようなお肉なんてありませんっ！　皮と骨だけで、やせっぽちだし、小さいし、だから──きゃっ」

　あまりに後ろに下がり過ぎて、ベッドから転げ落ちそうになったその時、《貪どん食しよくの君きみ》がわたしの腕をつかむ。咄とつ嗟さに目を閉じるけれど、わたしはどこかを嚙かみつかれるわけではなく、感じたのは仄ほのかな温ぬくもりだった。

　目を開くと、《貪どん食しよくの君きみ》がわたしを抱き寄せたのだと分かる。彼は慌ててわたしから距離を取り、懇願するような調子で言う。

「お願いだから、まず落ち着いてくれ。君は誤解をしている」

「……誤解？　でも、さっきあなたが《貪どん食しよくの君きみ》だって」

「まあ、確かに僕は《貪どん食しよくの君きみ》だ。かつてリリアンのご飯を食べたのは確かに僕だ。けれど、もし君を食べたかったのなら、とうにお腹なかの中へ入れているよ」

「あ……」

　言われてみれば、その通りだ。看病までして、温かい牛乳まで用意して、それでわたしを食べるというのはおかしい。……それに、人形劇はあくまで作り話、昔の伝説だ。それを本気にするなんて、ただの子供ではないか。

「ごめんなさい！　わたし……その……ごめんなさい……」

「いや、まあ、面識もなしに買われたんだから、誤解するのも当然だよ。とにかく僕は君を食べたりはしないから。それだけは分かってほしい」

「はい……。でも、それならわたしはどんな仕事をすればいいんでしょう」

「え？　仕事？」

「だって、お手伝いをさせるためにわたしを買ったんじゃ……」

「いやいや、そんな焦あせる必要はないよ。君はまだ病人だろう？」

「でも今から準備できることがあるなら、やらないとお役に立てませんし……。それにお休みの日のことを教えていただきたいんです。……あるのだったら、ですけど……」

「どうしてだい？」

「母の見舞いに行きたいんです。必要な分のお仕事はしっかりやるので、一日か二日、お休みを頂ければ」

「……ここからスラガヤまで歩いていくって？」

《貪どん食しよくの君きみ》はふと立ち上がると、軽く指を鳴らした。すると、部屋に光を取り入れていた小さな丸窓が突然広がって、壁一面が巨大な一枚のガラスに変貌する。そこから見えたのは、小高い三つの山と遥はるか下方に向かって伸びる広大な森。それが切れると荒れ地が続き、そのさらに奥には花の形をした岩があった。

「……あの荒野に一輪咲き誇るのが、君のいたスラガヤだよ。少し手前に牧草地があって、沢山の銀色の小さな棒が立っている」

「はい。《地ち胚はい》みたいな柱が、街を囲うようにして……」

「あれは《銀ぎん柱ちゆう》だ。地面に隠された《銀ぎん線せん》でスラガヤに繫つながっている。つまり、あの《銀ぎん柱ちゆう》が立っているところまでが、スラガヤの奇き蹟せきの限界ということになる。あそこを超えて人間が行動することはできない」

「それってつまり……ここから歩いていくのは難しいってことですか？」

「距離の問題もあるが、荒れ地や森には野生の獣や、もっと恐ろしいものもいるからね。縄張り意識も強いから、《銀ぎん紋もん》の力が使えない状態の人間が通れば無事にはすまない」

「……」

「とにかく、それだけ遠いところに君はいる、ということだ。だから無理する必要はない。時期が来たら、僕が見舞いにつれて行ってあげよう」

「……え？」

「《大おお獣けもの》はどこでも奇き蹟せきが使えるのだから、空を飛べばいいという話さ。それと、この《朽くち株かぶ》の中なら君は奇き蹟せきを使える。スラガヤに似せた《銀ぎん線せん》を張り巡らせてあるんだけど……まあ、詳しいことは追おい々おい話すとしよう。とにかく、これまで通り《銀ぎん紋もん》が使えるんだ。君は好きなだけ役に立てるよ」

「……分かりました」

「眠り過ぎるのもなんだから部屋の中を歩き回るくらいはいいけども、病人だということを忘れないように。ここもスラガヤに劣らず迷路のようになっている。何かあれば僕を呼ぶんだ。仕事の詳しい話は本当に君が回復してからだよ」

「……」

「どうかした？」

「いえ……」

　この人はどうしてこんなに親切なのだろう。一体、彼は何を考えているのだろう。もちろん《大おお獣けもの》の中には《仮かり初そめの君きみ》のように人間にすごく親切な者もいる。けれど倒れて病気になった状態のわたしを看病してくれて、その上これからのことは心配するなと諭してくれる。こんなのはいくらなんでも普通ではない。そもそも、わたしは彼に会ったことさえなかったというのに。

「あの……どうして、そんなに気遣っていただけるんですか？」

　わたしがそう尋ねると、《貪どん食しよくの君きみ》はしばし黙り込んだ後、どこかそれまでとは趣の異なった、迷いを感じさせる声で言った。

「君に関心を持った理由は……二つある。一つは君がスラガヤの声が聞こえる、という話を聞いたことだ。僕は《朽くち株かぶ》でスラガヤの複製を作ろうとしていて、その上で君が何か役に立つのではないかと思った」

「……もう一つの理由は？」

「……それは……」

「……？」

《貪どん食しよくの君きみ》はじっとわたしの顔を見つめたまま、再び黙り込む。仮面に手を当てて、何か悩ましげに頭を抱え込んでいたが、それから絞り出すように口を開いた。

「……僕は《大おお獣けもの》として、探究を行いたい」

「探究……ですか」

「君と一緒に生活する、という探究だ」

「……はい？」

「僕は君を奴隷としてではなく、同居人として扱う。対等な者として扱う。そういう探究だ。この世で奴隷があらゆる探究に利用されうるならば、奴隷が奴隷ではなくなるという仕事もまた、一つの探究ではないのかと考える。そしてお互いにいかなる感情が生じるのか、大変関心がある」

　彼は大真面目な調子で語りきると、どこか極きまりが悪そうに咳せきをする。それでわたしはついに我慢できなくなって、クスッと噴き出してしまった。

「な、何がおかしいんだい」

「いえ、《大おお獣けもの》にも、こんなに人間らしい方がいるんだなあって驚いて。変なことを尋ねてしまってごめんなさい。そんな作り話がなくても、理由なんてはっきりしてますよね」

「作り話？　い、いや、はっきりしているって、まさか僕の正体を──」

「はい、バレバレですよ」

「えっ」




「──《貪どん食しよくの君きみ》がすごく優しい方だっていう、それだけのことですもんね」




「なっ……」

「《大おお獣けもの》の親切には理由があるんじゃないかな、なんて、失礼な思い込みをしてました。ちゃんと話したこともないのに、勝手に思い込んでしまって……」

「い、いや、そうじゃない。さっき言いたかったのは、僕が本当は──」

「いいんです、いいんです！　恥ずかしがらなくても、ちゃーんと分かってますから！」

「いや、だから──」

「もしかして、わたしを食べるために噓うそをついているんじゃないかなって思ったんです。でも、《貪どん食しよくの君きみ》みたいに親切な方が噓を吐くわけないですよね。人形劇の《貪どん食しよくの君きみ》とは違いますもんね」

「──」

《貪どん食しよくの君きみ》はなぜかそこで固まると、何も答えない。こんなに照れ屋なところも、やはり人間らしくて、わたしはなんだか一層親しみが湧いてくる。

「あの、わたしはクロアと呼んでくださって構わないんですけど、わたしはこれからなんてお呼びすればいいですか？　《貪どん食しよくの君きみ》だとちょっと言いにくいと思うんです」

「……」

「ご主人様、とかはあんまりお好きじゃないですよね。……そうしたら、《貪どん食しよく》様……それか、《貪どん食しよく》さん、なんていかがでしょう。そう呼んでも構いませんか？」

　蛇のお面はなぜかぴくりとも動かなかった。じっと答えを待っていると、しばらくして、

「……いいよ」

　と、どこか疲弊を感じる返答。わたしは図ずう々ずうしさを承知で、手を合わせる。

「それからもう一つ、お願いしてもいいですか？」

「な、なんだい」

「その……手紙を書きたいんです。妹たちに。挨拶もしないでこっちへ来てしまったので。色々と心配をかけているかと思って」

「あ、ああ」

《貪どん食しよく》さんが指を軽くこすり合わせると、貴族が使うような真っ白な便箋と封筒が何枚も、どこからともなく現れた。最後にぼとりと、羽ペンとインク瓶まで。

「これで……十分かい？」

「はい！　ありがとうございます、《貪どん食しよく》さん！」

　わたしが頭を下げると、《貪どん食しよく》さんはふらふらと立ち上がって部屋を出て行ってしまった。改めて周囲を見回せば、上品な文ふ机づくえに化粧台、衣装簞だん笥すのような大きな箱まで用意されている。一面が大きなガラス窓に変えられてしまった壁はそのままで、突き抜けるような青空のもと、広大な世界が一望できた。

　きっとわたしは幸せ者に違いない。あんなに優しい《大おお獣けもの》に買ってもらえただなんて。一生懸命《貪どん食しよく》さんに恩返しをして、お母さんのお見舞いにも行くのだ。一つだけ気がかりなことがあるとすれば、ガファル君とした約束があるけれど。《貪どん食しよく》さんがどんなに型破りな《大おお獣けもの》でも、《一つ目の君きみ》の奴隷と結婚させることは許さないだろう。《大おお獣けもの》は自由に姿を変えられるらしいけれど、《貪どん食しよく》さんの髪色や声がガファル君と似ているのは、もしかして彼がガファル君のことを知っていて、わたしをさりげなく慰めてくれているのだろうか。そうだとしたら、本当に彼は優しくて、わたしを心の底から大切に思ってくれているのかもしれない。……いっそのこと、本当に《貪どん食しよく》さんがガファル君だったらよかったのに。

　そうしたら、わたしは完璧に幸せだった。

　夢だと疑ってしまうほどに、幸せだったに違いない。




　　　　◆　◆　◆




　ぱたりとクロアの部屋の扉を閉めた途端、脱力する。

「……これはまいった……」

　ついぞ、クロアに自分の正体を打ち明けることができなかった。途中まではうまくいっていたはずなのに、一体どこで道を誤ったのか。彼女が目を覚ましたらすぐに告白するという予定が、これで完全に失敗した。

　いっそのこと、彼女が口を開く前に仮面を外してしまえばよかったのか？

　いやいや仮面をかぶっていると言ったって、髪の毛の色や声を変えているわけじゃない。逆にどうして気付かないなんてことがある？　ちょっとは不思議に思わなかったのだろうか？

　果てには、こっちの告白を先回りして、尽ことごとく説明を阻はばんでくるときた。彼女の信頼に満ちた眼まな差ざしを思い出すと、冷ややかなナイフが心臓に突き刺さる。《貪どん食しよくの君きみ》みたいに親切な方が噓を吐くわけないですよね──なんて、急所への狙いが的確過ぎるだろう。僕を怨うらんでいるのかと思うほどだ。

「……はぁ」

　まあ、分かってはいるのだ。クロアはむしろ、見も知らぬ《大おお獣けもの》と仲良くなろうと心を開いてくれている。必死に自らの状況を受け入れようとしているのだ。強引にこの環境へ引きずり込んだ張本人は僕なのだから、何も文句を言う資格はない。

　そもそも、三年の間待ち伏せを続けて、一度もこちらの下心を疑わなかった少女だ。「こんなところで会うなんて、すごい偶然だね！」という彼女の笑顔に、何度歯がゆく思ったことか。そしてなおのこと、僕はそんな彼女に惹ひかれてきたのだから仕方がない。

「まあ、もう少し機を窺うかがえば……」

　自分に言い聞かせるようにそう呟つぶやいて、僕は自室に向かった。

　とりあえず編み物の続きでもして、落ち着こう……




　　　　◆　◆　◆




　──あれから、一週間。

　何が、もう少し機を窺うかがえば、だ！

　気を窺うかがっているうちに、事態はさらに悪化したじゃないか！

「《仮かり初そめの君きみ》に渡せば妹たちに届けてくれますから、お願いします！」

　とクロアから預けられた手紙の束に、僕は見つけてしまったのだ。

　ガファルの名を。ご丁寧に「夜警のガファル様へ」とまで書いてある。

　罪悪感を承知でクロアの手紙を開いてみれば、「《貪どん食しよく》さんはすっごく優しいんだよ。わたし、本当に幸せだと思う。でも、ガファル君に会えないのはすごく寂しいの。……絶対にいつかあの約束を叶かなえようね」だそうだ。

　一体、これからどうすればいいのか。皆目見当がつかない。




「──おはようございます！　朝ごはん持ってきましたよ！」




　今日もクロアの澄んだ可愛かわいらしい声が聞こえ、僕は仮面をかぶりながら、溜ため息いきが漏れる。

　愛する人と一つ同じ屋根の下。

　しかし、邪魔をするのは自分自身。

　……こんなに残酷な幸せが訪れるとは、思ってもみなかった。







[image: 第二章　《天子》の季節]
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《貪どん食しよく》さんと一緒に生活を始めて一週間が経たった。これまでの習慣でわたしは丁度日が昇る少し前に目が覚める。カーテンを開くと、遠くに見えるのは朝日を浴びて輝くスラガヤ。わたしはそれを眺めながら身支度を整え、エプロンをつけて部屋を出る。日に日に、朝の廊下が寒くなってきたけれど、居住区画の十五階から十八階までは床に《銀ぎん線せん》がめぐらされていて、銀色の筋に足裏が触れると驚くほど冷たい。わたしはつま先立ちで階段を下り、十五階の食糧庫に向かった。

　食糧庫の扉を開けると《銀ぎん線せん》が反応して勝手にランタンが灯ともされる。この機構に限らず、わたしが使う服やエプロンも《貪どん食しよく》さんのお手製らしい。機能的であまり飾りけはないものの、どれも隅っこに蛇の刺し繡しゆうがしてあって、ちょっとかわいいのだ。

　わたしは適当に野菜を選んでかごに入れ、棚に置かれた卵と豚肉の塩漬けも持っていく。食糧庫には小麦粉も砂糖も山のようにあるし、野菜はどれも新鮮で、わたしが見たことのないような珍しいものも用意されていた。しかも知らないうちに補充がされていて、本当に夢のような空間だ。数日前から果物でジャムも作り始めたけれど、これだけ豊富な材料があればお酒やシロップも好きなだけしこめるかもしれない。

　一つ課題があるとすれば、パン作りだろう。食糧庫は基本的に材料と保存食だけで、主食はあまり用意されていない。わたしもパンを自分で作ったことがなかったから練習が必要で、正直昨日焼いたのは硬すぎて歯が折れそうだった。

　台所に戻ったら、すぐ朝食づくりに取り掛かる。根菜類は細かく刻み、豚の塩漬けを炒いためて脂が出てきたら投入。野菜が脂と絡からまって少し透明になったら水を足し、昨日の夕飯で食べた鳥の骨も一緒に鍋にかける。この台所は《銀ぎん線せん》で勝手に火がつけられるし、つまみをひねれば火力の調整もできる。薪の準備も世話もいらず、並行していくつもの竈かまどを使えるのが本当に便利だ。

　別の小鍋にお湯を沸かし、たっぷりのお酢を注いだら、卵を割って優しく泳がせる。白く表面が固まったらお玉で引きあげ、慎重に酢を洗い落とした。お皿にはこんがり表面を焼いたジャガイモの薄切りを敷いて、その上にさっきの落とし卵を乗せる。新鮮な菜っ葉も添え、仕上げにエストラゴンの香りをつけたオイルをかけて、塩しお胡こ椒しよう。スープもよそったら朝ごはんの完成だ。

　自分で作っておきながら、なんて贅ぜい沢たくな朝ごはんなのかと思ってしまう。材料がいっぱいあるから、いろんなことがやってみたくなるのだ。残念なのは、その試みの反応を直接見られないということ。《貪どん食しよく》さんはなぜか一緒に食べようとしてくれない。

　今日も朝ごはんをお盆に乗せて、十八階の《貪どん食しよく》さんの寝室へ。

「──おはようございます！　朝ごはん持ってきましたよ！」

　部屋の前で声をかけると、ゆっくりと扉が開く。しかし《貪どん食しよく》さんは「ありがとう」と言ってお盆を受け取ると、扉をすぐに閉めてしまった。台所に戻り、わたしは一人で朝ごはんを食べる。まずまずの出来に満足しながらも、やっぱり一人の食事は物足りないのだった。

　どうして《貪どん食しよく》さんは一緒に食べてくれないのだろう。彼はわたしの作った料理を残さず食べてくれるし、必ず「おいしかった」と言ってくれる。きっと料理が原因ではないはずだ。とすると……やっぱり場所があればいいのかな。

　まずは《貪どん食しよく》さんが一緒に食べたくなるような環境が必要なのかもしれない。そもそも今の台所はがらんとしていて、料理を作るだけの空間としては広すぎる。わたし用に小さな机と椅子は置かれているけれど、もともとこの部屋は食堂と台所が一体となった空間だったに違いない。

《朽くち株かぶ》には誰も使っていない部屋が沢山あって、そこにはボロボロの家具が山程放置されていた。わたしはそれをいくつか解体すると、二人用の食卓に組み立て直す。家具修理は昔からやっているので慣れたものだ。亜あ麻まの種を創って潰つぶし、布に包んで磨けばニスも塗れて、立派なテーブルが完成した。長細い瓶に水を入れて、《銀ぎん紋もん》で創った花を挿したらテーブルの真ん中に。なんだか華やかになってきた！

　すると丁度お盆を持って《貪どん食しよく》さんが現れる。彼はテーブルを見て一瞬、目を見開いた。

「ど、どうしたんだい。これ、作ったの？」

「はい！　今作りました！　どうですか？　《貪どん食しよく》さんも、ここで食事をしたくなってきませんか？」

　しかし、こちらの思惑に反し《貪どん食しよく》さんは浮かない顔。彼は首をひねり、ぽつりと尋ねる。

「……クロアはそんなに僕と一緒に食べたいのかい？」

「はい」

「どうして？」

「それは……やっぱり、料理を作ったら、食べてくれる人の反応が知りたいから……ですかね。もちろん、おいしいって言ってくださるのは嬉うれしいですけど、わたしは食べている様子を見ているだけで十分なんですよ。それがわたしのご褒ほう美びみたいなもので」

「なるほど、ご褒ほう美びか」

《貪どん食しよく》さんはなぜか小さく溜ため息をつくと、すっと歩み寄ってきて、わたしに手を伸ばす。何かと思っていると、彼の温かな指がわたしの鼻先をそっと拭った。

「……そうだ。君はそういう人だったね」

　それから、ぺろりと指を舐なめて、

「……なんだこの油」

「あ、それはニスです。顔についちゃってましたか」

　自分でも指先に残っていたニスを舐なめてみる。お菓子にも使ったりするから、普通に食べられるけれど──

「うーん、おいしくはないですね」

　わたしがそう呟くと、なぜか《貪どん食しよく》さんがクスッと笑った。理由はよくわからないけれど、わたしも嬉うれしくなって笑ってしまう。こんなやりとりを、いつか誰かとした気がする。でも、誰だっけ？　お母さん？　カリャン？　妹たち？

　それとも……




　　　　◆　◆　◆




　昼下がりの《朽くち株かぶ》。廊下を歩いていると、食堂から珍妙な歌が聞こえてきた。

「ふんふ、ふんふ、おにく～。ふんふ、ふんふ、おねぎ～」

「……」

「ふんふ、ふんふ、きのこ～。ふんふ、ふんふ、おにく～」

　足音をひそめてこっそり覗のぞき込こむと、クロアが鼻歌を歌いながら台所を掃除していた。よっぽど昼食を一緒に食べたのが嬉うれしかったのか、彼女の横顔には溢あふれんばかりの笑顔が今も輝いている。

「ふんふ、ふんふ、おまめ～……あっ、《貪どん食しよく》さん」

「や、やあ」

　不意に目が合って、彼女が動きを止める。銀の線が刻まれた白い首元まで、頰ほほから広がった恥じらいの朱がさっと彼女を染め上げる。

「随分とご機嫌だね。食べ物の歌？」

「あ、いえっ、その、夕飯は何を作ろうかなあって考えてたんですけど、いつもの癖で……」

「さっき食べたばかりなのに、すごいね」

「《貪どん食しよく》さんと一緒に食べられるとなると、料理の幅も変わりますから！　可能性は無限大です！　大きなものを一緒に食べたり、熱々のを一緒に食べたりできるんですよ」

　クロアは食卓の上の食べかすを片付け、大事そうにテーブルクロスを折りたたむ。

「それに、食卓が素敵だとやっぱり料理もおいしくなるんです。《貪どん食しよく》さんに作っていただいたこのテーブルクロス、この蔦つたの刺し繡しゆうがすっごく可愛かわいいと思います！」

　午前中、二人用の食卓を用意していたクロアに説得され、僕は一緒に食事をすることを決心した。これまでは《大おお獣けもの》と一緒の食事では彼女の気が休まらないかと心配だったのだ。加えて食事中に自分がガファルらしい行動をしてしまわないか不安でもあった。しかし後者に関しては、完全な杞き憂ゆうだったのだけれど……実際彼女が気付く素振りさえ見せないことは、嬉うれしいのか悲しいのか。

　いずれにせよ、今まで寂しい思いをさせていたというお詫わびに、即席でテーブルクロスを作り、彼女にあげたのだ。

「ほんと、《貪どん食しよく》さんは器用ですね。わたし、こんなにまっすぐ縫えませんよ」

「まあ……これでも、衣類に関することは僕の探究の一つだからね」

「……《大おお獣けもの》としてのお仕事ってことですか？」

「そういうこと。綿の生産、糸いと紡つむぎ、機織り、縫製に至るまで、全部僕がやってる」

「一人でですか!?」

「何も珍しいことじゃない。スラガヤにだって《吊つり箱》の綱に《銀ぎん線せん》が編み込まれているだろう？　似たようなことを探究している《大おお獣けもの》は意外といるよ。皆こだわりがあるから、材料から作っている者も少なくない」

「……《貪どん食しよく》さんも《吊つり箱》用の綱を作るんですか」

「いいや、僕は単に《銀ぎん線せん》の技術を学んでいるだけだ。本願はもう一つの探究の方だからね。──そういえば、そのことで呼びに来たんだよ。もうそろそろ時間だから、こっちの仕事を手伝ってもらえるかい？」

「あっ、はい、すぐ用意します！」

　クロアはエプロンを脱ぐと、まるで気合を入れるように服の袖をまくり上げる。それから僕と一緒に《朽くち株かぶ》の二十五階まで移動した。

《貪どん食しよくの君きみ》としての探究、それは《朽くち株かぶ》に《銀入れ》を行い、スラガヤのように奇き蹟せきの行き渡る環境を作ることだ。クロアの役目は建物に刻まれた《銀ぎん線せん》の具合を確かめること。本人曰いわく、《朽くち株かぶ》ではスラガヤほど「声を聞く」ことはできないらしいのだが、それでも次第にコツを摑つかんできたらしい。僕でも見落とすような線のもつれに気付くし、しかも実に感覚的なやり方なので、反応が素早いのだ。

　彼女が《銀ぎん線せん》に触れて意識を集中させている間に僕が《銀ぎん線せん》を刻むのだが、「チクチクします」とか、「くすぐったいです……」だけではなく、なにやら突然顔を赤くするときもある。そういう時、クロアは黙って首を横に振るのだが、こっちとしてはなんとなくの感じで修正を施すしかない。五回連続で首を横に振った後、ちょっと強引に《銀ぎん線せん》を引き直したら、信じがたいほど甘い悲鳴を上げたこともある。

「……《貪どん食しよく》さん？　どうしたんですか？」

「あ、ごめん。始めようか」

　クロアが壁かべ際ぎわに座り込み、両手、両足を廊下の《銀ぎん線せん》に触れさせる。僕は少し離れたところで《蜜みつ針ばり》を手にした。細い万年筆のような軸の中には、《銀ぎん線せん》や《銀ぎん紋もん》の材料である《蜜》が入っている。この《蜜》はスラガヤの《地ち胚はい》から滲しみ出すものを《仮かり初そめ》に横流しをしてもらっているのだが、それほど大量には手に入らない貴重品だ。

「準備はいいかい？　いくよ？」

「はい……」

　クロアが小さく唾つばを飲む。《蜜みつ針ばり》の先を、途中まで引かれていた《銀ぎん線せん》の端に触れさせると、ぴくりと彼女の肩が震える。僕はよそ見を止めて、少しずつ《銀ぎん線せん》の文様を刻み始めた。

　笑ったり、顔をしかめたり、時には顔を赤らめたりしながら、クロアはじっと仕事に付き合ってくれる。あっという間に時間は過ぎて、クロアの額に大きな汗が浮かぶようになった頃、一度作業を休むことにした。《銀ぎん線せん》の巡らされた廊下で二人、穏やかな沈黙が続く。

　しかし、ある時クロアがこそりと尋ねてきた。

「……あの……誰かから、手紙とか……」

「この前《仮かり初そめ》の店に行ったときは、何も届いてなかったよ」

「そう……ですか……」

　それからまた、長い沈黙。横目で見ると、彼女は憂うれいを帯びた瞳で床の《銀ぎん線せん》を見つめていた。姉妹たちからの返信は既に届いているのだ。彼女が待っている手紙が誰のものか、それは言うまでもない。しかし、クロア自身は僕の前でまだ一度もガファルの名前を出したことはなかった。

　……正直なところ、僕もなぜ勢いに任せて手紙を読んでしまったのか、後悔がないわけではない。奇き蹟せきを使って封筒を未開封の状態に戻し、ガファルには届かなかったと返してしまおうかとも考えた。だが、重要なのは自分が既に読んでしまったという事実だ。彼女の言葉はガファルに届いてしまった。自分自身の中で、それをなかったことにはできない。

　やはり、言うべきなのだろうか。

　いや、言うべきなのだ。

　一緒に食卓を囲むようになって最初の夕ご飯。どうして自分が今まで食事を別々にしていたのか、その理由を含めて《貪どん食しよくの君きみ》とガファルの関係を説明するには最高の機会とも言える。これを逃したら、ますます告白が難しくなってしまうかもしれない。

　言うのだ。今度こそ。絶対に。

　僕が、《貪どん食しよくの君きみ》である僕こそが、ガファルなのだ。

　僕は君に噓うそを吐ついていた──。




　　　　◇　◇　◇




　今日の夕飯は肉団子鍋。羊肉と豚肉の合あい挽びき、お肉はばら肉しかないので、包丁で叩たたいて自分で挽ひく。たっぷりのセージとナツメグを加え、よくこねて寝かせておいた。時間はかかるけれど、やっぱり一緒に食べるご飯ならばお鍋がいい。アバダール家でも冬になると豚の干し肉を大きな塊かたまりで買って、鍋のたびに少しずつ削っていくのだ。それで、丁度春がやってくる頃にはお肉がなくなっているのだけれど、貧しい我が家にとっては、お肉がたっぷりと食べられる貴重な機会。だからお肉が小さくなっていくのがもったいないやら、悲しいやら。冬の最初の頃は嬉き々きとして鍋を喜んでいたウーラとリーアが、やがて失われるお肉に悲しみ、夕食のたびにしょんぼりし始めたことを思い出す。

　出だ汁しは鳥ガラと食糧庫の奥の方にあった干しキノコ。これもアバダール家流だ。鍋を作るときは鳥とキノコ。これはお約束なのだ。新鮮な野菜もたっぷり。よくわからないけれど、大豆みたいな豆からにゅうっと白い芽が伸びている野菜があったので、それも入れてみた。よく煮えて、鍋蓋をちょっと開くと涎よだれを引き出す温かい香りが溢あふれる。

　ご飯が出来たと伝えるべく廊下に出ると、少し離れたところで《貪どん食しよく》さんが同じ場所をぐるぐると歩き回っていた。こちらの存在にも気付かず、何か考え事をしているらしい。

「夕ご飯、できましたよ」

　わたしが声をかけると、ぎくりとして動きが止まる。《貪どん食しよく》さんはすぐに食卓についてくれたけれど、それからずっと黙ったまま、お鍋に反応もしてくれない。蓋ふたを開いてみても他のことで頭がいっぱいなのか、じっとわたしの顔を見つめていた。まあ、誰でもそういう時はあるし、案外お腹なかがいっぱいになれば普段の彼に戻るかもしれない。

　わたしは気にせず鍋をよそい、《貪どん食しよく》さんに差し出した。

「はい、冷めないうちに召しあがってください。肉団子がふかふかに仕上がってますよ」

「あ、ああ……いただきます」

　相変わらずぼんやりとしたまま《貪どん食しよく》さんは匙さじを掬すくい、スープを一口。「ほぉ」となんだか間抜けな声を漏らした。

「いい味だね。飲みやすいのに、舌にうまみもしっかり感じる」

「アバダール家伝統のお鍋なんです。基本の味付けはお母さんに教えてもらいました」

　お鍋を褒められると、家族みんなを褒められているような気がする。わたしは最初に肉団子。がぶっと丸ごとかじりついたら、スープをたっぷり溶かし込んだ肉汁が口いっぱいに広がった。塩をしっかり利きかせていたおかげでメリハリもあって、すごくいい。それにあの豆の芽のやつもシャキシャキしてお鍋にぴったりだった。柔らかいから、入れるのをもう少し後にしてもよかったかもしれない。

「クロアは本当においしそうに食べるね。一口ごとに表情が変わる」

「そんなにわかりやすいですか？」

「見ていると、こっちまでお腹なかが空くんだ」

「えへへ、《貪どん食しよく》さんの分も沢山作ってあるんですから、どんどん食べてくださいね」

「……ああ」

　それから《貪どん食しよく》さんはひとまず食事に集中することにしたらしい。箸休めに用意しておいた余り野菜の胡ご麻ま和あえも、あっという間になくなった。鍋に残ったスープには焼き過ぎてカチカチのパンを浸して食べる。パンにニンニクをちょっとこすりつけて、炙あぶってから汁つゆを吸わせると、もう、完璧だった。

　やがて全ての器が空になったら、《貪どん食しよく》さんが「ごちそうさま」を言う前に立ち上がる。

「ちょっと待っていてください！　お茶を淹いれますから。それにお菓子も焼いておいたんです。うまくできたと思うんですけど」

「今日はなんだか特別なんだね」

「はいっ！　うれしいことがあった日には、美お味いしいご飯を食べるんです。悲しいことがあった日にも、美お味いしいご飯を食べるんですけど」

「同じじゃないか……」

「でも、誰かと一緒に食べる日は、美お味いしいご飯がもっと美お味いしくなるんですよ」

　鍋や器を片付けて、乳茶と薄い塩味のクッキーを用意する。それから、作ったばかりの新鮮なジャムも。お肉で脂っぽくなった胃袋には温かなお茶が染しみ渡わたる。ジャムもさっぱりしていて、軽い仕上がりのクッキーにはちょうどよかった。

　それから一段落したところで、《貪どん食しよく》さんがまた悩ましげに黙り込む。わたしも黙って彼を見つめていると、ふと《貪どん食しよく》さんの口元についたクッキーの屑くずに気付いた。

　わたしは妹たちにやっている癖で、思わずそれをつまみ上げ、自分の口に入れてしまう。

「あ……」

　いくら優しい《大おお獣けもの》とはいえ、さすがに無礼が過ぎた。しかし、反省すると同時に朝から頭のどこかで引っかかっていたことが、突然ぽろりと零こぼれ落おちてきた。

「あーっ！　そっか！　ガファル君だ！」

「ええっ!?」

　思わず立ち上がって叫んでしまい、それにつられたのか《貪どん食しよく》さんも席を立って後ずさる。しかも口をあんぐりと開けて動かない。

「お、驚かせてしまってごめんなさい！　その、ちょっとあることを思い出したので」

「……え、思い……出した？」

「はい。その、今朝《貪どん食しよく》さんがわたしの鼻についたニスを舐なめた時、なんだか似たようなことをした人がいたなあって思ったんです。それが、そのガファル君という人でして」

「へ、へえ……」

「そのガファル君も《貪どん食しよく》さんみたいに銀髪なんです。それで、反応もよく似ていたから、記憶がぱーって蘇よみがえったというか。初めて彼と会った時、似たようなやりとりをしたなーって」

「……今までは、すっかり忘れていた、と……」

「はい、そうなんですけど……どうかしました？」

　なぜか《貪どん食しよく》さんはがっくりと肩を落として、席に座り直す。

「……いや、何というか、君が僕に預けた手紙の中に、彼へのものが入っていたから……おそらく大切な人かと思っていたんだけどね」

「えっ、えっ、いや、その」

　やっぱりばれていたのか。さすがに中身を読まれたとは思わないけれど、それでもぽっと体が熱くなる。それに、自分で思っているのとは別に、人から「大切な」と指摘されるのは結構恥ずかしかった。

「あの、忘れていたのには理由があるんですよ！　ガファル君と初めて会ったのは、確かにその時なんですけど、それはまだ普通のお友達として、という感じで。好きだなって思った瞬間が別にあるんですっ！」

　わたしは聞かれてもいないのに慌てて弁明をし始め、語りだしたら最後、止まらなくなっていた。

「あの、わたし、昔から夜明け前のスラガヤを見るのが好きで、それでまだ日が差さない頃には夜警の白ランタンが見えるんですけど……ある時、ガファル君が夜警をしているってことを思い出して、なんとなく探すようになったんです。それで、わたし、目はいいので、ある日彼を見つけたんですよ。そしたら、ガファル君はあんまりまじめに働いていないんです！　ふらふら街を歩くばかりで、散歩でもしてるみたいで……。ただ、夜明けの少し前、スラガヤ全体が銀色に光ると彼が立ち止まったんです。それから《地ち胚はい》に最初の朝日が当たるのを眺めていました。銀色の柱と同じ……《貪どん食しよく》さんみたいな髪の毛がきらきらして、それに瞳が綺き麗れいなんです。優しく銀色に光って……」

「……」

「どうしてかは分からないんですけど、その時、わたしの身体がぱーって明るくなったんです。わたしはスラガヤの朝が大好きで、きっとガファル君も同じくらい、その朝が好きなんじゃないかって。たったそれだけの一瞬のことだったのに、それ以来ガファル君のことを考えると、体がぴかぴか光るような気がするんです。──こんなこと、恥ずかしくて彼にも話したことないんですよ！　でも、わたしにとっては多分、その瞬間が大切だったんです。初めて会った時じゃなくて、初めて好きだなあって思った瞬間が、その時なんです。……ガファル君としては、やっぱり忘れてたことを怒るかもしれないんですけど……」

　……勢いに任せて、なんだかすごいことを話してしまった気がする。恥ずかしさで耳の先まで燃えるように熱い。

《貪どん食しよく》さんは黙って耳を傾けてくれたけれど、長い沈黙の後にふと呟つぶやいた。

「確かに、大切な関係がいきなり始まるとは限らないね」

「……え？」

「僕が好きになった少女は、いろんな人に好かれていてね。僕は最初、その中の一人でしかなかった。別に初めからその子の特別になりたいと思ったわけじゃない。単純に彼女と話がしてみたくて、いろんなところで待ち伏せして、話しかけたんだ。夜警の青年に姿を変えてね。でもそれが当たり前のことになっていた頃には、僕はもう十分に彼女の素敵なところを知っていて、すっかり好きになっていた。そういう意味じゃ、クロアと一緒かもしれない」

「夜警に変装して待ち伏せって、まさか──」

「……うん」

「つまりその少女は……」

「……そうだよ」




「リリアン様ですね！」




「────────────えっ？」

「だ、だって、人形劇で観みましたよ！　《貪どん食しよくの君きみ》は人に姿を変えて、少しずつリリアン様に近づいていくんです。リリアン様は皆に好かれているし、人を食べようとするってことも、食べちゃいたいくらい好きってことだったら、辻つじ褄つまが合いますっ！」

　そうだ。きっと『聖リリアンと《貪どん食しよくの君きみ》』は恋愛ものだったのだ。《貪どん食しよく》さんはわたしの恥ずかしい告白に合わせて、大切な思い出を打ち明けてくれたに違いない。

「《貪どん食しよく》さんが夢中になっちゃうようなリリアン様って、実際どんな方だったんですか？」

　つい気になって尋ねると、《貪どん食しよく》さんはがくりと肩を落とし、大きな溜ため息いきを漏らす。

「あっ、あの、ごめんなさい！　リリアン様はもう亡なくなっているんですよね……その、無神経な質問をしてしまって……」

「い、いや……そういうことじゃないんだけど……」

《貪どん食しよく》さんはわたしを気遣うように微ほほ笑えむと、もう一度小さく溜ため息いきを漏らして言う。

「リリアンはクロアによく似ていたよ」

「……わたし、ですか？」

「料理が上手で、自分が食べるのも好きで、明るくて素直な子だった。それから……優しすぎて、時々自分を犠牲にしてしまう。無理をして倒れたことも珍しくない」

「そうなんですか……」

「彼女の前だと僕は役立たずでね。牛乳を温めることくらいしかできないんだ。いつも迷惑ばかりかけていたよ」

　リリアン様を語る《貪どん食しよく》さんの表情は穏やかで、それでいてどこか、隠しようのない寂しさが滲にじんでいた。わたしは思わず彼の手を取って、かぶりを振る。

「……きっと、違いますよ」

「え？」

「誰かに大切にされているって思うだけで、人は本当に元気になれるんです。だから、リリアン様だって、迷惑だなんて思わなかったはずです」

　わたしが目を覚ました時、丁度よく温められていたあの牛乳は、リリアン様が飲んだものだったのだ。わたしはリリアン様に似ていたから買われたのかもしれないし、わたしはリリアン様の代わりなのかもしれない。……なんだかそう考えると、少しだけ胸が締め付けられる。

「……《貪どん食しよく》さんは、誰にでもお優しいんですね」

　わたしが思わずそう呟つぶやくと、《貪どん食しよく》さんは慌てて首を振った。

「誰にでも優しいわけじゃない！　僕は……」

「わたしも特別扱いしていいんですか？　リリアン様が怒っちゃいますよ」

　なぜだろう。なんだか、少しいじわるな言い方になってしまう。すると《貪どん食しよく》さんはむっと口を尖とがらせて、こう言った。

「別にいいじゃないか。クロアには大切な相手がいるんだろう？　僕に優しくされたところで、好きになったりするはずがない。それとも僕に優しくされて、気が変わったりするのかい」

「そ、それは……」

「僕からすれば、クロアの方こそ誰にでも優しくて、すぐに心を開くと思うけどね」

「ち、違います！　もちろん、皆に優しくなりたいとは思いますけど、特別な人は特別で……」

「本当にガファルは特別な存在なのかい？　実際、心のどこかで諦あきらめているんじゃ──」




「そんなことありませんっ！　好きです！　わたしは今もガファル君を愛していますっ！」




　わたしは立ち上がり、テーブルに身を乗り出して叫んでいた。しんと食堂が静まり返って、それからかつてないほど顔が熱くなる。ガファル君本人に告白した時と同じくらい、激しい鼓動が鳴り響いていた。

《貪どん食しよく》さんも正面から告白を聞かされて、言葉を失っている。顔の半分以上が隠れる仮面でも、彼が顔を赤くしているのが分かるほどだ。……まあ、大声で人の告白なんて聞かされたら、誰だって恥ずかしいと思う。

「なんというか……その……クロアの気持ちは……よく分かったよ……ごめん……」

　震える声でそう言うと、《貪どん食しよく》さんはゆっくりと立ち上がり、食堂を出ていこうとする。動揺が続いているのか、顔を扉にぶつけ、よろめき、おぼつかない足取りで去っていった。彼の足音が遠ざかると、途端に全身から変な汗が噴き出る。もう、心臓が破裂して、十にも百にもちぎれてしまいそうだった。

「……言っちゃった……」

　あろうことか《貪どん食しよく》さんに、ガファル君への気持ちを全部言ってしまった。愛しています、だなんて、思い出すだけで身体がぐつぐつ沸騰する。別に噓うそを言ったわけではないのだから、悔やんではいない。わたしはちゃんとガファル君を愛しているわけだし、その気持ちは変わらないのだけれど……

「……」

　わたしはとりあえず落ちつくためにお茶を飲み、残っていたお菓子を食べた。一度言ってしまったことを再びお腹なかに戻すことはできないのだ。この際、わたしの気持ちを表明するいい機会だったと思うしかない。

　大きく深呼吸をして、額に浮かんだ汗を拭ぬぐう。それから《貪どん食しよく》さんの茶ちや碗わんを片付けようとした時、ふとその中に一輪の花が置いてあることに気が付いた。

「あれ……？」

　お茶を飲み干したら、お礼の代わりに一輪の花を置く。理由を聞いたことはないけれど、それはガファル君の昔からのくせだったはずだ。それをどうして《貪どん食しよく》さんが知っているのだろう。……まあ、あるいはわたしが勝手に創ってしまったのかもしれない。

「きっと、そうだよね。うん」

　わたしは花瓶にちょこんとその黄色い花を挿しておく。しかし朝わたしが創った花と、新入りのその花は茎の長さが違っていて、高さが全く揃そろっていない。どちらも綺き麗れいに咲いているのに、二つの花は酷ひどくちぐはぐに見えるのだった。




　　　　◆　◆　◆




「──それで？　結局正体をばらさなかったのかよ」

「ああ」

「……お前、クロアが相手だと全部後手に回るな」

「うるさい」

　僕が睨にらみつけようとも、《仮かり初そめ》は何ら気にする様子もなく黒パンを齧かじっている。それから突然苦しそうに胸を叩たたいたかと思うと、檸檬れもん水すいの瓶を逆さにして、ごくごくと流し込んだ。

「──っは、死ぬかと思った」

「何もつけずに食べるからだ」

「このままでも十分うまいじゃねえか。香辛料が効いてて」

「不ま味ずいわけはないだろう。クロアが作るんだから」

「じゃあ、何がそんなに不満なんだ？　わざわざスラガヤにまで持ってくるなんて。数か月前のお前だったら、確実に一人で食ってただろ」

「……不満があるわけじゃない。ただ、さすがに毎日黒パンだとね……」

「そりゃまた、どうして」

「そのパンは今度ガファルに会う時、お土産にするんだそうだ。びっくりするくらい美お味いしいものを用意するためには練習が必要らしい。……こちらは成長を毎日確認しているわけで、一体、どういう顔で驚けばいいのか……」

「ははっ、そういう事態を招いたのはお前じゃねえか。観念して、驚く演技をしてやれよ。今までもそうやって来たんだろ？　ガファル君は」

《仮かり初そめ》は展望台の欄干によりかかると、残っていた最後の黒パンを口に放り込んだ。そして口に入っていたものを全て飲み下すと、小さく溜ため息いきを漏らす。

「……真面目な話、いつまで逃げ切れるんだ？」

「逃げ切れるって……何が」

「お前の良心から、だよ。大体《大おお獣けもの》にそんなものがあったとすればの話だがな。──ずっとクロアに噓うそを吐ついたまま暮らしていくつもりか？」

「……けれど、焦あせったところでどうしようもないだろう。ただでさえ、彼女は母親のことで心労を負っていたんだ。追い打ちをかけるような真ま似ねはしたくない」

「先送りにすればするほど、裏切りは大きくなるんじゃねえの」

「……」

「そもそも分からないのは、お前は結局何者として愛されたいのかって話だ。人間のガファルとして愛されたいのか？　それとも、《大おお獣けもの》の《貪どん食しよくの君きみ》として愛されたいのか？」

「……」

「正体を明かしちまえば、もう純粋なガファルはいなくなる。お前は元々打ち明けるつもりだったとは言うが、どうなんだよ。大層な告白を聞いちまったんだろ？」

　あの日、クロアが語ったガファルへの想い。あれを思い出すだけで心臓がむずむずとする。別人の体ていで聞いたために、なにやら背徳感も相まって、凄すさまじい威力があった。

「……お前、顔赤いぞ」

「……分かるのか」

「いやはや、思い出しただけでそれって……クロアは余程鈍いな」

「前々から、何度も言ってるじゃないか……だから困ってるんだよ……」

　まあ、あの時に限っては助かったとも言えるのだが。あそこまで彼女の内心を聞いてしまって、実はガファル本人でした、などと言う度胸はない。傷つけるとか、裏切るとか、そういう問題以前に、あそこで正体を明かすなどという流れは不自然にもほどがある。

「で、もうガファルとして手紙の返事まで書いて、渡しちまったんだろ？　本人から預かったってことにして」

「だって、それ以外に方法がない」

「お前、見事に追い込まれてるな」

　言われなくても分かっているのだ。僕はクロアと会話すればするほど、噓うそを重ねることになっている。そして噓うそを吐つかざるをえない表情を、彼女はどんどんと見せてくる。

「……ガファルからの手紙を渡した時の喜びようは凄すごかったんだよ。花が咲いたんだ」

「花？」

「《銀ぎん紋もん》の力が暴発したんだろうけれど、食堂が花畑になった。あんなの、初めて会った時以来の喜びようだよ」

「……それで、ますます正体を明かす機会を失っていると」

　これでも罪悪感との折り合いをつけるために、《貪どん食しよくの君きみ》として接する際には、少し距離を置くことにしたのだ。スラガヤに行っているという名目で《朽くち株かぶ》を離れる日を増やし、食事と仕事以外ではあまり彼女の事情に踏み込まない。……それでも間近で彼女を見ていると、どうしても声をかけてしまう。彼女を喜ばせたいと思ってしまう。時々、自分自身であるはずのガファルを羨うらやましいと思うことさえあるのだ。

「まあ、俺の知ったことじゃないんだがな──って、うわ、さぶっ」

　不意にスラガヤの街から切りつけるような冷たい風が吹き付けた。《仮かり初そめ》は身を縮めると、重く頭上に垂れこめた黒雲を睨にらむ。

「……もうそろそろ冬本番だぜ。吞のん気きに恋愛ごっこしてる余裕はないんじゃねえの」

「……準備はしてるさ。僕だって死にたくはない」

「まあ、スラガヤもそろそろ防衛の限界が──」

　そこまで言って、突然《仮かり初そめ》は口をつぐむ。どうしたのかと彼の視線を追えば、下の方からクロアの妹ユラスナが展望台に上ってくるのが見えた。彼女は俯うつむいたまま階段を上り切り、そのまま溜ため池いけの方に向かうが、脇を通り過ぎる一瞬に視線が合う。

　……睨にらまれた？

　いや、もっと虚うつろな、気のない視線だったような気もする。ユラスナの後を追うようにルルジュが現れ、彼女は僕に気が付くと軽く頭を下げてきた。

「クロア、元気でやってます？」

「うん、元気だよ」

「なら、よかった。また手紙持ってくるので、その時はお願いしますね。それじゃ……」

　彼女はもう少し話をしたそうな雰囲気だったが、遠ざかるユラスナの背中に引かれるようにして、その場を去っていく。《仮かり初そめ》は囁ささやくように言った。

「ユラスナは時々ルルジュと一緒にやって来るんだけどよ。まあ……色々あるらしい」

「《土つち蜘ぐ蛛もの君》のところに行ったはずだろう？　何か問題でも？」

「いや、詳しいことは知らねえ。イオにもルルジュにも喋しやべらないらしいぜ」

「……一体なんなんだ」

「まあ、それぞれに不安な季節が近づきつつあるってことだ」

「冬、だからなあ……」

　不吉な予感に誘われたように、風が再び冷ややかな一撃を僕たちに打ち付けた。
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　毎朝、ガラス窓に沢山の結露ができるようになった。部屋には温水による暖房装置がついているけれど、廊下は靴下なしでは歩けないほどだ。今日は一段と身に堪こたえる寒さで、わたしは走るようにして台所に向かう。まずは熱いお茶を淹いれて、朝食づくりに備えなければ。

　ところが、廊下の途中からふわりと茶葉の香りが漂ってきて、台所からは灯あかりが漏れていた。見れば珍しく早起きの《貪どん食しよく》さんが、カップを片手に壁を見つめている。

「おはようございます」

「ああ、クロア。おはよう。淹いれたてのお茶が、そこに入ってるよ」

《貪どん食しよく》さんはテーブルを指し示すと、それから再び壁を見つめて考え事を再開する。わたしは自分のカップを出して紅茶を注ぎ、器を握って冷え切った指先を温めた。

「……ところで、何をなさっているのか……聞いてもいいですか？」

　ずっと壁とにらめっこを続ける姿にたまらずわたしが尋ねると、《貪どん食しよく》さんは「うーん」とやはり芳かんばしくない返答。

「ちょっと壁を補強する必要があってね」

「補強？」

「今日だけでいいんだけどね……あー、うん、仕方ないな。こうするか」

《貪どん食しよく》さんは一人で小さく頷うなずくと、こん、と壁を指で叩たたく。すると、たちまちガラス窓が小さくなり、のっぺりとした岩壁に飲み込まれた。

「申し訳ないけど、後でクロアの部屋にも入らせてもらうよ。あそこは全面ガラス張りで、もっと強度が低いからね」

「それは構いませんけど……でも、どうして？」

「詳しい話は朝食の後かな。ごめんよ。今日は忙しいんだ」

《貪どん食しよく》さんはそう言ってテーブルの上にカップを置き、足早に台所を出て行ってしまう。……なんだか最近の《貪どん食しよく》さんはずっとこんな感じだ。《朽くち株かぶ》を留守にすることも多いし、食事が終わるとすぐ自分の部屋に戻ってしまう。

　ただ、もう少し《貪どん食しよく》さんとお話がしたい、なんてわがままを言うわけにもいかない。もう十分なくらい、お世話になってしまっている。ガファル君や妹たちとの手紙のやり取りだけではなく、先週はついにわたしをスラガヤに連れて行ってくれたのだ。お母さんは《仮かり初そめの君きみ》のお店で栄養満点の食事と薬をもらっているらしく、かなり持ち直していた。わたしが《貪どん食しよく》さんの話をしたら、見たことのないような優しい顔で「それはよかった」と喜んでくれたのだ。妹たちの中で会うことができたのは、残念ながらイオとルルジュだけだったけど、他のみんなも元気らしい。

　そして何より、《貪どん食しよく》さんが仲介してくれたおかげで、ガファル君とも会うことができたのだ。お互いに少しどぎまぎしてしまうこともあったけれど、一緒にわたしが作ってきたパンを食べて、のんびりお話をした。その間、わたしたちはずっと手を繫つないで、なんだかそれを思い出すだけで頰ほほが熱くなる。あまりに幸せすぎて何を話したのかよく覚えてないけれど、ガファル君の頰ほほもほんのり赤かったことは確かだ。

　一つ悔やまれるのは会心の出来の黒パンを持っていったのに、案外反応が普通だったこと。《貪どん食しよく》さんの方がもっと優しく褒めてくれる気がするんだけど……。

「──あ」

　またやってしまった。テーブルの上に、一輪の花を咲かせてしまった。《朽くち株かぶ》はいたるところに《銀ぎん線せん》があるから、油断するとすぐに花を創ってしまう。最近はガファル君のことを考えても、《貪どん食しよく》さんのことを考えても花を創ってしまうのだ。過労で倒れてから、何か調子が狂ってしまったのかもしれない。

　わたしは創りたての花を食卓の花瓶に挿し入れた。わたしが間違って創ってしまった花はこうして飾るようにしているのだけれど、ご飯を食べる時に沢山の花が入っていたりすると、《貪どん食しよく》さんはクスクス笑って、

「今日は随分と幸せだったみたいだね」

　と言うのだ。するとその一言で、またぽんと花が咲いてしまう。

　もう、これは一体どういうことなんだろう。

　わたしはお茶を飲んで十分身体を温めた後、朝食の材料を取るため食糧庫に向かった。しかし灯あかりを付けた途端、目の前に広がった光景に愕がく然ぜんとする。

　棚に、野菜が一つも見当たらなかったのだ。

「え？　え？」

　全く意味が分からない。少なくとも、昨日の夕方来た時には一週間分の野菜が残っていたはずなのだ。どういう仕組みか知らないけれど、食糧庫は大体日曜日になると新しいものが補充される。それで今日は月曜日だから、次の補充まで丸々一週間、野菜なしで過ごさなければならないのだろうか。わたしもよく食べているものなら創れるけれど、食糧庫の野菜は味が全然違う。それが七日も使えないとなれば、絶望的な事態と言っても過言ではない。

　いつ泥棒が入ったのだろうか。慌てて周囲を見回すものの、もちろん人影はない。ジャムや砂糖、お酒の類は手が付けられた様子もなく、なくなっているのは野菜だけ。たとえばわたしの知らない何か大きな虫が忍び込んで、野菜だけ食べてしまったとか？　《枯れ花》地区では野の良ら猫ねこも多かったからお肉は厳重に守っていたけれど、野菜を盗まれたことなんて初めてだ。

　それからじっと耳を澄ますと、食糧庫の隅、ランタンの光も当たらないような暗がりから、微かすかな物音が聞こえる。……《貪どん食しよく》さんを呼んだ方がいいのだろうか。でも、これから《貪どん食しよく》さんが留守の時に、《朽くち株かぶ》を守るのはわたしだ。大きな虫くらいで怯おびえている場合ではない。

　意を決して、ただし足音は立てないよう慎重に近づいていく。すると、奥まった棚の影にひょろりと長いものが。

　……尻尾しつぽ？

　わたしが一歩距離を縮めると、音に気付いたのか、たちまちそれは隠れてしまった。とはいえ部屋の隅だから、抜け穴でもない限り袋の鼠ねずみだ。

「もう逃げられませんよー」

　高鳴る胸を抑えながらゆっくりと近づき、しゃがみ込む。……あとは、どうやって誘い出すか。わたしはとりあえず菜っ葉を一本創り、床に置いてみたのだけれど──、

　のそり。

　……本当に引っかかった。単純すぎて笑ってしまう。

　棚の隙すき間まから現れたのは、頭が大きなトマトくらいあって、二本の立派な角がついている蜥蜴とかげだった。奇妙なことに、その角は明らかに木の枝で、青々とした葉っぱまで茂らせている。

　蜥蜴とかげはわたしが創りだした菜っ葉をむしゃむしゃと食べ、ものの数秒で平らげてしまった。

「やっぱり君が犯人だよね……」

　首の後ろからぐっと摑つかむと、思いのほか抵抗の意は示さない。爪は結構鋭いけれど、口に鋭い牙はなく、むしろ硬い野菜でも食べるためなのか、平たく大きな奥歯が見えた。

「勝手に野菜を食べちゃダメだよ」

　とりあえず叱しかってみるけれど、どうしたものか。角の様子を見る限り、普通の蜥蜴とかげではないことは明らかだ。頭から生えた二本の枝には《銀ぎん紋もん》が刻まれていて、葉もつくりものには見えない。鱗うろこは柔らかな樹皮のようで、すべすべとした肌触りが心地よかった。植物なのか動物なのか、本当によく分からない生き物だ。

　……でも、この蜥蜴とかげ、いったいどんな味がするのだろう。小さな蜥蜴とかげなら捌さばいて食べたこともある。蛇は廃はい墟きよの貴重なお肉だったし、この際、挑戦してみても……

　ごくりと涎よだれを飲み込むと、何かを察知したのか蜥蜴とかげが暴れ出す。驚いてわたしが手を離した隙に、緑の影は驚くべき速さで食糧庫の扉へ向かっていった。

「あーっ！」

　と叫んだところでもう遅い。瞬またたく間まに階段を上り、見えなくなってしまう。わたしも全速力で追いかけるけれど、丁度食糧庫を出たところで階段を下りてきた《貪どん食しよく》さんと鉢合わせ。

「避よけてくださーいっ！」
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　わたしは勢いを止めることもできず、彼の胸に飛び込んでしまう。しかし《貪どん食しよく》さんは微動だにせず、そのまま風を摑つかむようにそっとわたしを抱きとめてくれた。大きな手が自分の腰をしっかり摑つかんでいるという感覚に、すぐさま血が沸騰するのを感じる。

「賑にぎやかだね。続けて二匹も飛び込んできた」

　片腕でわたしを抱いたまま《貪どん食しよく》さんがもう一方の手を掲げると、そこには例の妙な蜥蜴とかげ。

「あ、ごめんなさいっ！　もう大丈夫なので！」

《貪どん食しよく》さんとの距離が近いせいで、心臓が激しい鼓動を刻んでいる。何でもいいから、早く距離を置いて落ち着きたかった。

「ごめん、ごめん。──よいしょっと」

　ところが《貪どん食しよく》さんに下ろしてもらい、よろめいて思わず壁に手をついた途端、壁の《銀ぎん線せん》とわたしの《銀ぎん紋もん》が反応してしまう。すると、止まらない止まらない花の乱舞。

「わーっ、ごめんなさい！　もう、花が勝手に！」

「あはは、仕方ないなあ」

《貪どん食しよく》さんはどこか愉快そうにそう言うと、再びわたしの腰に手を回した。

「部屋まで僕が運んであげよう」

「あ、あぅ……」

　もう言葉も出ない。頭に血が上りすぎて、どうにかなってしまいそう。暴れるわけにもいかないし、だらんと足をぶらさげて、蜥蜴とかげと一緒に運ばれるがまま。妹たちを脇に抱えることはあったけれど、自分がされるのは初めての経験だ。なんだか子供扱いされているみたいで、情けなくなってきた。

「いやあ、しかしクロアの花は大層おいしいみたいだね。飾る以外の活用法が見つかったじゃないか」

　そう言われて視線を横に向ければ、首根っこを摑つかまれたまま、蜥蜴とかげが花びらを頰ほお張ばっている。

「そういえば、この子が食糧庫の野菜を全部食べちゃったんですよ！　一週間分、全部！」

「それはすごい食欲だ」

「どうしますか？　朝ごはんはパンとかでしのげると思いますけど……」

　ぐぅ、とわたしのお腹なかが悲鳴をあげる。……《貪どん食しよく》さんにまた笑われてしまった。

「まあ、きちんとこいつの飼い主に弁償してもらおうか」

「この蜥蜴とかげ、野生じゃないんですか？」

「違うよ。これは《銀ぎん隷れい》だ。蜥蜴とかげではなくて、蜥蜴とかげの形をした木だよ」

「……え、でも、これ動いて……」

「ほら、この角つのに《銀入れ》されているだろう。木に蜥蜴とかげの《銀ぎん紋もん》を入れているんだ。原理としては《吊つり箱》と変わらない。あれも物が勝手に動く奇蹟だろう？」

「……《吊つり箱》って生きてるんですか？」

「ははあ、面白いことを言うね。けれど、単に原理は一緒だって話だよ。《銀ぎん隷れい》の方がずっと複雑な《銀ぎん紋もん》が必要だ」

「それで、この蜥蜴とかげの持ち主を《貪どん食しよく》さんは知ってるんですよね」

「もちろんさ。大方、こいつは野菜のかごに忍び込んできたに違いない。この《銀ぎん隷れい》を創った張本人が、僕たちの食べる野菜の全てを栽培しているんだから」

「え」

「《赤せき泥でいの君》、変わり者の《大おお獣けもの》さ。実はもともと、今日会いに行くつもりだったんだ」

「そういえば、さっきも今日は忙しいって……」

《朽くち株かぶ》の壁の補強に加えて、《大おお獣けもの》への挨あい拶さつ。一体、今日は何が起きるというのだろう。わたしの疑問を見透かしたように、《貪どん食しよく》さんはこう答えた。

「まあ、簡単に言えばね。今日は《天てん子し》が降ってくるんだよ」
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　冬、街を襲う《天てん子し》。

　わたしはそれを見たことがないけれど、恐ろしい怪物だということは人形劇や大人たちの話からよく知っている。《貪どん食しよく》さん曰いわく、その《天てん子し》が《朽くち株かぶ》にもやってくるらしい。そしてその間、わたしは《赤せき泥でいの君きみ》のもとに預けられる予定だったそうだ。

「僕みたいな格の低い《大おお獣けもの》は中々大変でね。クロアを守れるか、自信がない」

　わたしからすれば、不可能なことなんてなさそうに見える《貪どん食しよく》さんが、真剣な表情でそう言ったのだ。《赤せき泥でいの君きみ》に対して不安がないわけではないけれど、《朽くち株かぶ》にいて《貪どん食しよく》さんに迷惑をかけるよりはずっといい。

　朝ごはんはパンとジャム、それから酢漬けの野菜だけで簡単に済ませ、わたしたちは早速出かけることになった。わたしは蜥蜴とかげを腕に抱え、《貪どん食しよく》さんはわたしを腕に抱えて空を飛ぶ。既に一度経験しているとはいえ、宙に浮かぶ感覚には中々馴な染じめそうになかった。足の着くところがない不安に対しては歯を食いしばるくらいしかできない。それでも空から見渡せる広大な大地は、スラガヤの花びらに囲まれた生活からは想像もつかない光景で、わたしは無性に感動してしまうのだけれど。

《朽くち株かぶ》からしばらく南に飛ぶと、巨大な樹木に取り囲まれた広こう闊かつな畑と果樹園が現れた。《貪どん食しよく》さんは林と畑の境にある開けた土地に降り立ち、わたしを地面に下ろしてくれる。

「それじゃあ、あとはよろしく頼むよ」

「え、《貪どん食しよく》さん、《赤せき泥でいの君きみ》に会わずに帰っちゃうんですか？」

「情けないけれど、正直、今日は本当に余裕がないんだ。この手紙を渡せば事情を理解してくれるよ。帰りは《赤せき泥でいの君きみ》に送ってもらうんだ」

《貪どん食しよく》さんは巻紙を一つ取り出すと、わたしに差し出した。その封ふう蠟ろうには蛇を模かたどった印璽まで施されており、この訪問が正式な《大おお獣けもの》間のやり取りだということがはっきり分かる。

「大丈夫、彼女は少々面倒な性格だけど、根は悪くない。それに君のことは以前から知らせてあるんだ。心配はいらないよ」

「で、でも噂うわさで聞いたことがあるんです。農業をやっていてスラガヤの外に暮らす《大おお獣けもの》は人間嫌いだって……」

「まあ……うん、そうだね。人間が好き……ではないかな」

「《貪どん食しよく》さんっ！」

　初対面の《大おお獣けもの》に一人で会わせるなんて薄情にもほどがある。心を込めて抗議の視線を送ると、ぽんぽんと頭を撫なでられて、「ごめんね」と。

「それじゃあ、また夕方にでも」

「わたしは一日ここにいるんですか!?」

「《朽くち株かぶ》には来ちゃだめだよ、まあ、その辺の事情は彼女に聞くといい！」

　そんなことを叫びながら、《貪どん食しよく》さんはあっという間に空へ浮かび上がる。《朽くち株かぶ》の方へ視線を向けた時はどことなく深刻な雰囲気が漂っていて、わたしはそれ以上声をかけることができなかった。

「……でも、どうしよう」

　こうなった以上、とりあえず《赤せき泥でいの君きみ》に会ってみるしかない。けれど周囲を見渡しても、それらしき姿は見当たらなかった。畑も果樹園も、スラガヤの半分ほどの敷しき地ちはあるはずなのに、人ひとり見えない。……まあ、今日は天気もいいし、少し散歩でもしてみよう。《朽くち株かぶ》での生活に不満はないけれど、やっぱり外を出歩けないのは寂しいところ。こんなに胸いっぱい風を吸い込めるのは貴重な時間かもしれない。

「君はどうするの？　ご主人様のところまで案内してくれる？」

　腕に抱いていた蜥蜴とかげに話しかけると、キュエーと短い返事。するすると腕を抜け出して地面に降り立ち、わたしを見上げてきた。

「案内してくれるんだ！　よろしくね！」

　蜥蜴とかげがまた、キュエーと鳴く。しかし改めて観察してみると本当に奇妙な生き物だ。胸のあたりに触れたら鼓動も感じたし、こちらを窺うかがうつぶらな瞳は蜂蜜色に輝いている。《貪どん食しよく》さんは《銀ぎん隷れい》だと言っていたけれど、そもそもわたしは《銀ぎん隷れい》というものがよく分かっていない。スラガヤの裏町では岩でできた猛獣に襲われる──と《枯れ花》の大人たちは言っていた。生きた木の蜥蜴とかげがいるなら、生きた岩の猛獣がいたっておかしくないか。要するに《銀ぎん隷れい》とは変わった生き物のことで、案外珍しくもないのだろう。

「そういえば、君のことはなんて呼べばいいのかな」

　案内もしてくれるのに、名無しじゃ失礼というもの。さっき気付いたのだけれど、蜥蜴とかげの角はローリエの枝だったから、さしあたり、

「ロー君だね！　あれ、それとも、ローちゃん？」

　キュ、キュエ。……ロー君がいいらしい。男の子のようだ。

　それからロー君の先導でわたしは《赤せき泥でいの君きみ》探しを始めた。いくつもの畑を横切り、果樹園を通り抜け、しかし《大おお獣けもの》どころか生き物一匹見当たらない。ロー君はのんびり屋さんなので、気になる野菜を見つけてはパクパクと味見をしていた。さすがにわたしは我慢するけれど、ここの野菜や果物はどれも手入れが行き届いていて本当においしそうだった。見たこともない形や色をしたものが沢山ある。

　しばらくして空腹と疲労に耐え兼ねたわたしはロー君に声をかけ、木陰で休むことにした。地面には柔らかな芝が生えているので、ごろりと寝転がると気持ちいい。ロー君はわたしの目の前までやってくると、ぷるぷると頭を振ってローリエの葉を落としてくれた。

「くれるの？　うわー、ありがとう！　すっごくいい香り！」

　お腹なかは満たされないけれど、ロー君の葉っぱは澄んで豊かな香りがする。

「何かお礼したいけど、わたしは《銀ぎん線せん》がないと何も創れないんだよねー」

　わたしが溜ため息いきを吐つくと、ロー君はキュエと首を傾かしげる。それからくるくると小さな円を描いて走り回り、小さな前まえ肢あしで地面を叩たたいた。

「……？　どうしたの？　もう休憩は終わり？」

　ロー君は首を振って、今度は鼻先を芝生にくっつけ、ひゅうひゅうと草を息で揺らす。

「な、なあに？　……あっ」

　わたしも芝生をじっと見つめて、ようやくロー君の言わんとすることが分かった。この芝生には葉脈の部分に細かい銀の線が入っている。ロー君は最初から、足元に生きた《銀ぎん線せん》があることを教えてくれようとしていたのだ。

　左手を芝生に触れて意識を向けると、右手にするりと林りん檎ごが現れた。それをロー君に渡し、自分の分も創って、がぶり。あんまりおいしくないけれど、勝手に人のものを食べるよりはいいだろう。

「それにしても、《赤せき泥でいの君きみ》ってすごいんだね。ロー君もこの芝生も創っちゃうなんて」

　これなら人の手を借りなくても、スラガヤの外でやっていけるわけだ。折せつ角かくの機会なのだから、わたしも芝生の創り方とかを教わって帰りたい。《朽くち株かぶ》に芝生を生やしたら、《貪どん食しよく》さんはどんな顔をして驚いてくれるだろうか。

「……あ」

　気付けば、ひらひらと宙から花びらが舞っていた。……またやってしまったらしい。ロー君は林りん檎ごそっちのけで花にかぶりつき、すぐに掃除してくれる。彼のために花を数輪創ってあげると、実に嬉うれしそうな様子でキュエーと鳴いた。

「それ食べ終わったら、また歩こうね。ちゃんと《赤せき泥でいの君きみ》に挨あい拶さつしないと」

　しかし、そう言ってロー君の頭を撫なでた時、突然大地がぐらりと揺れる。

　いや、正確に言えば、大地ではなくて芝生が動いたのだ。大地を覆っていた銀緑色の絨じゆう毯たんが、たちまち波のように果樹園の方へと押し寄せる。そして農園を囲んでいた巨木の連なりが今や大きく枝葉を伸ばし、わたしたちの頭上に屋根をつくり出した。スラガヤが夕方つぼみへと戻るのにも似て、土地全体を枝葉の外殻が包んでいるのだ。

　辺りは突然葉は擦ずれのざわめきに満みち溢あふれ、ロー君もわたしの身体によじ登る。何に怯おびえているのか、大きな目をきょろきょろと動かして震えていた。

　それから突然、頭上の屋根が激しく揺れ始める。まるで大きくて重たい生き物がその上を這はっているかのように、枝が大きくしなっていた。そして、ついに一つの黒い影が屋根を突き破って現れる。

「──そんな」

　それは滑らかな鋼で創られた巨大な百足むかでだった。太陽を鋭く反射する脚は、遠目にも間違いなく金属の類たぐいだと分かる。

　黒い鋼でできた巨大な虫。

　それが示すところの意味はたった一つだ。

「……これが《天子》なの？」

　毎年、冬になると街を襲う虫の群れ。それは空からやってきて、街の《地ち胚はい》を食べようとする。もしも食べられてしまえば、街から奇き蹟せきは失われ、その巨大な花は朽ちてしまう。もちろん奴隷の教養として《天てん子し》の存在を教わることはあっても、兵士以外の人間が実際にその姿を見ることはない。蟷螂かまきり型がただとか天牛かみきりむし型がただとか、それはほとんど空想の怪物で、あんなに大きな虫が存在するなんて、わたしも心のどこかでは信じていなかった気がする。

　しかし百足むかで型がたの《天てん子し》は現に存在し、しかも一匹だけではなかった。次から次へと黒い瀑ばく布ふのごとく大量の百足むかでが農園になだれ込んでくる。ロー君の震えが伝でん播ぱしたように、わたしも身震いが止まらない。あんなものと戦う術すべなんて、わたしは持っていないのだ。

　さらに今度はわたしの頭上でバキバキと乾いた音が響く。枝葉の屋根が突然砕け散り、その穴から顔を覗のぞかせたのは鋭い顎あごと長い触角。天牛かみきりむし型がたの《天てん子し》だった。

　かつてお母さんに聞いたことがある。《天てん子し》は《大おお獣けもの》を殺すことができるのだと。《天てん子し》は簡単に奇き蹟せきの力を奪うことができ、だからこそ《大おお獣けもの》はスラガヤのような花に寄り集まって、協力するのだ。そして《大おお獣けもの》は人間を使役することで《天てん子し》と戦う。

　しかし、街から離れた《大おお獣けもの》は自分だけで戦わなければならない。だから《貪どん食しよく》さんは《朽くち株かぶ》を戦いの場に変えていた──そこまで考えて、わたしはふと疑問に思う。

　……《赤せき泥でいの君きみ》はこんなに広大な土地をたった独りで守るのだろうか？

　考え事をしている間にも《天てん子し》の群れはどんどんと農園に侵入してきていた。巨大な鉄の虫の群れが屋根を突き破り、地面に降り立つ。彼らは逃げる芝生の《銀ぎん線せん》を追いかけ、むさぼり始めた。わたしはようやくここから逃げるべきだと気付くけれど、なぜか自分の足が動かない。腰が抜けたとか、力が入らないとか、そういうことではなかった。芝生から伸びた蔓つるがわたしの両足をしっかりと縛り付けていたのだ。

「は、放してっ……！」

　思い切り足を引き上げると、まるで芝生が怯ひるんだみたいにぱっと解ける。わたしは訳も分からず、急いで果樹園の奥へ駆けこんだ。しかし今度は芝生の代わりに、木々がわたしを捕まえようとする。木の枝が蛇のように腕へ絡からみついたかと思うと、わたしを縛り上げるのだ。

「やめてくださいっ！　近づかないでっ！」

　咄とつ嗟さに叫ぶと、一瞬木の枝が動きを止める。わたしは身をよじって拘束を抜け出し、足を動かした。……一体、何が起きているのだろう。この農園は《天てん子し》だけではなく、わたしも敵として見なしているのだろうか。

　樹木と芝生の網をかいくぐり、わたしはひたすら果樹園の中を走った。自分でも何から逃げているのか分からない。とりあえず《天てん子し》の姿は見えないけれど、植物たちに捕まるわけにもいかないのだ。どこに逃げれば安全か、考える暇もない。しかし突然森が開け、小さな草原に出た時、わたしはとうとう自分が誘導されていただけだと理解した。予感の通り、周りを取り囲む木々は檻おりのように互いの枝をからみ合わせ、抜け道を塞ぐ。

「ロー君、《赤せき泥でいの君きみ》を呼べたりしないの？」

　もう万策尽きてロー君に話しかけてみるけれど、彼はキュエキュエと首を振るばかり。挙句の果てに頭上を仰げば、丁度屋根が砕け散り、また一匹《天てん子し》が現れた。

　黒く磨かれた二本の鎌。蟷螂かまきり型がたの《天てん子し》だ。

　それはまっすぐわたしたちに向かって飛んできて、草原に着地する。

「──」

　その威容に息をのんだ。なんて大きいんだろう。鎌だけで家一つ分の大きさがある。あんなものを振るわれたら、わたしの瘦せっぽちな身体なんて小枝同然に真っ二つだ。スラガヤでも《一つ目の君きみ》の兵士はこんな相手と戦っていたというのか。こんな怪物を前にして、どうすれば生き延びることができるのか、わたしは想像すらできない。

　ギギギギギギギギ、と《天てん子し》が鳴く。金属をこすり合わせるような不快な音。ゆっくりとそれはわたしの方に近づいてきて、三角形の首をぐるりと動かした。そしてこちらに狙いを定め、鎌を掲げる。

　わたしは後ずさり、そのまま足を滑らせて尻餅をついた。

「あ」

　その瞬間、目にも留まらぬ速さで、黒い光が目の前を横切る。

　ぱさりと前髪が落ちる。

　もしも転んでいなかったら、わたしの身体は二つに分かれていただろう。

《天てん子し》は再び鎌を構え直し、わたしを睨にらむ。慌てて地面を蹴り、ほんのわずか後ろに下がると、寸前まで自分が腰を下ろしていたところに、滑らかな曲線を描く鎌が突き刺さっていた。

「──」

　これは、偶然だ。わたしが避けられたのは二度、偶然が続いただけ。

　わたしの頭も、身体も、そのことが嫌というほど分かっていて、三度目は身体が動かない。わたしはロー君を抱きかかえ、祈るように目を瞑つぶった。

「……」

　そして響き渡ったのは、カーン、という金属音。

　それはスラガヤで誰かが亡なくなったときに鳴らされる敬けい弔ちようの鐘に似ていて、わたしは一瞬自分が死んでしまったのかと錯覚する。けれど、恐る恐る目を開けば、抱きかかえていたロー君の瞳がわたしを覗のぞき込こんでいて、蟷螂かまきり型がたの《天てん子し》は腕を振り上げたまま動きを止めていた。

　正確に言えば、わたしの目の前に突然現れた一本の木が鎌を受け止めていたのだ。

　人間のように二本の足で立つ巨木が、鋸のこぎりのごとき得え物もので正面から鎌を受けている。次の瞬間、再び鳴り響く高らかな金属音。横から振り下ろされた《天てん子し》のもう一つの鎌を、今度は太刀が凌しのいだのだ。巨木からは腕のような枝が二本生え、それぞれに鋸のこぎりと太刀が握られている。

「……すごい……」

　動く木は鋸のこぎりで鎌を弾はじき飛とばすと同時に、太た刀ちで相手の腕を斬り飛ばした。そして間髪を容いれず、もう一方の鎌を鋸のこぎりで受け止め、動きを止めたところを太刀で両断する。

　しかし、《天てん子し》は痛みなど感じないかのように、なりふり構わず木に向かって襲い掛かった。腕をもがれても、口で嚙かみ千ち切ぎってやろうとばかりに突進を仕掛けてくる。その恐るべき重みに巨木は耐えきれず、両腕が凄すさまじい音を立てて砕け散った。

「──あぶないっ！」

　思わず、自分の口からそんな叫びが漏れる。けれど、木は《天てん子し》を正面から受け止めると、そのまま動きを止めた。まさか、死んでしまった？　そんな嫌な予感がよぎるけれど、よく見れば残された木の枝が《天てん子し》に絡からみつき、動きを止めているだけだと分かる。

　そして、気付けばわたしの背後から、もう一体の動く木が現れ、悠然と《天てん子し》に近づいていった。それは《天てん子し》の横に回ると、太刀を振り下ろす。

　断ち切ったのは《天てん子し》の身体ではない。その背中に繫つながり、天まで高く伸びる一本の黒い綱だった。すると《天てん子し》は糸を切られた人形のように、がしゃりと大地に崩れ落ちる。

　呆ぼう然ぜんとするわたしに向かって、動く巨木はゆっくりと戻ってきたかと思うと、不意に枝先を──つまりは、手を差し伸べてきた。

「あ、ありがとうございます……」

　あんまり優しい動きだったからわたしは自然とその手を取ってしまうけれど、もはや怒ど涛とうのように続く不可思議な状況に、どんな感情も追い付かない。恐怖も安あん堵ども、どこか遠くに忘れてきてしまったかのようだった。

　だから、動く木の頭……その葉の生い茂る枝から赤毛の猫が姿を見せ、こちらを睨にらみつけてきた時も、わたしは驚く余裕さえなかったのだ。

　その猫ははっきりと、こう言った。

「──なにゆえ、妾わらわの農園に人間が入り込んでおるのか。……そも、おぬし、何者じゃ」




　　　　◆　◆　◆




　今日は太陽が暗い。それは《天てん子し》襲撃の予兆であって、折よくクロアを《赤せき泥でいの君きみ》に預ける理由が見つかったのは幸運だろう。たとえあの蜥蜴とかげの《銀ぎん隷れい》がいなくとも、彼女を《朽くち株かぶ》に置いておく気はなかったのだが。

　クロアを農園まで届けて《朽くち株かぶ》に戻ってくると、僕はすぐに防衛のための準備を再開した。まず向かったのは十四階。普段は入り口を完全に塞いでいるのだが、食糧庫の扉の隣にある壁に触れると隠し階段が現れる。とはいえその階段は下の階に繫つながっているわけでもない。その長い螺ら旋せん階段こそが十四階と呼んでいるものなのだ。

　そもそも《朽くち株かぶ》の地上から十四階までには一切部屋が存在しなかった。あるのは《朽くち株かぶ》を貫く真柱とそれを螺ら旋せんに取り囲む階段だけ。真柱にはスラガヤの《地ち胚はい》のように《銀ぎん線せん》がびっしりと刻まれている。ここには僕が持つ奇き蹟せきの半分が分け与えられていて、それを利用することでクロアは《朽くち株かぶ》でも奇き蹟せきを使うことができる。真柱は小さな《地ち胚はい》のようなものなのだ。

　思い返せば、この仕組みがあるのも《赤せき泥でいの君きみ》のおかげ。一人放浪を続け、逃げるように《天てん子し》と戦っていた僕に、彼女が拠点を作る方法を教えてくれたのだ。あの時、僕はほとんど死にかけで、偶然彼女の農園に逃げ込んだのだった。

　今でもよく覚えているのは、そんな僕を見つけた彼女の最初の言葉。

「──なにゆえ、妾わらわの農園に《大おお獣けもの》が入り込んでおるのか。……そも、おぬし、何者じゃ」

　普通《大おお獣けもの》は人間と暮らすため、他の生き物と区別がつくように大きな肉体を持っているが、彼女は普通の猫と同じ大きさをしていた。そして、冷ややかな瞳でこちらを一いち瞥べつすると、わざとらしい溜ため息いきを漏らしたのだ。

「《大おお獣けもの》としての生を積まず野へ下るなど、愚かな奴やつよの。さしずめ、奇き蹟せきがあればどうにでもなると思ったのじゃろう。結局、誰しも正面からでは《天てん子し》の物量には敵かなわぬのじゃ。……まあ、そこで朽ちるのならば、勝手にせい。《大おお獣けもの》の血以上に、畑の肥やしとなるものはないのでな」

「ま、待ってください」

「嫌じゃ。妾わらわは新種のトマトの開発に明け暮れておる。馬鹿な小僧の相手など、する暇はない」

　すげなく森へ姿を消そうとする《赤せき泥でいの君きみ》に手を伸ばすと、間に割って入ったのは人間の姿に似た樹木の《銀ぎん隷れい》。しかも足元に映えていた芝生が僕の足をしっかりと縛り付けていた。

「……これは……生きた《銀ぎん線せん》？」

　思わずそう呟つぶやくと、《赤せき泥でいの君きみ》はふと足を止め、こちらを振り返る。そしてひどく憤慨した様子でこう言った。

「生きておらぬ《銀ぎん線せん》など、ありはせぬ。生き物の形になれば《銀ぎん隷れい》と言い、そうでなければ《銀ぎん線せん》など、そのような人間じみた発想ゆえに、おぬしの体たらくがあるのじゃ」

「な、何が間違っていると？　そもそも《銀ぎん線せん》が生きているなんて……」

「《銀ぎん線せん》の刻まれた街とて、花として生きておるではないか。おぬしはあれをも生きておらぬというのか？　そこまで馬鹿ではあるまい」

「……」

「あるいはおぬしとて、その身に刻まれた《銀ぎん紋もん》を考えれば、ひとつの《銀ぎん隷れい》に過ぎぬではないか。《大おお獣けもの》など、街にとっての《銀ぎん隷れい》に過ぎぬ。もとより言葉による区別など無意味なのじゃ。《銀ぎん紋もん》も所詮は《銀ぎん線せん》。《銀ぎん線せん》が刻まれれば、すなわち皆《銀ぎん隷れい》。そういうことを悟るために、《大おお獣けもの》は数百年を要し、野に下るのじゃ。それが分からぬうちは街で大人しくしておれ」

　僕は返す言葉もなかった。《赤せき泥でいの君きみ》が既に千年近くも生きる《大おお獣けもの》であることは、僕も知っていた。探究を重ね、単独で《天てん子し》に立ち向かえる技術を持って初めて、《大おお獣けもの》は街を離れる。愚かしい行いだということは、百も承知だった。

「……お願いします。生き残る方法を教えてはいただけませんか」

「嫌じゃ」

「……なぜですか」

「言ったじゃろう。妾わらわは忙しい。それに、人間が嫌いじゃからの。おぬしのように《大おお獣けもの》でありながら人間の格好をしている者は嫌いじゃ」

「あなたの護衛だって人間の形をしているじゃないですか」

「妾わらわの樹木兵は人間ではない！　動きやすい形態を研究した結果、二足歩行と二本の腕がふさわしかったのじゃ！　人間の目も口も耳もつけておらんじゃろ！」

「つまり、中ちゆう途と半はん端ぱに人間だと」

「──なんじゃと？」

「だから役に立たないのでは？」

《赤せき泥でいの君きみ》の目が鋭くなる。しかし気け圧おされてたまるものか。僕は刀を創ると足を縛っていた芝生を切り裂き、地を蹴った。襲い掛かる樹木兵の殴りを躱かわし、その腕についた葉を全て切り落とす。そのまま身体を滑らせ、僕は《赤せき泥でいの君きみ》に刀を突きつけた。

「……手負いの《大おお獣けもの》さえ捕まえられないようでは、素早い《天てん子し》に対応できないでしょう。違いますか」

「うぬぬ……！」

　彼女は怒りで毛を逆立て、火を吐きそうなほど殺意を目に滾たぎらせる。僕は刀を地面に突き刺すと、彼女の前にひざまずき深々と頭を下げた。

「お願いします！　剣技を樹木兵に教える代わりに、《大おお獣けもの》が一人で生き延びる方法を教えていただけないでしょうか！」

　恥も外聞もあったものではない。相手にはこちらを助ける義理も理由もないのだ。交渉の形をとってはいても、これはほとんど命乞い。もしも断られたならば、僕は次の《天てん子し》の襲撃で間違いなく死ぬだろう。

　しばしの静寂の後、僕の頭上から降りかかったのは、《赤せき泥でいの君きみ》の静かな問いだった。

「なにゆえ、そこまで孤独にこだわるのじゃ。この世に飽きも狂いもせぬ小僧が、街を離れる理由などあるまい」

「……」

「それに、おぬし、剣技と言うたな。《大おお獣けもの》はもともと、自らが戦うことを最も恐れる。剣技など覚えるはずがないものを、なにゆえ体得したのじゃ」

「……ある人を、守るためです」

「では、なにゆえその者から離れ、ここにおる」

「……………………その人を守る資格を失ったからです」

　──あの時、なぜ《赤せき泥でいの君きみ》が僕の提案をのんでくれたのか、今でもよく分からない。ともかく彼女は僕に防壁樹林の《銀ぎん紋もん》を教えてくれたのだ。《朽くち株かぶ》の基盤はその《銀ぎん紋もん》であり、したがって《朽くち株かぶ》もまた一つの巨大な《銀ぎん隷れい》と言えるのだろう。多くの《大おお獣けもの》が街に住むのと同じように、《朽くち株かぶ》という小さな拠点をつくることで《天てん子し》に対する戦略は一挙に拡大したのだ。

　螺ら旋せん階段を中ほどまで降りたところで僕は立ち止まり、《朽くち株かぶ》の真柱に触れた。すると柱の一部が回転し、そこに刻まれていた《銀ぎん紋もん》の形が切り替わる。これは普段、部屋の暖房に使っている温水器の制御部分なのだが、《銀ぎん紋もん》が切り替わったことで温水が圧縮炉へと流れ込む。直接奇き蹟せきで防衛機構を動かすのではなく、蒸気圧を用いることで奇跡の消費も抑えることができるのだ。

　その他にも日常生活に利用している《銀ぎん線せん》を戦闘態勢に切り替えて、僕は階段から出た。《朽くち株かぶ》の外壁の確認をした後は、建物の天てつ辺ぺんで敵を待つだけ。僕は奇き蹟せきの力で太た刀ちを創り出し、天を仰ぐ。

「……」

　やはり太陽は暗い。間違いなく今日は《天てん子し》が降ってくる。とりあえずは僕自身が《朽くち株かぶ》と共にこの冬を生き残らなければならない。クロアのことは《赤せき泥でいの君きみ》がきっと守ってくれるはずだ。自信をもって自分が守ると言えないのは、やはり情けないのだが。

　しかし、誰かを失うわけにはいかないのだ。

　もう二度と、絶対に。




　　　　◇　◇　◇




「──はあ。つまり、月げつ桂けい竜りゆうがおぬしらの野菜を全部食べたと。それで、あの小僧はおぬしを妾わらわに押し付けたと。そう申すのじゃな」

「……《貪どん食しよく》さんからは、この手紙を読んでほしいと……」

　小さな猫の前に巻紙を差し出すと、芝生がするりと伸びあがり、それを摑つかんで広げる。《赤せき泥でいの君きみ》はさっと目を通したのち、苛いら立だたしげにひげを震わせた。

「まったく、あやつに妙な貸しなど作りおって……これ、月げつ桂けい竜りゆう！　隠れるでない！」

《赤せき泥でいの君きみ》の一喝で、ロー君が慌ててわたしの腕を飛び出す。ロー君はあまりに恐縮して身体を縮め、角に生えた葉っぱもどことなく萎しおれていた。……それにしても、「月げつ桂けい竜りゆう」というのは変な名前だ。「月げつ桂けい樹じゆ」と「竜」を合わせたものなのだろうけど、竜は伝説の生き物で翼が生えていないといけないし、なにより、ロー君の方がかっこいいと思う。

《赤せき泥でいの君きみ》はロー君を正面から見詰めると、毛を逆立てて叱しかり飛ばした。

「大体、朝から帰っておったのなら、なぜさっさと報告に来ないのじゃ！　おぬしは《銀ぎん隷れい》なのじゃから、妾わらわの場所ぐらい感ずることができるじゃろう！」

　──え。ということは、あの農園の散歩は怒られるのが嫌で、ぶらぶらしていたのか。今になると、《天てん子し》がやってきて震えていたのは、それと一緒に《赤せき泥でいの君きみ》がやってくるのを感じたからなのでは……。

「あの……ところで《天てん子し》はもう大丈夫なんですか？　さっきからすごく静かになってますけど……」

　小さくなっているロー君が可哀かわいそうで、わたしが横から割って入ると、当然《赤せき泥でいの君きみ》は不機嫌そうにこちらを睨にらみつけてくる。

「とうに襲撃は終わっておる。今は残骸の処理をしているところじゃ。……そんなことも分からんのか、おぬしは」

「ご、ごめんなさい……でも、わたし、《天てん子し》を見るのも初めてで……」

「なんじゃと！　おぬし、兵士ではないのか？　いくら子供の肉体とはいえ、全身に《銀ぎん紋もん》があるということは何年も生きておるのじゃろう」

「……その……昔のことは覚えていなくて……一応、今は十七歳です……」

「じゅ、じゅうななっ！」

《赤せき泥でいの君きみ》は口をぽかんと開けて、それからぶつぶつと文句を垂れ始める。しかし、ふと視線を挙げると、訝いぶかし気にわたしを見つめてきた。

「──ならば、なぜ妾わらわの《銀ぎん線せん》と樹木兵から逃れえたのじゃ？　その《銀ぎん紋もん》は一体……」

　すると、ここですかさず声を上げたのはロー君だった。彼はキュエキュエと必死に叫び、頭を振って月げつ桂けい樹じゆの葉を落としてはそれを自分で食べる。まるで何かの物まねをしているかのようだった。《赤せき泥でいの君きみ》はそれを黙って見ていたけれど、やがて「ふむう」と溜ため息いきを漏らす。

「おぬし、花を創れるのか」

「……え？」

「花を創れるのかと聞いておるのじゃ！　答えよ！」

「つ、創れます！　はい！」

　わたしは芝生に手を触れ、気合を入れて花を創った。すると草原一面に色とりどりの花が咲き乱れる。少々やり過ぎてしまったらしく、全身に押し寄せる途方もない疲労感。地面に腰を下ろすと、ロー君は創りたての花を頰ほお張ばりながら、わたしの肩によじ登ってきた。《赤せき泥でいの君きみ》もロー君と同じように花をむしゃむしゃと食べ始め、また「ふむう」と唸うなる。

「……なるほど、このたんぽぽは中々……竜胆りんどうも……」

《赤せき泥でいの君きみ》はぶつぶつと呟つぶやきながらも、次から次へと花を頰ほお張ばり、まるで食べ終える気配がない。少なくとも不ま味ずくはないのだろう。料理とは少し違うけれど、自分の創ったものを沢山食べてもらえるのはなんだか嬉うれしいものだった。

　しばらくすると果樹園の方から新しい樹木兵が現れ、《赤せき泥でいの君きみ》の額に枝の指を触れさせた。樹木兵が指を離すとようやく《赤せき泥でいの君きみ》が口を開く。

「うぬぬ、林りん檎ご園えんもやられるとはのう……しかし、よかろう。皆、ご苦労であった」

　樹木はまるでお辞儀をするように頭を下げた後、のそりのそりと去っていく。近くで見ても顔のようなものはなかったけれど、動きは人間そっくりだ。改めて《赤せき泥でいの君きみ》の技術に感心してしまう。それから彼女が前肢で地面を叩たたくと、ぞわりと芝生が波打ち、周囲の木々もざわめき始めた。屋根を作っていた枝葉が縮んで元の位置に戻り、農園はあっという間に元通りになる。

　変わった点といえば、草原の端に蟷螂かまきり型がたの《天てん子し》の死骸が残っているということくらい。それは一見すると黒い岩山のようにも見えるのだけれど、身体の節目からは黒い液体が流れ出て草原を汚していた。

「あれは《天てん子し》の血ですか？」

「……そうじゃ。決して触れてはならん。切り離された血で死ぬことはないがの、意識は失ってもおかしくないじゃろう」

「切り離された、ってどういうことですか？　すいません……よく知らなくって……」

「……おぬしも今しがた《天てん子し》が殺される様さまを見たであろう。その時、黒い綱があったことに気付かなかったか？」

「そういえば……《天てん子し》の背中から空に向かって、何か繫つながっているみたいでした」

「あれは《黒こく線せん》という。《天てん子し》にとっての《銀ぎん線せん》じゃ。あの綱を通して《天てん子し》は太陽と繫つながっておる。それを切れば死ぬが、逆に断たなければ半身でも生き続けるのじゃ」

「……それってつまり、太陽が《天てん子し》を操っているってことですよね」

「まあ、そう考えることもできるじゃろう」

「太陽はどうしてわたしたちを襲うんですか？　太陽がなければ野菜だって育たないし、動物だって元気がなくなるし……太陽はすごく大切な存在ですよね？　お祈りするお祭りだっていっぱいあるのに……」

「恐ろしいから祈るのじゃろうが。ただ恵みを与えてくれるだけならば、人間は祭りなどやるまい。……それに太陽がどうして襲うかなど誰にも分からぬ。だからこそ、阿あ呆ほうのように祭りをするのじゃろうて」

「人間だけじゃなくて《大おお獣けもの》でも分からないことがあるんですか？」

「……何じゃと？」

「だって……その……《大おお獣けもの》は奇き蹟せきが使えるから……」

「奇き蹟せきを使うと言うのなら、《銀ぎん紋もん》を持つ者全てが使えるであろうが。《大おお獣けもの》をなんじゃと思っておる」

「……」

　……確かに、《大おお獣けもの》とは一体何なのだろう。改めて考えてみると、すぐには答えが浮かんでこなかった。街を守ったり、《銀ぎん紋もん》の研究を行ったり、色々と重要な役目を担になっていて、どんな奇き蹟せきでも使える特別な存在。昔はそんな風に思っていたけれど、《貪どん食しよく》さんと一緒に暮らすうちに、それは少し違うことを知った。たとえば、《貪どん食しよく》さんは時々「疲れた」と言う。仕事をしたり、奇き蹟せきを使ったりすることは彼にとって疲れることで、それはつまりいくらでも好きなことができるわけではないということだ。あんまり眠ったりはしないみたいだけれど、やっぱり疲れを全く知らなかったら、あんなにおいしそうに夕食を食べたりしないと思う。

　それから、《大おお獣けもの》の仕事は一つとは限らないということも知った。《大おお獣けもの》は絶対的な使命のように探究というけれど、だからと言って他のことに興味がないわけではないのだ。現に《貪どん食しよく》さんの寝室には糸車や機織り機などが置いてあり、今も副業のように裁縫の探究をやっている。

《赤せき泥でいの君きみ》が言うように、もし知識においても《大おお獣けもの》に限界があるのだとしたら、なんだか肩透かしを感じてしまう。結局《大おお獣けもの》は人より長生きをすることくらいが特徴で、その長生きのおかげで人より賢いように思えるだけなのだろうか。

「なんだか、人間と《大おお獣けもの》って似ていますね」

　わたしは特に他意もなく呟つぶやいたのだけれど、《赤せき泥でいの君きみ》はそれを聞いた途端、はっきりと額に皺しわを寄せた。彼女はわたしをじっとりとねめつけ、かえって恐ろしい穏やかさで言う。

「……人間と《大おお獣けもの》が似ている……じゃと？」

「……なんとなく……そうかな、と……」

「ふざけるでないっ！」

　突然《赤せき泥でいの君きみ》は全身の毛を逆立て、唸うなった。樹木兵やロー君は枝を震わせて、植物であることを思い出したようにぴたりと動かなくなる。

「似ているわけが、なかろうが！　たとえ知識に限界があろうと、《大おお獣けもの》は人間とは違う！　おぬしのようにすぐ他人に尋ね、答えを求めたりはしないのじゃ！　大体、どこをどう考えれば、似ているなどという妄言が出てくるのか。この世の仕組みに従うからと言って、それが似ているとは限らんじゃろう！　おぬしもそこらの虫も、やがて死ぬのは同じじゃが、それをもって似ているとでも言うのか！」

「……」

「そうやってすぐ似ているだの同じだのと言い募り、徒党を組む者が妾わらわは何より嫌いなのじゃ。よいか、人間と《大おお獣けもの》は違う！　おぬしが勘違いしておるのは、お前の主人が人間くさい愚か者だからじゃ！　野に下っておきながら人間のふりをして街に戻るなど、何か目的があってのことと思っておったが、演技ですらなかったということかの！　自分の奴隷に似ていると思わせるほど、人間に落ちぶれるとは！　その上、まさか自分の奴隷を預けるなど……《大おお獣けもの》としての矜きよう持じのなさにも、ほとほと呆あきれた！　それでやってきた奴隷も、やはりどこまでも人間くさい！　主従揃そろって愚か者じゃ！」

《赤せき泥でいの君きみ》はよほど人間と似ていると思われるのが嫌なのだろう。火のついた油のごとく、猛烈な勢いで雑ぞう言ごんを並べ立ててきた。実際、わたしが何も知らなくて、見当違いなことを言ってしまったことは否定できない。それを怒るのは構わない。ただ、それと一緒に《貪どん食しよく》さんを馬鹿にするのは、納得できなかった。わたしの愚かさを《貪どん食しよく》さんの愚かさの証明にするのは、理屈が通っていないのではないか。

　わたしはお腹なかの底からふつふつと熱いものが湧き上がってくるのを感じ、自然と口が開いてしまう。

「──《貪どん食しよく》さんは愚か者じゃありません」

「……なに？」

「《貪どん食しよく》さんがわたしを預けたのは、決して恥ずかしいことじゃないって言ったんです」

「……」

「確かに《貪どん食しよく》さんはあなたと違って、簡単に《天てん子し》を撃退できないのかもしれません。自分だけで《天てん子し》と戦って、わたしを守れた方がすごいんだと思います。……でも、そんなことは《貪どん食しよく》さんだって分かってますよ。情けないと思って、それでも手紙まで書いて、わたしをあなたに預けたんじゃないですか！　それは愚かしいことなんですか？　自分の弱みを嚙かみしめて、わたしのことを守ろうとして、それのどこが馬鹿なことなんですか！　くだらない矜きよう持じで誰かを傷つけるより、《貪どん食しよく》さんの方がずっとかっこいいですよ！」

　周囲の芝生が銀色に発火して、ばちばちと音を立てる。それは炎のように揺らめき立ち、まるでわたしの怒りに同調するかのようだった。《赤せき泥でいの君きみ》は一瞬たじろぐように身を引いたけれど、それでも気丈にわたしを睨にらみ返してくる。

「そんなものは弱さの正当化に過ぎぬ。おぬしは所しよ詮せん小僧の奴隷ゆえに、その行いを肯定することしかできないのじゃ。主従ともども弱き道を選ぶゆえに、主従ともども過あやまつのじゃろう！　現におぬしはここに置いて行かれ、《天てん子し》に殺されそうになったではないか！　妾わらわがいなければ死んでおったのだぞ！　それを愚かと言わず何と言う！」

「それはわたしの弱さが原因であって、《貪どん食しよく》さんが愚かだってことにはなりません！　そもそもわたしがもっと強ければ、《貪どん食しよく》さんだってあなたを頼らなくてもよかったんです！」

「ならば、そんな弱き者を買った小僧は、やはり愚かじゃ！」

「そんなこと言う資格が、あなたにあるんですか！」

「な、何じゃと！」

「もともと、わたしたちはあなたの《銀ぎん隷れい》に野菜を食べられて、わざわざ彼を農園へ送り返しに来たんですよ！　主従が似ているっていうのなら、ロー君の行いをあなたはどう考えているんですか！　ロー君にちゃんと指導できていないのは、あなたの責任じゃないですか！　人のことを馬鹿にする資格が、あなたにはあるんですか！」

「うぬ、ぬ……」

「それと！　さっきから小僧、小僧って《貪どん食しよく》さんに失礼ですっ！　《貪どん食しよく》さんには《貪どん食しよくの君きみ》っていうちゃんとした名前があるんですよっ！　ロー君だって月げつ桂けい竜りゆうじゃありません！　ロー君は、ロー君です！　分かってますか！」

「うぐぅ……」

　わたしが一歩近づくと、《赤せき泥でいの君きみ》が一歩退く。また一歩近づくと、彼女がまた一歩後ろに下がる。わたしは四肢を巡る血が蒸発するかと思うほど、身体が熱い。こんなに誰かを怒ったのは、一人で裏町の方に行こうとしたルルジュを叱しかった時ぐらいだろう。

「《赤せき泥でいの君きみ》！」

「な、なんじゃっ」

「今すぐ撤回してくださいっ！　《貪どん食しよく》さんは愚か者ではありません！」

「なっ……！」

「さあっ！　早くっ！」

　ぐいぐいと近づくと、ついに《赤せき泥でいの君きみ》は腰を抜かし動けなくなる。とうとう手が届くところまで近づくと、彼女は悲鳴を上げるように叫んだ。

「すまぬっ！　すまぬっ！　妾わらわが悪かった！　思いのほか農園の損害が大きかったゆえ、少し腹が立っていたのじゃ！　《貪どん食しよく》は別に愚かではない！」

　そして、突然身体を銀色に輝かせたかと思うと、そこに現れたのは一人の人間の女性。灼しやく熱ねつした鉄のような赤髪を持ち、泥だらけの衣服に身を包んだ彼女は、まるで怒られる子供のように頭を抱えてうずくまっていた。

「……あ、あの……」

「なんじゃ、なんじゃ！　まだ謝罪が足りないのか？　これ以上何を──」

「い、いや、そうじゃなくて、その姿……」

　わたしの声こわ音ねが変わったことにようやく気付いたのか、《赤せき泥でいの君きみ》は顔を上げ、それから自分の腕や身体を見て愕がく然ぜんとする。

「な、なんじゃ、これはっ！」

「自分で変身したんじゃないですか……人間に……」

《赤せき泥でいの君きみ》は宙に薄く水を創りだすと、それを鏡にして自分の姿を確認した。そして突然髪をかきむしり、身み悶もだえる。彼女は農作業でもやっていたかのような埃ほこりまみれの姿なのだけれど、目鼻立ちは驚くほど端正で、それがいっそう彼女を滑稽にしている。それに言葉遣いのわりに人間の姿は結構若々しいのは、なぜなのだろう。

　わたしはもうすっかり怒りも消え去って、しみじみと彼女の姿を見つめてしまった。

「《赤せき泥でいの君きみ》も、ちゃんと人間の姿があるんですね」

「何を他人事のように！　この姿になったのはおぬしのせいであろう！」

「わたしは何もしてないですよ！」

「おぬしが叫んだせいで、妾わらわの魂の一部がおかしくなったのじゃろうが！　こんな古臭いものを呼び起こしよって……」
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《赤せき泥でいの君きみ》は自分の指をまじまじと見つめ、深い溜ため息いきを一つ漏らした。その悄しよう然ぜんとした様子に、ちょっと罪悪感を覚えるほどだ。

「あの……そんなに嫌なら、どうして元の姿に戻らないんですか？　《大おお獣けもの》であれば自由に姿を変えられるんじゃ……」

「できるならそうしておるわ！　言うたであろう！　おぬしが、妾わらわの魂を狂わせたのじゃと！　その狂いが戻るまで、妾わらわはこのままじゃ！」

「……魂？」

「そうじゃ。器の形を決めるのは、魂に決まっておろう。おぬしが妾わらわの中の人間の魂を呼び起こしたせいで、こうなったのじゃろうて」

「ちょ、ちょっと待ってください！　何を言ってるんですか？　魂って、え？　器？」

　魂とは命のことだろうか。たとえば、何かを考えるこのわたしのこと？　そして《赤せき泥でいの君きみ》の魂が、彼女の身体を人間の肉体に変えてしまった？　まるで意味が分からない。

　すると《赤せき泥でいの君きみ》は再び薪たきぎを加えられた竈かまどのように、声こわ音ねに怒気を蘇よみがえらせる。

「同じ話を繰り返させるな！　月げつ桂けい樹じゆが竜の形になるのも、樹木の魂に竜の魂が加わったからであろう。もともと、この世の全てのものの形は、宿る魂によって決まっておるのじゃ。風にも、大地にも、石にも、水にも魂は宿っている。《銀ぎん紋もん》による奇き蹟せきとは、その魂を変えること。植物の魂の一部を竜に変えたがゆえに、月げつ桂けい竜りゆうは生まれた。おぬしが花を咲かすのとて、風や大地の魂を変えておるからじゃ。内と外のいずれを変えるか、その違いに過ぎぬ」

「……それじゃあ、《赤せき泥でいの君きみ》は元々人間だったってことですか？」

「そうじゃ。そして大昔に、人間どもが妾わらわを創ったのじゃ。妾わらわは知らぬ間に《大おお獣けもの》として祭り上げられ、ただただ人間の願いを叶かなえさせられた。この忌まわしき犠牲の姿を蘇よみがえらせたのは、おぬしが妾わらわの記憶を呼び起こしたせいであろうよ」

　彼女は自分に言い聞かせるようにそう呟つぶやいて、地面に腰を下ろす。猫の姿の癖なのか、腕についた泥を舌で舐なめて綺き麗れいにしようとするので、わたしは慌ててその手を摑つかんだ。

「なんじゃ、触るでない！」

「いや……人間の姿の時は、人間らしくしましょうよ。ほら……じっとして」

　わたしは自分のハンカチを取り出して、《赤せき泥でいの君きみ》の汚れを拭ぬぐっていく。やはり彼女はカリャンに劣らぬほど優美な顔立ちで、少し髪も整えたら本当に綺き麗れいな女性になった。

「……人間にしては、気が利きくではないか……」

「妹が外で遊ぶと汚れるので、こういうのは慣れてますから」

「わ、妾わらわはおぬしの妹扱いかっ！」

「でも《赤せき泥でいの君きみ》が久しぶりに人間になったのなら、赤ちゃんみたいなものじゃないですか」

　わたしだって十七年前は全ての記憶を失って赤子同然だったのだ。身体は十二歳くらいの少女でも、言葉は喋しやべれないし、よく転ぶし、箸はしだって持てなかった。だからお母さんや姉たちに、こうしてお世話をしてもらっていたのだ。

《赤せき泥でいの君きみ》は深く溜ため息いきを漏らすと、ぽつりと呟つぶやく。

「もう……分からぬ……」

「大丈夫ですよ。きっと元の姿に戻れますって」

「その話ではないわ。おぬしが分からんと言うておるのじゃ」

「わたしですか？　どうして」

「花を創るわ、芝生を操るわ、怒るわ、笑うわ、てんでわけがわからぬ」

「そうですかね。でも《赤せき泥でいの君きみ》だって怒ったり泣いたりしてますよ？」

「……それは、おぬしにつられているのじゃ。本来《大おお獣けもの》は無駄がない」

「《貪どん食しよく》さんはよく笑いますし、よく悩んでますけど」

「あやつは人間くさいから別なのじゃ！　まったく、《貪どん食しよく》を《大おお獣けもの》の代表だと思っておるなら、それは大間違いじゃぞ。そもそも、毎日人間の姿で暮らすなど……」

「《赤せき泥でいの君きみ》」

「い、今のは悪口じゃなかろうて！　ちょいとばかり《貪どん食しよく》が変わっておると言いたかっただけで──おぬしも、気にし過ぎなのじゃ！　それほどまで、あやつのことが好きか！」

「なっ……ええええええええっ？」

「妾わらわは《貪どん食しよく》にそれほど惚ほれる理由がわからぬ」

「わ、わたしは別に《貪どん食しよく》さんが好きとか、そういう」

「では、嫌いなのか」

「い、いや、嫌いなわけはないですけど、でも」

「《貪どん食しよく》が馬鹿にされるのを聞いて、そやつを殺さんとばかりに怒るなど、惚ほれた以外の何じゃと言うのか。ほれ、答えてみよ！」

「殺すなんて、さすがにそんなつもりはなかったですよ！」

「知ったことかっ！　妾わらわは殺されるかと思ったわ！」

「あ……う……それは……ごめんなさい……」

「それで、なにゆえじゃ。なにゆえ《貪どん食しよく》を好むのじゃ？　顔か？　身体か？」

「か、身体って、わたしたちはそういう関係じゃありません！」

「何を恥ずかしがっておる。誰に邪魔されることもなく、二人で暮らしておるのじゃろう。生殖は人間の本能じゃろうて、我慢する必要もあるまい」

「せ、せ……！」

　一体、なんてことを言いだすのだろう。わたしはたちまち全身が燃えるように熱くなって、鼓動が頭を揺らし始める。何か言い返そうにも、口が震えて中々言葉にならなかった。

「わ、わたしは……その……好きな人が……いますし！」

「なんじゃ、人間にも想い人がおるのか」

「そうですっ！　だから、《貪どん食しよく》さんとは何も──」

「構わんであろう。両方と試してみたらよい。案外、《貪どん食しよく》の方が相性がいいかもしれぬ」

「──」

「良い品種を作るには、色々と掛け合わせてみなければ始まらぬ。思い込みで正解と決め込んで初めから可能性を潰すなど、愚の骨頂じゃ」

「や、野菜と一緒にしないでくださいっ！　わたしはそういう……そういうことはしないんですっ！」

「……まあ、それがおぬしの貞操に障さわるのであれば、仕方あるまい。されど現実的な話、《朽くち株かぶ》でおぬしが暮らす限り、他の人間と結ばれることは難しいであろう。この際、考えてみたらよいのではないか？　想像に罪はあるまいて。おぬしも《貪どん食しよく》と睦むつまじく暮らせれば幸せじゃ」

　……《貪どん食しよく》さんと……《貪どん食しよく》さんと……結婚？　そもそも、《大おお獣けもの》と人間が結婚するとはどういうことなのだろう。結婚は所しよ詮せん奴隷の所有権移動に関する制度であって、わたしたちには関係のない話。重要なのは、結婚したら一緒の家で暮らして、一緒のご飯を食べて、一緒に仕事をすること……あれ？　でも、今でもわたしと《貪どん食しよく》さんはそういう生活を送っている。それって、つまり……

「──おぬし、もう少し感情を隠すという術すべを学ぶべきじゃ」

「は、はい？」

「こんなに花を降らせておいて、好きではないなどと、誰が信じるかの」

　気付けばわたしたちを取り囲むように、かつてないほどの花が舞っている。芝生の《銀ぎん線せん》が地表を覆っているせいで、すぐに奇き蹟せきの力を使ってしまうらしい。

　赤、白、黄色、まるで雨のように花びらが舞って、草原は絵えの具ぐを散らしたみたいに彩いろどられた。それは当然、必ずしも《貪どん食しよく》さんへの気持ちを証明するわけではない。ただ、何も思っていないとは、やっぱり言えないのかもしれない。

　だって《貪どん食しよく》さんを嫌いになる理由なんかないのだから。彼がおいしいと呟つぶやくたび、わたしの身体は軽くなる。彼が銀色の髪を揺らして笑うたび、わたしの心臓は小さく震える。それはきっと、《貪どん食しよく》さんがどこかガファル君に似ているからだ。その声や仕草に、わたしはどうしてもガファル君を重ねてしまって、それで《赤せき泥でいの君きみ》が言うように、現実的なことを考えてしまう。《貪どん食しよく》さんは協力してくれるけれど、やっぱりわたしがガファル君と結婚できるとは思えない。だったらガファル君にそっくりな《貪どん食しよく》さんと、幸せに暮らせればいいのではないか。それが自分の手が届く限り一番の、幸福なのではないか。

　そんなことを考えていると、不意に足の力が抜けて、地面に膝ひざをついてしまう。《赤せき泥でいの君きみ》はゆっくりと近づいてきたかと思うと、手を取り、わたしの《銀ぎん紋もん》をじっと見つめた。

「おぬし、力を使い過ぎじゃ。《銀ぎん紋もん》近くの肉が断裂しておる。これはしばらく痕あとが残るぞ」

「ごめんなさい……最近、加減がうまくできなくて……」

「妾わらわに謝ることではないが──待て、おぬし！　聞こえておるか！　いったい、どうした！」

《赤せき泥でいの君きみ》の声が突然遠のき始め、目に映り込む景色も、草の感触も、全てが暗がりの中に落ち込んでいく。わたしはこの感覚に覚えがあった。お母さんが倒れて、アバダール家から妹たちを送り出して、その疲労の限界の果てに意識を失った時と同じだ。身体の感覚はないはずなのに、なぜか重みを感じる。まるで魂の重さを思い出したみたいに、まどろみの中でわたしは底へ沈んでいく。

　しかし、今回は底の果てに、音が聞こえた。

　風の音。金属の打ち合う音。泥の撥はねる音。

　そして、感じるのだ。

　──死の匂いがする。




　　　　◆　◆　◆




　──どさり、と最後の《天てん子し》が床に倒れ伏す。

　黒い血にまみれた刀を放り捨て、自分も床の上に倒れ込んだ。脈は乱れ、右腕には大きな切り傷を負っている。……しかし、これでも結果は上々だろう。《朽くち株かぶ》への被害は、二十階あたりの壁が壊され、最近《銀入れ》した部分も齧かじり取られてしまったことぐらい。大した問題ではない。季節が深まるごとに激しさを増していく《天てん子し》の襲撃を考えれば、初回の被害をこの程度で抑えられたことは幸運だ。あと二回か三回、春を迎えるまでにどれだけ《朽くち株かぶ》の《銀ぎん線せん》を守れるか、油断はできない。

　しばらく身体を休めた後は、《朽くち株かぶ》の簡単な修繕を行う。あまりクロアを心配させないよう、派手に壊れた部分を優先的に直し、細かな《銀ぎん線せん》は放っておいた。すると、すっかり修繕も終わりクロアの安否が気になり始めたころ、ようやく《赤せき泥でいの君きみ》が僕の部屋にやってくる。一目見て驚いたのは彼女が人間の姿になっていたということだが、開口一番、彼女は苦々しい表情で言い訳を始めた。

「何も言うでない。……この姿には色々と事情があるのじゃ」

「まだ何も言ってないでしょう……。それで、背中の彼女は寝ているんですか」

「うむ……寝ているというかの……正確には……気絶……しているのじゃが……」

「……なっ!?」

「そう睨にらむでないわ！　別に命に別状はあるまいよ！」

《赤せき泥でいの君きみ》に背負われていたクロアは額に真珠玉のような大きい汗粒を光らせて、苦痛に顔を歪ゆがめていた。彼女を受け取ると全身にひどい高熱を帯びていることが分かる。急いで寝室に連れて行きベッドに寝かせると、ほんの少し表情が和らいだ。わざわざ後ろをついてきた《赤せき泥でいの君きみ》はちらちらと部屋を眺め渡し、それから布ふ団とんに触れる。

「ほお、凝ったものを作っておるな。この布ふ団とん、《銀ぎん線せん》が織り込んであるのじゃろう」

「……疲労回復を促す程度の力しかありませんよ」

「相変わらず、人間のためになる探究は労を惜しまないようじゃ」

「……」

「だから、睨にらむでない！　これでも褒めてみたのじゃ！」

《赤せき泥でいの君きみ》はそういうと何やら気まずそうに後ずさった。静かな部屋ではクロアの浅い吐息が痛ましく響く。彼女を預けたのはこちらの責任だとはいえ、《赤せき泥でいの君きみ》がいてこんなことになるとは想像もしていなかった。僕は一つ小さく息を吐いて尋ねる。

「……それで、これはどういうことなんですか？　どうしてクロアが気を失うことに？　責めるわけではありませんが、あなたほどの《大おお獣けもの》が《天てん子し》に圧おされるとは思えない」

「……《天てん子し》のせいではないと思うのじゃが……」

「それでは、何か変な野菜でも食べさせたんですか」

「そんなわけがあるか！　毒野菜の畑など、連れていってもおらんわ！」

「じゃあ、なぜ……」

《赤せき泥でいの君きみ》は目を伏せ返答を渋っていたが、やがて観念したのか小さな声で言う。

「まあ……色々と話をする中で、こやつが奇き蹟せきの力を使ったのじゃ。うむ……半分くらいは……妾わらわの責任と言えよう」

「気を失うほど？　一体、どんな話をしたんです」

「それは言えん」

「どうして」

「どうしてもじゃ！」

　彼女が目をそらす。人間の姿だということもあるが、こんなに動揺した彼女を見るのは初めてで、どう対応すればいいのか分からない。僕はとりあえず濡ぬれ布ぶ巾きんを用意して、クロアの汗を拭ぬぐった。その間《赤せき泥でいの君きみ》は黙ってクロアを見つめていたが、やがてぽつりと尋ねてくる。

「おぬしは、なにゆえ、こやつが目を覚まさないと思う」

「……それだけ力を使い過ぎたんでしょう？　あなたがそう言ったんじゃないですか」

「それは意識を失った理由じゃ。問題は、回復があまりに遅いことじゃろう」

「……まあ、それは……確かに……」

「妾わらわは当初、おぬしが《天てん子し》との戦いで瀕ひん死しになったからだと考えた。《大おお獣けもの》との契約時に魂を分割し、《銀ぎん隷れい》のように感覚を共有することは珍しくないからの」

「……ええ」

「しかし、こうしておぬしは生きておる。無傷とはいかないだろうが、死にかけてはおらん。

……さらに不思議なことに、こやつはスラガヤ、スラガヤと何度もうわ言を呟つぶやいていておったのじゃ。このことから察するに妾わらわは思うのじゃが──」

「……」

「──おぬし、こやつと本当は契約していないのではないか？」

《赤せき泥でいの君きみ》はそれから口をつぐむ。彼女はこちらの返事など聞かずとも、結論は出ていたのだろう。僕が頷うなずくと、淡々と言葉を続けた。

「つまりこやつは、スラガヤから盗まれた奴隷だというわけじゃな」

「……身分的には……そうなるでしょう」

「そして、こやつはそのことを知らないと」

「……はい」

「そうか」

「……」

「……」

「……え？」

「なんじゃ。妾わらわはそうか、と言ったのじゃ」

「い、いや……なんというか……」

　僕はてっきり小言でも言われるのかと思ったのだが、《赤せき泥でいの君きみ》は事実を確認する以上のことを特に望んでいなかったらしい。彼女は猫のように大きなあくびを一つ放つと、まるでひげでも舐なめるみたいに自分の頰ほほをこする。

「心配せずとも、誰かに言ったりはせぬ。もちろん、こやつにもな」

「……すみません」

「妙な勘違いをするでないぞ。妾わらわはどうでもいいだけじゃ。日々、農園の管理に追われて、おぬしらの問題に首を突っ込む暇はない」

　だが《赤せき泥でいの君きみ》はそう言っておきながら、僕を正面から見据えると、こう付け加えた。

「──とはいえ、人間だけが事情を知らないというのは、不公平なように思うがの」

「……ご忠告、胸に留めます」

「そうじゃな、よく考えるがよい」

　彼女はそれから袂たもとに手を突っ込むと、緑色の何かを取り出して床に放り投げた。それは今朝《朽くち株かぶ》で捕まえた蜥蜴とかげの《銀ぎん隷れい》で、そいつはベッドをよじ登るとクロアに寄り添うようにして身体を落ち着ける。

「そやつはここで暮らしたいそうじゃ。妾わらわの育てた野菜より、小娘の創った花の方がいいと言ってな。まったく、誰に似たのだか……」

「いいんですか。この《銀ぎん隷れい》も探究の成果でしょう」

「何も、おぬしにくれてやるわけではない。月げつ桂けい竜りゆうはクロアの観察任務を行うのじゃ。妾わらわも時々報告を受けに来るつもりゆえ、クロアにもよく伝えておくんじゃぞ」

《赤せき泥でいの君きみ》はそう言うと、こちらの返事も聞かずに部屋を出て行ってしまう。しかし、あの人間嫌いの《大おお獣けもの》がクロアを名前で呼ぶとは。よほど彼女を気に入ったと見える。

　あとはクロアの意識が回復してくれれば、何の問題もなく今日を終えられるのだが。相変わらず彼女は掛布を強く握りしめ、何かに耐えるようにして額を歪ゆがめていた。歯を食いしばったせいか、唇の端は血が滲にじんで赤く染まっている。

「……クロア」

　彼女の額に触れようとすると、なぜか蜥蜴とかげがこちらを向いて、威嚇するように鳴いた。

「なんだい、別に傷つけやしないよ」

　僕はそう呟つぶやいて、ふと、疑念がよぎる。

　果たして僕は本当にクロアを傷つけないのだろうか？

　第一に、彼女がこうなったのは、僕が《赤せき泥でいの君きみ》を頼ったからではなかったか。もしも僕がもっと強ければ、彼女が傷つくような事態は起きていなかったのではないか。それに元はと言えば、彼女が《朽くち株かぶ》にいるということ自体が根本の原因で、その原因を作ったのは彼女を連れてきた僕だ。もしクロアがスラガヤで暮らし続けていたら、彼女はこんな苦しみを味わうこともなかったのではないか。傷つけない、などと言う前に、僕は十分彼女のことを傷つけているのではないか……

　──人間だけが事情を知らないというのは、不公平なように思うがの。

《赤せき泥でいの君きみ》の言葉を、僕はもっと真剣に受け止めるべきなのだ。僕は最初クロアに、対等に暮らしたいと言ったのに。いつの間にか、それが噓うその上に成り立っていることも忘れ、都合のいいように彼女を振り回し、こうして彼女を傷つけている。

「……僕は君を……幸せにしているのかな」

　そんなことを尋ねても、返ってくるのはクロアの苦しげな吐息だけだった。
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　大地に一輪の巨花が咲いている。スラガヤの街を形作る花か弁べんは断だん崖がいのごとく、その突端は天に刃向かい聳そびえ立たつ。粗い壁面を風が撫なでるたび、糸を引き絞るような響きが漏れた。無数の風音が束ねられると、か細い悲鳴は縷る々ると続き、まるで街が歌を吟ずるかのようだった。

　しかし、太陽がようやく南東に傾き始めた頃合いに、花はぴたりと歌うのを止める。

　この沈黙こそ、来きたるべき戦いくさの合図に他ならない。

　幾いく許ばくも経たたぬうちにスラガヤの根元から一万の兵が現れた。その半数は鉄の鎧よろいや兜かぶとを身に着けた重装兵。腰にはよく磨き上げられた長剣がつり下がり、まるで炉の火を閉じ込めたかのように爛らん々らんと輝いている。しかし、その柄に手をかけている者は誰一人としていない。というのも、皆その両肩に何重にも輪をかけ束ねられた縄を背負っているからだ。その縄の端の一方は胴の肌に触れるよう直じかに巻き付けられ、もう一方の端は重装兵の隣を歩く軽装兵の腰に結び付けられている。

《銀ぎん線せん》が編み込まれ鈍い銀光を宿すそれは、二人の兵士を繫つなぐ命綱に等しい。彼らは常に二人一組、互いの奇き蹟せきを繫つなぎ合い、命を預け合う関係にある。なぜならば、彼らが立ち向かうべき敵は一人の奇き蹟せきでもって太刀打ちの出来る相手ではないからだ。

　東の空に黒雲が垂れこめる。兵士たちはみな、それが柔らかな雨を降らせるものではないと知っている。スラガヤに近づくにつれて、雲は雷の代わりに金属の輝きを放ち、眼球を切りつけるような鋭利な光は一層のこと、兵士たちに緊張を走らせた。

　黒い雲とはすなわち、《天てん子し》の群れ。鋼の身体を蠢うごめかす、巨大な虫の大群である。

　スラガヤの沈黙を破って角つの笛ぶえの音が吹き渡る。戦闘配置の用意だ。二人一組の兵士たちは足を速め、街の外周に扇状の陣形を取った。戦場の端は《銀ぎん線せん》の刻まれた柱──《銀ぎん柱ちゆう》が立ち並ぶ領域まで。重装兵は鉤かぎ爪づめのついた一本の縄を投げ放ち、近くの《銀ぎん柱ちゆう》に絡からみつける。すると《銀ぎん線せん》を伝わりスラガヤの奇き蹟せきの力が兵士に届く。その力はさらに重装兵の身体を介し、もう一本の縄を通じて軽装兵の身体へ。

　伝でん播ぱした奇き蹟せきにより軽装兵の身体が銀色に光れば、その足はふわりと地面から離れてゆく。重装兵の肩に巻き付けられていた縄が徐々に伸びて、軽装兵の身体は遥はるか上空へ。民家を三つ縦に並べても届かぬその位置で、もしも奇き蹟せきの力が途切れたならば命はない。墜落した身体は元の形を留とどめることはないだろう。しかし飛び上がった兵は皆、手にした長なが槍やりを確かめるように空中で風を切り、《天てん子し》を見据える。

　太陽を背にした虫の群れ。兵士たちはその影に入り込み、相手の奇怪な姿に神経を尖とがらせる。無数の足、鋼鉄の翅はね、それを繫つなぐ《天てん子し》の黒い綱がはっきりと見えてくる。人間たちが大地に繫つながれ飛び上がる一方で、虫は天に繫つながれ落ちてくる。互いに奇き蹟せきを渡す綱こそが生命線。

　再び角笛が鳴り響いた。すると兵士たちはひと時《天てん子し》から視線を外し、スラガヤの街を振り返る。見つめる先は外壁の頂上、切り立った花びらの天てつ辺ぺんに立つ貴族たち。数十の兵団はそれぞれに一人の貴族を崇あがめていた。戦場からでも目に映える豪ごう華か絢けん爛らんな祈りの装束。膝を立て、胸の前に手を組み、彼らはじっと崖下を眺める。その姿は同じ人間であることを忘れるような神こう々ごうしさに満ちみちて、その一いち瞥べつに兵士たちは心を躍らせた。

　貴族たちは全てを見つめてくれる。たとえどれほど無残な死を迎えようとも、自らの勇姿を覚えていてくださるお方がいる。そう考えるだけで、兵士たちは四肢に力がみなぎった。死への恐怖が高まれば高まるほどに、それを捧ささげる貴族の姿は尊いものに感じられる。

　そして貴族たちの後方、外壁の最も高い物見台に現れたのは一頭の大猿。貴族に勝る華麗な装束を身に纏まとい、その頭には紅に輝く金の冠。左目は傷によって永遠に閉じられたまま、残された右目が戦いの全てを睥へい睨げいする。

《一つ目の君きみ》が手を挙げた。それを合図に三度目の角笛。

　兵士たちは己が倒すべき対象へと体を向け直す。鋼で出来た《天てん子し》。スラガヤを食い散らかそうとする虫たちへと。

　この光景が異様であることは、人間が宙に浮いているせいでも、迫りくる異形のせいでもなかった。ただ、静かなのである。波一つ立たない冷ややかな湖面のごとく、静寂が戦場を覆っている。《天てん子し》たちの身体がぶつかり響く金属音と兵士たちの口から漏れる微かすかな吐息だけが、わずかに時が止まっていないことを示していた。

　雄たけびの一つもない。

　あるのはただ、死を覚悟した兵士たちと、それを美しい顔で見つめる貴族たち、そして最も静かな一つの目。むしろそれらは葬列に似ていた。一万の鎧よろいを着た参列者と祈りを捧ささげる十数の貴人。皆が、目前に近づきつつある死に口をつぐんでいる。

　不意に、スラガヤの根元より数十の獣が放たれた。それは全身に《銀ぎん紋もん》を施された巨大な犬たち。《天てん子し》を狩ることだけを本能とする獰どう猛もうな《銀ぎん隷れい》は、目にも止まらぬ速さで兵士たちの間を駆け抜け、それから皆が《銀ぎん柱ちゆう》の上に飛び乗ったかと思うと、ぐっと体を縮めた。直後、膂りよ力りよくを爆発させ、矢のごとき勢いで《天てん子し》の群れに突っ込んでいく。

　戦の始まりである。

　跳躍する犬たちとすれ違うように、《天てん子し》の群れから大量の百足むかでが溢あふれ出だす。黒い滝津瀬のように、百足むかでの奔流が兵士の前線に襲い掛かった。宙に浮かんでいた軽装兵は重装兵と自分を繫つなぐ縄を切られぬよう巧みに空を舞いながら、突っ込んできた百足むかでの尾に槍やりを振り下ろす。太陽と《天てん子し》を繫つなぐ《黒線》が両断されたかと思うと、たちまち百足むかでは動きを止め、地面に墜落した。重装兵はそれを避けながら、軽装兵の攻撃をかいくぐってきた百足むかでに自ら剣を振るう。腰と腕に巻かれた縄を守ることを第一に、奇き蹟せきによって増幅された四肢が尋常ならざる動きで敵を断つ。

　彼らの遥はるか頭上では、素早く空を舞う甲虫と犬の死闘が繰り広げられていた。《銀ぎん線せん》に結ばれぬ犬たちは既に飛ぶことは不可能。それゆえ《天てん子し》の背中を足場にしながら、次々と相手の《銀ぎん線せん》を嚙かみ千切る。地に落ちれば死ぬ定めにあって、犬たちは微み塵じんの恐怖も感じない。仲間が足場を見失い大地に潰れようとも、ただ《天てん子し》を屠ほふる。

　そも、彼らは初めから死んでいるのだ。犬の形をしていようとも、内実、その体は岩でできている。巨岩に犬の《銀ぎん紋もん》を刻むことで創られた《銀ぎん隷れい》。《天てん子し》を退ける以外に、いかなる意志も持つことはない。彼らはただの道具に過ぎなかった。

　しかし悲鳴の一つも漏らすことなく槍やりを振るい、剣を抜き、《天てん子し》を切り裂きながら、自らもまた殺されていく兵士たちは、創られた犬と何が異なるのか。兵士の心には、ただ守るべき貴族の姿が刻まれ、いかなる命もスラガヤのためならば惜しまれるべきではないと考える。《天てん子し》を倒すために編まれた様々な技法も、年々に増す敵の数の前に優位は許されない。五匹の百足むかでを潰せば一本の腕をもぎ取られ、十匹の蜻蛉とんぼを切り落とせば六つの傷が腹の肉を切り開く。にもかかわらず、兵士は静かに《天てん子し》を殺し、自らもまた静かに死んでいった。戦場は《天てん子し》の血と兵士の血が溶け合い、赤い鏡のごとく陽光を煌きらめかせる。貴族たちはただひたすらに、積み上げられる死を見つめていた。

　ある一組の兵士たちのもとに、蟷螂かまきり型がたの《天てん子し》が襲い掛かった。敏びん捷しような動きに加え、間合いの長い鎌は《銀ぎん線せん》にとって最も恐ろしい相手と言える。軽装兵はすかさず距離をとり、重装兵も地を蹴るが、彼らは《銀ぎん柱ちゆう》から縄の届く範囲にしか動くことができない。重装兵は円を描くように後退し、すかさず予備の縄を後方の《銀ぎん柱ちゆう》に嚙かませる。重要なのはスラガヤから渡される奇き蹟せきの力を一瞬でも途切れぬようにすること。《天てん子し》が鎌を振り上げた瞬間、重装兵は最初の縄を自ら断ち切り、もう一度後ろへ後退する。

　しかし下の人間が無理に動けば、上の人間は動揺する。二人の呼吸が乱れると、宙に浮かせていた力が揺らぎ、軽装兵は重心が後ろに倒れるのを感じた。頭上から百足むかで型がたの《天てん子し》が襲い掛かる。強引に槍やりを振り当て狙いをそらすも、軽装兵は宙に浮いている分、勢いを殺すことができない。小石が弾はじかれるようにして、その体は大地に叩たたきつけられた。重装兵はすかさず相棒のもとへ駆け寄り、反射的に叫ぶ。

「おいっ、しっかりしろっ！」

　大地から立ち上る血の臭においと温かさに、眠っていたはずの恐怖が込みあげる。軽装兵は背中から打ち付けられ、幸い致命傷には至っていなかった。縄を素早く巻き取り相棒を抱きかかえると、重装兵は横に飛ぶ。二人が寸前まで立っていた場所に、人の三倍は長さのある大鎌が突き刺さった。一瞬でも遅ければ、命はなかった。そう考えるやいなや、重装兵の身体がぶるりと震える。

　彼は周囲を見回し、白服の兵士を探した。治癒の《銀ぎん紋もん》を使える衛生兵は各隊に一人配属されているが、視界の端に見つけた白い布は既に地に落ち、真っ赤に染まっていた。

「くそっ！　おいっ、早く目を覚ませ！」

　重装兵は相棒に呼びかける。奇き蹟せきの力があるとはいえ、手を塞がれれば逃げることしかできない。しかも移動が可能なのは《銀ぎん柱ちゆう》と縄を繫つなぐ範囲だけ、敵が増えればやがて追い込まれる。二人に執着していた《天てん子し》は蟷螂かまきり型がたが一匹。百足むかで型がたが二匹近くにいるが、一つの対象を追いかけるほど百足むかで型がたは賢くない。一人で蟷螂かまきり型がたを倒すことができるだろうか。いや、できるわけがなかった。ほんの少し前までならば、足の一本、相棒の一人でも打ち捨てて切りかかっていたかもしれない。だが、既に陶酔はさめきっていた。礼拝堂にも等しく静かに思われた戦場には、今や血が噴き出し、肉が裂かれ、骨の砕ける音で満ちている。全ての命が生き、死んでいく際の響きが、頭を打ち鳴らしている。ここで死にたくない。その思いが、身体を芯から揺さぶった。

　重装兵は蟷螂かまきり型がたが振り下ろす鎌を間一髪で交わしながら、たえず辺りを見回した。既に前線は追いやられ、生き残っている組は《銀ぎん柱ちゆう》四本分も離れている。縄を切り離す直前に後方へ飛ぶという方法もあるが、軽装兵の重みも一緒に飛ばせるほどの奇き蹟せきを扱えるのか。既に体力は消耗しており、加減を一つ間違えれば自分の身体がばらばらになる。

「くそっ！」

　無駄だと分かっていながら、悪態をつく。遠くに残っていた軽装兵の一人が天牛かみきりむし型がたの顎に両断されていた。胃袋が裏返るような絶望が湧き上がって、しかし次の瞬間、激しく大地に叩たたきつけられる。

　血で汚れた視界に、百足むかで型がたの《天てん子し》の足に絡まる縄が見えた。そしてその《天てん子し》が走るのと同時に、重装兵は血ち溜だまりの中を引き転がされる。片手で軽装兵の相棒を抱きかかえ、残った手で縄を摑つかむが、百足むかでの勢いに手の皮がずるりと剝がされる。

「──っ！」

　言葉にならぬ苦く悶もんの声が絞り出され、ばちんという音と共に縄が切れた。それでも重装兵は自らの命と相棒の命を諦めまいと身を固める。彼は大地に打ち付けられ、黒い血にまみれながら、瞼まぶたの裏に自らの娘の姿を見た。そして彼女と見た人形芝居を思い出す。糸に繫つながれ、操り手の思うまま、滑稽に振り回される人形たち。《天てん子し》が太陽の人形ならば、人間はスラガヤの人形に過ぎないのではないか。奇き蹟せきの力を分けてもらったと言いながら、結局は、スラガヤを守るために命を散らす道具に過ぎないのではないか。娘と一緒に人形劇を笑っていた自分も、周囲の人間全ても、自分たちが人形であることにさえ気付かぬまま、死んでいくのか。

　この身は何のために生まれてきたのだろう。

　まだ息がある相棒の体温と両足の激しい痛みを感じながら、黒い《天てん子し》の雲を眺める。蟷螂かまきり型がたが頭上から見下ろしていた。なんの疑問も抱くことなく、ただスラガヤの《地ち胚はい》に到達せんとするその命。今まで自分たちが切り伏せてきた《天てん子し》は、果たして太陽から遣わされることに疑問を抱いていたのだろうか。人形と人形が戦い合い、ただ朽ちていく場において、人間と《天てん子し》は平等なのかもしれない。それは皆平等に、虚むなしい命なのだ。

　鎌が振り下ろされた。

　しかし、その巨大な刃は重装兵の頭を掠かすめて、大地に突き刺さる。そんな偶然があるものか、と彼はわけもわからず笑みを零こぼしたが、それから鎌は微動だにしない。やがて、その《天てん子し》は大きく血ち溜だまりを跳ねて大地に倒れ伏す。

「……一体何が……」

　重装兵が首を傾けると、蟷螂かまきりの側に一人の男が立っていた。鎧よろい一つ身に着けず、片腕には縄、もう一方の手には太刀が一握り。奇妙なことに彼は返り血を一滴も浴びることなく、その身体に刻まれた《銀ぎん紋もん》が光り輝いていた。縄を握る掌てのひらだけではない、額の先まで隈くまなく銀の文様が浮かび上がっている。

　その男は縄を遠くの《銀ぎん柱ちゆう》に投げ絡からませたかと思うと、突撃用の犬と同様に、一瞬体を縮める。そして次の瞬間には矢のごとく地を蹴っていた。近くの百足むかで型がたに繫つながる《銀ぎん線せん》を瞬またたく間まに切り飛ばしたかと思うと、彼は宙に浮かび上がるのではなく、刀を構えて再び身を引き縮める。全身の《銀ぎん紋もん》が輝いた。すると彼の足元が奇妙に歪ゆがみ、まさしく中空を蹴るようにして次の《天てん子し》へと飛び掛かる。

　はじき出された矢が空で反射し続けるように、その男は勢いを止めることなく、凄すさまじい勢いで《天てん子し》を撃退し始めた。

「あなた、大丈夫？」

　ふと隣から声をかけられ重装兵が首をひねると、白い服を身にまとった衛生兵が一人。彼女は近くの《銀ぎん柱ちゆう》に縄を触れさせ、自らの《銀ぎん紋もん》に奇き蹟せきの力を流すと、即座に負傷者二名の治療を始めた。

「あんたたちは……」

「私たちは二番隊。六番隊が押されていると聞いたから」

「すまない……撤退に遅れてしまって……」

「どっちが幸運か分からないわ。後方に下がった六番隊は既に壊滅状態よ」

「壊滅……？　隊長は？」

「死んだわ。八番隊と十番隊も全滅。今日は左翼に攻撃が集中していたみたい」

　重装兵は「そうか……」とだけ呟つぶやき、それ以上のことは尋ねる気にもならない。それからふと、上空で次々と《天てん子し》を狩る銀色の光に目をやる。

「……あれは、噂うわさに聞く二番隊の隊長かい」

「そう。ダカン隊長を見るのは初めて？」

「ああ……なんというか……」

「化け物みたいでしょ」

「……」

「相棒もつけないどころか、まるで背中に目でもあるみたいに、かすり傷一つ作らない」

「それに……あれは何なんだ……人間はあんな浮かび方が可能なのか？」

「あの人は浮かぶんじゃなくて、跳ぶのよ。空気を圧縮して、それを踏み台に跳躍している」

　兵士の間で話を聞いたことはあったが、不死身の二番隊長に自分が助けられるとは、さすがに思いもよらぬことだった。しかし実際にその戦いぶりを目にすると、その常人離れした力にただただ啞あ然ぜんとするしかない。衛生兵はどこか誇らしげにダカンを見上げ、言った。

「……あの人は十七年前の大崩落を生き延び、瓦が礫れきの中から生還した方よ」

　大崩落。それはまだ重装兵が鎧よろいの重さを知らなかった頃、スラガヤに《天てん子し》が最も近づいたと言われる戦いだった。街の内部への侵入を許し、平民までもが《天てん子し》の姿を目にした一件は、重装兵の幼い頃の記憶にも鮮烈に残っている。

　重装兵は遠ざかっていく戦いの喧けん騒そうに耳を澄ませた。泥と血は鼻び腔こうにこびりつき、茫ぼう漠ばくと隣り合わせにあった死の感覚を思う。傍かたわらには安らかな表情に戻りつつある相棒と、その反対に突き刺さる《天てん子し》の大鎌。なめらかに輝く刃に映り込んでいるのは、かろうじて生き残ってしまった一人の人形の顔だ。

「……スラガヤは無事なのか？」

　そう尋ねたのは、人形の主を思う心が残っていたからなのか、それとも単なる好奇心か。衛生兵の答えは簡潔だった。

「今回は無事よ。けれど、このままなら、次が限界でしょうね」

　冬における《天てん子し》の襲撃は一度では済まない。

　あと何週間、あと何日、スラガヤは保もつのだろうか。

　そして、あと何体の人形が、この戦場で果てるのだろう──。




　　　　◇　◇　◇




　今年最初の《天てん子し》襲撃があった日から二週間が経たった。

《貪どん食しよく》さんによれば、農園で気を失ったわたしは丸一日も寝込んでしまったらしい。その間わたしが見ていたのは、スラガヤを《天てん子し》の群れが襲い、《一つ目の君きみ》の兵士たちが無残に死んでいく夢。その夢がずっと頭から離れなかった。なんとなく、心当たりはあるのだ。あの全てを見通せるような感覚をわたしは知っている。おそらくわたしはスラガヤの目を借りて戦場を眺め、スラガヤの耳を借りて兵士の心を聞きとっていたのではないか。……街の《銀ぎん線せん》に触れていたわけでもない自分が、どうして「声を聞けた」のかは、分からないけれど。

　夢を見て以来、なんだか不調が続いている。ことあるごとに、あの戦場の光景がちらつくのだ。料理を作っている時も、掃除をしている時も、不意にあの血の臭においが蘇よみがえって、わたしは混乱してしまう。自分が過ごしている日常が果たして現実なのか。兵士たちの悲惨な運命とわたしの境遇を並べた時、それが同じ《大おお獣けもの》に任された仕事だとは到底思えなかった。

「──クロア」

「は、はい！」

《貪どん食しよく》さんに呼びかけられ、ようやく思案を振り払う。食事の最中に食べもの以外のことを考えるなんて自分でも信じられないのだけれど、意識が戻ってもなお、わたしは食欲が湧かない。《貪どん食しよく》さんは、「何かあったのかい？」と気遣ってくれるけれど、わたしは曖あい昧まいに微ほほ笑えみ返すことしかできなかった。

《貪どん食しよく》さんはふと顔を下げると、手にしていた匙さじで朝食のスープをぐるりとかき混ぜる。表面に散らせていたチャイブの葉がゆっくりと渦を描いて沈んでいった。

「……クロア。ちなみに、これで三日目なんだけど……分かるかい？」

「三日目……？　なんのことですか？」

「朝食のスープ、食べてみて何にも思わない？」

　そう言われて、わたしはあまり手を付けていなかった自分のスープを一口すする。ジャガイモを玉ねぎや豚肉と一緒に、くたくたになるまで煮込んだそれは、わたしのよく作るスープだったのだけれど、

「……あれ？」

「これ……塩が入っていないんじゃないかな？　ここ三日、こんな感じだけれど」

「え……ご、ごめんなさい！　味見はしていたつもりなんですけど、どうして……」

　慌てて台所の塩しお壺つぼを持ってくるが、その蓋ふたを開けようとすると、《貪どん食しよく》さんがわたしの手をそっと摑つかむ。

「これ、砂糖壺だよ？」

「あ……」

《貪どん食しよく》さんはそれからじっとこちらを見つめてきた。わたしが思わず逃げるようにして俯うつむくと、優しい声が耳じ朶だに触れる。

「クロア……調子が悪いときは無理をしなくていいんだ。人間は《大おお獣けもの》みたいにずっと元気なわけじゃない。この前寝込んでから、ずっとこんな調子だろう？」

「……はい」

「気落ちする必要はないから、少しゆっくりするといい。必要なことは僕がやっておくし、欲しいものがあったら、なんでも言うんだ」

「……」

　かけられる言葉が優しい分だけ、なぜか一層胸が締め付けられた。わたしの仕事は命をかけるものでも、痛みを伴うものでもないのに、それさえろくにこなせないなんて。

「……ごめんなさい……でも皿洗いくらいはやりますから」

　立ち上がりかけた《貪どん食しよく》さんを制するように、わたしはお皿を持って流しに向かう。一度深呼吸をして、石せつ鹼けんを手に取った。大丈夫。皿洗いくらいは、わたしでもできる。……大体、わたしが悩んだところで、どうしようもない話なのだ。わたしが幸せだろうと不幸せだろうと、戦って死んでいく人はいつも存在する。わたしが夢を見る前だって、毎年冬には大勢の人が亡なくなって、それでもわたしは幸せに生きていたのだ。今さら現実を知って心を痛めるなんて、ひどい偽善者だと自分でも思う。

　──でも。

　ふと手が止まる。

　風の音。血と鉄と泥の匂い。砕け散る人間の身体。

　あの光景が一瞬蘇よみがえる。

「危ないっ！」

《貪どん食しよく》さんの声が聞こえた次の瞬間、床に落ちたお皿が鋭い音を立てて割れた。《貪どん食しよく》さんはすぐに駆け寄ってきて指を鳴らす。するとお皿の破片があっという間に集まって、彼の手の中に元通りの姿で収まった。

「あ……あの……」

「大丈夫かい？　足の裏を切ったりはしてないだろう？」

《貪どん食しよく》さんはわたしの肩をもって、真剣な表情で顔を覗のぞき込こんでくる。すると、微かすかに胸が高鳴った。仮面で隠れていたって彼の心配は手に取るようにわかるし、肩を摑つかむ大きな手とか、近くで見ても綺き麗れいな銀の髪とか、わたしの愚かな心臓はそういうものに喜んでしまう。戦場の夢が忘れられない一方で、《貪どん食しよく》さんとの生活に幸福を覚える自分がいる。

《貪どん食しよく》さんとの生活は幸せで、それは紛れもない真実だから、もしも身を委ねたら、わたしは本当に偽善者になってしまうのではないか。兵士のような人だけではなく、ガファル君も裏切って、わたしは自分だけ幸せになってしまうのではないか。

　そんなの絶対に、許されるはずがない。




「──放してくださいっ」




　わたしは思わず《貪どん食しよく》さんを突き飛ばして、それから呆ぼう然ぜんとする彼に、どうしようもない罪悪感を覚えた。わたしは逃げるように食堂を出て、自分の部屋に飛び込む。扉を閉めると悪お寒かんのような鳥肌が立って、目の前が真っ暗になった。

「……なにやってるのかな、わたし……」

　優しい《貪どん食しよく》さんはわたしを気遣ってくれただけだ。わたしが勝手に怖くなって、勝手に突き飛ばした。そもそも《貪どん食しよく》さんはわたしのことを何とも思っていないかもしれないのに。……しかしそう考えると、のどがぎゅっと詰まって、息もできなくなった。《貪どん食しよく》さんに好かれていたい。そんなことばかり考えてしまう自分が、また嫌になる。

　床にうずくまると自分の頰ほほが濡ぬれていることに気付いた。泣いたってどうしようもないのに、情けなさは一層募って、流れる涙は止まらない。いっそのこと、この涙と一緒にわたしの魂まで流し去ってしまいたい。偽善に満ちた命なんて、全てなくなってしまえばいいのだ。




　　　　◆　◆　◆




　クロアが食堂を立ち去ってしばらく、僕は床に縛り付けられたように身動きをとることができなかった。

　正直なところ、何が起きたかもよく分からない。クロアが自分を突き飛ばした？　そんなに触られることが嫌だったのだろうか。彼女が皿を落とすなんてことが信じられなくて、つい焦あせってしまったのだが、手に力が入り過ぎて、痛かったのだろうか。

　そもそも、スープのことを指摘したのが間違いだった可能性もある。彼女が自分で気付くのを待つべきだったのか？　こちらが言ったせいで、彼女の自尊心を傷つけてしまったとか？　……まさか、クロアはそんなことを気に病んだりしないだろう。美お味いしいもののためならば、彼女はどんな素人しろうとの意見だって聞いてくれる。むしろそんな彼女が料理に注意を向けられない、そういう状態が僕は不安だったのだ。あの《天てん子し》襲撃の日に気を失って以来、彼女は物思いにふけることが多くなった。いつも何か悩んでいるようで、笑うことも、間違って花を咲かせてしまうことも、めっきりなくなってしまった。こちらから声をかけるべきではなかったのだろうか。やはりそっとしておくべきだったのだろうか。

　しかし台所を見るだけでも、彼女の変化は明らかだった。いつもは大きさごとに分けられている器がばらばらに棚に入っていたり、野菜の切れ端が放置されて干からびていたり。ここ数日は僕が代わりに掃除や整理をしているが、クロアはそれに気付いた様子もない。やはり、何か大きな悩みを抱えていて、それは少なからず僕が原因なのではないか──。

　しばらくして、仕事の時間になってもクロアは部屋から出てこなかった。僕はさすがに自分から扉を叩たたく勇気が起きず、今日は一人で仕事をすることに決める。大体、いくら考えても今朝のやりとりの何が問題だったのか理解できないのだ。形だけ謝ったところで無意味だろう。

　……もしも、あの時自分がガファルだったら。

　ふと、そんな考えもよぎる。自分がガファルだったとしたら、クロアは心を開いてくれただろうか。彼女の抱える悩みも、あるいは《貪どん食しよくの君きみ》に対する拒絶の理由も、打ち明けてくれただろうか。今更そんなことを言ってみても、何も変わらないのだが。

　僕は《朽くち株かぶ》の階段を上り、《天てん子し》の襲撃で壊れてしまった二十階へ向かった。まずは奇き蹟せきの力で砕かれた壁を修復し、それから《蜜みつ針ばり》を手に取る。

「波形線が六進……三枝で、二重線が三進……」

　おおよその《銀ぎん線せん》の図面を頭に思い描き、それから壁に向かって《蜜みつ針ばり》を突き立てる。慎重に銀色の線を刻み、ある程度形が出来上がると、僕は無意識のうちに「どうかな、クロア」と口にしていた。

　無論、返答はない。

　静まりきった廊下に、自分の声がひっそりと消えていった。僕は漏れそうになった溜ため息いきを飲み込んで、《銀ぎん線せん》に手をあてがい、力を流す。線にゆがみや圧力の差があると発光にむらができるのだが、

「──っ！」

　ピシッという鋭い音と共に、壁にひびが入った。むらが大きすぎて、《銀ぎん線せん》が割れてしまったのだ。それから何度書き直しても、なぜか《銀入れ》はうまく行かず、次第に苛いら立だちも大きくなっていく。

　やがて廊下を分断するかのように巨大な亀裂が走った時、僕はとうとう《蜜みつ針ばり》を放り投げた。……こんなことを続けていても、仕事は進むどころか後退してしまう。僕は食堂のテーブルに、「スラガヤに出かけてくるよ」と書いた紙を置いて、《朽くち株かぶ》を飛び出した。




　　　　◇　◇　◇




　仕事の時間になっても、《貪どん食しよく》さんはわたしを呼びに来なかった。あんなことをして怒らない方がおかしいのだ。わたしはもしかしたら、と名前が呼ばれるのを待っていたけれど、扉を叩たたく音も、部屋の前を通る足音さえも聞こえることはなかった。沈黙が続けば続くほど自分の甘えた発想が情けなくなって、ますます謝りに行く勇気が持てなくなる。

　わたしは何か慰めを求めるように、机に仕舞ってある沢山の手紙を引っ張り出した。そのほとんどは、イオとルルジュから送られてきたもの。ユラスナにも手紙は送っているけれど、返事が返ってきたことはない。イオによれば、《土つち蜘ぐ蛛もの君》の下で随分忙しくしているらしい。ウーラとリーアも頑張っているそうだ。

　手紙の一番底には、ガファル君からの手紙がある。彼はわたしが寝込んだ日の直後、丁度手紙をくれたのだけれど、わたしはなぜか元気なふりをして返事を書いてしまった。ガファル君だって《一つ目の君きみ》の下で働いていて、あの戦場と隣り合わせだったのだ。自分がそれを今まで知らずにいたことを思うと、かえって相談することができなかった。

　皆の手紙を読むにつけ、わたしは励まされるどころか、自分の身体がどんどん小さく縮んでいくような気がした。他の人は背が伸びて、大人になって、わたしだけが少女のまま。姿見に映る自分は、まぶたを腫はらして泣いている子供だ。やっぱり何も変わっていない。

　スラガヤでは毎朝部屋の柱に身長を刻んでいたことを思い出す。《朽くち株かぶ》に来てからすっかりやめてしまったけれど、それはただ逃げていただけなのかもしれない。自分が少し成長した気になって、それを正面から見ようともしなかった。もしかしたら、わたしの背は小さくすらなっているかもしれないのに。嫌なものは見たくないから、都合のいいように、苦しまないように幸せを感じればいい──結局どんなことも話は同じなのかもしれない。

　キュエ。

　不意に、小さな鳴き声と小さな足音が聞こえる。気付けば緑色の蜥蜴とかげが机をよじ登り、零こぼれた雫しずくを細長い舌で舐なめとっていた。

「……ロー君は、ほんと食いしん坊だね……」

　農園に連れ帰ったはずのロー君は結局《朽くち株かぶ》に住むことに決めたらしい。それは《赤せき泥でいの君きみ》も《貪どん食しよく》さんも認めているらしく、わたしが夢から覚めた時には、既に部屋の一角が小さな花壇に変わっていて、ロー君はそこで眠っていたのだ。

「……わたし、何がしたいんだろうね」

　ロー君の額を撫なでると、ざらりとした皮膚が心地いい。彼はわたしの人差し指をぱくりとくわえたかと思うと、こそばゆくなるような優しさで指の腹を甘あま嚙かみしてきた。

「ロー君は食べ物があればいつでも幸せなの？」

《赤せき泥でいの君きみ》がお見舞いに来てくれたとき、わたしは少しだけ彼のことを教えてもらった。ロー君は動ける植物という探究の下に創り出された《銀ぎん隷れい》で、樹木としては十歳ほど、この姿になってからはまだ二年も経たたないそうだ。樹木兵のように明確な仕事が与えられているわけではなく、農園では毎日何かを食べるだけの生活だったらしい。それでも《赤せき泥でいの君きみ》によれば、ロー君のおかげで《銀ぎん隷れい》の性格や動きなどの研究が大いに進んだという。ロー君はやるべきことをやっていて、それでいて自分の好きなように生きている。わたしの知らないところでは、つらい仕事もこなしているのかもしれない。

　よく考えれば、わたしの妹たちも同じだ。皆真面目に働いているけれど、好きなこと、幸せになることは別にある。ルルジュの趣味は裁縫だし、イオは絵を描くのが大好き。ユラスナは隠れて詩を書いていて、ウーラとリーアは綺き麗れいな花を見つける才能の持ち主だ。

　……それじゃあ、わたしは？

　わたしにとって、どんなことが特別なのだろう。料理？　家事？　けれどそれは、わたしの仕事になってしまった。得意だったこと、好きだったこと、そういう今までのわたしが全部仕事になってしまったのだ。それが苦しくも、つらくもなく、むしろ楽しいことであるために、わたしはズルをしているような気がする。《貪どん食しよく》さんの優しさが、わたしだけのズルに思えてしまう。

　問題は、その多すぎる幸せを、わたしが独り占めしているということだ。わたしにだって、もっとやるべきことが、わたしにしかできないやるべきことがあるのではないか。……もしもそれを見つけられたら、わたしは本当に幸せになれるのかもしれない。自分に与えられた幸せを、ちゃんと自分に許すことができるのかもしれない。

　濡ぬれた頰ほほを拭ぬぐいながら顔を上げたとき、コンコンと扉を叩たたく音。わたしはなんとなく、今なら《貪どん食しよく》さんに謝れる気がして、その勇気が消えないうちに立ち上がった。扉の前で二回深呼吸をして、それからゆっくり扉を開くと──、

「……な、なんだ《赤せき泥でいの君きみ》ですか……」

「なんだ、とはなんじゃ。妾わらわが来てはいけぬのか。随分上うわ手てに出るようになったのう！」

「……《貪どん食しよく》さんなら、たぶん下の階にいると思いますけど」

「む、無視とは……まあよい、ともあれ妾わらわはおぬしと話すためにやってきたのじゃ」

「……わたし？」

「この前、幼おさな馴な染じみの話をしておったじゃろう。《一つ目の君きみ》の貴族とかいう」

「カリャンのことですか？　はい……彼女は貴族ですけど」

「スラガヤから妾わらわの農園に出入りしている商人が……その、なんじゃ、気になる噂うわさ話ばなしを持ってきての……」

「……それで？」

「……」

「……」

「……昨日、貴族が一人、殺されたそうじゃ」

「え……」

《赤せき泥でいの君きみ》によれば、話はこうだった。今朝がた、街の製薬や医療を司つかさどる《酔よい羽ばねの君》から商人がやってきて、いつもの取引の合間にとある噂うわさを聞かせてくれたという。商人が言うには、先日《一つ目の君きみ》から《酔よい羽ばねの君》に緊急処置の救援を求める知らせがあり、何人かの医師が《繁はん花か街がい》上層区の貴族の館に向かったのだそうだ。貴族の館といえば冬の間は手紙一枚すら入ることのできない場所。貴族たちが祈りのために身体を清め、外界との連絡は全て断たれている。そんな場所で事故が起き、《酔よい羽ばねの君》の人間が呼び出されたという。実際、現場には火傷やけどを負った召使や崩壊した建物の下敷きになって怪け我がをした貴族たちがいたらしく、貴族の一人は死亡。駐在の衛生兵だけでは対処しきれないほどの惨状だったらしい。

「無論、その死んだ貴族がおぬしの妹と決まったわけではないがの、その商人が仲間から聞いた話では、事故とは思えなかったと。つまりは殺されたのではなかろうか、とな。……物騒なものよと思うて、少しばかり耳に入れておこうかと──って、お、おぬし、どこへ行く！」

　わたしは《赤せき泥でいの君きみ》の話を聞き終えるや否いなや部屋を飛び出していた。そして、食堂に飛び込むなり口を開く。

「《貪どん食しよく》さん！　お願いが──」

　しかし、そこに彼の姿はなかった。代わりにあったのは、スラガヤへ行くという置き手紙が一つだけ。《赤せき泥でいの君きみ》は食堂にやってくると手紙を一いち瞥べつし、きょとんとわたしを見つめてきた。

「ふうむ、なんじゃ、もしかして喧けん嘩かでもしたのか？　あやつに置いていかれて、おぬしもそんなに真っ赤な目をしておるのか」

　わたしはもう説明する暇も惜しいという気持ちで、思わず彼女の手を摑つかみ取っていた。そして祈るように頭を下げる。

「……あのっ！　お願いしますっ！」

「なんじゃ、突然」

「スラガヤまで、わたしを連れて行ってもらえませんかっ！」




　　　　◆　◆　◆




　気分転換に街までやってきたはいいものの、なんとなく《仮かり初そめ》の店には行く気にならなかった。行って、今日あったことを話せば、一言、二言皮肉をもらうか、説教をくらうのが目に見えている。聞いてしまえば楽だけれども、今日はクロアの拒絶によって十分傷ついているのだ。その上にわざわざ塩を塗られる元気はなかった。

　結局僕はガファルの服装に姿を変えて、スラガヤの街をぶらつくことにする。《繁はん花か街がい》の細い路地を抜けて、いつも夜警たちが集まる広場へ。昼前と言うには早すぎる中ちゆう途と半はん端ぱな時間だったせいか、そこは随分と閑散としていた。夜警たちは一人、二人がぽつぽつと石段の上に寝転がり、昼寝をしているくらい。屋台の砂糖菓子は客が少なく余り気味なのか、二個もおまけがついてきた。

　冬の空から風かぜに砂すな埃ぼこりが吹き上がる。一人の夜警の帽子が飛ばされて、偶然僕の座っていた隣に落ちてきた。帽子の持ち主はむくりと身体を起こすと、こちらに気付く。しかしその脇には松まつ葉ば杖づえが見え、容易に立ち上がれそうにもない。僕が帽子を持っていくと、彼はそれをすまなそうに受け取って、頭を下げた。

「悪いね。この前の襲撃で足がやられちまって……あれ、君、前にここで会わなかったかい？」

　男はこちらの顔をまじまじと見つめ、それから深く頷うなずく。

「うん。銀色の髪だったから、よく覚えてる。ほら、丁度《銀ぎん初ぞめ》の祭りの頃にさ、俺が砂糖菓子をのどに詰まらせて」

「ああ、娘さんの代わりに……」

「そうそう！　お互い夜警に入っていれば、いつかはすれ違うもんだけどね。君は非番かい」

「ええ。そちらは……休養ですか」

「ここに来る必要もないんだけどさ、家にずっといるのも気が滅め入いっちゃって。うちはこれでも俺が稼ぎ頭だからね。俺の嫁さんは奴隷商会の出で、今更良い職にはつけない身分なんだ。このまま働けないとなると、一家を路頭に迷わせることになる」

「それで、のんびり昼寝をしていたわけですか」

「あはは、いやあ、手厳しいなあ。これでも寝ながら悩んでいるんだよ」

　男は思いのほか明るく笑いながら、隣に座るよう促した。余っていた砂糖菓子を渡すと、彼は嬉うれしそうに頰ほお張ばる。その横顔は秋に見た時よりも頰ほほがそげていて、包帯の巻かれた右足と共に、戦いの悲惨さを滲にじませていた。するとこちらの視線に気づいたのか、彼は苦笑と共に言う。

「これでも、命があるだけありがたいと思わなきゃな。この前のは、死人が三千近くに上ったらしい。この広場も寂しいわけだよ」

「そんなに……」

「それに君も聞いただろ、貴族の話。不吉なもんだよなあ……」

「貴族……？　自分はしばらく風邪で引きこもっていたので知らなくて……」

「そうか、中町じゃ皆噂うわさしてると思ってたけどな……」

　男は不思議そうに呟つぶやくと、少し身をかがめて声を低める。

「貴族が一人殺されたらしいんだよ。若い女の貴族だったって話だ」

「──若い女の貴族？」

「四番のファエール様か、十七番のナリ様か、二十二番の──」

「カリャン」

　その名を自分で口にして、自然と身体が強こわ張ばる。それはカリャンの死が恐ろしいという以上に、それを伝え聞くクロアの心情を想像してしまったからだった。

「まあ、若い女っていうのも噂うわさ話ばなしで分からないんだけどな。ただ三日前の早朝に貴族の館から爆発音が聞こえたっていうのは何人も証人がいる。うちの嫁さんも朝市の買い出しで聞こえたってさ」

「殺されたっていうのは？　その爆発で死人が出たという話ですか」

「どうもそうらしい。爆発は丁度祈りの時間だったっていうから、事故のわけもない」

「……どうしてですか？」

「いや、俺も人から聞いたんだけど、貴族の方々は一人一人自分の礼拝室を持っているらしいんだよ。そこで貴族が火事を起こすわけはないし、ましてや街中に聞こえる爆発なんて調理場の油鍋を燃やしたって無理だろう。誰かがどうにか入り込んで殺したんじゃないかな」

　そう言いながら、男は平然とした様子で砂糖菓子を咀そ嚼しやくする。こちらが考え事にふけっていると、突然彼が謝ってきた。

「食事中に悪かったな。嫁さんにもよく叱しかられるんだよ」

「いえ、僕も噂うわさ話ばなしは好きですから。むしろ、もっと聞きたいくらいですよ」

「もっと、と来たか。それは夜警の性分だな。それじゃあ、ついでにもう一つ。ここ数年、変な教団の話を耳にするんだけどさ──リリアン教って知ってるかい？」

「リリアン……？　聖リリアンの、リリアンですか」

「そう、奴隷商会ではリリアン様にお祈りしたりするけれど、それとはちょっと違うらしい。なんでも、リリアン教ってのは聖リリアンの生まれ変わりがいると信じてるんだとさ」

「生まれ変わり？　そんな、ありえない」

「俺だってそう思ってたさ。けどさ、案外本当にすごい集団なんじゃないかって、最近思い直したんだよ」

「何かあったんですか」

「いやあ、話はこれに戻るんだよ、これに」

　男はそういうと包帯が巻かれた足をぽん、と叩たたく。

「俺が足一本の犠牲で済んだのは、二番隊のダカン隊長のおかげなんだが、その人はリリアン教の幹部らしい。全身《銀ぎん紋もん》を光らせて、戦場を飛び回るんだよ。あれは、普通の人間じゃないと思ったね。それで色々と人に聞いて回ったら、リリアン教のお偉方は皆《遺い銀ぎん》なんだそうだ」

　……全身に《銀ぎん紋もん》を刻み、売れ残った奴隷。確かに《遺い銀ぎん》と呼ばれる者は有能な奴隷であることが多い。クロアは特殊な例だが、それでも唯一無二の奇き蹟せきを持っている。《遺い銀ぎん》に買い手がつかないのは、様々な奇き蹟せきを扱うことができるために付加価値が高くなりすぎているという理由もあるほどだ。

「でも、そんな人たちが集まって何をするって言うんです。戦いでも起こすんですか」

　僕は冗談でそう言ったのだが、彼は存外にまじめな表情で「そうかもな」と呟つぶやいた。

「一言で言えば、奴隷解放を目指しているらしい」

「……解放？」

「どこまで本気か分からないよ。ただ、《遺い銀ぎん》っていうのは能力がありすぎて《大おお獣けもの》に買ってもらえないわけだろう？　やっぱり自立心みたいなものがあるんじゃないかな。今は《大おお獣けもの》の下で働いていたとしても、もっと自分の力を発揮できる場所を求めてる……とか」

「でも彼らは具体的に何かしているんですか。治安を乱そうとする者がいれば《一つ目の君きみ》に知られていないはずはないし……まさか、貴族殺しの件に関わっているとか」

「さあね、そこまでは知らないよ。──ただ、これは俺が勝手に思ってることなんだけど、近頃のスラガヤって変じゃないか？　君の言う通り、リリアン教に何か具体的な力がなかったとしても、そんなものが存在していることが変だ。あるいはこの前の戦いだって、兵士の三分の一が死んで、次の戦いがどれほど劣勢に追い込まれるのか、分かったものじゃない。兵士の養成は一日や二日でできるものじゃないし、《一つ目の君きみ》も何か対策を立てる風でもないんだ。あれだけの損害を受けて、まるで関心がないみたいにさ」

　男の言葉を聞いて、僕は《一つ目》との会話を思い出した。今年の《銀ぎん初ぞめ》の日、突然話しかけてきた彼は花の爛熟期について語っていた。それはスラガヤの発展が盛りを迎えていると同時に、終わりが近いという意味でもある。彼はあの時すでに、何かを予感していたのだろうか。しかし気付いていたのなら、なぜ何も手を打とうとしないのか。

「……《天てん子し》が《地ち胚はい》を食べてしまったら、奇き蹟せきは使えなくなるって言うだろう？　そうしたら、俺たちは街を出るしかない。道なき道を歩いて、どこにあるかも分からない新しい街を探さないといけない。それは、つまり無理ってことだ。ましてや俺なんか、この脚だからね」

「……」

「皆、薄々感じてはいるよ。ただ十七年前も街がそういう雰囲気になって、俺の母親なんかは本当におしまいだと思ったらしい。それをなんとか持ち直した経験があるから、今回も大丈夫なんじゃないかって信じてる。……信じるくらいしか、できないんだよな」

　僕はその言葉に返す言葉が見つからず、黙ったまま空を見上げた。広場の四角い隙間から覗のぞく青空では、細切れになった雲が速足で通り過ぎていく。

　不意に、男が言った。

「……ありがとうな。なんだかすっきりしたよ。最近、こういう話をする相手もいなくてね」

「いえ、そんな」

「……正直、この前の戦いから何も手がつかないんだ。体と魂がばらばらになったみたいでさ。実際、俺は戦場で本当に死にそうになった。それで、ふと、どうして自分はこんな死に方をするのかと疑問に思ったんだよ。《大おお獣けもの》の意志で何百、何千と人が死んで、それは何なんだろうってね。家族や友人が住む街を守るのは分かる。けれど、どうして俺たちばかりが死ぬ役目を負うのかな。《大おお獣けもの》も貴族も、ただ戦場を見るだけで、何もしてくれないじゃないか。俺たちと貴族の違いは何なんだ？　人間と《大おお獣けもの》の違いは何なんだ？　俺は別に《一つ目の君きみ》を恨んじゃいないけれど、ただ、考えちゃうんだよな。俺が兵士じゃなかったら、どんな人生があっただろうって」

「……」

「こんなことを考え始めたら、兵士失格だよな」

　男は困ったように肩をすくめ、誤ご魔ま化かすように笑う。しかし、彼の胸で渦巻く問いはその笑みで隠しきれるものではない。どんな経験をしたのかこちらには想像もつかないが、彼は確かに自分のこれまでの生き方とその結果を、秤はかりで比べる瞬間があったのかもしれない。

「……これはたとえ話ですけど、百人のうちにたった一人狂った者がいるなら、狂った者にとって九十九こそ狂っているんです。そして、その九十九を殺してしまえば、一つのことが正しくなる」

「おいおい、随分物騒な慰めだなあ。片足の俺に、他の奴らを殺して回れって？」

「いや、僕もあなたと同じようなことを悩んだときに、そう言われたことがあるんです。それをちょっと思い出してしまって」

「もう君は悩んでいないみたいな言い草じゃないか。俺よりよっぽど年寄りくさいぞ」

「あはは、どうなんでしょう。悩むことを諦めてしまっただけかもしれません」

　それから僕は余っていたもう一つの砂糖菓子を彼に渡し、立ち上がった。

「おい、いいのかい？　貰もらっちゃって」

「よければ娘さんにでも。久しぶりに食べたら、きっと美お味いしいと思うので」

「そうだな。うん、そうするよ。ありがとう」

「──そうだ、それから一つ、人生の先輩として助言をいただけますか」

「うわあ、いきなり白々しいなあ、何だい急に」

「誰かときまずい空気になったときは、どうしてますか？　たとえば奥さんと喧けん嘩かした時とか」

「ははあ……青春だな？　それなら簡単だよ。謝って、甘いものでも食べて、沢山話すのさ」

「……やっぱり、そうですよね」

「──まあ、考えた通りにできたら、苦労はないんだけどな。どうにも、こういうのは二人の問題だから、一人手前で考えていても難しい」

　彼はそう言うと、なぜかこちらをしげしげと見つめて、笑った。

「けど、なんだか、ほっとしちゃったよ」

「何が……ですか？」

「君も随分と人間らしい悩みを抱えているんだと思ってね。いや、人間なんだから人間らしいのはあたりまえだろうけどさ、ほら、君は若いわりに落ち着いているし、俺の方がよっぽど不器用だから……気を悪くしないでくれよ」

「あ、いえ……ちょっと驚いてしまっただけで……」

　……人間らしい、か。こちらの正体も知らない相手に言われるほどでは、よっぽどなのかもしれない。ただ、彼の言葉はどこかむず痒がゆくも、悪い気はしないのだった。

　僕が立ち去ろうとすると、彼が最後に引き留めるようにこう言った。

「なあ……君の名前はなんていうんだい？　夜警の間じゃ聞かないのが慣例だけれど……なんだか君とは縁を感じるし……俺の名前も憶おぼえておいてほしいんだ。俺はラカウ」

「僕は──ガファルです。ラカウさん」

「ガファルか……うん。覚えたぞ。じゃあな、ガファル。彼女と仲良くしろよ！」

　思えば、人間に名前を聞かれて答えたのは久しぶりだった。彼と初めて会った時はほとんど意識に上らなかったけれど、これからはもう忘れることはないだろう。彼はたぶん、どこか変わった。あるいは……僕が変わったのだろうか？

　ラカウの助言に従って、僕はお土産みやげを買って《朽くち株かぶ》に帰ることにした。中町の外れには、人間ではなく《大おお獣けもの》を相手に商売をしている者も少なくない。大体は裏町の《大おお獣けもの》に対する仕入れを行っているのだが、普通の食べ物もないわけではなかった。普段、肉や卵を買い入れている店に行くと、飴あめの入った小さな箱を見つける。これでクロアの機嫌をとろうとは思わないが、何も言わずに《朽くち株かぶ》を出ていったことの埋め合わせにはなるだろう。

　しかし、箱を買って帰路に着こうと思った矢先、見知った顔に出くわしてしまった。店前で視線を感じたと思ったら、案の定一人の少女が遠くからこちらを見ていたのだ。僕は仕方なく彼女のもとまで歩いていって、挨拶をする。

「やあ、奇遇だね、ルルジュ」

「やっぱり《貪どん食しよくの君きみ》じゃないですか。クロアはいないんですか？」

「今日は残念ながら一人で買い出しだよ」

　外がい套とうをかぶり、どこか人目を忍ぶ様子のルルジュは、それを聞くと残念そうに肩を落とした。彼女はそれから隣に立っていた少女の肩に手を乗せ、言う。

「この子と近くの食堂でご飯を食べてたんです。……ユラスナと会ったことありましたっけ？」

「一度、《仮かり初そめ》の店の展望台で顔を見たよ。ちゃんと挨あい拶さつするのは……初めてかな」

　ルルジュに背を押され、ユラスナが一歩前に出る。クロアと同じくらいの背丈の彼女は、暗い褐色の髪を揺らして、あまりこちらを見つめようとはしない。

「こんにちは、ユラスナ」

「……どうも」

　この前会った時もそうだったが、彼女は僕に対して警戒心を抱いているらしい。クロアよりも線が細く少し神経質そうな顔立ちだ。やっぱり僕と目を合わせようとはしなかった。すると代わりにルルジュが苦笑を浮かべて言う。

「ごめんなさい。ちょっとこの子、機嫌が悪くて」

「いや……何か気に障さわるようなことをしていたら、教えてほしいんだけれど」

「それは、どうしようもないですね。その顔がいけませんから」

「か、顔？」

「というか、その髪ですかね。銀髪。それがダメです」

　ルルジュにまじまじと顔を見つめられて、なにやら冷汗が出る。……普段クロアを相手にしているせいで、あまり変装の効果を考えたりしないのだが、所しよ詮せん仮面一枚だ。勘のいい人間だったらガファルと《貪どん食しよくの君きみ》が似ていることにはすぐ気付くだろう。

「……どうして、銀髪がダメなんだい？」

「いや、まあ、ユラスナにとって銀髪の青年は初恋の人ですから」

「──えっ？」

「めくるめく、少女と銀髪の青年の恋物語があるんです……ユラスナの処しよ女じよ詩し篇へんで長さは──」

「ちょっと、ルル姉っ！」

　顔を真っ赤に染めながら、すごい形相でユラスナがルルジュを睨にらみつける。それから彼女は口から火を噴かんばかりに、まくし立てた。

「あれは、クロ姉とガファルさんの話だから！　別に私の初恋とか、そういうのじゃ全然ないし！　勘違いしないでっ！」

「でも、《貪どん食しよくの君きみ》が銀髪だって聞いて悲しんでたじゃない。銀髪の人はいつもあの人を好きになるって──」

「いいから黙ってっ！」

　ユラスナはルルジュの口を直接押さえると、道の奥の方に無理やり連れていく。それからしばらくユラスナの小言が響いていたが、やがて路地裏からユラスナが出てきたかと思うと、一人で肩をいからせ歩き始めてしまった。ルルジュは困り顔で出てくると、ついてくるようにこちらを差し招く。

「いいのかい、ルルジュ。随分とお怒りじゃないか、彼女」

　僕が隣について歩き出すと、ルルジュは小さく溜ため息いきを漏らした。

「あれくらい怒ってくれた方が、いつものあの子らしいんですけどね。最近、暗くって」

「……怒らせるにしては、やりすぎだと思うけど」

「別に噓うそを言ったわけじゃないですから。あの子は多分、ガファルと恋愛するクロアに憧れてたんだと思うな。誰かが好きっていうよりも、恋に恋するって感じですね」

「……実際、詩に編まれるような恋愛だったのかい？」

「そりゃあ、あんなの傍はたから見てたら、恥ずかしくて死にそうになりますよ。現実の方がよっぽど甘いんですから」

「……そ、そうか……」

「案外、本人たちは分かってないんですよ。クロアも鈍感だけど、ガファルも結構初う心ぶだから、周りの人間は見ていて微ほほ笑えましいやら、焦じらされるやら……」

「……周りの人間って、君たち姉妹だけのことじゃ……」

「いえいえ、ユラスナの処しよ女じよ詩し篇へんは《枯れ花》地区の流行になったんです。少しだけお金も入って、皆でお肉を買ってね。クロアだけは良く分かってなかったみたいですけど。《貪どん食しよくの君きみ》は聞いたことないんですか？」

「……い、いや……まったく……」

「ちなみに、二人の銀髪の青年の取り合いになる少女っていう内容の詩も書いてましたね」

「それは……僕とガファルのことだね……」

「あら、それくらいは気付くんですね。二人とも、まるで双子みたいに背格好が似ているし、鈍いところもそっくりだから──って、ごめんなさい。口が滑りました。……《貪どん食しよくの君きみ》と話してると、なんだか人間と話してるみたいな気になっちゃって」

　気を悪くしないでくださいね、と笑うルルジュに、こちらは血の気が引くばかりだ。しかしふと彼女は前を行くユラスナに目をやり、独り言のように呟つぶやいた。

「……でも、あんなに夢中になって書いていたユラスナが、もう詩なんて止めたって言うんですよ。……食事に誘っても、ついては来るんですけど、全然笑わなくなっちゃった」

「……何かあったのかい？」

「それが分かれば困りませんよ。あたしには話してくれないんです。きっとあの子も悩み事があるんだと思うんだけど」

「まさか……貴族の……」

「ああ、あの噂うわさですか？　あたしはまさかカリャンに関係はないと思ってますけど。どうかしら……ユラスナはカリャンのこともよく詩にしてたから。確かに心配してるのかも」

　ルルジュによれば、二人はこれから《仮かり初そめ》の店でイオと会う予定らしい。普段は離れ離れの姉妹がせっかく集まるのだ、あえて邪魔をする理由はない。僕は大人しく別れを告げて、《朽くち株かぶ》に戻ることにした。

　……いや、正直、今すぐにでもクロアに会いたいのだ。会って、もっと話がしたい。ルルジュに言われたおかげで、ガファルとしてクロアと会っていた頃のことを思い出した。まだお互いのこともよく知らないで、少しずつ、少しずつ距離を縮めていったあの頃のことを。

　分からないことがあったら、話せばいい。そうだ。実に単純なことだ。僕たちはそういう単純なことの繰り返しで、あんなに仲良くなれたのだから。今は詩になるような甘さはなくても、二人の穏やかな関係はきっと戻ってくる。戻してみせるのだ。




　　　　◇　◇　◇




《赤せき泥でいの君きみ》はわたしをスラガヤまで届けてくれるとすぐに帰ってしまった。しかし街に絶対寄り付かないという彼女がきちんと送ってくれたことだけでも、感謝しきれない。かなり強引にお願いを聞いてもらったから、あとできちんとお礼をしよう。

　冬でも草木で鬱うつ蒼そうとした庭先を通り抜け、《仮かり初そめの君きみ》の彫り物屋に入ると、受付にはお店の主が座っていた。彼はわたしに気付くと意外そうに首を上げる。

「なんだ、ここに来るのは来週じゃなかったのか？」

「急にごめんね……《貪どん食しよく》さんは来てる？」

「いや、顔も見てないが……って、どういうことだ。お前、ここまでどうやって来た」

「《赤せき泥でいの君きみ》に運んでもらったの」

「……ほんと怖いもの知らずだな、お前……まあ、それで？　《貪どん食しよく》とは喧けん嘩かしたのか」

「し、してないよっ！　今日来たのは、ちょっと聞きたいことがあって……」

　わたしはお店の奥に通され、待合室で待っているように告げられる。部屋の中央に揺れるランタンを見つめていると、小さな茶ちや碗わんと土瓶を持って《仮かり初そめの君きみ》が現れた。その後ろには目をこすりながらあくびを放つ、寝間着のイオの姿もある。

「まあ、なんとなくお前がここに来た理由は分かるんだが、とりあえず身体を温めろ。真っ青だぞ。空を飛んできたんだろ」

「……うん」

　言われてみると、自分の指先が氷のように冷えていることに気付く。《仮かり初そめの君きみ》が用意してくれたのは砂糖の入った甘いお茶で、それがのどを通ると体の芯から熱が染しみ渡わたった。

　それからわたしが求めるまでもなく、《仮かり初そめの君きみ》は貴族の館で起きた爆発について、噂うわさとして流れている情報を丁寧に教えてくれる。医師たちが見た惨状。爆発が事故とは考えられないこと。それから死んだのは、若い女性貴族かもしれないということ。

「──けどな、所詮噂うわさ話ばなしだ。どこで尾ひれがついているかは分からないし、これ以上の情報は存在しないのも確かなことだ。基本的に冬は貴族の館に誰も入れない。《酔よい羽ばねの君》の医者が呼ばれたのは想定外で、今はもう門もぴったり閉まってる。わざわざスラガヤまで来てもらって悪いが、カリャンの安否はわからないんだよ」

「……どうしてそんなに秘密主義なのかな」

「そりゃ、貴族は聖なる人だからだよ。彼らの祈りは兵士たちの心の支えだ。何か特別な存在だからこそ、人はそれにすがることができる」

「でもカリャンは普通の女の子だよ？　無事だったとしても、きっとすごく不安だと思う……」

「そりゃそうだろうが、特別な人間として扱われるってのが貴族の仕事だからな。それをやめさせるわけにはいかねえだろ」

「……どういうこと？」

「うーん……なんていうかな、貴族ってのは偶像なんだよ。兵士にとっての戦う意味だ。スラガヤっていう漠然としたもんじゃなく、一人の尊い人間のために戦う。あるいは他の階級も、兵士のため、ひいてはその上にいる貴族のために働く。結局社会全体が上に向かって一つの流れを持つ。そのために貴族は特別な人間になるんだ」

「特別な人が選ばれてるってことじゃないの？」

「──まあ、ある意味そうだ。でも、お前たちは十七年前の大崩落以降に生まれたから知らないんだろう。その特別の意味を」

《仮かり初そめの君きみ》の言葉を聞いて、わたしもイオもきょとんとするしかない。彼は一口お茶を飲んでから、話を続けた。

「大崩落が起きるまで、《一つ目の君きみ》の下で働いていた奴隷は治安維持、防衛に関わる兵士だけだった。それを商人階級や官吏階級も統合して、頂点に貴族階級を置き、階級社会によって街の統合を図ったのが《一つ目の君きみ》の探究だ。だが、それは要するに貴族が十七年の歴史しか持っていないってことになる。聖なる人、特別な人になるための歴史が足りない。そういう時どうすればいい？　どうしてカリャンは貴族に選ばれた？」

「それはカリャンが綺き麗れいで──」

「──《初物》だから。つまりは弱いからだ。枠組みとして貴族とその他を区別するために、庇ひ護ごの対象っていう立場が重要になる。冬に貴族の館が閉ざされるのも、そういう特別さを形から作るってことだ。中身が特別なんじゃない。特別な器に入れることで、特別にするんだ」

「でも……それなら一層のこと、殺されるなんてありえないんじゃないかな。選ばれた理由がなんであれ……守らなきゃいけないなら……」

「いや、そうじゃねえ。重要なのは、貴族を本当は守らなくていいってことなんだよ」

「え……」

「大切なのは貴族っていう器であって、その中身の人間じゃない。たとえば、この前の戦いで失態を演じた隊があったとして、誰が責任をとるべきか。隊長を殺すのは損が大きいが、貴族なら実害にはならない。尊い犠牲によって隊の失敗も償われ、兵士はやる気を取り戻すかもしれねえ。そういう精神的な責任を管理するために作られたのが貴族階級なんだよ」

「……それじゃあ、貴族を殺したのは《一つ目の君きみ》だって言うの？」

「まあ、誰も貴族の館に入り込むことができないなら、そうだろう。召使たちは人を殺せるような《銀ぎん紋もん》を刻んでいない」

「……でも……」

　その時不意にイオが口を開いた。

「……ご主人様……一つ質問があるんです……けど……」

《仮かり初そめの君きみ》が頷うなずくと、彼女は問う。

「……召使に怪け我が人にんが出ているなら、《一つ目の君きみ》が黒幕っていうのは、おかしくない……ですか？　下手過ぎるっていうか……」

「下手、か」

「……兵士たちへの見せしめというか……生いけ贄にえみたいに殺すのなら、事故として装よそおう必要もないし……外部の医者を呼ぶ時点で、《一つ目の君きみ》にとっては不慮の事態だったはず……」

　言われてみれば、確かにそうだ。《仮かり初そめの君きみ》の貴族に関する話は、それ自体として理屈が通っても今回の事件とは少しずれている。

「じゃあ、イオは貴族殺しをどうやって説明するんだ？」

《仮かり初そめの君きみ》にそう問い返されると、イオはしばらくの躊躇ためらいの後、ぼそりと呟つぶやいた。

「……そもそも、貴族は殺されたのかなって」

「……」

「……この際貴族の生死は確かめようがないです。でも……爆発を生じさせることができた人は……絞れます。外部の人間でも召使でも、《一つ目の君きみ》でもないとしたら……」

「……貴族たち自身か？　けれど貴族階級はもともと《銀ぎん紋もん》のほとんど入っていない奴隷が選ばれるんだぜ。建物を壊すような奇き蹟せきの力を使えるはずがねえ」

　しかしイオは首を振り、それを否定した。

「誰が殺したかじゃない……です。ちょっと思ったのは……この事故がそもそも自殺だったんじゃないかって……」

「──」

《仮かり初そめの君きみ》は一瞬呆あつ気けにとられるが、やがて何か得心がいったかのように深い溜ため息いきを漏らす。イオは近くの棚から一冊の本を取り出すと、ある頁ページを開いてわたしの前に広げてくれた。

「……あのね……《銀ぎん紋もん》の文もん様ようっていうのは、その奇き蹟せきがどれだけ複雑かに応じて、大きさや形が決まるの。……遠く離れたものに影響を与えようとすれば、線は長くなる……細かい奇き蹟せきなら、文もん様ようも細かくなる……。水路が沢山枝分かれしていれば……水の使い方も自由になる……みたいな。逆に狭いと……水が溢あふれちゃうみたいな」

「……そうなんだ」

「……奇き蹟せきが《銀ぎん紋もん》から離れる必要も、調整する必要もないとすれば……核となる文もん様ようだけでいいの。火、水、土、鉄、風、そういう基本の文もん様ようがこの頁ページに書いてあって……」

　そこまで聞いたら、わたしでもイオの言いたいことに察しが付く。仮に、自分の肉体に火の力を集中させるだけならば。壊れてしまうことを覚悟で、奇き蹟せきの力を溢あふれさせるのならば。

　貴族が《銀ぎん紋もん》による爆発で自殺することはできてしまう。

　そしてイオに差し出された本に目をやったとき、わたしは火の《銀ぎん紋もん》に目が留まった。ただの四角形。普通ならばその四隅から線が伸びるはずの基本文もん様ように、わたしははっきりと見覚えがあった。

「……うそ……」

　わたしが最後にカリャンと会った《銀ぎん初ぞめ》の日、彼女の額には《銀ぎん紋もん》があった。単純な、本当の《銀ぎん紋もん》とは思えないような四角の文もん様よう。

　その瞬間、理解する。爆発の起きた場所がなぜ礼拝室だったのか。……足裏の《銀ぎん紋もん》と隔たった《銀ぎん紋もん》は直接、《銀ぎん線せん》に触れさせなければ使えない。けれど聖リリアン様に祈りを捧げる時、わたしたちはまさしく地面に頭を付けて、祈るのだ。

　全身を悪お寒かんが襲い、力が抜ける。わたしは思わず床にへたり込んでしまった。

「……クロ姉、顔が真っ青だよ……。大丈夫？」

　イオに背中をさすられながら、何度か深呼吸をする。しかし、あの日感じた胸騒ぎが今頃になって蘇よみがえり、心臓の鼓動さえも乱れていくような気がする。

「おい、気付いたことがあるなら言えよ。黙っていたって──」

《仮かり初そめの君きみ》が声をかけてきたその時、突然、ドンと腹を揺らすような音が響いた。

「……おいおい、こりゃあ……」

《仮かり初そめの君きみ》が口をあんぐりと開け、立ち上がる。それからわたしたちは一目散に外へ出た。溜ため池いけを横切り、展望台までやって来ると、頭上を振り仰ぐ。すると遥はるか上空、《繁はん花か街がい》の上層区の一画から細い煙が噴き出していた。

「……あそこは貴族たちの館がある場所だ」

《仮かり初そめの君きみ》の呟つぶやきに、嫌な汗が背中を伝うのを感じる。もしも、本当にこの爆発も自殺だとしたら……それは二人の人間が死んでしまったということだ。それはたとえカリャンではなかったとしても、痛ましい。

　一体貴族はどんな気持ちで命を絶たねばならないのだろう。自分を爆発させて、その痛みは一瞬なのか。貴族として生きていることは、それよりも苦しいことなのか。たとえ自殺の方法が分かったところで、その理由をわたしは知らないのだ。どうしてカリャンはあの時額に《銀ぎん紋もん》を刻んでいたのか。あの時既に、彼女は自殺の可能性を刻んでいたというのか。わたしはそれに気付くこともできず、ただただ──……

「──クロア」

　ふと名前を呼ばれて、わたしは振り返る。そこに立っていたのは額に汗を滲にじませたルルジュ。少し遅れてユラスナも現れた。二人とも長い階段を駆け上がってきたようだった。

「上の方から大きな爆発音が聞こえたから、何かと思って急いできたんだけど……どうしたの？　そんなに怖い顔して」

　そう言って首を傾かしげるルルジュに、わたしは絞り出すようにして答える。

「……カリャンが……自殺したかもしれない……」

　返答を耳にした途端、ルルジュの表情にさっと影が差した。彼女はわたしの肩を摑つかむと、真剣な表情で尋ねてくる。

「……根拠はあるの？　噂うわさ話ばなしも、さっきの爆発も、カリャンだと決まったわけじゃ──」

「……カリャンと最後に会った時、わたし見たの。額に……四角い《銀ぎん紋もん》を……」

「額の《銀ぎん紋もん》……？」

　ルルジュが訝いぶかしげに聞き返す。しかしわたしの言葉に強く反応したのは、むしろ傍かたわらにいたイオの方だった。

「……クロ姉……それ……本当なの？　見間違いじゃないの？」

「うん。前髪に隠れていたけど、間違いない。……それで、自殺できるんでしょう？」

「……そんな……」

　言葉を失うイオに、ルルジュがどういうことかと説明を促す。イオは一瞬、《仮かり初そめ》の方に目をやったかと思うと、こう語った。

「……ご主人様に聞いたことがあって……昔、全身に《銀ぎん紋もん》を入れる時は、額に四角い……火の《銀ぎん紋もん》を刻んだって。それは兵士が最後の手段として自爆するための《銀ぎん紋もん》で……。それで、もしかしたら死んだ貴族も同じじゃないかって、思ったんだけど……」

「……クロアはまさに、その証拠を見てたってわけね……」

　ルルジュは溜ため息いきを漏らしながらも、ふと顔を上げたかと思うと、毅き然ぜんとした調子で言う。

「それでも、カリャンと決まったわけじゃないでしょ？」

「……え……」

「さっき爆発が起きたってことは、少なくとも二人の貴族がその《銀ぎん紋もん》を刻んでいたってことよね。つまり、カリャンだけが特別だったわけじゃない。もしかしたら、もっと沢山の貴族が同じような《銀ぎん紋もん》を刻んでたのかもしれないわ」

「それは……そう……だけど……」

「確かめもせずに悩んでいたって無駄よ。……どうにかして、カリャンに会えればいいんだけどね」

「貴族の館に入り込むなんて……絶対無理……」

「そうなのよね。冬になったら鼠ねずみ一匹貴族の門をくぐれないって、よく言うじゃない」

　その時、わたしの脳裏にあの夢の光景が蘇よみがえった。スラガヤの岩壁、荒々しく突き出た花か弁べんの先端に立つ貴族たち。《天てん子し》との戦いが起きる時、貴族は必ず館の外に出るのではないか。

「ね、ねえ……たとえば、カリャンが貴族の館から出る時は？　《天てん子し》と戦う時、貴族は街の外に移動するから、その時に会うことができれば──」

　すると、ルルジュの目がぱっと輝いた。

「それよ！　確かに《天てん子し》の襲来がある日は、貴族用の赤の《吊つり箱》をよく見かけるもの！　それで《繁はん花か街がい》から外殻まで移動してるんじゃないかしら！　もちろん護衛はついているでしょうけど、とりあえずカリャンの姿だけ確認できれば安心できるわけだし、あとは《吊つり箱》の路線図があれば……」

　それから、わたしの視線は自然にユラスナの方へ向く。《土つち蜘ぐ蛛もの君》は街の構造に熟知している。道路だけでなく、《銀ぎん線せん》の配線も把握していることは間違いない。

「……確かウーラとリーアは倉庫番だったよね？　そこに《銀ぎん線せん》の地図って──」

「嫌だよ」

「え──」

「私は絶対、協力しない。ウーラとリーアにも、この話はしない」

　ユラスナはそう言うと、こちらがたじろぐほど鋭い視線で、わたしを睨にらみつけてきた。

「ど、どうして……」

「どうして？　クロ姉、それ本気で言ってるの？　本気でリャン姉に会えると思ってるの？」

「……う、うん……」

「馬鹿言わないで」

　吐き捨てるようなユラスナの言葉が、ぴんと張り詰めた冬の空気を震わせる。ルルジュが間に割って入ろうとするが、それを遮るようにしてユラスナが言った。

「……クロ姉もこの街の約束事は分かるでしょう？　冬の間は、誰であっても貴族に会うことはできない。それはもう決まってることなんだよ」

「……」

「リャン姉のことが心配なのは分かるけど、でも、それだからってどうして直接会いに行くなんて話になるの？　私には全然意味が分からない。それができるか、できないか以前に、やっちゃいけないことなんだよ。いったい自分たちが何をやろうとしてるのか、分かってないの？」

「……カリャンと話をしに行くだけだよ……」

「そういうことじゃないっ！」

「ちょ、ちょっと、落ち着きなさいよ、ユラスナ」

　怒声に近い声の高ぶりに、ルルジュが思わず近寄ろうとする。しかし、ユラスナはそれを振り払って、なおもわたしを睨にらみつけてきた。

「クロ姉がどうしたいか、じゃない。私が言ってるのは、それが、やっていいことなのか、そうじゃないのかってことだよ。貴族に会うってことは、決まりごとを破ることになるんだよ？　《大おお獣けもの》が決めたものを、どうして否定できるの？」

「……決まりごとが間違っていることだってあるよ。《大おお獣けもの》が常に正しいわけでは……」

「でも、クロ姉は人間でしょ」

「……え？」

「決まりごとが間違っていたとしても、それを変えるのは人間じゃない。《大おお獣けもの》だよ。どうして自分の判断が正しいって思えるの？　皆が守っていることを無視して、その行為が正しいなんて、どうして信じられるの？　もしもクロ姉がリャン姉に会いに行ったせいで貴族の力が汚れて、沢山の兵士が死んだらどうするの？」

「それは……」

　だって本当は貴族の力なんてないのだから。《仮かり初そめの君きみ》が言っていたことは間違っていないと思う。祈りなんて何の意味もなくて、冬の間貴族に誰かが声をかけたって、傷つく兵士の数は変わらない。なぜなら、そんなこととは無関係に兵士は苦しんでいたのだから。わたしは夢で、それを知ってしまったのだ。けれど、それは夢であるがゆえに、ユラスナに証明することもできなかった。

　周囲に息が詰まるような沈黙が広がっていた。ユラスナはわたしを見つめたまま動こうとしない。ここでわたしが引いてしまえば、ユラスナの言う通りカリャンを諦あきらめることになってしまうだろう。それだけはどうしても認められなくて、わたしはもう一度口を開いた。

「でも……現に自殺する貴族がいるなら……何かが間違ってるんじゃないのかな。カリャンは自殺するために生まれてきたわけじゃないでしょう？　ユラスナは、それも決まりごとだっていうの？」

「……」

「もし生まれた時からカリャンが貴族に選ばれると決まっていたとしても、そんな悲しい死に方をすることまで決まってたのかな？　つらいことがあっても、全部《大おお獣けもの》が決めたことなら、従わなければならないの？　間違っていると分かっていても、決まりごとを守らなければならないって……ユラスナは、そう思うの？」

「そうだよ。だって、私たちは奴隷でしょ？」

「──」

　ユラスナの揺るぎない視線に、わたしは再び言葉を詰まらせてしまう。深い水底のように青い彼女の瞳は、今まで見たことがないような暗さを帯びていた。歳としがまだ十三にも満たない少女が持つには、あまりに悲ひ愴そうなまなざしだった。彼女は言う。

「人間は《大おお獣けもの》の道具で、この街に役立つために生まれてくるんだよ？　苦しくても辛くても、《大おお獣けもの》に買われたら、役目に従って働くのが人間じゃないの？」

「でも──」

「でも？　でも、って何？　どうして私たちが反論できるの？　《大おお獣けもの》は私たちよりも偉くて、そのためになら何でもしなきゃいけない。そんなの当たり前のことじゃないの？　クロ姉はお母さんから、そのことを学ばなかったの？」

「……」

「クロ姉は特別だから、そんなことが言えるんだよ。……イオ姉も、ルル姉も同じ。三人とも、幸せだから。優しい《大おお獣けもの》と仲良く暮らしているから、おかしいって思えないんだよ。そういう関係は普通じゃない。《大おお獣けもの》と人間は、全然対等なんかじゃない。私たちはどんなに嫌でも、自分の仕事を受け入れるしかないんだよ。だって、それが人間なんだから！」

「嫌なら、それを変えることの何が間違ってるの？　人間だからって、それが何だっていうの？　そんなの最初から諦あきらめているだけで」

「だから！　最初から、選択肢なんかないの！　諦めるって言えるのは、それだけで幸福で、特別なことなんだよっ！　私はクロ姉たちとは違う！　自分の運命を受け入れたんだもん！　そこに自分たちだけ幸せそうな顔して近づいてきて、助けるだなんて迷惑だよ！」

「そんな！　じゃあ、ユラスナは本当にカリャンが苦しんで、死ぬのも仕方ないって言うんだ？　それが決まったことだから、全部《大おお獣けもの》が決めたことだから、仕方ないって言うんだ？　ユラスナは、それも受け入れて当然だって──」




「私はもう、私の死に方を受け入れたよっ！」




　ユラスナの叫びが乾いた空に響き、消えていく。

　彼女は今にも泣きそうな顔で、しかし目をそらそうとはしない。

「苦しんだ後にやってきて、助けるだなんて、ただの傲慢だよ！　それまで気付かなかったくせに！　自分たちは楽しく生活して、それで余裕ができたから憐あわれんでるの？　ふざけないで！　苦しむ人を助けたいなら、どうしてもっと早く助けてくれないの？　どうして……」

「……ユラスナ……？」

「全部、私に押し付けたくせに！　働いて、妹のお世話して、働いて、妹のお世話して……私はあんなに苦しんでたのに！　毎晩二人が寂しがって、大泣きして……私にはどうすることもできなかった！　美お味いしいご飯も作れないし、花を創って喜ばせることもできない！　頑張っても、いくら頑張っても、私は……クロ姉の代わりになれなかった！」

「──」

「もっと早く、助けてほしかったのに……！」

　ユラスナの双そう眸ぼうから堪こらえ切れなくなかった涙が溢あふれ出でた。彼女はそれを必死に袖で拭ぬぐいながら走り去る。わたしは背中に声をかけることもできず、ただ立ち尽くすしかなかった。

「……ごめん、あたしが追いかけるから……」

　ルルジュはそっとわたしの肩に手を置くと、ユラスナの後を追っていく。

　もうわたしの頭の中は全てがひっくり返り、ユラスナの声が割れるように響いていた。妹と言い合いをすることが初めてだったし、ユラスナのあんな苦しそうな表情を見るのも初めてだった。すると、イオが困ったような表情で言う。

「……ユラスナは……時々お店に来て、一人で泣いてたの……。私やルルジュには、理由を教えてくれなかったけど……」

「いつ頃から……？」

「一か月前……くらいかな。心配になって……ルルジュが《土つち蜘ぐ蛛もの君》で働いてる子に聞いたらね……確かに大変だけど、別にいじめられたりはしてないって……それで、私たちは……ちょっと疲れてるだけかなって、思ってたんだけど……」

「……」

「ユラスナが怒ってたのは……リャン姉のことじゃなくて……自分のことだったんだね。誰かを助けるより先に、自分を助けてほしいって……ずっと思ってたんだよね。……妹の面倒を見なきゃいけないのは、私たちなのに……全部任せて……」

「……そうだよね、本当はわたしが、ちゃんと皆の面倒を……」

「違う……違うよ……！　別にクロ姉が悪いわけじゃないよ！　だって……私たちは別々に買われて、それはお母さんが倒れた時……他に方法はなかったんだから。……仕方ないんだよ」

　……でも、本当に仕方のないことだったのだろうか。確かに、あの時わたしたちは《大おお獣けもの》に買われるという奴隷としての役目に従った。結果的にユラスナがウーラとリーアを世話する形になってしまったことは、避けようのなかったことだ。

　けれど、それを仕方のないことだと言ってしまったら、ユラスナが言ったことを認めることになるのではないか。ユラスナが一人で悩みを抱え込んで、涙をこぼすことも仕方のないことで、カリャンが苦しんで自殺することも仕方がないことだと、認めることになるのではないか。

　ユラスナの言う通り、わたしは幸せな世界から、スラガヤの苦しみから遠く離れた場所から、おせっかいを焼こうとしていたのだ。妹の苦しみに気付くこともできずに、それでいて、カリャンを助けたいだなんて、どこまで自惚うぬぼれているのだろう。

「イオ、行くぞ。しばらく放っておいてやれ」

　イオは心配そうにわたしの顔を覗のぞき込こんだ後、《仮かり初そめの君きみ》に従って店の方へと帰っていく。ユラスナを追ったルルジュも帰ってくる気配はなく、展望台にはわたし一人が残された。

　自分の隣に誰もいないと思った途端、身体に打ち付ける冷ややかな風を感じた。手は凍えていて、耳の先がじんじんと痛む。けれど、その痛みを感じながら、わたしはもっともっと痛みが強くなればいい、と思う。ユラスナの苦しみは、こんなものではなかったはずだ。今から取り戻せるのなら、彼女が感じた痛みを自分も背負いたい。何倍に増やしてもいいから、痛めつけてほしい。……自分が罪悪感から逃れたいだけだということは分かっている。でも、それでもいいから、痛みが欲しいのだ。誰かに罰してほしい。

　イオはわたしが悪くないと言っていたけれど、むしろ責めてくれた方が楽だった。わたしは妹のことを見捨てた姉だと、蔑さげすんでくれた方が楽だった。

　わたしのこれまでが幸せだった分だけ、わたしの罪は重くなるのだ。《朽くち株かぶ》での穏やかな記憶は皆、わたしの身勝手さの上に築かれていたと、今は知ってしまったのだから。戦場の夢を見て、自分の幸福に罪の意識を感じたことでさえ、妹の苦しみに気付いていないのなら、やはり同じ偽善だったのだ。

　目を上げると、溜ため池いけの向こう側に《仮かり初そめの君きみ》の店が見える。そこにはお母さんが今も眠っていて、身体を蝕むしばむ痛みと戦っているのだ。……お母さんが倒れた時、わたしは自分こそが彼女の代わりになるのだと思っていた。自分しかその役目は果たせないと思っていたのだ。だからこそ《大おお獣けもの》の契約をこなし、妹たちの引っ越しに奔走した。それが今やどうだろう。彼女に合わせる顔なんて、どこにもない。……今更、親に泣きついて、甘えることなんてできない。もっと苦しい思いをしていたユラスナが、決して泣き言を言わなかったのだから。

　とめどなく湧き上がる感情を誰かに向けて吐き出したい。後悔も反省も抑えきれないくらい頭に浮かんできて、身体を搔かきむしりたくなるような熱に侵されている。けれど、わたしは飲み込まなければならないのだ。わたしが甘えられる場所は、ここにない。甘えられる人は、ここにいない。

「……ガファル君……」

　わたしはふらりと歩き出す。彼に会いたい。会って、話をするだけでいい。

　ひと気のない路地裏、寂れた公園、秘密の水車小屋……どこでもいい。どこでもいいから、彼に会いたかった。彼の腕の中で、許してほしい。

　わたしが過ごしてしまった幸福な時間を、どうか許してほしかった。




　　　　◆　◆　◆




《朽くち株かぶ》は静まり返っていた。少し緊張しながら食堂に降りるも、そこにクロアの姿はない。食糧庫にも、廊下にも気配はなく、いるとすれば彼女の部屋か。ただ、まだ部屋にまで押しかける勇気はなかった。向こうにも落ち着く時間は必要だろうし、いずれは彼女も食堂に降りてくる。

　そう思って、何時間が経たっただろう。昼を過ぎ、太陽が西に傾いてもクロアは部屋から出てくる気配がなかった。なんと言ってお土産を渡し、どうやって謝るか、もう数十通りも可能性を考えて、それでもまだ本番がやってこない。もしや体調でも崩したのだろうか。さすがに日が暮れても現れなかったら、声をかけてみようと思ったその時、コツコツと廊下を歩く足音が聞こえる。ほっと息をついて、僕はもう一度飴あめ箱ばこをくくる飾り紐ひもの形を整えた。よし、あとは、最初に謝る。それだけでいい──

「──って、なんだ《赤せき泥でいの君きみ》ですか」

　食堂の入り口に目を向ければ、そこに現れたのは赤髪の女。恐る恐るといった感じで、こちらを覗のぞき込こんでいた。

「な、なんだとはなんじゃ！　というか、主従揃そろいも揃そろって、馬鹿にしおって……！」

「一体何の用事ですか？　クロアなら部屋にいますよ」

「……まあ、クロアが無事に帰ってきておるならよいのじゃ。スラガヤでおぬしと合流できたわけじゃな。……妾わらわは街が好かんで、すぐに帰ってきてしまったが、よくよく考えるとあやつを置いてきてしまったわけで──」

「置いてきた？」

「……？　なんじゃ、妾わらわは別にいじめてやろうという魂こん胆たんではなくてじゃな──」

「ちょ、ちょっと待ってください！　クロアを、スラガヤに連れて行ったんですか？」

「聞いておらんのか？　昼前頃に、貴族の妹のお話を聞かせてやったらの、どうしてもスラガヤに連れて行ってくれと……って、おぬし、どこへ行くのじゃ!?」

《赤せき泥でいの君きみ》が話し終わる前に、僕は脇目も振らず台所を飛び出していた。……こんなことになるのなら、もっと早く部屋を確かめるべきだった。それを、まるでもう仲直りが終わったかのような気分で待ち構えていたなんて、間抜けにもほどがある。一人よがりでは意味がないと、助言まで受けたというのに。

「……くそっ！」

　自分の不ふ甲が斐いなさに腹が立つ。もうすぐスラガヤの花が閉じる時間だ、もしも《赤せき泥でいの君きみ》が顔を見せなかったら、丸一日街で過ごさせることになっていたかもしれない。とはいえ彼女のことだから、《仮かり初そめ》の店にいるに違いない──そう思ってまっすぐに向かった先では、イオが開口一番、

「あの……！　クロアがどこにいるか、知りませんか！」

　彼女から聞いたところによると、姉妹喧けん嘩かの後、一人でそっとしておいたらいつの間にかクロアが姿を消していたという。《仮かり初そめ》は外に探しに行っているということで、イオは留守番をしていたのだった。

「どの方角に向かったかも分からないのかい？」

「……ごめんなさい……。ご主人様は……《繁はん花か街がい》の賑にぎやかな方を見てみるって……」

「……わかった。僕も見つけたら、必ず知らせるから」

　そう言って、僕は中なか町まちの方へと向かう。スラガヤの街は人間一人が隠れるにはあまりにも広い。その上日々街並みが変化するために、クロアが潜む場所はいくらでもあるような気がした。大通りを駆け、裏路地を飛び、それでも見つからない。空は次第に赤みを帯び始め、夜の訪れを告げている。こういう時、僕は自分の《大おお獣けもの》としての権能がひどく無意味に思えるのだった。どんなに奇き蹟せきが使えても、《大おお獣けもの》は全てを知ることはできない。どこかをさまよう少女一人、見つけることができないのだ。

　このままでは埒らちが明かないと、僕は一度高く飛び上がり、《地ち胚はい》の天てつ辺ぺんに向かった。まだ明るいうちに上から眺めれば、クロアを見つけられるかもしれない。《銀ぎん線せん》を緋ひ色いろに染めた《地ち胚はい》に降り立つと、街の外殻の向こうに夕ゆう陽ひが見える。山並をなす花か弁べんが街に少しずつ影を落とし、既に西半分は暗がりに飲み込まれていた。人々は各おの々おのの家路につき、民家の窓には柔らかな明かりが灯ともされ始める。

　しかし、ふと背後に気配を感じたかと思うと、振り向く間もなく静かな声音が耳じ朶だを打った。

「……今日も人探しか、《貪どん食しよくの君きみ》よ」

「……」

《一つ目の君きみ》はその巨体に合わず、足音一つ立てずに隣まで歩いてくると、こちらを見下ろしてくる。

「挨あい拶さつもなしとは、よほど焦あせっているように見える。どうした、あの娘がいなくなったか」

「──っ！」

「そんな殺気立った目で見ないでほしいものだ。残念ながら、私は彼女がどこにいるかなぞ、知るはずもない。他よ所その奴隷に興味はないのでな」

「……自分の奴隷にも、だろう」

「──ほう」

《一つ目の君きみ》は不意に口元を歪ゆがめると、「それは、どういう意味かね」と尋ねてくる。僕は目ではクロアを探しながら、言葉を返す。

「貴族が死んだという話だ……誰でも知っている」

「それが、どうして私の無関心に繫つながるのだ」

「……今までのお前なら、誰かに奴隷を傷つけさせるような隙を見せるはずがない。あるいは、自殺の可能性を考えたとしても、お前が人間にそんな自由を与えるはずがない。貴族が死んだということは、それがお前にとってどうでもよくなったということだ」

「……それでも、過去の私を褒めてくれているのかな」

「好きに受け取れ。ただ、お前が今、自分の役目に対し関心を失っていることだけは確かだ。そのせいで、多くの人間が戸惑っているというのに……」

《一つ目の君きみ》はなぜかその言葉を聞くと、微かすかに笑みを浮かべた。そして、いつの日かと同じように、どこか遠いものを見るように街を眺めながら、こう呟つぶやく。

「戸惑う、か。……いやはや、それでもこうして生の営みを続けるとは、人間は実に健けな気げなものだな。あるいは、終わりに気付かぬ呆ほうけ者なのか。見ないふりをする愚か者なのか……」

「街を捨てて逃げ出さないお前も、見ないふりをしているのか？　人間と心中するような質たちではないだろう」

「……」

　横目に見る彼の瞳は夕ゆう陽ひを宿して炎のように明るい。それなのに、街を見つめる視線には一切の感情を読み取ることができなかった。赤金色に輝く毛並みは、なぜか消えつつある熾おき火びを連想させる。彼との間に横たわる静寂が、肌を焦がすような痛みに満ちていて、僕は思わず口を開いてしまった。

「……カリャンは無事なのか？」

　今、彼との会話に利点があるとすれば、それはカリャンの安否を確かめられるということ。もし答えをはぐらかしても、クロアを安心させるためならば、絶対に聞き出してみせる──そう意気込んだにもかかわらず、

「──ああ、あやつは生きておるぞ」

《一つ目の君きみ》は意外なほどあっさりとそれを認めた。そして、なんでもないようにこう付言する。

「いつ死ぬやも分からぬが」

「……なんだと」

「先に、君は私が奴隷を死なせるはずがない、と言ったがな、人間など、容易たやすく死ぬぞ。何も爆発に巻き込まれずともよい。舌を嚙かみ切きる、首に爪を差し込む、壁に額を叩たたきつける。いかようにでも死ぬことができる。そして、確かに私はそれを止めようとは思わない」

「……」

「されど、《貪どん食しよくの君きみ》。人はいずれ死ぬのだ。いつか、この場で言ったはずだ。《大おお獣けもの》は人間を使し役えきして永遠に生き、人間は奴隷として死んでいく。これが理ことわりであり、答えなのだと」

　そんなこと、繰り返されなくても覚えている。

　僕は《大おお獣けもの》で、クロアは人間で、いずれ僕らを死が分かつということなんて百も承知だ。しかし、だからこそ僕は今すぐにでも彼女に会いたいと思っているのだ。会って、限りある時間を過ごしたいと願っているのだ。

《一つ目の君きみ》はほとんど微笑に近い穏やかさでもって言った。

「私は《大おお獣けもの》の生を受け入れたのだ。人間の真ま似ねをすることをやめた。ただ、それだけだ」

「……使役すらせずに人間を放り棄すてるだけのお前は、《大おお獣けもの》ですらないだろう。そんなものは、生きても死んでもいない。ただの抜け殻だ」

　すると《一つ目の君きみ》は小さくかぶりを振る。

「もとより、君も殻に過ぎぬだろうに」

「……」

「君もまた、抜け殻に過ぎぬからこそ、人に憧れるのだ。ありもしない中身を隠すため、ガファルという仮面を着けているのだろう。少女と人間ごっこをすれば、本当に人間になれるとでも思っているのだ。《大おお獣けもの》ですらない──との評は、そのまま君に返してやろう」

「……」

「……」

「……いや、そうかもな」

「なに？」

「僕は《大おお獣けもの》ですらない。それはそうだろう」

　なぜなら《一つ目の君きみ》の言うことは、間違っていないからだ。僕は人間の幸せに興味をもった。それに近づきたくて、人間のふりをした。そうだ。それを否定する必要なんてない。

「……けれど、自分が抜け殻に過ぎないとして、それが何だっていうんだ。僕は楽しかった。クロアと心を通わせようと努力をして、その人間ごっこは確かに楽しかったんだ。少なくとも、《朽くち株かぶ》の中での僕は、確かに人間だった」

　きっと、スラガヤでガファルを演じていたとき以上に、僕は人間になれたはずなのだ。クロアと一緒に暮らし、幸せだったのは、ガファルではなく《貪どん食しよくの君きみ》。誰になんと言われようとも、僕はそのことを知っている。

「そんなもの──」

「空想？　思い込み？　なんとでも言えばいい。けれど、この感覚は僕だけのものだ。お前は《大おお獣けもの》ですらないという幸福を知らないだけだろう」

　僕が生きた時間は、僕の中に残っている。僕が生きた場所に残っている。

　そして、ふと一つのことに思い至った。

　クロアがスラガヤにおいて帰る場所。クロアがクロアとして生きた場所。

　そんな場所は一つしかないではないか。

　彼女は十七年の間、そこで暮らし、そこに縛り付けられ、しかし、そこでこそ彼女は幸せに生きていたのだから。

「──ありがとう、《一つ目の君きみ》。お前のおかげで、僕はもっと人間に近づける」

　呆ぼう然ぜんとする《大おお獣けもの》を後しり目めに、僕は《地ち胚はい》から飛び降りた。




　　　　◆　◆　◆




　スラガヤの外れにある《枯れ花》地区。そのさらに奥の一角に、アバダールの家がある。廃はい墟きよに囲まれ、しかしささやかな花壇と街を一望できる露台のついた四階建て。アバダールが倒れて娘たちが買われてから、そこは誰も使っていない廃はい墟きよのはずだった。

　実際、家の前までやってくると草花が彩いろどりを添えていた庭先は雑草に飲み込まれていた。玄関の扉は開いていて、僕はクロアが来ていることを確信する。砂すな埃ぼこりに覆われた床には足跡が一つ。クロアは放置されたままの食卓に触れ、椅子に触れ、それから階段に向かったらしい。

　礼拝堂や妹たちの部屋の上、露台のついた最上階が彼女の部屋だ。階段を静かに上りながら、僕はほんの一瞬、仮面を外したものかどうか逡しゆん巡じゆんする。きっと、クロアは苦しんでいる。そういう時に必要なのは、《貪どん食しよくの君きみ》ではなくガファルだろう。気付けば、折角お土産みやげで買った飴あめの箱も《朽くち株かぶ》に置いてきてしまった。何も持たない《貪どん食しよくの君きみ》が、クロアに何をしてやれるというのだろう。

　……でも、やはり本当にクロアを支えたいと思っているのは、《貪どん食しよくの君きみ》なのだ。ガファルではなく、《貪どん食しよくの君きみ》として彼女と話がしたい。朝からずっとクロアのことを考えて、クロアの顔を思い浮かべて、クロアの姿を探し続けたのはガファルじゃない。

　この僕だ。仮面を着けた、噓うそを吐ついている《大おお獣けもの》だ。

　ならば、どんなに彼女を失望させても、僕は《貪どん食しよくの君きみ》として会うしかない。その失望も全部抱えて、それでも僕は彼女と話がしたいのだから。

「──クロア」

　露台から街を眺めていた彼女が振り返る。彼女は一瞬驚いた顔をして、それから何も言わず寂しそうに微ほほ笑えんだ。

　クロアの方に歩み寄ると、彼女が何を見ていたのか分かる。スラガヤの街の中、蛍火のようにちらちらと光るもの。宵に動き始める、夜警の白ランタンだ。

「……もう、待ち人は来ないね」

「……」

「ガファルを待っていたんじゃないのかい？」

「……どうなんでしょう……さっき、白ランタンが見え始めて……ガファル君と会わなくてすんだって……どこか安心した自分もいたんです」

「どうして？」

「……だって、彼はすごく優しいから。絶対、わたしを慰めてくれるんです。……ちゃんと自分で乗り越える前に、わたしを助けてくれちゃうから……」

　でも、ちょっとは期待しちゃったんですけどね、と誤ご魔ま化かすようにクロアは笑った。彼女の眼めは赤く、下した瞼まぶたも腫はれている。僕は何も答えることができなかった。

「……この部屋、もう五年も住んでいたんです。前はカリャンと二人で使っていたんですけど、彼女が買われてからはわたしだけ。《朽くち株かぶ》のお部屋は広いから、こんなに小さかったんだって、びっくりしちゃいました」

　クロアは露台から部屋に戻ると寝台の上に腰を下ろす。彼女の前には大きな姿見が置いてあって、彼女はそこに映る自分を見つめながら、呟つぶやいた。

「……でも、やっぱり何も変わってないんです。どこで寝ていても、結局わたしはこの部屋に丁度いいくらいの大きさで……ほら、あの柱、見えますか？」

　彼女が指さしたのは壁から剝むき出だしになった一本の柱。そこには細かい線が引かれていて、身長を比べるために使っていたのだと分かる。

「左側の、少しずつ大きくなっていくのがカリャンです。右側の、一本だけあるのがわたし。この部屋で眠るようになってから、髪の毛一本分も成長してない」

「……」

「どんなに背が小さくても、気持ちだけはお姉ちゃんでいようって、思ってたんです。むしろ、毎日背が伸びないことを思い出して、それでも頑張るんだって……でも、《朽くち株かぶ》は快適だし、《貪どん食しよく》さんは優しいし……いつの間にか怠けちゃったのかな。自分が小さいことを忘れてました」

　拳を握りしめ、思い詰めたように床を見つめる彼女の姿は、確かに少女のままだ。少しずつ歳としを重ね、大人になり、家を出ていく姉妹と違って、この部屋はクロアだけのもの。その事実だけでも、十分彼女の心に枷かせをかけていたのではないか。

「クロアは怠けてなんかいないよ」

　僕は彼女にどれほど近づいたらいいのか分からずに、露台と部屋の敷しき居いの上で声をかける。

「君だって、苦しんでいた。……いや、ちゃんと楽しく生きようと頑張っていただろう？　僕が無理やり連れていって、家族からも引き離されて、それでも君は文句ひとつ言わなかった。僕と一緒に暮らすことに、真剣になってくれたじゃないか」

　しかし、彼女は強くかぶりを振る。

「……でも、それだけじゃ駄目だったんです。わたしは自分のことしか頭になかったんです。美お味いしい鍋も、広い部屋も、柔らかなベッドも、全部妹たちが受け取るべきだった。……わたし、すごく楽しかったんですよ？　《貪どん食しよく》さんと《朽くち株かぶ》で生活することが、本当に楽しくて……でも、それが楽しかった分、ユラスナやカリャンは苦しんでいたんじゃないかって。わたしの楽しかった思い出は全部、自分勝手なだけだったんじゃないかって……それが悲しくて、悔しくて……」

　クロアの目から涙が零こぼれ落おちる。彼女はそれを拭ぬぐいもせずに、堰せきを切ったように言葉を吐き出した。

「わたし、夢を見たんです。スラガヤで《天てん子し》と戦う兵士の人たちの夢です。みんな、みんな、どんどん死んでしまう。苦しいとか、嫌だとか、一言も言わないで死んじゃうんです。……自殺した貴族も、一人で泣いていたユラスナも、一緒です。……みんな苦しんでいるのに、どうしてわたしは幸せなんですか？　それも全部決まっていたことで、わたしは運がよかっただけなんでしょうか。わたしだって苦しかったはずなのに、毎日鏡と柱に傷ついていたはずなのに……それを忘れて……でも、わたしはどうすればよかったのか全然分からないんです。これからどうすればいいのか、分からない。美お味いしいご飯を作って、食べて、笑って……そういうことをわたしが楽しんでいいんでしょうか。……幸せになっても……いいんでしょうか」

　燃えるような夕日が部屋に射さし込こみ、クロアの濡ぬれた頰ほほが金糸のように輝く。

「僕は、君を幸せにするために《朽くち株かぶ》に呼んだんだよ」

　クロアの顔がぱっと上がって、こちらを見据えた。僕は咄とつ嗟さに口をついて出た言葉が誰の思いなのか、一瞬分からなくなる。……いったい、どうしたことだろう。こんなことを言うのはガファルの役目だったはずだ。でも、彼女の涙を見てしまったら、自然と言葉が滑り出た。そして言葉を続けながら、それは確かに自分の思いだと、《貪どん食しよくの君きみ》としての思いだと分かる。

「ずっと《大おお獣けもの》に買われなかった君を憐あわれんだわけじゃない。君のここでの生活が苦しくても、それが不幸だったとも思わない。ただ……僕は君となら、もっと幸せになれるんじゃないかと思ったんだ。……それで、君のお母さんと約束した」

「……お母さんと……？」

「これはずっと黙ってきたことだけれど、君は……まだ僕に買われていないんだ」

「……え？　でも、契約は……」

「僕の署名はしてある。でも、契約書はまだ君のお母さんの手の中だ。君が倒れて、お母さんにクロアを買いたいと申し出たら、断られてしまってね」

「……断った？　それで《貪どん食しよく》さんはどうしたんですか？」

「粘ったよ。どうしても君と一緒に暮らしたかったから。それで、君のお母さんは一つ条件というか、約束を提案してきた。しばらくの間クロアと試しに暮らしてみて、もしも君が本当に満足できるなら、本当に幸せになれるのなら、売ってくれると。彼女はそう言ったんだ」

　今でもはっきりと覚えている。病に苦しめられながら、それでも断固とした調子で彼女はこう言ったのだ。




「──あたしは、ずっとあの子に任せてきたんだ。家のこともそうだし、あの子自身の問題だって、何一つあたしはしてやれることがなかった。だから最後の最後くらい、あの子を幸せに送り出したいと思ってる。クロアが自分で、自分のやりたいことをさせてやりたいんだよ。小さい頃から妹たちの世話ばかりで、あの子はまだ、自分のために生きることを知らないんだ。だから、あたしは絶対に死なないんだよ。あの子が本当に自分の生き方を見つけるまで、誰にも譲らない。誰にだって買わせたりしないんだ。……それが娘にしてやれる、母親の最後の務めだからね」




「──それじゃあ、お母さんはわたしのために、今も病気と闘ってるってことですか？　ただ、わたしが幸せになるために……？」

「クロア……君の幸せを願わない人なんて、どこにもいないよ」

　彼女の目から、また一つ涙が零こぼれる。僕はようやく一歩踏み出して、彼女の前に跪ひざまずいた。彼女の目線と同じ高さで、彼女の水晶のように透き通った瞳を見つめる。

「クロアはどうしたいんだい？　君はどうしたら、幸せになれる？」

「……わたしは……」

　クロアはまっすぐに僕を見つめて、それから涙を拭ぬぐった。そして、力強い声こわ音ねで言う。

「みんなを……幸せにしたいです。ユラスナのことも助けたいし、カリャンのことだって助けたい。大切な人たちのために……できることをしたいんです」

「……じゃあ、みんなが幸せになる方法を考えよう。それが君の幸せなら、僕はいくらでも力になる」

「《貪どん食しよく》さん……」

　その時、ゆっくりと部屋から日が退いて、暗がりが広がっていった。街の外殻が閉じ、スラガヤに夜が訪れたのだ。

　真っ暗な闇の中で、ぽつりとクロアが呟つぶやく。

「朝は……付き飛ばしたりして、ごめんなさい。わたし、《貪どん食しよく》さんと一緒にいるとすごく幸せで……それで、本当にいいのかなって怖くなっちゃって……」

「……いいんだよ。幸せになっても。僕はそのためにいるんだから」

　部屋の静寂に、とくとくと軽やかな心臓の鼓動が聞こえる。それは僕の鼓動なのか、彼女の鼓動なのかも分からない。

「……どうして《貪どん食しよく》さんは……そんなに優しいんですか？」

「僕は優しくないし……噓うそ吐つきだよ。まだ隠してることが沢山あるんだ」

「……噓うそ吐つきでもいいんです。だって、《貪どん食しよく》さんはわたしを傷つけないでしょう？」

　そして不意に、彼女の手が僕の仮面に触れた。

「……わたし、本当のことは分からなくてもいいんです。全部、噓うそでもいいんです……だから、少しの間だけ……わたしの待ち人に、なってくれませんか？」

「……僕でいいのかい？」

「……《貪どん食しよく》さんが、いいんです」

　そっと仮面が外される。夜闇にクロアの顔が沈んでいるように、きっと彼女も僕の顔は見えないだろう。だから彼女はおずおずと、探るように僕の顔に手を這はわせる。僕も彼女の濡ぬれた頰ほほに触れて、彼女の身体が少しだけ琴線のように震えた。

「──」

　彼女の唇に触れたのは、僕の唇だったのか。それともガファルの唇だったのか。

　いや、本当のことは分からなくてもいいのだ。

　僕と、彼女が触れ合った。

　それが彼女の望む幸せであり、僕の真実だったのだから──。
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「それじゃあ、僕は少し辺りを散歩してくるから。お昼頃に落ち合おう」

「……」

「大丈夫だよ、クロア。心配することはない。ちゃんと伝わるさ」

「……はい」

《貪どん食しよく》さんはそう言ってわたしの頭をそっと撫なでると、空へと浮かび上がる。彼の姿が見えなくなった途端、一気に身体が熱くなって心臓がばくばくと鳴り始めた。……あれからまだ半日。夜明け前に起きてから、ここまであまり思い出さないようにしていたけれど、もう我慢の限界だった。一人になった瞬間に、暗闇の中で感じた彼の体温がまざまざと蘇よみがえる。

「わー！　わー！　わー！」

　……本当に、わたしはあの時どうしてあんなことをしてしまったのだろう。わたしが好きなのはガファル君だったはずで、《貪どん食しよく》さんはそのガファル君を演じてくれただけ。そう思い込もうとしても、やっぱり思い出してしまう。自分が確かに触れたいと思ったのは、そして実際にわたしが触れたのは、紛れもなく《貪どん食しよく》さんであって、でもやっぱりそれはガファル君に触れているみたいで……このことを考え始めると、感情が吹き荒れて何が何だか分からなくなる。《貪どん食しよく》さんは全然顔に出さないから、わたしも必死で平静を装よそおっていたけれど、《朽くち株かぶ》での生活がまた始まったら、わたしはどうすればいいのか。心臓が何個あっても足りなさそうだ。

「──、──」

　深呼吸をして、何とか気持ちを切り替える。幸福感に浸っている場合ではない。《貪どん食しよく》さんに甘える時間はもう終わり。これからわたしは自分が決めたこと……大切な人を助けるという望みの第一歩をきちんと踏み出さなけれならない。

「──よしっ」

　まだ顔が熱いけれど、朝のぴりっとした冷気には丁度いいだろう。展望台の欄干によりかかり、しばらく待っていると、下の方から小さな三つの影が階段を昇ってくるのが見えた。とりわけ小さな二つは、こちらに気付くと腕を大きく振って声を上げる。

「クロねぇだ！」「クロねぇだー！」

　ウーラとリーアは展望台まで到達すると、わたしに向かって一斉に飛び掛かってきた。

「クロねぇ、げんきー？」「ひさしぶりだねー、すっごくひさしぶりだねー」

「二人とも背が伸びたね。髪もこんなに長くなっちゃって」

「そーだよ！　おっきくなってる！　おしごとしてるからね！」「ねー、かみのけ、かわいいでしょ！　ユラねぇがむすんでくれたんだよっ！」

　ウーラは肩口に触れるほどにまっすぐ髪を伸ばし、リーアは同じくらいの髪を後ろで小さくまとめていた。いつも同じ恰かつ好こうをして、街の人からは見わけがつかないと言われるほどだったのに、性格の違いが出てきたのだろうか。たった一、二か月会っていないだけで、二人の成長には目を見張るものがあった。

「どーしてクロねぇがいるの？　クロねぇもイオねぇによばれたのー？」

　ウーラの質問をわたしは笑って誤ご魔ま化かす。本当は、わたしが朝一番にイオに頼んで三人を呼んでもらったのだ。もちろん、一番の目的は彼女に会うこと。

「……おはよう、ユラスナ」

　少し離れたところに、目を伏せて視線を合わせようとしない大きな妹が一人。ユラスナはわたしとの遭遇が偶然ではないことを察したのか、額に皺しわを寄せたまま顔を上げなかった。

　わたしはとりあえず鞄かばんに用意してきたお土産を取り出して、ウーラとリーアに渡す。

「はい、これ、二人が好きなライ麦のケーキだよ。今朝作ってきたの。三人で食べてね」

「わー！　ケーキだ！　あったかーい！」「すっごーい！　おっきいねー！」

　朝、市場で材料を揃そろえ、大急ぎで作ったライ麦のケーキ。クルミや蜜み柑かんの皮の砂糖漬け、干しイチジクも入っている。勝手を知った家の竈かまどで作ったから、焼き加減はばっちりだ。

「また作ってくるからね。今、おねえちゃんは食べ物が沢山あるところで働いてるから、二人が食べたいものがあったら、何でも作ってあげる」

「えー、クロねぇ、ずるーい！」「いいなー、たまご、いっぱいあるー？　あまいものはー？」

　そんなことを言いながらも、双子の視線はケーキに引き付けられて離れない。このままでは目を離した隙にケーキがなくなってしまいそうだ。そこでわたしは鞄かばんからもう一つのお土産である小さな木箱を二つ取り出した。

「はい。二人にはこれもお土産だよ。そーっと開けてみて。中身を零こぼさないようにね」

　箱の中に入っているのは色とりどりの飴あめ玉だま。これはわたしがケーキを作っている間に、《貪どん食しよく》さんが買ってきてくれたものだ。ウーラは青色、リーアは黄色の飴あめ玉だまをそれぞれ選びとると、早速それを口に入れた。そして二人は自分の箱から気に入った飴あめを摘まみ上げては、その色を自慢し始める。こっちの方が綺き麗れいだ、いやこっちの方がもっと綺き麗れいだ、と相変わらずの可愛かわいらしい口くち喧げん嘩かに頰ほほが緩んだ。

　わたしはそれから少しだけ気を引き締めると、ユラスナの方に目を向ける。一歩ずつ近寄ってみるものの、彼女は唇を固く引き結び、じっと地面を見つめるばかり。それでもわたしは深く息を吸い込んで、お腹なかに力を籠めて頭を下げた。

「……ごめんなさい」

「……」

「わたし、自分のことしか頭になくって、ずっとユラスナが大変だってこと気付いてなかった。ウーラもリーアも元気そうで、それはちゃんとユラスナが面倒を見てくれてたんだもんね」

「……」

「これからは、もっと会えるように頑張るから。お仕事を手伝うことはできないけど、お菓子を作ってきたり、双子の遊び相手になったり……わたしにできることがあったら、何でもする。……ユラスナが、もうわたしの顔なんか見たくなくても……無理やりでも会いに行くからね。おせっかいでも……迷惑でも……」

　なんて謝ろうかずっと考えていたはずなのに、ユラスナを前にするとうまく言葉が出てこなかった。自分は彼女を苦しめた、今更謝ったところでわたしの罪はなくならない、そういう思いばかりが膨らんで、自分の不ふ甲が斐いなさに胸が詰まる。

　しかしユラスナは不意に顔を上げると、今にも泣きそうな顔で口を開いた。

「……どうして……」

「え……？」

「どうして……そんなことを言うの？」

「それは……決めたから。ユラスナのことも、カリャンのことも……それだけじゃなくて、わたしの家族は全員大切だからだよ。ユラスナが、そのことを思い出させてくれた」

「……」

「どう思われてもいいの。ただ、わたしにもう一度、姉らしいことをさせてほしいの。何か困ったり、苦しいことがあったりしたら、頼ってほしい。こんなにちっちゃくて、自分勝手で……頼りない姉かもしれないけれど」

「だからっ……そうじゃなくて……！」

「え？」

「私は……クロ姉のこと、嫌いになんかならないよおっ！」

　ユラスナは突然わたしに抱き着くと胸に顔をうずめてくる。もうわたしの身長なんて追い越している大きな妹が、わたしの腕の中で小さく震えていた。

「ごめんなさい……あの時は……なんだか、自分でも頭がいっぱいになっちゃって……私はクロ姉のことが心配で……」

「うん。分かってる……わたしが馬鹿なことをやろうとして、ユラスナを不安にさせちゃったんだよね……ごめんね……」

「……私こそごめんなさい……ひどいこと言って、ごめんなさい……！」

「分かってるから……ユラスナはちっとも悪くないから……わたしが悪かったんだよ……」

　ユラスナはそれからしばらく、わたしを抱きしめたまま声を押し殺すように泣いていた。誰にも甘えることができず、それでも必死に双子の妹を守ろうと彼女は頑張ってきたのだ。その重圧がまだこんなにか細い肩にのしかかっていたのかと思うと、それを支えてあげられなかった自分が恥ずかしい。

　やがて呼吸が落ち着いてくるとユラスナはおずおずと目を伏せてわたしから身を離す。彼女は真っ赤に下した瞼まぶたを腫はらしながら紙きれを一つ取り出した。

「……これ……お姉ちゃんの役に立つかと思って……」

　四つ折りになっていた藁わら紙がみを開くと、そこにあったのは簡略化された街の地図。俯ふ瞰かん図ずと《繁はん花か街がい》を横から見た図面で、なによりはっきりと描かれていたのは《吊り箱》の路線図だった。

「……この赤い線が貴族の《吊り箱》が通る線……五本あって、《天てん子し》が来る方角によって向かう場所が変わるから、次がどれかは分からないんだけど……」

「これ……ユラスナが一晩で調べてくれたの？」

「ウーラとリーアも手伝ってくれたよ。リャン姉のことは……詳しく話してないけど」

　ユラスナのその言葉を聞いた途端、わたしは思わず彼女に抱き着いてしまった。

「ありがとっ！　ユラスナ！」

「うん……」

　彼女は躊躇ためらいがちにわたしの背中に腕を回し、それでも優しく抱きしめてくれる。

「……私だって、リャン姉のことは心配だから」

「うん……大丈夫、知ってるよ……本当にありがとう」

　なんて心強い妹たちだろう。ユラスナだけではない。イオだってルルジュだって、いつもわたしを気遣い、わたしの無茶なお願いに応えてくれる。アバダール家は誰か一人だけが頑張らなくてもいいのだ。皆が少しずつ助け合って、それできっと皆幸せになれる。そういう風にわたしたちは育てられた。たとえ母の下を離れても、そういう風に家族が続いていけるように、わたしたちは育てられたのだ。

「あ、そうだ、ユラスナにもお土産があるの」

「え？　お菓子？」

「ユラスナも食べ物の方がよかった？　ちょっと違うんだけど……」

　わたしは鞄かばんの中からガラスの小瓶を引っ張り出す。それを受け取ったユラスナが訝いぶかしげに栓を抜くやいなや、ふわりと甘い香りが漂った。

「わたしが創った花から抽出した精油だよ。香水代わりにしてもいいし、お部屋で灯心に浸して火を付ければ、いい香りがするの。……カリャンがね、いつも香水をつけてたのを思い出して。ユラスナもそういうお年頃かなって」

「クロ姉の方こそ、お年頃じゃないの？」

「わ、わたしはいいの！　わたしは！　ユラスナが要らないなら、あげないよ！」

「ううん、ありがと。大切に使うね」

　ユラスナがふと浮かべた笑みは、わたしの知っているまっすぐな普段の彼女の笑み。その笑顔をまた向けてもらえたことが、わたしは何よりも嬉うれしかった。

「じゃあ……イオたちに会いに行こうか。ちゃんと仲直りしたって報告しないとね」

　わたしはユラスナの手を取って歩き出す。

　ルルジュとイオに話したら、お母さんにも話そうと思う。

　わたしが昨日決めたこと。《貪どん食しよく》さんと一緒に決めたこと。

　わたしは家族を守りたい。

　だから、ユラスナの次はカリャンに会いに行く。《貪どん食しよく》さんによれば、《一つ目の君きみ》がカリャンは生きていると言っていたらしい。ただ、あの額の《銀ぎん紋もん》を考えても、やはり彼女が苦しんでいることに変わりはない。

　ユラスナがじっと耐えたように、きっと彼女も耐え続けているはずなのだ。どんなに気付くのが遅かったとしても、彼女はわたしを待っていると信じている。

　カリャンの手もまた握れると、信じている。
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　クロアの失しつ踪そうと、妹との仲直りから一週間。《朽くち株かぶ》にはすっかりいつもの穏やかさが戻っていた。夕飯の時刻に階段を降りていくと、奥の方から檸檬れもんに似た爽さわやかな香りが漂ってくる。食堂を覗のぞき込こんでみれば、クロアが額に浮かんだ汗を拭いながら、ぐらぐらと煮立った大鍋を睨にらんでいた。

「いい匂いだね」

「あ、《貪どん食しよく》さん！　お仕事はもう終わったんですか？」

「この前の襲撃で壊れた部分は修繕し終わったよ。……これは何を作ってるの？」

「鶏の胸肉をレモングラスやローリエと一緒に茹ゆでて香りを付けるんです。引きあげたら、温かいうちに喇らつ叭ぱ茸たけのソースをかけます」

「随分お洒落しやれだね」

「味もばっちりのはずです！　今日はちゃんと味見をして確かめてますからね」

　クロアはソースを匙さじで掬すくいぺろりと舐なめると、納得の笑みを浮かべる。僕も味見をさせてもらうが、ほんの一口で香り豊かな旨うまみが舌の上に広がった。

「おいしいなあ……」

「でしょー？　完成を楽しみにしていてくださいね！」

　一週間前と今日とでは、クロアの表情が別人のようだ。やはり、大切な人たちを助けるという目標が定まったからだろう。無事にユラスナと仲直りをし、カリャンに会いに行くという目的に関しても後は《天てん子し》がやってきて貴族が外に出てくるのを待つばかりとなった。

　一つ気になることがあるとすれば、ガファルについて──いや、僕について、なのだろうか。あの時、彼女がどうして僕に触れようとしたのか、どういう気持ちで「わたしの待ち人になってくれ」などと言ったのか、その詳しいところは聞いていない。ガファルよりも《貪どん食しよくの君きみ》の方に好意が向いたのか。それともただ《貪どん食しよくの君きみ》にガファルを投影しただけなのか。こちらも改めて聞くのは気恥ずかしくて、その話題には一切触れていなかった。クロアの様子に変化は見られないから、やはり一時の気の迷いのようなものだったのだろうか。

「……どうしたんですか？　わたしの顔に、また何か付いてます？」

「あ、いや……何でもないよ」

「あの、食糧庫からチコリーを二つくらい持ってきてもらえますか？　さっぱりしたものを用意しないと……パイの準備ですっかり忘れてました」

「うん、わかった──って、あれ？」

　雑念を振り払い、大人しく材料を取りに踵きびすを返すと、食堂の入り口には長い赤髪を垂らした《赤せき泥でいの君きみ》。彼女はふらりふらりと横を通り過ぎ、煮立った鍋の湯気を思い切り吸い込んだ。

「ふむぅ……《貪どん食しよく》にはもったいないほどの良い香りじゃ」

　クロアもこの客人の来訪は予想外だったらしく、ぽかんと口をあけて彼女を見つめている。

「なんじゃ、二人そろって間抜け面しおって。……ほう、あれか、二人だけの時間を邪魔されて怒っておるのか」

《赤せき泥でいの君きみ》はニヤニヤと笑うが、こちらは何も返せない。クロアもなぜか押し黙ってしまって、たちまち食堂には気まずい沈黙が流れた。

「……どうしたんじゃ？　おぬしらがいくら初う心ぶとはいえ、二か月近く共に暮らしておるのじゃ。もはや接せつ吻ぷんの一つや二つで照れるような仲ではあるまい」

《赤せき泥でいの君きみ》としては凍り付いた場を和ませるつもりだったのだろうが、追い打ちをかけられてクロアはさらに黙り込む。僕は《赤せき泥でいの君きみ》の察しの悪さに目め眩まいを覚えながら、溜ため息いきを漏らした。

「……一体何の用ですか。まさか夕食のおこぼれに預かるつもりで？」

「なんじゃ、クロアの料理を食べていいのはおぬしだけとでもいうような口ぶりじゃの」

「そういう話ではなくてですね……」

「──分かった分かった。要件を言えばいいのじゃな？　妾わらわはおぬしらに忠告しに来たのじゃ。むしろ妾わらわは歓待されてしかるべきなのじゃが……」

「何の忠告ですか。そんな急を要する何かが？」

「いや、それほど切迫はしておらんがの。まあ、ここはひとつ、食事でもしつつ話をしようではないか」

　……やっぱり夕食目当てではないか。クロアの方に目を向けると、彼女は頰ほほをほんのり染めて苦笑する。

「《貪どん食しよく》さん。折角来ていただいたんですから一緒に食べましょう。料理は大目に作ってあるので大丈夫です」

　すると《赤せき泥でいの君きみ》はその慈悲深い言葉に深く頷うなずき、

「やはりクロアは物分かりがよいの。そうじゃ、馳ち走そうになる礼に、これをやろうかの」

　と言って、なにやら突然手をひねる。すると一瞬で空中にチコリーが二株生まれ出た。

「うわー！　紫色のチコリーだ！　これ、新種ですか？」

「そうじゃ。苦みを抑えてあるから、生で食べるのにもってこいじゃろう。酢す和あえなど、良いものかと思うぞ」

「わかりました！　ありがとうございます！」

　クロアは創りたてのチコリーを大きめに刻んで大きな鉢に入れると、オリーブ油と塩、胡こ椒しよう、それから芥から子し菜なの実の酢漬けを混ぜ合わせる。彼女は一枚葉っぱをつまんで味見をし、幸せそうに頰ほほを緩めた。《赤せき泥でいの君きみ》は得意げに胸を張ってこちらに視線を送ってくる。……まあ、クロアがいいのなら、僕は何も断る理由はないのだ。

　やがてご馳ち走そうの数々が食卓に並び、僕たちは温かいうちに、と早速食事を始める。三人で囲む食卓はいつもよりも少しだけ賑にぎやかで、匂いにつられたのか、《銀ぎん隷れい》のローもやってきた。クロアに花を創ってもらうと、彼も夕食を共にする。それから皆が木き苺いちごの特製パイを腹に収め、食事が一段落した頃、《赤せき泥でいの君きみ》が乳茶をふうふうと冷ましながら、こう言った。

「──そうじゃ、おぬしらに伝えようと思っておった忠告じゃが、スラガヤは次の《天てん子し》の襲撃で陥落するであろう。それゆえ、おぬしらの家族のことを考えるならば、逃げるにせよ隠れるにせよ、方策を立てておいた方がよいぞ」

「「──え？」」

　クロアと僕の声が重なる。思っていた反応と異なっていたのか、《赤せき泥でいの君きみ》は首を傾かしげ、

「なんじゃ、噓うそはついておらんぞ」

　と口を尖とがらせた。クロアは食卓に身を乗り出すと、まだ信じられないといった表情で尋ねる。

「陥落って……《地ち胚はい》が食べられてしまうってことですか？　それって、街がなくなるってことですよね？」

「そりゃそうじゃろう。まあ、奇き蹟せきの力が無くなるだけで、街自体が消えるわけではないがの。とはいえ街の外殻が閉じなくなるために獣や冬の寒風が入り込むであろうし、水を創ることもできなくなる。街が枯れれば、人間のほとんどは死ぬのが定めじゃ。あるいは──」

「ま、待ってください！　どうしてそんなことが分かるんですか？　まだ《天てん子し》がいつ来るかだって分かっていないのに……」

「それがいつか、などは関係あるまい。むしろ分からぬからこそ、その日に備えて動き始めている連中がいるということじゃ。商人から伝え聞いたが、《酔よい羽ばねの君きみ》と《大おお洞ほらの君きみ》は新しい街に連れていく人間を選別し始めているそうじゃ。まあ、あやつらとて奇き蹟せきに限界はあるゆえ、全ての奴隷を守ることはできぬからの」

「……でも、そんな急に……どうして……」

「大方、貴族の二度目の自殺でまずい事態になっておると気付いたのじゃろう。残っている兵士の数を考えても、負け戦になると踏むのは何ら見当違いではあるまいて」

　いつも通りの語り口ゆえに一層《赤せき泥でいの君きみ》の言葉には真実味が籠っていた。クロアは呆ぼう然ぜんとしたまま、それから一言も発することができない。

「おぬしの妹たちは皆買われておるからの、無理に《朽くち株かぶ》へ連れ込むわけにはいくまい。せめて、心づもりをしておくように伝えておくのじゃな」

「……」

「どうしたのじゃ。もちろん、己の故郷が失われるのはつらいことであろうが、これは街の寿命じゃ。誰にも止めることはできぬ。──第一、それを止めうる《一つ目の君きみ》の奴隷がおかしなことになっておるのじゃ。終わりはすぐそこまで近づいておるのじゃろう」

　スラガヤは爛らん熟じゆく期きを迎えている──いつか《一つ目》が語ったその言葉は、やはり終わりを迎えるという意味だったのか。彼は秋の時点でそれに気付き、それでも何ら対策を講じなかった。今思えば、貴族の自殺の意味など明らかではないか。そこにあるのは絶望だ。戦場を誰よりも見つめ、街の終わりの接近を知っていたのは誰か。無力であることで人々の象徴に選ばれ、最もその無力さを嚙かみしめているのは誰か。その歪ゆがんだ構造を《一つ目》は見過ごし、自殺にまで追い込んだのではないか。

　クロアはまるで、縋すがるように《赤せき泥でいの君きみ》に尋ねる。

「でも……十七年前だって、危機を乗り越えたんですよね？　大崩落の時、街の内部まで《天てん子し》が侵入して、それでもスラガヤは滅びなかった。だったら、もう一度──」

「この十七年、スラガヤが生き延びてきたのは、一時的なものにすぎぬ」

「え……」

「いいか、クロアよ。街はおよそ三百年、それで繁栄が最高度に達し、大抵そこで破は綻たんが生じる。妾わらわはいくつもの街が栄さかえては滅びるのを見てきたが、この寿命を超えて残っているものはない」

　……十七年前、スラガヤも貴族階級の導入や《新にい花ばな》地区の復興で街が活性化し、しばらくは勢いを取り戻した。しかしそれも長くは続かなかったのだ。根本的な発展の可能性が開かれなければ、応急処置を続けるばかりで、やがて限界は訪れる。

「でも……それなら、街って何なんですか？　わたしたちって、何なんですか？　何回も同じことを繰り返してるだけで、何百年もかけて同じ結果になっちゃうんですか？」

「少しずつ変わってはいるのじゃろう。妾わらわのように野に下るものがいれば、技術は残る。あるいは多少損害を受けても、新しい街に移り探究を続ける《大おお獣けもの》もいる。ただ、《天てん子し》も少しずつ成長を続けるゆえ、寿命の限界は破れぬのじゃ」

「……それじゃあ、わたしたちは何のために頑張って……」

「何もおぬしらの生が露と消えるわけではあるまい。少なくとも皆最大限の探究に貢献し、それゆえ街の歴史は各おの々おの異なった形をとる。変化をつけるのは《大おお獣けもの》や人間、個々の生の努力によるものじゃ。……まあ、街の変わり目に生まれてしもうた人間は、少し事情が違うのかもしれんがの」

　話を聞くにつれて、クロアの表情にはますます暗い影が落ちる。《赤せき泥でいの君きみ》は決して彼女を傷つけるような言い方をしているわけではないだろう。彼女が語っていることは真実であり、街の繁栄と滅亡は実際に今も繰り返されている。ただ、その変化に耐えられるほど人間は強い存在ではないのだ。しかも、次の《天てん子し》襲来でカリャンの悩みを聞き出し、そうすることで新しい生き方を始めようとしていたクロアにとって、街の終わりは受け入れがたいに違いない。

《赤せき泥でいの君きみ》は不意に声を潜めると、助け船を求めるように尋ねてくる。

「……どうしてクロアはこんなに気落ちしているのじゃ？　妾わらわは何か悪いことでもしたかの。おぬしであれば、街の終わりがどういうものか知っておろう？」

「そうですけど……今回は少し事情がありまして……」

「なんじゃ、言ってみよ。おぬしらが黙っておったところで話は進まぬ。折角美お味いしい夕飯を馳ち走そうになったのじゃ、妾わらわも悩みの種を振りまいたまま帰りとうないわ」

　腕を組み、理由を聞くまで動かない、とでもいうような様子の《赤せき泥でいの君きみ》。クロアはしばらくの間言葉に迷っていたようだが、やがてゆっくりと口を開いた。

「……今度《天てん子し》が来るときに、カリャンと話がしたいなって思っていたんです。彼女は自殺なんかしないと思うけど……自殺する人がいるような環境に彼女もいることは確かです。それに、今思うとやっぱり悩んでいたんじゃないかなって。それを誰にも相談できずにいたんじゃないかって思うから……」

「……」

「……《一つ目の君きみ》だって話をしたら理解してくれると思うんです。……それにもし本当にスラガヤが滅んでしまうなら、《一つ目の君きみ》にお願いしないと。街をちゃんと守ってくださいって、諦あきらめないでくださいって言わないと……」

　そう言うクロアの声は、彼女の自信のなさを裏付けるように次第に小さくなっていく。《赤せき泥でいの君きみ》はすかさずそれを見抜き、冷ややかな言葉を返した。

「ここまで事態を放置した《一つ目》に、まともな話が通じるとはおぬしも思っておらんじゃろう。話なぞする前に、カリャンを守る方法を考える方がよい。《一つ目》は自分の奴隷を勝手に死なせるやつじゃ、おぬしがどうしようと気にはしまい」

「でも……カリャンだけ助けたって、意味がないと思うんです。他の姉妹も、お母さんも、仲のいい街の人も、助けたい人はいくらでもいます。必要な人だけ選んで、後は見捨てることなんてできません」

「しかし、そうせねばならぬのじゃ」

「……」

「誰もが皆が生き延びることを望んでいて、それが叶かなうのであれば街など滅ばぬ。おぬしが何をしようとも、助からぬ者は必ずいる。それは偽善でもなんでもあるまい。できる限りのことをすればよいのじゃ。最も愚かなのは、その限界を知らずに皆で滅びることじゃろうて。違うかの、クロアよ」

《赤せき泥でいの君きみ》が口を閉じると、食卓が静まり返る。やがてクロアはゆっくりと立ち上がり、何も言わず部屋を出て行ってしまった。《赤せき泥でいの君きみ》はこちらの視線に気付くと、ふいと目をそらす。

「……妾わらわは真実を言ったまでじゃ。おぬしに叱られる筋合いはあるまい」

「別に叱りませんよ……僕だって、あなたの言う通りだと思いますから」

「……じゃあ、なんじゃその目は」

「いや、相変わらず不器用だと思いまして。もっと素直に、クロアの命が心配だ。危ないことはするなって言えばいいじゃないですか」

「妾わらわは道理を隠して、上うわ面つらの言葉を言うのは嫌なのじゃ。いずれ問題に直面するのであれば、最初から示してやる方が親切というものであろう」

「人間を見捨てる覚悟を決めろと？」

「そうじゃ。クロアは全身に《銀ぎん紋もん》がある以上、《大おお獣けもの》ほどではないにせよ他の人間よりも長く生きる定めにある。近くにいる者全てのために立ち止まることなどできぬ」

「でも、そうと分かっていて立ち止まってしまうのがクロアですよ」

「……」

「彼女はやはり、《一つ目》に会いに行くと思います。それでスラガヤを救ってくれと頼むでしょう。どんなに人から無駄だと諭されても」

「……しかし《貪どん食しよく》よ。もはや《一つ目》でさえ、スラガヤは救えぬと妾わらわは言っておるのじゃ。《天てん子し》によって蹂じゆう躙りんされる場にクロアをやって、おぬしは構わぬのか？」

「それはもちろん心配ですけど……クロアが望むなら仕方ありません」

「それに、おぬし、《朽くち株かぶ》はどうする。街に《天てん子し》が訪れるならば、ここも同じく襲われるであろう」

「まあ……急いで片付けて、スラガヤに向かうしかないでしょうね」

「おぬしが戦っている間は、クロアを一人にするというわけか。まったく、おぬしらは本当に考えなしじゃの」

「……あなたが言った通り、できる限りのことをするしかありませんから。もちろん、僕がクロアを守れない間は《赤せき泥でいの君きみ》が助けてくださっても構わないんですよ？」

「馬鹿を言うでない。妾わらわとて《天てん子し》と戦わねばならぬのは同じじゃ」

　ぴしゃりと提案をはねつけると、《赤せき泥でいの君きみ》はお茶を飲み干して席を立つ。

「もうお帰りですか」

「用事は果たしたからの。クロアには、よくよく夕ゆう餉げの礼を伝えておくのじゃぞ」

「……部屋にいるんだから、別れの挨あい拶さつぐらい自分でしていってくださいよ」

「妾わらわは忙しいのじゃ。あやつもしばらく一人になりたいであろうしな。では、《貪どん食しよく》、くれぐれも死ぬでないぞ」

　彼女はそう言うと、なにやらローに向かってついてくるように指で合図をする。そして、そのまま彼と一緒に出ていってしまった。僕はテーブルの上に残された大量の食器を片付けながら、《赤せき泥でいの君きみ》の言葉を反はん芻すうする。

「……死ぬでない、か」

　実際のところ、果たして自分がどうなるのか、クロアがどうなるのか、はっきりとは分からない。それでも不思議と落ち着いているのは、もう自分の役目に迷いがないからだろう。クロアはきっと《貪どん食しよくの君きみ》を必要としてくれる。その求めに僕は答えるだけだ。




　　　　◇　◇　◇




《赤せき泥でいの君きみ》からスラガヤの終わりについて聞かされてから五日後の朝。目が覚めていつものように寒い廊下を通って食堂に向かうと、そこには《貪どん食しよく》さんが待っていて、彼は一言、「太陽が暗い」とわたしに告げた。それは《天てん子し》襲来の予告であり、わたしたちは言葉少なに朝食を終えて、すぐさま《朽くち株かぶ》を発たった。

「──いいかい、確認するけど、これからありうる展開は三つだ。もっとも幸運なのは、《一つ目》が心を入れ替え、現在の窮地をひっくり返す秘策を繰り出してくれること。この場合はゆっくりカリャンと語らって、僕を待てばいい。《天てん子し》に怯おびえる必要はなくなるからね。次に、《一つ目》の理解を得ながらも、彼が《天てん子し》の侵入を止められなかった場合。この時はまず《一つ目》に身を守ってもらうんだ。彼も貴族たちを守る気になったら、一人くらい多めに助けてくれるはずだ。それで僕の到着を待つだけ。最後の展開は、最悪かつ最も可能性が高いけれど、《一つ目》が君たちを守ろうともせず、《天てん子し》を野放しにする場合だ。こうなったら、とにかく逃げること。カリャンと一緒にどこか狭い穴に隠れるんだ。クロアは《銀ぎん紋もん》が多いから、《天てん子し》にも目を付けられやすい。だからとにかく身を隠して、騒ぎが落ち着くのを待つ。そうしたら必ず僕が探しに行くから」

　まだ夜の香りの残る空を飛びながら、《貪どん食しよく》さんは様々な忠告をしてくれた。そのほとんどは、「最悪の場合」に関するものだ。《天てん子し》の動きの特徴、性質、どうやったら逃げることができるのか。わたしだって死にたくはないから真剣に聞いたけれど、それでも心のどこかでは、本当に今日スラガヤが滅ぶだなんて、信じることができなかった。

　しかし、スラガヤにたどり着き、上空から街の様子を眺めた時、わたしの覚悟はあまりに甘かったのだと気付く。大通りも裏路地も、所かまわずひしめき合って往来する、人と物。普段ならばようやくお店が開くような時間に、驚くほど多くの人が街を駆けまわっていた。しかも皆どこか張り詰めた表情で言葉を交わし、いたるところから怒号と悲鳴が聞こえてくる。とりわけ凄すさまじいのは《枯れ花》地区や《新にい花ばな》地区などの周縁部だ。

「……どうしてこんな大騒ぎになってるんでしょうか？　《天てん子し》が来る日は確かにいつもと空気が違うけれど、これはあまりに……」

「……おそらく一般の人間にも《大おお獣けもの》たちの変化が伝わったんじゃないかな。確かにこういうことは珍しいと思うけどね。もしかしたら……どこかの《大おお獣けもの》が街を離れたのかもしれない。《大おお洞ほらの君》や《酔よい羽ばねの君》はきっと裏町の奥に身を潜めているだろうし、皆地下に逃れたいんだろう」

　言われてみると、地下街に繫つながる通りはほとんど人が動けないほどに渋滞を起こしていた。中なか町まちにも裏町に続く小さな通路があるけれど、それがどこにあるかは喧けん騒そうの大きさで分かるほどだ。

「今日街を出るというのは大きな賭けだからね。移動中に《天てん子し》に見つかってしまえば、おしまいだ。大人しく地下に潜っている方が安全とは言える」

　大体、街の外に出てしまえば人間は全く役に立たなくなる。冬でなくとも街に外から来訪者があることは非常に稀まれなのだ。それは人間にとって《地ち胚はい》の力を離れて生き延びることが、ひどく難しいということを意味しているのかもしれない。

「──それで、クロアは地下じゃなくて、高いところに行くんだね？」

「はい。《繁はん花か街がい》で街の南側が見えるところだったら、どこでもいいですよ」

《天てん子し》はいつ現れるか、つまり太陽の位置がどこにあるかによって、やってくる方角が変わってくる。そのためどこから来てもいいようにわたしは《繁はん花か街がい》の中心で待つ必要があった。《天てん子し》の方角を確認したら、ユラスナの路線図を見て《吊つり箱》に乗ればいい。人の力なしで動く《吊つり箱》は勝手にわたしを送ってくれるし、うまく《銀ぎん線せん》を渡ればカリャンに先回りすることだってできるだろう。

「……《仮かり初そめ》の店に寄らなくていいのかい？」

「いいんです。わたしがいると、イオやお母さんが逃げたいときに気まずい思いをさせてしまうので。それに……また明日になったら会えるって信じてますから」

　今日会ってしまったら、まるで本当に最後の別れみたいな気がするのだ。わたしはまだ、スラガヤの存続を諦めたわけではない。今日の騒乱はただの取り越し苦労だったと、笑えるようになりたいのだ。

《貪どん食しよく》さんは《繁はん花か街がい》上層区の見み晴はらし台だいにわたしを下ろすと、少しの間何も言わずにわたしの顔を見つめていた。わたしが首を傾かしげると、彼は曖あい昧まいな微ほほ笑えみを浮かべる。

「……それじゃあ、気を付けて」

「はい。《貪どん食しよく》さんもお気をつけて」

《貪どん食しよく》さんはそのまま空に浮かび上がり、自分の守るべき《朽くち株かぶ》へと飛んでいく。しかし街の外殻の向こうに彼が消え去るのを見た瞬間、わたしは途端に頰を打つ肌寒い風を感じた。悪お寒かんと緊張の混じったものが、じわりじわりと足の方から上ってくる。耳鳴りに似た風の音、鼻び腔こうに滲にじむ血と泥の臭におい、そういう夢での記憶がすぐそこまで近づいていて、街の中まで忍び込んでいるような気さえする。

　……止まらない手の震えは、きっと寒さのせいだ。

　そう自分に言い聞かせて、わたしはしばらく目を閉じる。足元にあった《銀ぎん線せん》に靴を乗せると、次第にスラガヤの声が聞こえてきた。混乱、焦あせり、不安、絶望、皆がそれぞれに今日のことを考えている。皆がそれぞれに大切な人を守ろうと必死になっている。老婆の手を取り歩く子供。杖つえをつく夫に肩を貸す妻。手を繫つなぎ合う兄妹きようだい。寄り添って歩く隣人たち。……わたしだけじゃない、誰にだって大切な人がいて、その未来が幸福であることを祈っている。

　でも、誰がその幸福を守るのだろう。誰が今日から先の日常を、守ってくれると言うのだろう。もしも《一つ目の君きみ》が街を見捨てると言ったとしたら、わたしたちは誰にすがればいいのか。どんな危機でも救ってくれる聖女はここにいない。もしもわたしの身体がもっと大きくて、もっと沢山の奇き蹟せきが使えたとしたら……あるいは、いつか見た人形劇のように《貪どん食しよく》さんと戦場を駆け、《天てん子し》と戦うことができたのだろうか。

　こんな時になってようやく、わたしは自分の無力さに腹が立つのだった。もちろん、腹を立てたところで何かができるようになるわけではない。けれど、より強く、より賢い人間だったら、こんな風に誰かをあてにすることもなく、自分で幸せを守れたのではないか。

　わたしは不意に夢で見た一人の屈強な兵士を思い出す。確か、ダカン隊長と呼ばれていた。あの人みたいに《銀ぎん紋もん》を意味あるものとして、誰かを助けるために使えたとしたら。わたしはこの街を少しでも救うことができたのではないか──、

「──？」

　わたしは突然強い視線を感じて目を開けた。まるで、わたしの内側まで入り込もうとするような、異物感さえ覚えるほどの気配。慌てて周囲を見回すけれど、人影は見当たらなかった。もう一度目を閉じてスラガヤの感覚に触れてみても、もう違和感は消え去っている。一体何だったのかと考えていると、しばらくして今度は背後に人の足音。跳ねるように振り返ると、そこに立っていたのは一人の女性だった。

「──こんなところで、どうされました？　皆さん裏町のほうに避難していますよ」

　外がい套とうから覗のぞくのは、腰に吊るされた白ランタン。どうやら見回りに通りかかったらしい。

「あ、あの……ちょっと休んでいただけなので」

「朝から大変な騒ぎですからね。しかし、こんな風が当たる場所では身体も休まりませんよ」

　彼女はそう言って寒そうに手をこすり合わせると、鞄かばんから取り出した手袋をはめる。

「見回りのついでです。大通りまでご案内しましょう」

　彼女はそう言って微ほほ笑えむけれど、わたしは下手に場所を変えるわけにもいかない。

「……どうされました？」

「あの、わたし、人を待っていて……なので、心配なさらないでください」

　何とか笑ってやり過ごそうとしたのだけれど、相手も笑みを浮かべたまま、なぜか動こうとしない。しかも、逆にわたしの方に向かって一歩ずつ距離を詰めてくる。

「や、夜警さん？」

　こちらは自然と後ずさりするのだけれど、後ろは見み晴はらし台だいの欄らん干かん。すぐに追いつめられてしまう。それから夜警の女性は表情を変えず、しかしより高圧的な声こわ音ねで言った。

「危害を加えるつもりはありません。一緒に避難してくださるだけでいいのです」

「本当に、大丈夫ですから。一人でも行けますし」

「クロア様を保護するように仰おおせつかっておりますので」

「……え？　どうしてわたしの名前を」

「詳しいお話は後程致します。しかし、ここは我々を信じていただきたい」

「ひ、人違いですっ！　わたしはこれから──」

　わたしが相手を押しのけようと手を突き出すと、彼女は軽々とそれをよけて、腕を摑つかんできた。まるでびくともしない。たとえ女性であっても、わたしが力で勝てる相手なんているわけがないのだ。

「おとなしく言うことを聞いてください！」

　突然怒鳴られて、その瞬間、全身に戦せん慄りつが走る。わたしの防衛本能が相手の怒気に反応してしまったのだろう。《銀ぎん紋もん》が光を帯び、地面からたちまち蔓つるが伸びあがった。

「な──」

　四肢を絡からめ取られて動揺した彼女は、一瞬わたしの腕を離す。わたしは「ごめんなさいっ」と頭を下げて、路地に向かって走り出した。

「お待ちくださいっ！」

　後ろからそんな声が聞こえるけれど、振り返らない。相手にどんな理由があったとしても、今地下へ向かうわけにはいかないのだ。避難するということは、スラガヤに《天てん子し》が入り込むのを認めるということ。自分に何ができるかなんて分からないけれど、カリャンに会いもせず、《一つ目の君きみ》と話もせず、今日を終えるわけにはいかない。

　路地に飛び込んだら、スラガヤの声を聞きながら道を進んでいった。ひと気がなく、街の外が見える場所。さすがに廃はい墟きよに身を隠せば、見つかることもない──そう思っていたのに。

「──そんな」

《繁はん花か街がい》でも指折りの古い区域。あえて来るのでなければ、絶対に見つからないであろう古い広場にたどり着くと、なぜかそこには外がい套とうをかぶった人が四人。道を引き返そうと思うやいなや、わたしは彼らの投げた《銀ぎん線せん》の縄に捕まり、動けなくなってしまった。

　そして、さっきわたしを捕まえようとした女性が現れたかと思うと、わたしの目の前で呼吸を整える。彼女は鞄かばんから黒い液体の入った瓶を取り出し、ゆっくりとわたしに近づいてきた。

「あ、あなたたちは、誰なんですか？　いったい何を──」

　身体に巻き付いていた縄に無理やり仰向けの態勢をとらされ、わたしは顔をそらすことさえできなくなる。顔の上で瓶の栓が抜かれた瞬間、酷ひどい鉄の臭においに吐き気がこみ上げた。女性はわたしの額に液体を垂らしながらこう告げる。

「我々はあなたを崇拝する者です。痛みはありません。しばしの間、お眠り下さい」




　　　　◆　◆　◆




《朽くち株かぶ》に《天てん子し》が現れたのは、昼を少し過ぎた頃だった。初め、単調な百足むかで型がたと蟷螂かまきり型がたの襲来に僕は難なく迎撃をこなしたのだが、その容易たやすさに反して少しずつ苛いら立だちが募っていった。というのも、繰り返しばかりの攻撃にほとんど損害を受けることがない一方で、襲撃が終わる気配が一向に感じられなかったからだ。そのため時間が経たてば経たつほどに、僕の頭の中では《赤せき泥でいの君きみ》に言われたことが大きく膨らんでいった。

　──おぬしが戦っている間は、クロアを一人にするわけか。

　あの時、僕はそれも仕方がないと応じたが、果たして本当に他の方法はなかったのだろうか。

《朽くち株かぶ》からスラガヤまでは全速力で飛んでも一時間。《天てん子し》と戦った後の疲労と、その後のために温存する奇き蹟せきの量を考えれば、それよりも早く向かうことなどできない。そして当然、僕がこうして《朽くち株かぶ》に引き留められるほど、クロアが一人になる時間は増えるのだ。もしも《一つ目》の怒りに触れたとしたら。もしも《天てん子し》との戦いに巻き込まれたとしたら。嫌な想像はいくらでも思い浮ぶ。

　それに、朝に見たスラガヤの光景がどうにも引っかかっていた。確かに街の危機を人間が察することはある。街の終わりに騒ぎが起こるのは珍しいことではない。ただ、あの時間に、あれほどの人間が移動するなんてことがあるのだろうか。あれほどの人間がそう簡単にスラガヤの滅亡を信じることができるのだろうか。《赤せき泥でいの君きみ》は奴隷の選別が始まっている情報を商人から伝え聞いたらしいが、その意味を理解できたのは彼女が《大おお獣けもの》で、何度も街の終わりを経験してきたからだろう。滅亡の予兆を理解できる者、そしてそれを喧けん伝でんする者──あの異様な街の空気はスラガヤの終わりが近づいているだけではない。もう一つ別の何かが背後にあるような気がする。

「──っ」

　黒い鎌が首筋を掠かすめ、冷汗が滲にじむ。いくら攻撃が単調だとは言え、気を抜けば致命傷になりかねない。それゆえ、考えに集中することもできずに、焦あせりは増すばかりだった。

　しかし、不意に鼓膜を突き抜ける強烈な爆発音。《朽くち株かぶ》十九階の隔壁が盛大に砕け散り、中に刻まれた《銀ぎん線せん》が露出していた。近くを暴れていた《天てん子し》が蜜に群がる虫のように、一斉にそこへ向かっていく。

　おそらく百足むかで型がたの衝突で蒸気配管が破裂したのだろう。僕はすぐさま損害部分へと飛び、《天てん子し》たちの《黒線》を切り飛ばした。それから向かってくる敵をいなしながら剝はく落らくした壁を修繕する。なんとか間に合ったかと思うと、今度は糸を引き絞るような不快な音。振り仰げば、一つの巨大な霧のようなものが、ゆっくりと《朽くち株かぶ》に近づきつつあった。

　それは百足むかででも、蟷螂かまきりでも、天牛かみきりむしでもない。もっと細かな、むしろ本物の虫と同じような大きさの黒い細かな羽ばたきの群れ。

　──まさか、蝶型？

　長い間《天てん子し》と戦ってきたが、それを見たのは指を数えるほど。小さく、鈍重で、攻撃性に欠ける《天てん子し》。それが一匹ならば敵ではないが、問題は、小さな蝶ちようが何百、何千と集まることだ。まるで巨大な蛇のように、黒い蝶ちようの濁流が渦をなして降りてくる。

「よりによってこんな時に……」

　僕は太た刀ちを握り直し正面から切り込むが、予想通り手ごたえはない。何匹かの蝶ちようが消えただけで、群れはふわりと周囲に拡散する。そして、こちらから一定の距離を保ち、まるで円筒の壁をつくるように飛び始めた。こちらが一太刀入れても、次の瞬間には元通り。まるで水を切っているかのようだ。

「……くそっ」

　このままではさらに持久戦が強いられる。包囲を狭められて苦しくなる前に、消耗を覚悟で爆発を起こすか。だとすれば、どこの壁が一番手薄か──。

　そんなことを考えた次の瞬間、ぞくりと悪お寒かんが背筋を駆け抜ける。

「──上かっ！」

　黒曜石を彫ちよう琢たくしたような、不気味なくらい美しい刃が肩の肉を裂く。蟷螂かまきり型がたの《天てん子し》が真上から襲い掛かってきたのだ。蝶ちようはあくまで逃げ場を塞ふさぐための壁に過ぎず、この円筒状の包囲は他の《天てん子し》のための道だったらしい。僕はまんまと闘技場に連れ込まれたわけだ。

　蟷螂かまきり型がたが連続で鎌を繰り出してくる。普通ならば避けて背中の《黒こく線せん》に切り込むところだが、蝶ちようのせいで思った以上に動きが制限されていた。三手、四手と刀で凌しのぎを重ねるうちに、少しずつ反応が遅れ──、

「──っ」

　横よこ薙なぎの一撃に吹き飛ばされる。ご丁寧に蝶ちようの壁が僕を受け止め、しかも触れたところから奇き蹟せきを剝はぎ取っていった。まるで自らの血と肉を生きたまま蝕むしばまれるような感覚。……不思議なものだ。どんなに切れ味のよい刀でもそれが鉄でできていれば、痛くもかゆくもない。しかし《天てん子し》の肉体、存在には触れるだけで力が奪われてしまう。

　素早く蝶ちようを振りはらい、一瞬の呼吸に全身全霊の集中を込める。

　重要なのは、力でも速さでもない。自分の恐怖を殺すこと。

　小さく息を吐き、宙を蹴る。加速は止めない。蟷螂かまきりの鎌が左足を掠かすめ、銀色の血が迸ほとばしった。だが間合いを詰めてしまえば、次の攻撃は届かない。相手が退き、距離を取ろうとした瞬間、伸びきっていた相手の腕を叩たたき斬る。

　黒い血が噴き出し、《天てん子し》の重心が崩れた。しかし向こうも負けじと残された鎌を振り下ろす。刀で受けるも、あまりの衝撃に刀身が砕け散った。

　……しかし、それも覚悟の上。僕は宙に斬り飛ばした《天てん子し》の鎌をつかみ取り、歯を食いしばる。手の奇き蹟せきを蝕むしばまれようとも、そのまま鎌を振り回し、相手の《黒線》を断ち切った。黒い岩でできた蟷螂かまきりがぐらりと大地に落ちていく。

　だが問題は、この包囲網から抜け出すこと。あえて巨大な鎌を奪ったのは、蝶ちようを吹き飛ばすためだ。なぜなら、《天てん子し》は他の《天てん子し》を避けようとはしない。ぶつかり合い、こすれ合うことを厭いとわない。

　すなわち《天てん子し》の武器ならば、蝶ちようが避けることができなくなる。

「──」

　鎌を振るい、蝶ちようを薙なぎ払はらう。それは驚くほど効果的だったが、自分の消耗も不可避だった。鎌に触れている部分を通し、自分の奇き蹟せきが──魂の一部が削られていくのを感じる。

　蝶ちよう型がたの《天てん子し》を殲せん滅めつし、鎌を手から放した時、腕から先の感覚はほとんど失われていた。その上で、なおも空から降りかかる蟷螂かまきりの姿を目にした時、僕は思わず笑みさえ漏らしてしまう。刀を創ることもできず、自分に鎌が振り下ろされるのをただ見つめるしかない。素手で相手の攻撃を何回耐えられるか──そんなことを考えたその時、不意に、あの尊大で、わがままで、そしてどこまでも力強い声が耳に届いた。




「──死ぬでないと言ったであろう！　愚か者が！」




　蟷螂かまきり型がたの《天てん子し》が縦二つに割さかれ、地に落ちていく。その向こうに見えたのは、巨大な竜の上に跨またがった女性──《赤せき泥でいの君きみ》だった。

「どうしてあなたがここに──」

「どうしても、何もあるか。妾わらわは優秀で経験豊ゆたかかな《大おお獣けもの》ゆえ、自分の農園の《天てん子し》は全て処理し終わったのじゃ。おぬしに用があっての」

「……用？」

「クロアを見守るよう言いつけて月げつ桂けい竜りゆうをスラガヤに行かせたのじゃが、一向に帰ってくる気配がない。どうやら予想通り、クロアは面倒なことに巻き込まれておるようじゃ」

「……月げつ桂けい竜りゆうって、ローですか。そういえば、朝から姿を見かけませんでしたが、彼がどうしてスラガヤまで行けるんですか？　まさかあなたが運んだわけでは」

「──《貪どん食しよく》よ。あまりあやつのことを見くびると、やつの母親に殺されるぞ」

　そう言って《赤せき泥でいの君きみ》は自分の乗った竜の頭をぽんぽんと叩たたく。薄い灰緑の鱗うろこに覆われた巨竜。その頭から伸びた二本の大きな枝は紛れもない月げつ桂けい樹じゆだ。……なぜ翼のないローを《赤せき泥でいの君きみ》が月げつ桂けい竜と呼んでいたのか、ようやく分かる。月げつ桂けい竜りゆうは翼がないのではない。二本の角が翼なのだ。立派な月げつ桂けい樹じゆの枝には《銀ぎん紋もん》が浮かび上がり、おそらくそれが風を起こして身体を浮かび上がらせているのではないか。

　僕は《赤せき泥でいの君きみ》の《大おお獣けもの》としての実力に舌を巻きながら、改めて頭を下げる。

「……あなたのおかげで、命拾いしました」

「礼をするのは後でよい。それよりさっさと気合を入れぬか。腹をすかせた虫どもが、いまだわんさと残っておるわ」

《赤せき泥でいの君きみ》が見上げた先には、金属音を響かせる虫の群れ。僕は力を振り絞って刀を創りだし、もう一度しっかりと握りしめた。










　　　　◇　◇　◇




　スラガヤの声に耳を澄ませると、遠くの方で、カーンカーン、と音が響いた。

　それは街の要所に設置された鐘の音。今日は弔いの厳かな響きと異なって、人を不安に駆り立てる。一つが鳴り始めると、他の鐘も呼応して鳴り始めた。鐘を打ち鳴らすのは夜警の仕事だ。高台に作られた鐘しよう楼ろうに上り、白ランタンを腰に下げた彼らは必死に鐘へ槌つちを叩たたきつける。

　なぜなら、南西の空に《天てん子し》の影が見えたから。赤みを帯び始めた空に広がる黒い影。人々はいよいよスラガヤの終わりが来たのだと嘆き、身を隠せる地下街へ向かって足を速める。その中を多くの夜警が声を張り、灯あかりを掲げて誘導していた。

　──そういえば、彼はどこにいるのだろう。

　それを考えることさえ久しぶりのような気がする。少し前は彼のことを考えない日なんてなかったのに。毎朝、薄暗い路地を行き交う白ランタンに、わたしは彼の姿を探していた。どんなに遠く小さく見えたって、わたしは見逃すことなんてなかったはずだ。

　だというのに、今はガファル君のことを考えないわたしがいる。

　いつの間にか彼のことがどうでもよくなってしまったのだろうか。少なくとも、結婚の約束をしたときの胸の高鳴りは、あまりに遠い過去に思える。だからなのか、わたしはどんなにスラガヤの声を聞いたところで、彼の姿を見つけることができない。わたしが薄情だから、彼も怒って隠れてしまったのだろうか。

　……当たり前だけれど、わたしが《朽くち株かぶ》での生活を幸せだと思うことは、スラガヤでの幸せを忘れることだったのではないか。罪悪感ではないはずだ。けれど、やっぱり寂しさは残る。ガファル君との幸せを失っても仕方ないと思えてしまう自分が寂しいのだ。《貪どん食しよく》さんとの生活があまりに幸せだからいっそう、わたしは無性に悲しくなる。

　わたしがどんなに忘れたって彼の人生は続くだろう。わたしがどんなにスラガヤから離れても、街に住む人の人生はひとりでに続くのだ。この街に足音を響かせる全ての人が、わたしの知らないところで生きていく。

　そうだ、それが失われようとしているのではないか。

　街が消えるということは、わたしとは関係のない何かが消えるのではない。わたしが失ったものが消えるということなのだ。わたしが味わうことのできなかった、《朽くち株かぶ》と同じくらいかけがえのない幸せの可能性が消えるということなのだ。

　だから、わたしはいい加減目を覚まさなければならない。この泥のように重い身体を叩たたき起おこさなければならない。もう、《天てん子し》はすぐそこに迫っている──……

「……っ」

　跳ねるように起きて、わたしは周囲を確認する。そこは薄暗く天井の高い部屋だった。わたしの真上に小さな窓が一つ。人のいる気配はなく、わたしは拘束もなしにベッドの上で寝かされていた。

　額に手をやれば、指の腹をねっとりと汚す黒い液体。……これは《天てん子し》の血だ。《赤せき泥でいの君きみ》が決して触れるなと言っていた、あの液体。それを額にかけられたせいで、わたしは意識を失っていたらしい。

　まるで自分の身体が土くれにでもなったように重たい。部屋の扉には外から鍵が掛けられていて、床に《銀ぎん線せん》はなかった。それだけで、わたしがここから自力で出ることは不可能だと分かる。

　しかし、絶望するよりも先に頭上で物音がして、わたしは顔を上げた。天窓から覗のぞいていたのは、月げつ桂けい樹じゆの枝を頭に差した一匹の蜥蜴とかげ。

「ロー君！」

　わたしが呟つぶやくと同時に、彼が一瞬姿を消し、それから窓を突き破って部屋に飛び込んできた。床は砕けたガラスと木片でひどい有あり様さまだ。……まあ、むしろ、それを見るだけでわたしはなんだか胸がすっとしたけれど。

　それからロー君はふわりとわたしの手の上に降り立ち、キュエーと一声。彼の角つのは銀色に輝き、周りには強い風が起きていた。

「……こうやって《朽くち株かぶ》に飛んできて、野菜をつまみ食いしたんでしょ」

　頭を撫なでると、彼はどこか嬉うれしそうに目を細める。

「わたしを助けに来てくれたの？」

　わたしがそう尋ねると、彼は首を頻しきりに振って、何かを伝えようとした。……いや、そうではない。彼の首には小さな袋が括くくり付つけられていて、どうやらそれを取ってほしかったらしい。外して中を見てみると、入っていたのは一枚の紙きれと大きな《蜜》の欠片かけらだった。紙には流麗な文字でこう記されている。

　──万が一のために、こやつを見張らせておくことにした。この手紙を読んでいるということは何か面倒に巻き込まれているのじゃろう。袋に入れておいたのは、この前の夕ゆう餉げの礼じゃ。大した奇き蹟せきの量ではないが、うまく使うのじゃぞ。

「……ほんと優しいんだなあ、《赤せき泥でいの君きみ》は」

　なんだかんだ言って、彼女はわたしみたいな人間も助けてくれるのだ。袋に入っていた《蜜》はお金にしたら数万ルゥ。場合によっては奴隷一人買えてしまう。これを《銀入れ》ではなく、奇き蹟せきの消費物として使うなんて、普通なら信じられない。一体、どうやって活用すればいいのだろう。

　そう思って《蜜》を握りしめた時、ロー君が壊した窓から角笛の音が聞こえてきた。

「……戦いが始まっちゃう」

　このまま留まっているわけにはいかないのだ。となれば植物を創って扉を壊し、ここから逃げ出すとか……いや、そんなの誰かに見つかってしまった時点でおしまいだ。わたしが《蜜》を使っても無駄。だとすれば、残る選択肢は一つしかない。

「ロー君、これを使ったら、わたしをここから出してくれる？」

　キュエ！

　彼は元気の良い返事と共に《蜜》を丸まる吞のみした。すると彼の角つのに細かな《銀ぎん紋もん》が浮かび上がる。彼はわたしの背後に飛んで服の裾を咥くわえたと思うと、そのまま上へ引っ張り上げた。

「えっ、ちょ、ちょっと待って！　せめて、手を──」

　抗議もむなしく、わたしの足は床を離れ、天井へと向かっていく。窓のあった穴を突き抜け、狭い建物の隙間をすり抜けて外へ出ると、眼下に見えたのは中町の一角。どうやら本当に地下街に運ばれていたらしい。

「ロー君、お願い、もっと上に行って！　貴族の《吊り箱》を探さないと！」

　わたしの要望に応えるように、ロー君は風を切り上へ上へと昇っていく。やがて《繁はん花か街がい》上層区と並ぶほどの高さに来ると、少し離れたところに赤い《吊り箱》が見えた。

「あそこに向かって！　そうしたらカリャンに……って、ロー君？　え、うそ、まさか」

《蜜》を使ったとはいえ、小さな体でその何倍もあるわたしの身体を運ぶには限界があったらしい。前に進むこともできず、わたしたちは少しずつ高度が下がっていく。

「そ、それじゃあ、あの灰色の《吊り箱》でいいから！　お願い！　持ちこたえて！」

　丁度わたしたちの下を走っていた三番線の《吊り箱》へ、ほとんど落下するように飛んでいく。ぎりぎり《吊り箱》の上に倒れ込むと、ロー君の角はあっという間に銀光を失って、月げつ桂けい樹じゆの枝がしおしおと縮んでいった。

「ありがとね。ここまで来たら、あとはわたしが頑張るから」

　ユラスナからもらった紙を取り出して、路線の配置を確認する。三番線は街の外殻に触れる前に中町の塔に降り付いてしまうのだ。カリャンが乗る《吊り箱》に着くためには、二回《銀ぎん線せん》の綱を渡らなければならない。

「ロー君、今度はわたしに摑つかまって。飛ぶよ」

《吊り箱》が接している綱に触れれば、いくらでもスラガヤの奇き蹟せきを使うことができる。あとはわたしがうまく創ることができるかどうか。かなりの速度で移動する《吊り箱》から綱に飛び移って、あとは……

　──戦場の記憶が蘇よみがえる。必要なのは縄。奇き蹟せきを繫つなぐ《銀ぎん線せん》の縄。

　わたしの手から一本の太い蔓つるが伸びる。それは頭上の《銀ぎん線せん》に絡からみついたかと思うと、《銀色》に発光し、わたしをぐっと引き寄せた。貧弱な腕が悲鳴を上げても、目的の綱に移ったら、もう一度蔓つるを創り、身体を引き上げる。そして、一気に目標の《吊り箱》へと飛んだ。

「──っ！」

　勢いの調節ができずに屋根に叩たたきつけられたけれど、《吊り箱》が大きいおかげで助かった。打ち身よりも、《銀ぎん紋もん》を使ったことによる消耗の方がよっぽど辛つらい。全身に痛みを覚えながら、わたしは箱のへりにつけられた足場に飛び降りた。すぐさまカリャンの姿を探そうと顔を上げると、

「……あれ？」

　奇妙なことに窓が一つもない。側面にある扉にさえ覗のぞき窓がなかった。これでは本当に箱みたいだ。中の様子はどこからも窺うかがい知ることができない。

　それに、あまりに静かなことが反かえって気にかかった。わたしが飛び乗った際に少なからず衝撃音はしたはずで、てっきり護衛の人でも現れるのかと思っていたのに。まるで人を乗せていないかのように、《吊り箱》の中からは、音一つ聞こえてこない。

　わたしはそれでも音をたてぬよう慎重に移動し、扉に手をかけた。鍵はかかっておらず、ゆっくりと押し開けると、奇妙な甘ったるい香りが鼻を掠かすめる。一瞬、視界がぐらりと歪ゆがんで、肩に乗っていたロー君も不快そうに咳せき込こんだ。

　……裏町に近い通りにある、薬屋の匂い。そこで売られているのは、病を治すための薬ではなく、病を忘れるための薬。いわゆる幻覚薬だ。おそらく、そこで売られているような香を《吊り箱》の中で焚たいているのだろう。

　口元を手で覆い、箱に足を踏み入れる。窓もないから中はほとんど真っ暗で、中央に一つだけ小さなランタンが灯ともされていた。そしてその灯あかりにぼんやりと浮かび上がる乗客たちを見た時、わたしは思わず小さな悲鳴が漏れてしまう。

　異様なのはその顔を隠すように長い布が垂らされていること。そしてその布の隙間から見える顔には一切の生気がなかったことだ。貴族が並外れて美しい顔立ちであるために、彼らの顔は一層人形じみて見える。それはほとんど死体と言ってもいいくらいに、焦点の定まらない瞳をしていた。

　わたしは二十人ほど並んだ中から、急いでカリャンを探し始める。しかし、そのためには貴族の死相をまじまじと見る必要があって、一人一人確かめるたびに、わたしは身体が得体のしれぬ冷たさに侵食されていくのを感じた。

　しかし、半分を過ぎた頃、ようやくカリャンの横顔を見つける。肩に触れても反応はない。一瞬、本当に死んでいるのではないかという恐怖に襲われるけれど、彼女の手はまだ温かく、脈も打っていた。わたしは息を止め、彼女の肩を担かつぐと、箱の外へとカリャンを連れ出した。

　外に出たら、新鮮な空気を思い切り吸い込む。それからカリャンの肩を強く揺さぶると、ぶるりと震えて彼女の瞳に光が戻った。

「……クロ……ア……？」

「カリャン！」

　思い切り彼女を抱きしめた時、わたしはようやく彼女との再会を実感することができる。どんなにカリャンを信じていたとはいえ、こうして彼女のぬくもりを確かめられると、自然と涙が溢あふれてきた。

「……よかった！　本当によかった……！」

「どうしてクロアが……それに、私は……」

　カリャンはぼんやりと周囲を見渡し、それから足元に目をやったとき、「きゃあ！」と悲鳴を上げて私に飛びついてくる。

「どうして私、こんなところにいるの!?　まだ《吊り箱》も外殻に届いてないじゃない！」

「わたし、カリャンにどうしても会いたくて……ごめんね、無理やり引きずり出したの」

「そんな……どうして……」

「貴族が自殺したって話を聞いて、カリャンも何かすごく辛つらいことがあるんじゃないかって……それに、スラガヤが今日滅んでしまうって……それで……」

　うまく言葉がまとまらない。カリャンの無事を確認した安あん堵どに、気が緩んでしまったのか。しかし、彼女の額に刻まれた《銀ぎん紋もん》がふと視界に入ったとき、わたしはここまでやってきた理由を今一度思い出した。そして、わたしは呼吸を整え、尋ねる。

「……その額の《銀ぎん紋もん》、それは自殺のための《銀ぎん紋もん》でしょう？」

「……」

「理由は分からなかった。事情なんて、たぶん、本当のことの半分も分かっていないんだと思う。……でも、カリャンはきっと苦しんでいるんじゃないかって……そう思ったの。迷惑かもしれないけど、ただの勘違いかもしれないけど、それでもカリャンのことが心配で……心配なのに、全然カリャンのことが分からなかったから。カリャンが元気かどうか確かめに来たの。会って、ちゃんと確かめたかった」

　カリャンは今、わたしの目の前できちんと息をしている。わたしの手は、彼女の手の温かさを感じることができる。けれど、それだけでは駄目なのだ。わたしがここにやってきたのは、それよりも一歩先に踏み込むため。

「……カリャンは、自分で自分を殺してしまいたいほど苦しいの？」

「──」

　わたしの言葉に、ほんの僅わずか、彼女の瞳が揺れた。カリャンは唇を少しだけ嚙かんで、それから絞り出すように言葉を返す。

「……違うのよ、クロア」

　彼女はゆっくりと首を振る。そして、「違うの……」と繰り返した。

「これは……確かに自殺するためのものだけど……それは私たちがいざという時、苦しまないためのものなのよ」

「……どういうこと？」

「……去年の夏の終わりに、ご主人様が貴族全員に《銀入れ》をしたの。それから、この先もしも運悪く生き延びてしまって、死にたくなったら、これを使いなさいって」

「え……」

「この冬の間に、必ず防衛は突破されるって、ご主人様は知っていたのよ。わたしたちは《銀ぎん紋もん》が少ないから《天てん子し》に狙われることもない。けれど、身体を鍛えているわけでも、特別な技能があるわけでもない私たちに、生きる術すべは残っていない。苦しんで生きるより、一瞬で死ぬことができれば楽だろうって……」

「そんな……それじゃあ、自殺した二人の貴族は？　あれも《一つ目の君きみ》のおかげで、楽になれたって言うの？」

「──クロア、あれは違うのよ。私の《銀ぎん紋もん》は力を使ったとしても、頭の血管が切れる程度よ。あんな他人を巻き込むような死に方にはならない」

「……」

「ファエール──最初に自殺した子は、ご主人様に反抗的で……何か、変な人たちとつるんでいるみたいだった。私はちゃんと確かめたわけじゃないんだけど、彼女の《銀ぎん紋もん》は手が加えられていたみたいだって」

「……」

「とにかくね、分かってほしいのは……私だって、他のほとんどの貴族だって、自殺する気なんかないってことよ。確かに冬は嫌いよ。戦場を見て、自分だけがのうのうと生き続けて、それが楽しいわけがない。でも、わたしはそれが仕事だって聞かされて、それを受け入れて貴族になったのよ。その責務を投げ出して死んだりなんか、絶対にしない」

　カリャンが噓うそを吐ついているようには見えなかった。貴族に会うという無理を通したわたしに、彼女が答えを誤ご魔ま化かすとも思えなかった。

　けれど、それが本当のことだとしても、カリャンはまだわたしの問いに答えていない。

「カリャン……それはやっぱり、苦しいってことじゃないの？」

「……」

「誰かに強いられたわけではないとしても、自分で死んでしまいたくなるくらい、貴族は苦しい思いをしているってことじゃないの？　この《吊り箱》だって、何か変だよ。誰もかれも黙ったまま、薬で考えることさえやめて……これは貴族の儀式なのかもしれないけれど、でも、それって苦しいからじゃないのかな。……戦場に向かうことが苦しくて仕方ないから、皆で見ないふりをしようとしているだけじゃないのかな」

　冬の間貴族たちに課される外界からの隔絶。それがどんなにお祈りに必要なことだと言われても、もうわたしは信じることができない。外との繫つながりを断つことは、単に逃げ場を奪っているだけではないのか。もしも声を上げてしまったら、誰かに「助けて」と言ってしまったら、自分たちの苦しみを認めることになる。ただ戦争を見つめるという不条理を認めることになる。だから、全てを見ないふりをして、この檻おりのような箱の中に閉じこめられているのではないか。

「カリャンは……幸せ？」

　わたしの問いに、彼女の肩が微かすかに震えた。綺き麗れいな幼おさな馴な染じみの顔が歪ゆがんで、目が潤む。彼女は何か苦々しいものを吐き出そうと口を開くのだけれど、しかし結局カリャンは何も言わず目を伏せた。

　そして、再び悲ひ愴そうな輝きを宿した瞳で、こう言う。

「それでも、私たちは戦場にいくの。それが私たちの役目だもの」

　彼女の眼まな差ざしから迷いは消えていて、それゆえに、わたしはなおさら理解ができない。

「……どうして？　どうして貴族はそんなことをしなくちゃいけないの？　カリャンは今日、スラガヤに《天てん子し》が到達するかもしれないって、知ってるんでしょう？　兵士が殺されていく姿を最後まで見なくちゃいけないって、知ってるんでしょう？」

「……うん」

「そんなの、やっぱりおかしいよ！　それで、最後には自分で死ぬつもりなんて……自分の自殺は違う自殺だとか、苦しまないためのものだとか、どうしてそんな風に受け入れられるの？　だって、死んじゃうんだよ？　本当に死んじゃったら、もう一緒にご飯を食べることも、一緒にお話しすることもできなくなっちゃうんだよ？　それで本当に……本当に終わりなんだよ？」

　仕事を果たした後に自殺することも、仕事を果たす前に自殺することも、どちらも幸せなわけがない。そんなの初めから諦あきらめているだけではないか。苦しみから逃れる道が一つもない。

　それを認められないのは、わたしの考えが甘いだけなのだろうか。ユラスナがあの時言ったように、わたしたちは自分の死に方を受け入れるべきなのだろうか。

　だとしたら、わたしたちに許された幸せは、どこにあるのか。

　カリャンの幸せは、どこにあるのか。

　しかし、カリャンはなおもかぶりを振って、わたしの言葉を否定した。

「そうじゃないのよ、クロア。私たちはご主人様のために働いているのよ。あの方は私たちを必要としている。それは何も、兵士の士気を高めるためだとか、階級をつくるためだとか、そういうことじゃないの。《一つ目の君きみ》は寂しくて……ただ、苦しんでる……私たちが傍そばにいてあげないといけないのよ……」

「それで一緒に死んでしまえば、カリャンは満足なの？」

「……」

「ねえ、カリャン、大切な人の側にいたいって思うのは、一緒に死ぬためじゃないよ。一緒に生きるためでしょう？　苦しむことを耐えるのは何かを諦めるためじゃない。その後に思い切り笑うためだよ」

　……たとえどんなにわたしが愚かだったとしても、一つ知っていることがある。それは《遺い銀ぎん》を耐えてきた十七年の苦しみは、自分の無力さを諦めるためではなかったということだ。我慢して、我慢して、そうしたら《貪どん食しよく》さんが現れた。新しい幸せを知ることができた。それはわたしが自分を諦あきらめなかったからだ。そして、お母さんがいて、姉妹がいて、わたしを支えて、諦あきらめるなと言ってくれる人がいたからだ。

「カリャン……諦あきらめちゃだめだよ。《一つ目の君きみ》が苦しんでいるのなら、一緒に諦あきらめるんじゃなくて、助けてあげようよ。滅亡なんかしないように、一緒に考えればいいんだよ」

「……でも……貴族は何も……」

「何もできなくたって、言葉は届くよ。《一つ目の君きみ》はずっと街を守ってきた立派な《大おお獣けもの》でしょう？　まだ方法はあるよ。《一つ目の君きみ》を支えてあげれば、きっと──」

　しかし、わたしがその言葉を言い終える前に、突然《吊り箱》ががくんと揺れる。手すりに摑つかまる暇もなく、わたしはカリャンの上に覆おおいかぶさるように倒れてしまった。

「ごめん、カリャン！　怪け我がはない？」

「私は大丈夫だけど……《吊り箱》が止まって……」

　そう呟つぶやいた彼女はわたしの背後に視線を向けた途端、顔を青ざめさせる。わたしも立ち上がって振り向くと、そこには手すりと《銀ぎん線せん》の綱を結びつける無数の縄があった。《吊り箱》は完全に動きを止めている。

　そして、下から突然人影が現れたかと思うと、それは《吊り箱》の上に静かに着地した。彼女はまっすぐわたしを睨にらみつけ、火を吐かんばかりに怒気を漲みなぎらせている。

「クロア様！　なぜお逃げになるのですか！　我々はあなたを守ろうとしているのですよ！」

　彼女は《繁はん花か街がい》でわたしを見つけ、追いかけ、わたしから意識を奪った女性だ。その端正な相貌は怒りと困惑で奇妙に歪ゆがんでいる。わたしはカリャンを後ろにかばいながら、正面から相手の視線を受け止めた。

「……なぜって……自分たちが何者かも言わずに無理やり捕まえようとするなんて、そんな人たちを信じられるわけがありません」

「これは非常事態なのです！　ずっと我々が見守ってきたというのに、あなたは突然スラガヤの街から消え去ったかと思えば、よりによって、こんな日に限ってスラガヤにいらっしゃる！　本当は我々としても穏やかに接触を図りたかったのです！」

「……見守ってきた？　どういうことですか、わたしはあなたと会ったことなんて……」

　一歩近づいてくる相手に、わたしたちは一歩退く。その姿を見て不意に彼女は表情を曇らせると、感情を押し殺すような声音で言った。

「……それはそうです。保護役の我々は、あなたに気付かれないようにと命を受けてきたのですから。わたしの名はナヴァーラ。リリアン教徒の一員に過ぎません。あなたの動向を常に把握する役目を請け負ってきた者です」

「リリアン教徒……？　それに動向を把握って……」

　わたしはそこでふとあの視線を思い出す。朝、スラガヤの声を聞いていた時、不意に感じた強烈なまなざしの感覚。そして、わたしが逃げようとしても追い込まれ、すぐに彼女が追い付いてきたこと。その二つが意味するのはつまり、

「──あなたも、スラガヤの声が聞こえるんですか？」

　ナヴァーラは静かに頷うなずいた。

「そうです。クロア様。我々は仲間であって、敵ではありません。わたしもあなたを長い間見守ってきました。あなたに拒まれるのはそれだけで十二分に悲しいことなのです」

「……でも……それならどうして、わたしを放っておいてくれないんですか？　仮にあなたたちが敵ではなかったとしても……わたしは地下に閉じ込められるわけにはいかないんです」

「それはあなたを守るためです！　今日、この街は《天てん子し》によって滅ぼされます。地下街を除いて、地表は全て戦場となる。そんな場所にあなたを置いておくわけにはいきません！」

「わたしを守るって……そんなこと、わたし頼んでいません！　それより、どうして戦わないんですか？　あなたたちはスラガヤの声も聞けるし、わたしと違って身体も丈夫で……それで、どうしてスラガヤを守らないんですか？　もしも皆が力を合わせたら──」

「あなたは我々に、死ねと言いたいのですか！」

　再び爆発する怒りに、乾いた空気が千ち々ぢに破れそうなほどの緊張が走る。

「クロア様が街の滅亡を受け入れられない気持ちはわかります。しかし、これはもう変えられぬこと。一つの限界なのです。《大おお獣けもの》が支配し、人間が奴隷として働くという構造において、この三百年あまりの寿命は変えることができない！」

「……でも地下に隠れていたって、《地ち胚はい》がなくなったら人間は何もできなくなっちゃいますよ？　結局、大勢の人が苦しむことになる」

「それは違います。スラガヤの地下にはもう一つの《地ち胚はい》があるのです。規模は小さいものの、それでもこの十数年、拡張が続けられてきました。今の《地ち胚はい》には及びませんが、おのずと奇き蹟せきを回復する力もある。奇き蹟せきの量を管理し街の規模を抑えれば、存続は可能です」

「……もう一つの《地ち胚はい》？」

「そうです。《大おお獣けもの》たちが少しずつ《銀入れ》を行い、新たに創り出した《地ち胚はい》です。《朽ち株》という小さな《地ち胚はい》を知っているあなたには、これが噓うそではないとお判わかりでしょう」

「──！」

　この際、相手が《貪どん食しよく》さんの目的まで知っていることはもはや驚かなかった。いつもスラガヤの声を聞いて監視していたのなら、わたしが妹たちやガファル君と会った時の会話も聞いているはずだからだ。それよりも問題は、新たな《地ち胚はい》という発想をわたしは、わたしだけは確かに否定できないということだった。なぜなら、まさに《朽くち株かぶ》という小さな街で、わたしは数か月の間暮らしてきたのだから。

　しかし、同時に一つの疑問も湧く。

「……街の規模を抑えるって……それはつまり、いま生きている全ての人が生活できるわけじゃないってことですよね？」

《朽くち株かぶ》であれば、わたし一人で奇き蹟せきを使い切ることなどありえない。《朽くち株かぶ》が回復しきれないほどの奇き蹟せきを使ったら、わたしの身体が先に壊れてしまうからだ。しかし、スラガヤには五万の人々がいる。五万人分の奇き蹟せきが必要になるということだ。

「この街に必要な水や食料の全ては《地ち胚はい》の奇き蹟せきに頼って創っているんですよ？　奇き蹟せきの量を制限するということは、つまり全員が生きられるわけじゃないってことですよね」

「……ええ」

「だとしたら、生きる人と死ぬ人は誰が決めるんですか？　誰かを犠牲にして、誰かを見捨てて……そうしたら、三百年よりも長く街は繁栄するんですか？　今、皆が生きていて、《地ち胚はい》もあって、そういう時に無理だって諦めたことが、もっと奇き蹟せきも人も少ない街で可能になるんですか？」

「……それは……」

　わたしと話せば話すほど、ナヴァーラの表情は険しくなっていく。彼女は苦々しく首を振り、ぽつりと呟つぶやいた。

「……それでも、我々は自由になるのです」

「自由？」

「奴隷として死ぬことがなくなるということです。もはや《大おお獣けもの》によって価値を定められる必要はなくなる。……あなたも《遺い銀ぎん》とみなされた身です。その苦しみはお分かりでしょう。自分の能力や思いや、そんなこととは関係なしに値段をつけられる。買われてしまえば、あとは街を維持するための仕組みに成り下がる。それを脱することができるのですよ……それだけで、我々は十分すぎる自由を手に入れるのです」

　そう言うナヴァーラの瞳には、あまりに鋭い憎ぞう悪おが籠められていた。わたしはその思いの強さに一瞬気け圧おされるけれど、それでも彼女を認めるわけにはいかない。

「……それは本当に……自由なんですか」

「……どういう意味でしょうか」

「確かに今、《大おお獣けもの》はわたしたちの価値を決めていますけど……でもスラガヤが滅んで、あなたが言うような新しい《地ち胚はい》のもとで生きるとしたら、やっぱり誰かが価値を決めるんじゃないんですか？　人数に限りがあるのなら、生まれてからの価値どころか、生まれていいかどうかさえ、誰かが決めなきゃいけなくなる。それは本当に自由と言える街なんですか……？」

　特別な人間が街を管理するのなら、その人は《大おお獣けもの》と何も変わらない。むしろ《大おお獣けもの》だって人間と同じくらい人間っぽくて、そこに差なんてないはずなのだ。

　わたしはまっすぐナヴァーラを見据えると、言った。

「……何も、最悪の場合を予想して備えることを無駄だとは言いません。もしかしたら今日スラガヤは一度滅んで、あなたたちは多くの人を救うことになるのかもしれない。けれど、わたしは、まず自分のやれることを全部やりたいんです。一番幸せな可能性があるなら、それに手を伸ばす前に諦めたくない」

「しかし、あなたに何ができると言うのです。《一つ目の君きみ》はもうスラガヤを守れない。あるいは数千の兵士の代わりに、あなたが《天てん子し》を撃退するとでも言うのですか？」

「それは……」

「──クロア様。これ以上の話し合いは無用でしょう。あなたは結局、誰かを守る人間ではなく、守られる人間なのです。それゆえに、我々はあなたの意に反してでも、あなたを守らなければならない。今一度、止めさせていただきます」

　彼女がそう言った次の瞬間、背後に大きな音がして、大柄の男が一人現れた。手には銀に光る縄を持っており、その先は《銀ぎん線せん》の綱に繫つながっている。それはつまり、奇き蹟せきをいつでも使えるということで──、

「きゃあ！」

　こちらが動くよりも早く、男の手から創り出された縄がカリャンの身体に巻き付く。そして、あっという間にカリャンの身は男の腕の中に納まってしまった。

「やめて！　カリャンは関係ない！」

　咄とつ嗟さに叫ぶと、彼は小さな溜ため息を一つ漏らした。

「……クロア様の大切な家族をあえて傷つけるつもりはありませんよ。しかし、クロア様を守るためならば、その限りではないかもしれない」

　男は腰元から刀を抜くと、カリャンの首元にあてがう。その氷のような鋭い輝きは見るだけで、わたしの心臓を切り刻むようだった。

　確かに、わたしにはどうすることもできない。カリャンの苦しみを消そうと思ってここまで来たのに、カリャンが傷ついてしまったらなんの意味もない。

　すぐ手の届くところまで近づいてきたナヴァーラは、わたしに向かって諭すように言った。

「……心配なさることはないのです。あなたの家族はわたしたちが守ります。たとえスラガヤが滅んだとしても、誰一人傷つくことはないと保証いたしましょう。……そもそも、どうしてクロア様がスラガヤを救う必要があるのです？　見も知らぬ人々がいくら死のうとも、あなたの幸せが揺らぐことはない。むしろ、救う力がないにもかかわらず、それに関わろうとするのは、あなたが妹に叱しつ責せきされた偽善そのものでしょう」

「──」

　慰めか。同情か。彼女の言葉を聞いた時、わたしは本当にこの人が自分を知っているのだと痛感する。わたしの苦悩も、弱みも、本当に見透かしていて、だからこそわたしを守ろうという言葉に噓うそはないのかもしれない。

　カリャンの瞳に映る戸惑いと恐怖に、わたしの心臓はさらに怯ひるんだ。《一つ目の君きみ》ならきっと救ってくれるだなんて。わたしのやっていることは人任せに過ぎなくて、これも全部我わが儘ままの延長だ。

　やっぱり、全て子供の甘えに過ぎなかったのだろうか。

　甘えることは許されて、けれど現実は変わらない。

　ただそれだけのことに過ぎなかった──……

「うわっ、なんだこいつは！」

　男の人の狼ろう狽ばいに、沈みかかった視線が上がる。見れば、いつの間にか彼の顔にロー君がへばりついて、爪を突き立てていた。

「きゃあ！」

　カリャンは男の腕から解放され、その勢いで床に倒れ込む。わたしはその隙すきに男が持っていた《銀ぎん線せん》の縄に飛びつき、ナヴァーラに向かって、思い切り奇き蹟せきの力を吐き出した。

「クロア様！　おやめください！」

　数多あまたの蔓つる草くさが一瞬にして彼女の身体を縛り付け、身動きを封じる。わたしは全身に焼けるような痛みを覚えるけれど、躊躇ためらっている暇はない。振り向きざま、男の人の方に向かって、蔓つるを創り出した。けれど、既に仲間が拘束されるのを見ていたせいか、彼は咄とつ嗟さに後ろに下がって、伸びてくる植物を次々に斬り飛ばしていく。わたしは一瞬、背中に熱した鉄ごてを当てられるような激痛を覚え、力を途切れさせてしまった。

　一転攻勢とばかり、一歩にして距離を詰めてきた彼に、ロー君は再び襲い掛かった。何度振り払われても、残った《銀ぎん紋もん》の力で飛び上がり、相手に向かっていく。

「──いい加減にしろっ！」

　男はやがて突然距離を置き、刀を構え直すとロー君を睨にらみつけた。

　その瞬間、抑えきれない悪い予感が胸をよぎる。

「ロー君！　駄目っ！」

　しかしわたしがそう叫んでも、ロー君はやはりまっすぐ相手に飛び掛かった。

　そして──一いつ閃せん。

　ロー君の首が跳ね飛ばされた。




　　　　◆　◆　◆




　最後の蟷螂かまきりの《黒こく線せん》を断ち切り、その鋼の巨体が大地に落ちた時、《朽くち株かぶ》はようやく静寂を取り戻した。始まりから、およそ四時間。途切れることのなかった《天てん子し》の来襲がようやく終わりを迎えたのだ。

　壁は打ち崩され、剝むき出だしになった自分の部屋に降り立つと全身の力が抜ける。刀は途中から創り直すこともやめてしまい、刃こぼれがまるでのこぎりのような凹おう凸とつを作っていた。

　しかし、これまでで一番の長期戦だった。長いだけではないだろう。おそらく《天てん子し》の量もこれまでの倍、あるいはそれ以上だったのではないか。途中から《赤せき泥でいの君きみ》が助太刀に来てくれたとはいえ、自分の奇き蹟せきは少しずつ、少しずつ削られてしまった。このままではスラガヤに飛んでいくことさえままならないだろう。

「……大丈夫か、《貪どん食しよく》よ」

　竜から飛び降りた《赤せき泥でいの君きみ》は僕の顔を摑つかむと、鼻先まで顔を近づけて眼球を覗のぞき込こんでくる。

「虹こう彩さいがほとんど光っておらんな。これを回復させるのに、半月では足りまい」

「……普段はここまでではないんです。なぜか今日に限って相手がしぶとくて……」

「違う。それは妾わらわのせいじゃ」

「──え？」

「ここしばらく、妾わらわは《朽くち株かぶ》を訪れ過ぎた。太陽はよくよくそれを嗅ぎつけておったのじゃろう。妾わらわはおぬしの数倍は奇き蹟せきを持つゆえ、《朽くち株かぶ》に向けられる敵の数も増えたのじゃ」

　彼女はそう言うと、額に皺しわをよせ、驚くほど素直に謝罪の言葉を口にした。

「すまなかった。ここへ来るのが遅すぎた。妾わらわも思い至ったのは農園に来る者どもを撃退した後での。後手に回ってしまった」

「い、いえ、こうして助けにきていただいただけで十分──」

「……十分ではあるまい」

「……」

「その傷でどうする。死なずに済んだことは何よりじゃが、おぬしはこれからやることがあるであろう。……妾わらわも見込みが甘かった。ここまでおぬしの傷を増やすはめになるとは……」

《赤せき泥でいの君きみ》の口調には後悔の念が滲にじんでいて、責め立てる気になどならない。奇き蹟せきの量に反応して《天てん子し》が訪れるという仕組みを忘れていたのは僕も同じだ。街を離れて久しく、これほど他の《大おお獣けもの》と共に過ごしたことはなかったために、気付くことができなかったのだ。

　彼女はそれからさらに苦々しい表情を浮かべて、こう呟つぶやいた。

「それにの……もう一つ、予見の甘いことがあった」

「……もう一つ、ですか？」

「月げつ桂けい竜りゆうの小こ童わつぱが死んだのじゃ」

「──」

「あやつの奇き蹟せきの力を感じなくなった。何か、妾わらわが考えていたよりも大きな問題に巻き込まれたようじゃの。それがクロアにとって何を意味するかは、言うまでもあるまい」

　ローが死んだ？　そんなことは、《赤せき泥でいの君きみ》の悲痛に歪ゆがんだ顔がなければ到底信じられないことだった。彼はもう《朽くち株かぶ》の住民だったのだ。美お味いしそうに花を食べ、陽気に鳴き声を上げる彼の姿が脳裏に浮かんで、胸を締め付ける。感覚を共有することもできる《赤せき泥でいの君きみ》にとっては、どれほどの苦しみだろう。

　そして、そんな痛ましいことが起きたということは、クロアもまたその危険と隣り合っているということ。

「あやつにはクロアの見張りを命じ、わずかばかりの《蜜》も持たせたのじゃ。クロアは決してそれを無駄に使ったわけではあるまい。実際、感覚が途切れるまで月げつ桂けい竜りゆうの奇き蹟せきはいつもより強く感じられたほどじゃ。しかし……何者かが、あやつを殺した」

「……」

「スラガヤの破滅は、もはや妾わらわの想像を超えた事態となっておる。……力添えをせんと駆けつけ、大見得まできったのじゃがな……おぬしらを助けるには、力が及ばなんだ……」

《赤せき泥でいの君きみ》の声はいつもの張りを失って弱々しい。彼女との付き合いも随分長いが、ここまで落ち込む姿は初めて見る。大切な《銀ぎん隷れい》を失った上に、僕が情けない姿を曝さらしているせいで余計責任を感じているのだろう。前者はどうすることもできないが──しかし後者なら僕にもできることがある。

「言ってるじゃないですか。あなたは十分に僕を助けてくれましたよ」

「下手な慰めなどいらぬ！　妾わらわは自分の失敗を誤ご魔ま化かすような者では──」

「《赤せき泥でいの君きみ》」

「……なんじゃ」

「あなたは僕に死ぬなと言って、実際に窮地から救ってくれました。僕はこうして生きていて、それだけで本当に十分なんです。だって、僕はあんなに《天てん子し》と戦ってなお、まだたっぷり半分の奇蹟が残っているんですから」

「──おぬし、まさか」

「あなたのおかげで、僕は《朽ち株》を守ることができた。僕がこの建物に分けておいた力を、きちんと守ることができたんです」

　もちろん、本来僕が使いうる全ての奇き蹟せきには遠く及ばない。しかし《朽くち株かぶ》に分与した奇き蹟せきを回収すれば、きっとクロアを助けるくらいのことはできるはず。それはやはり《赤せき泥でいの君きみ》がやってきて、僕を助けてくれたおかげなのだ。

「……しかし、そうすればおぬしのこの二百年は水泡と帰すのじゃぞ？」

「ええ」

「基礎部分の定着に百年、《銀ぎん線せん》の配置に百年……妾わらわはおぬしの試みを初めから見てきたのじゃ。それがどれほどの苦労の下になされたか、知らぬわけではない」

　かつて一人で《天てん子し》と戦い、死にかけた時、《赤せき泥でいの君きみ》から教えてもらった拠点という発想。しかし、彼女の拠点が植物栽培という探究のために作られたのとは違い、《朽くち株かぶ》はあくまで防衛のための拠点。その真の目的を欠いていた。

　しかし今日この日、ようやくその足りなかった目的が定まるのだ。

「この《朽くち株かぶ》における探求はきっと、こうなるためにあったんです。クロアを守るため、クロアの願いを叶かなえるため。ここに刻まれた二百年は彼女のためにあったんですよ」

《赤せき泥でいの君きみ》の言う通り、ローが死んだとなればクロアには危機が迫っている。そこに出し惜しみなどできるわけがない。大切なのは、クロアがいること。今日を超えて、クロアの命が続くことなのだ。

「しかし……」

《赤せき泥でいの君きみ》はそれでもどこか納得がいかないように顔を俯うつむける。僕は笑って付け足した。

「こういう風に生きろって教えたのは、あなたじゃないですか」

「──なっ、妾わらわはそんな無鉄砲な生き方などおぬしに教えたことはない！」

「覚えていませんか？　僕が樹木兵に剣技を教えながら、なぜか実戦では動きが鈍ってしまうと言った時、あなたはこう言ったんです──」

　──それはおぬしが、おぬしを殺しておらぬからじゃ。

　一瞬、《赤せき泥でいの君きみ》はきょとんとして、それからふっと苦笑を漏らす。

「よく覚えておるものじゃ。……百のうちに一つ狂った者がいるのならば、狂える者にとりては九十九こそ狂人なり。一の者よ、九十九を打ち殺せ。さすれば一が全となる……」

「野に下る《大おお獣けもの》の格言でしたよね？　どんなに理性が拒もうとも、どんなに恐怖が身体を縛ろうとも、それを己で殺してしまえば、無駄な迷いは消える」

「そうじゃ……《大おお獣けもの》は人間よりも魂が多いゆえに、内心の合議では必ず合理的な結果を選んでしまう。その限界を打ち捨ててこそ、野に下った《大おお獣けもの》は独りで生きていける……」

「僕は今日も、己の一に従うだけですよ」

「……ふん、小僧が生意気なことを言うものじゃ。普通は長い時を経て、一つの意志が他の意志を抑えるほど肥大するから成り立つものを……」

　それから《赤せき泥でいの君きみ》はいつもの尊大な笑みを浮かべると、言う。

「よかろう！　大いに狂え、《貪どん食しよくの君きみ》！　おぬしを止めるものは、もはや何もあるまい！」

　僕は床の《銀ぎん線せん》に手を触れた。銀色の文様が細かくさざめき、水のように僕のもとへ入ってくる。《朽くち株かぶ》に分け与えた奇き蹟せきが、そして、奇蹟以上の何かが自分の中にしみ込んでくる気がした。記憶か、それとも幻覚か。彼女が料理を作る姿。仕事を手伝う姿。花を咲かせたり、歌を歌ったり、《朽くち株かぶ》に刻まれたクロアの日々が──クロアと僕の日々が、奇き蹟せきと一緒に流れ込む。……そうだ。たった数か月でも、確かにここは僕たちの家だった。どんな奇き蹟せきよりも輝かしい日々に、溢あふれていた。

　それから僕は立ち上がる。《赤せき泥でいの君きみ》にもう一度礼を告げ、空へ飛び出し、稲妻よりも速く彼女の下へ向かっていく。

　この衝動に、異を唱える者なんていない。

　なぜなら、もう僕の魂の全てが狂っているからだ。

　──クロア。

　君のためならば、僕の全ては死ぬことさえ躊躇ためらわないだろう。




　　　　◇　◇　◇




　怒りと悲しみが吹き荒れる数秒の内に、自分が何をしたのか、わたしはよく思い出すことができない。ふと気が付いた時には、ロー君を切った男の人が太い樹木の中に埋もれ、動きを封じられていた。わたしの手の中にはかつてロー君だった木の枝が一本だけ。

　ロー君が死んでしまった。

　わたしのせいで、殺されてしまったのだ。

　逃れようない痛みがわたしの胸を埋め尽くしていく。一度涙が溢あふれてしまうと、もはやそれを止める術すべはなかった。

「……クロア……」

　縄から解放され、自由になったカリャンがわたしの肩をそっと抱いてくる。

　けれど、彼女の優しさに甘える暇もなく、スラガヤに二度目の角つの笛ぶえの音が響き渡った。

　あと一度の角笛で、戦いが始まるのだ。スラガヤの最後が始まるのだ。いよいよ街の滅亡が、黒い《天てん子し》の群れと共に近づいてくる。涙を流している時間なんて、残っていない。

　わたしはロー君の枝を握りしめ、そっと服の内にしまい込んだ。涙を無理やり拭って、立ち上がる。

「……クロア？　どこへ行くの？」

「……《一つ目の君きみ》に会ってくる」

「そんな！　もう《吊り箱》は動かないのよ？」

「……それでも、行かないと」

「……」

「ロー君は……わたしに前へ進めって言いたかったんだと思う。まだ、足を止めるには早すぎるって、だから必死にわたしの道を作ってくれた。その気持ちを無駄になんかできないよ」

「……でも、戦場に近づいたら、クロアの《銀ぎん紋もん》は《天てん子し》に狙われるのよ？　見向きもされない貴族とは違う。兵士と同じように、命を危険に曝さらすってことなのよ？」

「……わかってる」

「わかってない！　クロアは戦場を見たこともないでしょう！　どうやって人が殺されていくか、それがどんなに空むなしくて、どんなに苦しいことか、知らないでしょう！」

「……」

「わたし、クロアが傷つくことだけは嫌なの！　クロアが無事でいてくれたら、別にどんなに辛つらくたって、我慢できた！　春にクロアとまた会えるんだって、そう思っていたから耐えられたのよ。クロアがいたから……わたしは……」

　カリャンが幼い子供のように、わたしの身体に縋すがりつく。行かないでくれと願うように、彼女は必死でわたしを見つめる。

　けれど、その姿を見て、わたしはようやく安心することができた。

「よかった」

「え？」

「……やっぱり、苦しかったんだよね？　カリャンはずっと、苦しかったんだよね？　ちゃんと教えてくれてよかった。言葉にして伝えてくれて、嬉うれしいの」

「──」

「わたしは別に、死ぬために行くんじゃないよ。皆を守りたいだけ。わたしはずっと、今の今まで皆に守られてばかりだったから。《一つ目の君きみ》にお願いして、それでも駄目だったら、自分で何とかするしかない。それがどんなに無謀なことかも分かってる。分かってるけど……それでも、わたしだけは諦めたくないの。たった一人でも諦あきらめない人がいたら、可能性は残るはずだから。どんな小さな可能性でも、なくなったりはしないはずだから。わたしは、その可能性を守りたいの」

　わたしはカリャンを強く抱きしめた。

「……お願い、わたしのために祈って。カリャンが祈ってくれたら、きっと大丈夫だよ。カリャンのお祈りは、沢山の兵士を救ってきたんだもの。安らかな死のためじゃなくて、苦しくても生き続けられるように、祈ってほしいの。そうしたら、わたしは絶対に死なない」

「……クロア……」

「……ごめんね……」

　わたしが離れようとすると、カリャンはなおもわたしの手を摑つかんで放そうとはしなかった。その手は震えていて、彼女の怯おびえがよく分かる。あの戦場をずっと見つめてきた彼女だからこそ、恐ろしいのだ。わたしの死を怖がってくれるのだ。

　けれどわたしが微ほほ笑えんだとき、カリャンは瞳いっぱいに悲しみを浮かべて、それでも笑みを返してくれた。小首を傾かしげた、最高にかわいい彼女の微笑を。

「行ってくる」

　わたしは《吊り箱》をよじ登り、《銀ぎん線せん》の綱の上を走り出した。不安がないわけではない。恐怖は一秒ごとに膨れ上がる。けれど、わたしはもう足を止めるわけにはいかないのだ。

　スラガヤを守る。

　この道の先以外に、本当の幸せはない。




　──そして、三度目の角つの笛ぶえが鳴り響いた。




　　　　◇　◇　◇




　空は黄金色に輝いている。スラガヤを縁ふち取どる花びらが夕ゆう陽ひを浴び、鋭く稜りよう線せんを切りとっていた。《銀ぎん線せん》を辿たどった先に待っていたのは、外殻の先端に繫つながる無数の橋。おそらく貴族たちはここを通り、それぞれの観戦席に着くのだろう。

　それから中央の高台に《大おお獣けもの》を見つけた。残照を受けて熾おき火びのような輝きを放つ衣。黒い剛毛もまた、変わらぬ強したたかさで光を映し込んでいる。ただ、その明るみは威厳に満ちたものというよりも、陽炎かげろうのように淡い揺らめきで、今にも消えてしまいそうだった。

　橋を渡り、ゆっくりと彼に近づいていく。果たして《一つ目の君きみ》になんと言葉をかければいいのか、ずっと思案を巡らせながらも、ふと視界に地上が入り込んだ時、わたしは自分の中にある言葉という言葉が、一挙に揺さぶられるのを感じた。

　赤と黒の斑まだらが大地を覆っていた。風を粘つかせる鉄の臭いが、ここまで届く。瞬またたき一つの間に、兵士たちの身体が千ち切ぎれ、大地に転がっていくのだ。泥と血は《天てん子し》の狂奔によってかき混ぜられ、泡立ち、弾はじけている。積み重なった死体の傍かたわらを赤黒い小川が縷る々ると流れ、それを《天てん子し》がまた踏みにじり、もはや悲鳴を上げることのできる者は一人もいない。

　あまりに静かな死の蹂じゆう躙りんが、そこにあった。夢で見たはずなのに、それでもわたしの肉体が感じる死の近さは、比べることもできない。

　後衛を務める兵士たちは新参兵なのだろうか。見るからに怯おびえていて、戦うことはおろか、逃げることすらもできていなかった。たった一体、百足むかでの《天てん子し》が落ちてきただけで、風が木の葉を蹴散らすように死んでしまう。抵抗も、駆け引きもない。一方的な、しかもほとんど偶然の死だ。

　ふと気付くのは、《天てん子し》がそうして死んだ兵士たちの身体を食い散らかしているということだった。そして、満腹になるまで食べた《天てん子し》は静かに空へと帰っていく。《天てん子し》たちが食べるのは、腕、背中、そして足だ。それは皆、《銀ぎん紋もん》が刻まれる場所。《天てん子し》はまさに《銀ぎん紋もん》を食べることを本能とし、それ以外のものは眼中にないのだ。兵士たちはただ殺されるばかりか、その形さえ奪われ消えていく。

　カリャンは、こんなものを見てきたというのだろうか。貴族たちはこの痛みしかない惨状を、ただじっと見つめてきたというのだろうか。無残に死にゆく人々が少しでも苦痛を忘れられるように。彼らの嘆きを少しでも肩代わりできるように。

　……狂ってる。

　こんなものは狂ってるとしか言いようがない。

　そして貴族のいない今日、この狂気を受け止めているのは独りの《大おお獣けもの》。《一つ目の君きみ》はわたしが隣にやってきてもなお、虚うつろな眼まな差ざしで身動き一つ取らず、戦場を見つめていた。

　やがて、彼が煙を吐くように呟つぶやく。

「……何をしに来た」

「スラガヤを守ってほしいんです」

「……」

「まだ全てが終わったわけじゃありません。だから──」

　一緒にスラガヤを救いましょう、と言い終える前に、《一つ目の君きみ》は宙から一振りの大剣を創りだし、わたしの首元に突きつけた。

「もう口を動かすな」

「……」

「主従揃そろって、私を苛いら立だたせる才能に溢あふれていることだな」

　そこでようやく《一つ目の君きみ》の片目がこちらに向けられる。赤い輝きを放つ剣の切きっ先さきはわたしののどに食い込み、ぷつりと溢あふれた血が首を斜めに濡ぬらした。

「……こうなることも想像できなかったか」

「……」

「私に協力を願い出て、たったそれだけで街が救われると、本当に思っていたのか」

　彼の瞳の奥は夜を押し固めたように暗い。彼は嘆息と共に剣を下ろし、血ち濡ぬれの切っ先を戦場に差し向ける。

「……見るがいい、この有あり様さまを。もっと、よく見つめるがいい。お前はこれを見てなお、本当にスラガヤが救えると思うのか？　あの腕をもがれ、臓ぞう腑ふを削り取られた兵士たちに、まだ希望はあると言えるのか？」

「……」

「もし言えるというのならば、それはただの虚偽だ。まだ死ぬなと言うのなら、それはただの拷問だ。己が戦いに赴くわけでもなく、血の一滴も流さぬまま、何がスラガヤを守るだ。傷つくのはお前ではなく、あの兵士たちだというのに」

「……それじゃあ、あなたはどうしてここにいるんですか」

「……何？」

「自分が戦うこともせず、それでいて兵士に戦いを命じているのは、《一つ目の君きみ》も同じです。それどころか、勝つことを自分が最初に諦あきらめてしまうなんて、裏切りじゃないですか。この戦いが拷問だと言うのなら、どうしてあなたは止めようとしないんですか？　見殺しにする方が、もっと酷ひどいことじゃないんですか？」

　すると《一つ目の君きみ》は深い溜ため息いきを一つ漏らし、首を振る。

「──なぜだ」

「え？」

「なぜ、人間はそうやって自分の尺度でしか、物事を捉とらえることができないのだ」

「……」

「私の目的が兵を戦わせることだと、誰が決めた」

「……え？」

「私の役目が街の防衛だと、誰が決めたのだ」

「だって……それは昔から、《一つ目の君きみ》自身が選んだことじゃないんですか……？」

「……そうだ、かつては私が選んだ。では、私がそれを止めることだってあると、なぜ思わない？　三百年もの間、一つの役目を始めたら最後まで続けなければならないと、誰が決めたのだ？　言うまでもない、お前たちだ。お前たち人間が、そう決めた。そう勝手に思い込んだのだ。私はいつ、街の防衛を続けていると言った？　お前たちはいつ、私がしていることは何かと尋ねた？」

「──それじゃあ、もう諦あきらめてしまったんですか」

「……諦あきらめる？」

「まだ挑戦してもいないのに、まだ、最後までやりきってもいないのに、もうスラガヤの防衛はしないって、独りで諦あきらめちゃったんですか？」

「知ったようなことをぬかすな！」

　その瞬間、凄すさまじい怒声と共に《一つ目の君きみ》の毛が逆立ち、再びわたしの首元に大剣が突きつけられた。《一つ目の君きみ》の眼まな差ざしは氷よりも冷ややかなものとなってわたしを射抜く。

「……やりきってもいない、とはどういう意味だ。事情を知りもせず、よくぞそこまで軽々しい言葉を吐けたものだな。よいか、二百九十六年だ。私は二百九十六年もの間、街の防衛という探究に挑み、そして十七年前に結論を得たのだ！　もはや私はスラガヤを守ることができない。街の防衛は、既に私の中で終わっているのだ！」

「十七年前って……大崩落のことですか……？　でも、それはむしろ《一つ目の君きみ》が成功したことで……」

「違う。私はスラガヤへ《天てん子し》の侵入を許した時、己が前線に立たねばならない状況に陥った。街の防衛においては《大おお獣けもの》が《天てん子し》と戦わねばならなくなった時点で、限界なのだ。偶然退けられることはあっても、《天てん子し》の数にやがては死ぬことになる。お前も、この戦場を見た今、なぜ人間の兵士が必要か、薄々気付いているのだろう？　ある程度、《天てん子し》を満足させてやらねば、奴らの怒りを抑えることはできぬのだ」

　兵士たちの《銀ぎん紋もん》を食べ、太陽へ帰っていく《天てん子し》。それはつまり、《地ち胚はい》に刻まれた奇き蹟せきを食われぬために、人間の奇き蹟せきを差し出しているということなのか。もはや戦いではなく生いけ贄にえとして、兵士たちは死ぬためにこそ、戦場に向かわされているというのか。

「よいか、私は諦あきらめたのではない。終えたのだ。三百年近く守り続けたという意味で、むしろ私の探究は成功したと言ってもいいだろう。スラガヤは寿命を迎えることができた。それでいいではないか。それ以上の何を望むことがある？　もはや滅ぶことが避けられないと分かったものを、どうして無理に生きながらえさせる必要があるというのだ」

「でも……あなたは十七年前に階級制度を作って……そのおかげで、今日までスラガヤは続いたじゃないですか。それは街を守るためじゃなかったって言うんですか？」

「そうだ」

「それじゃあ、何のために──」

「──弔いだよ」

《一つ目の君きみ》の声こわ音ねはさらに一段と重くなって、わたしに降りかかる。

「貴族という存在を作ったのは、スラガヤを弔とむらうためだ。終わりの見えた街を静かに葬ほうむってやるためだ。兵士たちは貴族がいたおかげで静かに死を受け入れられた。滅ぶと分かっていながら向かわねばならぬ戦場に、足を運ぶことができたのだ」

「……そんな……そんなのって……」

「ゆえに、私は諦あきらめてなどいない。今も街の弔とむらいという探究を続けている。ゆえに、もしもお前がスラガヤを救うというのならば、それは私の邪魔をするということだ。私がこの場でお前を切り伏せよう」

「……」

《一つ目の君きみ》は何も悪意からそう言っているのではないのだろう。彼は本気で街を弔とむらうため、この仕組みを作り、実行に移してきた。だからわたしが刃向かえば、容赦なく剣を振るうに違いない。

　しかし、こうしている間にも兵士たちは死んでいく。《天てん子し》は少しずつ街へと近づき、その醜悪な鋼鉄の蠕ぜん動どうがより克明に見えてくる。思い出されるのは、あの戦場の夢。もしも自分が《大おお獣けもの》の人形に過ぎないのだとしたら、という兵士の疑念。……むしろ、そうであったなら、まだ救いはあったのかもしれない。わたしは《大おお獣けもの》の愚かさを断ずることが出来たのかもしれない。けれど、《一つ目の君きみ》は本当に兵士を思っているのではないか。その苦しみを和らげたいという思いは、決して間違ってはいないのではないか。

《一つ目の君きみ》は不意に左目の傷を指でなぞり、穏やかに言う。

「……私は十七年前、己が剣でもって《天てん子し》と戦った。その時感じたのだ。死の恐怖を。自らが消滅することへの恐れを。そして悔いた。兵士にこれを強いてきた自分の行いが、どれほど残酷なものだったか。そして考えたのだ。そこからいかにして兵士たちを救えばよいのかを。……《天てん子し》との戦いに終わりはない。一方で、街の限界は既に訪れていた。ならば、どうする？　お前が私であったのならば、どうしていた？　下手な希望を与えるよりも、静かに弔いの場を用意してやることの方が、救いになるのではないか？」

「……」

「私はな、人間を尊敬してさえいるのだ。死の恐怖に幾度も立ち向かえる人間たちを。死とは実に恐ろしいからな。私は恐怖に打ち勝つことなどできぬ。私は人間にはなれぬのだ。それゆえ、《大獣》として死ぬことを受け入れた。共に戦うのではなく、見送る者として。そのことに悔いはない」

「……」

「この結末をお前が罪に思う必要はない。それはお前の過あやまちでも、怠慢でもない。限界なのだ。人間にも《大おお獣けもの》にも、そして街にも、あらゆるものに限りはあり、終わりはいつか訪れる。ただそれだけのことに過ぎない。それを受け入れるのだ」

　わたしから視線を外し、再び戦場を眺めた彼の眼まな差ざしは、拭ぬぐいきれない虚無に染まっていた。彼にとって、もう全ては終わっているのだ。諦あきらめるとか、諦あきらめないとか、そんな話ではなく、彼はスラガヤという死骸の隣で、そこに命の一つも残らなくなるまで立ち尽くすのだろう。たぶん彼は真面目過ぎるくらい、見つめてしまっているのだ。この戦場を、この溢あふれんばかりの死を。

　けれど、だからこそ見えていない。

　最も大切なことを忘れている。

「……でも、まだ生きていますよ」

「……何だと？」

「まだ兵士たちは生きています。街の人々も、スラガヤも、生きています。確かに苦しい状況ではあるけれど、本当に死んでしまったわけじゃない」

「……」

「どんなに結末が分かりきっていても、まだ本当に終わったわけじゃないでしょう？　終わってもいないのに弔とむらうなんて、それはやっぱりあなたが皆を勝手に殺しているんです」

「──っ！」

　剣の刃が首の横にぴたりと止まる。けれど、わたしはもう言葉を躊躇ためらったりはしなかった。

「《一つ目の君きみ》は一人で何もかも終わった気になっているだけです。一人で探究をして、一人で苦しんで、一人で結論を出してしまった。……どうして、人間があなたの役目を街の防衛だと思っていたか、それはわたしたちが聞かなかったからだって言いましたよね？　でも、耳を塞いでいたのはあなたじゃないんですか？　誰も理解してくれない、誰も相談できない、そうやって決め付けていたのは、《一つ目の君きみ》なんじゃないですか？」

「……」

「あなたには貴族がいた。あなたのことを心配して、どんなにつらいことでも一緒に耐えようとしてくれる人たちがいたんですよ。《一つ目の君きみ》と一緒に悩んでくれる人たちが、いつも傍そばにいたじゃないですか」

「……お前に、何が」

「分かります。だって、わたしはその役目を果たせなかったから。あなたにとっての貴族みたいに、大切な人の側にいられなかったから。皆、あなたみたいに一人で苦しんでいた。わたしはもっと、話を聞いてあげるようにするべきだった。そうしたら、もっと早く彼女たちは楽になれたはずなんです。わたしに伝えてくれたはずなんです。でも、あなたは違う。いつだって、あなたのことを考えてくれる人がいた。いたのに、黙っていたんです」

「──だが、言ったところでどうなる！」

　その時《一つ目の君きみ》の目が初めて感情に揺れていた。苦悩と怒りに満ちたまなざしが、わたしを痛いほどに貫いた。

「あやつらに力はない！　あやつらは何もすることができぬのだ！　そうだ、お前に指摘されるまでもなく、私は知っている！　あやつらが私を思い、心を砕くことなど知っている！　なぜなら、あやつらこそ、私の無力の象徴だからだ！　兵士を助けることもできず、祈ることしかできない無力な者！　……そうだ。私は耐えられなかった。一人では決して兵士の死を耐えられなかった。だからこそ、やつらに求めたのだ！　共に死を見つめてくれと！　弔いの悲しみを背負ってくれと！　そこまで頼っておきながら、どうしてそれ以上を求めることができる？　あやつらに、これ以上の苦悩を押し付けたくなどない！」

《一つ目の君きみ》の叫びは、どこかカリャンの叫びを思い出させた。あるいはユラスナの涙も同じなのかもしれない。頼るべき相手のことを思い、それゆえに頼ることのできない苦しみ。《一つ目の君きみ》もまた、ずっと耐えてきたのだ。誰にも悟られぬよう人々から距離を置き、全ての責任を負って、このスラガヤの天てつ辺ぺんに立ち続けた。

「……あなたは言ってもよかったんですよ」

「……」

「苦しいなら、苦しいって言ってよかったんです。だって、皆を救っておきながら《一つ目の君きみ》だけ苦しいなんておかしいじゃないですか」

「しかし、私を救える者など……どこにも……！」

「ここにいますよ」

「……なに？」

「わたしが……わたしたちが、何とかしてみせます」

　絶望なんて言葉じゃ、足りないのかもしれない。《一つ目の君きみ》が、そしてこのスラガヤという街が目の前にしているものは、死と苦痛で塗りたくられた戦場だ。それを見つめようとすることは、一つの贖しよく罪ざいで、きっとそれは既に一つの覚悟なのだろう。

　でも、この世界にはもっと幸福で、もっと美しいものがある。

　ちっぽけで、無知で、迷惑をかけてばかりのわたしだけれど、それでも、わたしはそれを知っている。そして彼となら、摑つかみ取とることさえできるのだ。

《天てん子し》よりもずっと向こうから、風よりも速く空を飛ぶ、一つの影が見えた。

　彼は黒い外がい套とうをはためかせ、わたしの目の前に降り立ち、言う。

「──間に合ったかな」

「完璧です。《貪どん食しよく》さん」

　わたしが手を差し出すと、彼はわたしの手を取り、その胸に引き寄せてくれる。

　すると、《一つ目の君きみ》が啞あ然ぜんとして尋ねてきた。

「……お前たち、いったい何をするつもりだ？」

「言ったじゃないですか。あなたを救うって」

「な……」

「あなたを救うためには、まずスラガヤを救わないと。わたし、思うんです。結局、貴族も兵士も、それに《大おお獣けもの》だって幸せになるべきなんだって。だって、皆、生きているんですから。《一つ目の君きみ》だって、生きています。……ずっと苦しかったんですよね？　だったら、その苦しみはわたしたちの苦しみと一緒です。それがきっと、生きているってことなんです」

「──」

　その時、《一つ目の君きみ》の残された右目から、一つの雫しずくが零こぼれ落おちた。そしてどこか呆あきれたような微笑を浮かべて彼は言う。

「……ならば、救ってみせろ。しっかりと私が見届けてやる」

　わたしが頷うなずくと、ふわりと体が浮いて空へと飛びあがる。《貪どん食しよく》さんは耳元で、呆あきれたような溜ため息いきを漏らした。

「……随分と大それた約束をしちゃったね」

「あはは……」

「《一つ目》が笑うなんて、百年ぶりくらいだ」

　そして彼はわたしをしっかりと腕に抱えなおすと、真剣な面持ちで尋ねてくる。

「何か、考えはあるのかな？」

「戦場の最前線へ向かってください」

「……本気かい？」

「はい」

「……僕はクロアを迎えに来ただけなんだけどな」

「そうですよ。だから、帰るんです。皆が家に帰るべきなんです。《天てん子し》が家に帰る時間も、もうすぐですから」

「クロア、それってまさか」

「──わたしたちの撤退戦を始めます」




　　　　◆　◆　◆




　クロアに頼まれたことは一つだけ。彼女を最前線に運び、しばらくの間《天てん子し》を引き付けること。既に太陽は水平線に近づきつつあり、もうじき《天てん子し》の活動時間は終わりを迎える。それまで逃げ切れば、《天てん子し》の襲撃を凌しのげるという算段だろう。

　しかし、実際にどうやって兵士を撤退させるのか。クロアは戦場の経験もなく、一人で《天てん子し》と渡り合うことすら不可能だろう。絶対的な兵量も足りず、指揮系統さえ崩れつつある兵士たちに、どうやって彼女の意図を伝えるのか。

《天てん子し》との交戦が繰り広げられている戦場は既に右翼、左翼共に防衛線を後退させており、放射状に配置された各隊の担当領域も入り乱れていた。残っているのは五千人ほど。それでも、たった一人、突然現れた少女が御するには、あまりにも多い人数だ。

　──本当に策はあるのか。全員を救うことなど、可能なのか。

　僕はのど元まで出かかった問いを、必死にこらえた。なぜなら彼女の横顔はあまりにも真剣だったからだ。ただ理想を語ったわけでも、思い付きを口走ったわけでもない。彼女は今必死で考え、本気で「撤退戦」を行おうとしている。

　ならば、僕はそれを信じるしかない。たとえどんな結果になろうとも、彼女の望むもののために僕はやってきたのだから。

　前線が近づく。腕の中でクロアの身体が震えているのが分かった。当然だ。戦場に近づけば近づくほど、死臭は強まる。引き裂かれた死体や《天てん子し》の残骸、それを囲む赤と黒の血ち溜だまり。こんなものを見て、怖おじ気けづかないはずがない。

　でも、彼女はしっかりと前を見つめていた。

　僕は彼女を前線の中心に下ろし、急激に上昇する。あえて大きな白蛇に身を変え、周囲の注意を引きつけた。数十の蟷螂かまきりと数百の蜻蛉とんぼがたちまちこちらにめがけて突進してくる。僕は《天てん子し》がついて来られるぎりぎりの速度で空を飛行し、隙すきがあれば《黒こく線せん》を嚙かみちぎった。鎌が振り下ろされ、百足むかでが衝突し合い、蜻蛉とんぼが風を裂く。それでもとにかくクロアに《天てん子し》が向かわぬよう、僕は出来得る限りの囮おとりを演じる。

　しかし目まぐるしい逃走の中で、一瞬、ぴたりと《天てん子し》たちの動きが止まった。

　その理由は僕にも分かる。

　何か──ぞっとするほどの奇蹟が来る。

　その予感の中心に目を向ければ、クロアが一本の《銀ぎん柱ちゆう》に触れ、大地に跪ひざまずいていた。そして彼女の全身が眩まばゆい銀色に発光した次の瞬間、その周囲から夥おびただしい量の草花が広がり始める。《銀ぎん柱ちゆう》から《銀ぎん柱ちゆう》へ、しかも前線からスラガヤに向かって一本の巨大な線をなし、色とりどりの花が咲き乱れた。

　よく見れば、その草花には薄うっすらと銀色の光が浮かんでいる。

　……《赤せき泥でいの君きみ》の農園に広がる、生きた《銀線》。

　あの芝生と同じものをクロアは信じがたい規模で創り出しているのだ。

　上空から見れば、まさにスラガヤへの帰路を示すかのごとく、戦場に花の道が敷かれていた。

　突然の出来事に兵士たちが当惑する中、クロアはのどが潰れんばかりの声で叫ぶ。




「──どうか、お願いですっ！　皆さん、スラガヤへ走ってください！　《天てん子し》はわたしたちが引き受けます！　皆さんは、帰るべき場所へ！　帰るべき人のいる場所へ！　どうか、最後まで、生きてくださいっ！」
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　兵士が声を上げることのない、異様なほど静かな戦場だったからこそ、その言葉は遠く響いた。驚くべきはクロアの奇き蹟せき、そしてその一声によって、たちまち兵士の動きにまとまりが戻ったことだろう。戦いに慣れた者は《天てん子し》に応戦をしつつ、余力のある者は動けなくなった者へ肩を貸す。戦場全体に生きた《銀ぎん線せん》が広がったことで兵士たちの機動力は格段に上昇し、途切れていた連携、ありえなかった協力が一斉に始動する。

　ただ散っていくだけだった命に、きちんと道が示された。クロアはただ一つ、帰るべき方向を示しただけだ。それでも一人一人の兵士は己の最善を果たそうと、生きてくれという彼女の願いに応えようと、全力で動き始めたのだ。

　クロアはそれから自分自身も救助の輪へ加わる。あれほどの奇き蹟せきを使った後で、力など残っているはずもない。そもそも、彼女の為なした奇き蹟せきは人間の肉体には負荷の大きすぎるものだったはずだ。しかし彼女は戦場を駆け、倒れる者、迷える者に声をかけていく。そして戦うことのできない彼女を守るように、クロアの周囲に自然と部隊が出来上がり、それがより多くの兵士を救うことになる。

　どんなに困難な道であっても、全ての命に生きてほしい。

　そのたった一人の願いが、九十九を変えたのだ。

　これ以上の奇き蹟せきがどこにあるのだろう。

　僕は襲い掛かる《天てん子し》を薙なぎ払はらい、自ら飛び込み、撃墜する。地上に向かう《天てん子し》が少なくなるように、自分のなせることをする。その間に兵士たちの八割はスラガヤに戻りつき、あとは太陽が沈むのを待つばかり──しかし、そう思った時だった。突然、あの耳みみ障ざわりな音が戦場に降りかかる。

「……来たか」

　空に浮かぶ大蛇のごとき黒影……群れを成す蝶ちよう型がたの《天てん子し》だ。この厄介さを知っているのは、おそらく今、この戦場で自分だけだろう。ただ誰にでも分かるのは、それが決して喜ばしいものではないということ。うねり、捻ねじれ、広がりながら近づいてくる黒雲は、その無軌道さゆえに一層おぞましい。

　もしもこれがスラガヤに近づいたら、もはや手の出しようがなくなってしまう。だとすれば、やるべきことは一つ。

　僕は蟷螂かまきり型がたの《天てん子し》を叩き落とすと、人間の姿へと戻り、クロアのもとへ飛ぶ。また一人兵士を助け起こしていた彼女は全身血だらけ。一瞬、それは戦場の血ち溜だまりのせいかと思ったが、そうではない。彼女の全身から血が滲にじみ出でているのだ。《銀ぎん紋もん》の過剰な使用に、器の方が耐えきれなかったのだろう。まるで赤い汗のようにして、彼女は《銀ぎん紋もん》から血を流し続けていた。

　だが、それを痛ましいと思う暇もなく、僕は告げなければならない。

「クロア……あの《天てん子し》は僕の力だけでは食い止められない。いくら兵士がいても難しい」

　彼女は足をもがれた兵士を無事な兵士に預けると、空を振りあおぐ。しかし、彼女は驚くほど穏やかな笑みで言った。

「でも……わたしと《貪どん食しよく》さんなら、どうにかできるんですよね？」

「……ああ、ただ……」

「もう、痛いのは平気です。最後まで、わたしたちの仕事を果たしましょう」

　もはや、今のクロアには誰もかなわないだろう。僕は観念して考えを話す。

「あれは蝶ちよう型がたの《天てん子し》なんだ。倒しにくいけれど、攻撃性も低いし誘導することは難しくない。日没まで、スラガヤから遠ざけられればいい」

「……わたしは何をすればいいんですか？」

「《銀ぎん線せん》の花を創ってほしいんだ。空中に。《天てん子し》は奇き蹟せきの力に引かれるから」

「でも……奇き蹟せきの力はどこから？　飛んでしまったら、スラガヤには頼れませんよ」

「僕がスラガヤの代わりになる。クロアの願うことは、なんでも叶かなえるって言っただろう？」

　僕が微ほほ笑えむと、クロアも優しい笑みを返してくれる。彼女はそれから、遠巻きで僕らを見守っていた何人かの兵士を呼び、自分たちが《天てん子し》を引き付けるために戦場を離れることを告げた。僕らが空に飛び上がろうとすると、その中の一人がクロアに尋ねてくる。

「あ、あの……！　あなたのお名前は……！」

　ちょっとクロアは目を見開いて、それからいつもの調子で答えた。

「わたしの名前は、クロア。アバダール家のクロアです」

「ありがとうございます、クロア様！　あ、あなたはリリアン様の生まれ変わりだ！」

　クロアはちょっとおかしそうに笑って、彼らに別れを告げた。蝶ちよう型がたの群れの方に向かいながら、彼女は不思議そうに呟つぶやく。

「わたし……そんなにリリアン様に似ているんでしょうか。《貪どん食しよく》さんもそう思います？」

「……どうだろう。でも、クロアはクロアだよ。誰に似ていたって、クロアだ」

　それから僕たちは天まで上り、今一度、戦場を見下ろした。

「……それじゃあ、帰ろうか」

「……はい」

　クロアが僕の手を握る。彼女の細い指は自分の血でじっとりと濡ぬれ、見るのも痛々しいほどだ。しかし彼女は目を閉じると、たちまち沢山の花を創りだした。彼女のもう一方の手から、滝のように花が咲きほころび、戦場に降り注ぐ。僕は、その奇き蹟せきに見とれると同時に、戦せん慄りつした。想像していた以上に、この奇き蹟せきは消耗する。僕の奇き蹟せきの残量だけでなく、やはりこの奇き蹟せきにクロアの肉体が耐えうるのか、一抹の不安がよぎった。

　僕はクロアに奇き蹟せきを分け与えながら、《朽くち株かぶ》へ向かって飛んだ。スラガヤに近づきつつあった蝶ちよう型がたの《天てん子し》たちは降り注ぐ花につられて、ゆっくりとその向きを変える。クロアの創った花は空に流れる鮮やかな川となり、それを泳ぐようにして《天てん子し》たちが追いかけた。遥はるか遠とおく、スラガヤでは微かすかな歓声が轟とどろいたような気がする。

《天てん子し》を連れた家路。もはや《朽くち株かぶ》はただの廃はい墟きよと化しているが、そこが僕らの家であることは間違いなかった。しかし、ようやく山やま際ぎわからその天てつ辺ぺんが覗のぞいた頃、不意にクロアが尋ねてくる。

「……帰ったら、《貪どん食しよく》さんは何が食べたいですか？」

「うーん……鍋かな。アバダール家特製の肉団子鍋」

「……いいですね」

「でも、この前食べた香煮もおいしかったな」

「……じゃあ、それも作りましょう」

「温かいお茶は僕が淹いれるよ」

「……はい」

「それに今、《朽くち株かぶ》は火が使えないんだ。《銀ぎん線せん》がなくってね」

「……大丈夫です。わたし、火を熾おこせますから」

「さすがだ」

「……当たり前じゃないですか。わたしはずっと……」

　その言葉を言い終える前に、クロアが突然咳せき込こんだかと思うと、大量の血を吐き出した。僕の腕にも、温かい血が染しみ込こんでくる。彼女は、

「大丈夫です……大丈夫ですから……」

　と呟つぶやくが、もはや笑みを浮かべることさえできていない。ほとんど意識が消えかかっていた。

「……もう休んでいいんだよ、クロア」

「でも……」

「君はスラガヤを救ったんだ。後のことは心配しなくてもいい。もう眠って大丈夫だから」

「……はい……」

　彼女の頭をそっと撫なでると、クロアはゆっくりと目を閉じた。

　そしてそれと時を同じくして太陽が沈み、その瞬間、残っていた蝶ちよう型がたの《天てん子し》たちは地平線の彼方かなたへ、流れるように消え去っていく。あとは山を越え、《朽くち株かぶ》にたどり着くだけ。それだけで、良かったのだけれど。

「……そううまくは……いかないか……」

　僕の力も限界を迎え、墜落する。森の木の枝を突き破り、クロアを抱きかかえて地面に打ち付けられるが、もはや痛みも感じない。腕の中のクロアを改めて見れば、小さな体から流れ出す血は止まる気配がなく、顔色は刻一刻と死相を帯びていった。彼女の額を汚す血を拭ぬぐいながら、僕はその横顔をもう一度目に焼き付ける。

　……まあ、こうなることは、どこか覚悟していたようにも思う。《朽くち株かぶ》を使って取り戻した奇き蹟せきは全て使い切ってしまったけれど、今、ここには消え入りそうな命が二つある。ならば共倒れになるよりも、一つに可能性を賭ける方がいいに決まっているではないか。

　そしてどちらが残るべきか。そんなことは悩むまでもない。

「……さようなら、クロア。愛してるよ」

　僕は彼女の唇に口づけし、魂の全てを彼女に捧ささげた。








〈下巻へ続く〉
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東京都在住の漫画家、イラストレーター。
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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本書は書き下ろしです。
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